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　薄うす闇やみに満たされた空間で、幾いく人にんもの声が聞こえてくる。

　その空間は〝囁ささやきの庭園〟と呼ばれていた。

　庭園の中心にあるのは緋ひ色いろの円卓。設しつらえられた座席は十二。そのうちの三つは空席であり、残る九席には諸国の王たちが座していた。皇帝、大統領、首相、主席──いずれも聖せい域いき条約加盟国から選任された、九つの国家の元首たちだ。彼らの素顔は銀の仮面に覆おおわれ、魔ま術じゆつで変調された囁きも、誰だれの声かはわからない。

「矢や瀬ぜ顕あき重しげが失脚したようだ」

　仮面の王が囁いた。答えたのもやはり仮面の王だ。

「絃いと神がみ島じま──極東の〝魔族特区〟か」

「特に問題はないでしょう。いずれ彼の計画が破は綻たんすることは予想されていました。タルタロス・ラプスの行動は、むしろ僥ぎよう倖こうと見るべきでは？」

「だが、その結果、新たに十番目の眷けん獣じゆうが解放された」

「これで暁あかつき古こ城じようが使し役えきする眷獣は九体。完全な封印を保っているのは残り一体に過ぎぬ」

「所しよ詮せんは不完全な紛まがい物ものの真しん祖そだ。〝原初ルート〟の記憶が失われた以上、現在の第四真祖は、単に強力な吸血鬼の一個体でしかない。我らの脅きよう威いにはなり得まい」

「同意。第四真祖の脅威度は、対処が必要なレベルに達していない」

「警戒すべきはマグナ・アタラクシア・リサーチのほうだろう。矢瀬顕重の失脚によって、相対的に〝魔族特区〟に対する彼らの影えい響きよう力りよくが増した。もはや我らとて看かん過かできぬまでに」

「ならば痛みを与えてやればいい。己の分ぶんをわきまえぬ犬には、相応の躾しつけが必要だ」

「銅どう臭しゆうにまみれた奸かん商しようどもが、我らの警告を理解できればよいが」

「できるだろう。できねば、排除するまでだ」

「それでは〝カインの巫み女こ〟は、このまま放置して構わないと？」

「やむを得まい。〝祭さい壇だん〟たる絃神島が存在する限り、何なん人ぴともあれを傷つけることは叶かなわぬ。〝魔族特区〟一基を失う覚悟があれば別だが──」

「ならぬ。いまだあの島には利用価値がある」

「では、彼女の処分は保留とする。条約加盟各国には不要な接触を慎むように通達を──」

「──異議あり」

　唐とう突とつに鳴り響ひびいた新たな声が、無数の囁きを沈ちん黙もくへと変えた。

　素顔を隠かくした王たちが、仮面越しにもはっきりと動揺を露あらわにする。

　ふと気づけば、円卓に残されていたはずの、三つの空席が埋まっていた。

　聖域条約締結以来、一度たりとも姿を見せることのなかった三人の王が、揃そろってこの場に現れたのだ。〝囁きの庭園〟において、特別に拒否権を与えられた常任理事──すなわち、夜の帝国ドミニオンの領主たちが。

「状況が変化した。〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかいが、〝聖せい殲せん〟の叡えい智ちを手に入れた」

　王の一人が厳おごそかに告げる。その瞬しゆん間かん、沈ちん黙もくはどよめきへと変わった。

　実在すら疑われていた三人の王。吸血鬼の真しん祖そたち。彼らがこの庭園に集結した目的を、円卓を囲む全員が理解する。

「いずれあの男は〝遺産〟を使うだろう。そうなれば我らにとっても深刻な脅きよう威いとなる」

「ゆえに我らは貴き兄けいらに請こう。機構軍の発動を」

「命じよ、極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟を滅ほろぼせ、と──」

　薄うす闇やみの中で、会議が終わる。

　王たちは銀の仮面を置いて、〝囁ささやきの庭園〟を立ち去っていく。

　緋ひ色いろの円卓に残されたのは、物言わぬ十二の仮面のみ。

　そして彼らは、絃いと神がみ島じまを滅ぼすと決めた。

　　　　　　　　　　†

　少女は、海を眺ながめている。

　南国の日射しを連想させる、蜂はち蜜みつ色いろの髪の娘だった。年齢は十代の半ばほど。きめ細やかな褐かつ色しよくの肌に、色鮮やかな異国の巫み女こ装しよう束ぞくがよく似合っている。

　豊かな胸元を飾っているのは、翡ひ翠すいをちりばめた黄金の首飾りだ。そこに刻まれているのは、豹ひようの頭とう骨こつを模もした浮き彫り細工。中米を支配する夜の帝国ドミニオン──〝混こん沌とん界かい域いき〟の紋章である。

　その紋章の所有者であるということ、それはすなわち彼女の主君が、第三真祖──〝混沌の皇女ケイオスブライド〟であることを示している。

　セレスタ・シアーテ。それが彼女の名だ。

　かつて世界に災さい厄やくをもたらす、邪じや神しんの〝花嫁〟と呼ばれた少女。彼女を依より代しろとする邪神、〝冥くらき神しん王おう〟はすでに消滅したが、龍りゆう脈みやくを制御する巫女としての力は、今もセレスタの中に残っている。その力に興味を抱いた〝混沌の皇女ケイオスブライド〟の気まぐれで、セレスタはいつの間にか〝混沌界域〟の女官の肩書きを与えられていたのだった。もっとも女官というのは名ばかりで、実際の役目は、退屈をもてあました第三真祖の遊び友達だったりするわけだが。

　そんなセレスタが、海を眺めている。刻ときは黄昏たそがれ。残照が、水平線を赤い血の色に染めている。暗い海面は夜空と混ざり合い、世界を闇が覆おおっていく。

　潮しお風かぜが少女の髪を揺らす。

　彼女が立っている場所は、巨大な艦ふねの甲かん板ぱんだった。

　全長二百八十メートル。満載排水量五万トン超。四基の大型精せい霊れい炉ろを搭とう載さいした、強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん〝スフリエール〟──その飛行甲板フライトデツキの後端である。

〝混こん沌とん界かい域いき〟太平洋艦隊の旗き艦かんたる〝スフリエール〟の目的地は、日本。首都東京の南方海上、三百三十キロ地点に位置する〝魔ま族ぞく特とつ区く〟だ。

　絃いと神がみ島じまと名付けられたその人工島は、セレスタにとっても大切な思い出の場所だった。だからこそ〝混沌の皇女ケイオスブライド〟も、同行する部下としてセレスタを指名したのだろう。

　だが、懐なつかしい土地へと向かうセレスタの表情は硬かった。なぜなら〝スフリエール〟が動き出した目的は、絃神島に滅ほろびをもたらすためなのだから。

「ヴァトラー様……どうして……？」

　少女が水平線の彼方かなたへと問いかける。

　その呟つぶやきをかき消したのは、頭上に響ひびき渡るターボプロップエンジンの轟ごう音おんだった。

　空中艦隊の異い名みようで呼ばれる巨大な装そう甲こう飛行船の群れが、〝スフリエール〟の上空を通過していく。彼らの行き先もまた絃神島だ。

　空中艦隊を構成する飛行戦せん闘とう艦かんの数は全部で七隻せき。〝スフリエール〟に随ずい伴はんする水上艦かん艇ていは、駆く逐ちく艦かん、巡じゆん洋よう艦かん合わせて十五隻。さらには精せい霊れい炉ろ搭とう載さい型の攻撃型潜水艦二隻が、艦隊の支援に当たっている。小国であれば一夜にして壊かい滅めつさせられるほどの大戦力だ。

　いかに〝混沌界域〟といえども、これほどの規模の艦隊を、単独で編成することは不可能である。それは〝戦せん王おう領りよう域いき〟や〝滅びの王朝〟も同様だろう。

　では、本来は存在し得ないはずの、この艦隊の正体とはなにか──？

　聖せい域いき条約機構軍という艦隊名こそが、その答えだ。この艦隊の正体は、聖域条約に基もとづく多国籍連合軍。世界各国から結集した最強の軍隊──この世界が持つ軍事力そのものなのだ。

　この艦隊と戦うということ。それは世界を敵に回すことに等しい。その力に抗あらがえる者など、いるはずもない。たとえそれが世界最強の吸血鬼だとしても、だ。

「暁あかつき古こ城じよう……」

　友人の名前を呟いて、セレスタは強く唇くちびるを嚙かむ。

　その声は少年の元には届かない。
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　　　　　　　　　　１

「たしかに今日は凪なぎ沙さの買い出しにつき合う──って約束したけどな」

　半ば目元を隠かくすようにパーカーのフードを深く被かぶって、暁あかつき古こ城じようは気け怠だるげに首を振っている。

　絃いと神がみ島じま最大の複合商業施設、テティスモールの特設イベントスペースだ。

　開放的な吹き抜けの広間にはガラス製のショーケースがずらりと配置され、宝石を思わせる小さな菓子類が美しく陳ちん列れつされている。それらを目当てに集まった客たちで、狭い通路は埋め尽くされ、稀き少しような商品の争奪戦が、店内の至るところで繰り広げられていた。

　都会の満員電車にも匹敵する殺人的な混雑ぶりである。

　せめてもの救いは集まった客の大半が、うら若き女性たちということか。

「行き先がバレンタインチョコ売り場なんて話は聞いてねーぞ。すげえ居心地悪いんだが!?」

「これが……これがバレンタイン……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、震ふるえる声でそう呟つぶやく。彼女はこの島に来てまだ半年足らず。絃神島特有の過激なバレンタイン商戦を目まの当たりにするのは初めてだ。

　本土から遠く離はなれた絃神島では、ギフト用高級チョコの入荷数が少ない。高温多湿の気候のせいで、輸送コストが高くつくからだ。

　さらには〝魔ま族ぞく特とつ区く〟特有の事情もある。つまり吸血鬼や獣じゆう人じん、人工生命体などの各種魔族の嗜し好こうに合わせた商品が入手できるのは、日本国内でもこの絃神島だけなのである。

　そんな様々な条件が重なって、この時期、島内の洋菓子店では、血で血を洗う地獄絵図のようなチョコ争奪戦が繰り広げられているのだった。

「ったく、なんで凪沙があのクソ親父おやじのために買った義理チョコを、俺が持ち運ばなきゃなんねーんだ……この時期、男はただでさえチョコレート売り場に近づきづらいってのに……」

　両手に握にぎった高級菓子店の紙袋を見下ろして、古城は憎々しげに唇くちびるを歪ゆがめる。

　本日の古城の役目は妹の荷物持ち。紙袋の中身は暁凪沙が、父親やクラスメイトのために用意した大量のチョコである。たとえ安価な義理チョコとはわかっていても、妹がほかの男のために買ったプレゼントを持ち歩くのは、あまりいい気分ではない。

　雪菜は、そうやってふて腐れている古城を呆あきれ顔がおで眺め、

「そんなに気にすることはないと思いますけど。もともとの風習では、性別に関係なく贈り物をする日なんですし」

「それはそうかもしれないけど、だからって〝魔族特区〟でバレンタインってどうなんだ？　西洋の聖人の祭りだろ？」

　聖人と呼ばれる英雄の多くは、かつての魔族との戦いにおいて偉大な功績を残した人々──すなわち魔族の敵てきである。中立地帯である〝魔族特区〟で彼らを祭るのが、適切であるとは思えない。

　しかし雪ゆき菜なは微笑ほほえんで首を振り、

「いえ。バレンタインの起源は、古代の結婚の女神を讃たたえるお祭りだそうです。聖人の名前と関連づけられたのは、後世の創作だといわれています。そもそもチョコレートを贈る風習自体、比較的最近になって広まったものですし」

「あー、そういやそうだったな……」

　古こ城じようは複雑な表情を浮かべて沈ちん黙もくした。バレンタインにチョコレートを贈るという奇習が、大手菓子メーカーによって生み出されたことくらいは、もちろん古城も知っている。

　一方の雪菜は、妙に感心したような態度でチョコレート売り場のショーケースを眺めて、

「でも、さすがに〝魔ま族ぞく特とつ区く〟ですね。獣じゆう人じん用のチョコレートが充実してます」

「獣人用？」

「はい。一部の獣人種はチョコレートを摂取すると、嘔おう吐とや痙けい攣れんなどの中毒症状を起こすことがありますから。有害な成分を取り除いてあるんです」

「犬かよ……」

　意外な情報に古城はうめいた。チョコレートに含まれるテオブロミンを摂取して中毒症状を起こすのは、犬猫などの愛あい玩がん動物に多く見られる症状だ。獣人の連中も苦労してるんだな、と同じ魔族として心の底から同情を覚える。

「それに魔術素材を混入した製品が普通に売られているなんて……噂うわさには聞いてましたけど、驚おどろきました」

「魔術素材……って、そんな大げさなものでもないと思うが」

　店内に貼はられた宣伝ポスターに気づいて、古城は小さく苦笑した。〝魔族特区〟で売られている菓子の中には、特定魔術食品と呼ばれる、魅み了りようや媚び薬やく効果などの効能をうたった製品がある。ただしその魔術効果は第四種以下──素人しろうとのおまじないと同程度の気休めだ。

「でも、姫ひめ柊らぎがバレンタインに詳しいってのは、なんか意外だな。チョコレートなんか喰くったことないのかと思ってた」

「わたしをなんだと思ってるんですか……」

　雪菜がムッと拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。幼いころから獅し子し王おう機き関かんで過酷な訓練に明け暮れていた彼女は、攻魔師としての知識と高い戦せん闘とう能力を身につけた反面、一般常識に疎うといところがある。とはいえ、さすがにバレンタインくらいは知っていたらしい。

「高たか神がみの杜もりでも普通にチョコレートくらい売ってますよ。特にバレンタインのときは、紗さ矢や華かさんが毎年張り切ってましたし」

「煌きら坂さかか……それはリアルに想像できるな……」

　古城は深く納得してうなずいた。獅子王機関の舞ま威い媛ひめの煌坂紗矢華は、姉妹同然に育った元ルームメイトの雪菜を溺でき愛あいしている。それがバレンタインともなれば、普段にも増して発はつ奮ぷんするのは確実だろう。異様に気合いの入った手作りチョコなどを用意しそうなイメージである。

　そんな古こ城じようの推測を裏付けるように、雪ゆき菜なは懐なつかしそうに微笑ほほえんで、

「そういえば去年はカカオ豆から作ったチョコを渡してくれました」

「カカオ豆から精製したのか!?」

「熟成に二週間ほどかかったそうです」

「いやいやいや。手作りにしても、どんだけ気合い入ってんだよ……」

　予想の斜め上を行く紗さ矢や華かの献けん身しんぶりに、古城はさすがに言葉をなくす。どん引きする古城の気配を察したのか、雪菜はフォローするように慌あわてて首を振り、

「あの、でも、紗矢華さんの作るお菓子は美お味いしいんですよ。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめは、暗殺訓練の一環として料理の技能も身につけてますから」

「そうか……それは俺もちょっと喰くってみたいような、そうでもないような……」

　暗殺訓練の一環というのが気になるが、と思いつつ、古城は雪菜へと向き直る。

「そういえば姫ひめ柊らぎは菓子を作ったりしないのか？」

「え？　わたし、ですか？」

　古城の唐とう突とつな問いかけに、雪菜は戸惑ったように瞳ひとみを揺らした。しかし彼女が見つめていたのは、古城ではなく、その背後だ。危険を警告するように、あ、と雪菜の唇くちびるが震ふるえる。そして、

「ほあちゃーっ！」

「うおっ!?」

　背後から奇声とともに振り下ろされた凶器を、古城はギリギリで回避した。目の前をかすめて通り過ぎたのは、業務用の袋に詰め込まれた五キログラムのチョコの塊かたまりだ。

　そのチョコを握にぎって襲おそいかかってきたのは、古城の見慣れた顔だった。ついさっき学校で別れたばかりのクラスメイトの矢や瀬ぜ基もと樹きだ。

「てめえ、矢瀬!?　いきなり出てきてどういうつもりだ……!?　ていうか、業務用チョコを鈍器代わりに使うんじゃねえよ！　売り物だろ、これ！」

「なんのことだ？　モテないふりをして、しれっと姫柊ちゃんにチョコを作らせようとしてる裏切り者に、天が裁きを下そうとしただけだろ？」

「は？　なんだそれ。べつに姫柊のチョコなんか要求してねえだろ!?」

　身に覚えのない言いがかりに、思わず反論する古城。それを聞いていた雪菜の表情が、ピキ、と音を立てて強こわ張ばった。

「わたしのチョコなんか、ですか……そうですか……」

　周囲に聞こえない程度の小声で、雪菜が無感情な呟つぶやきを繰り返す。矢瀬はニヤリと勝ち誇ったように笑い、

「聞いたろ、姫柊ちゃん。こんなやつにチョコなんか、ひとかけらたりともくれてやる必要はねーからな。よしんばこいつが雪山で遭そう難なんして、一週間飲まず喰わずだったとしても！」

「いや、さすがに遭難したときくらいは喰わせてくれよ、チョコくらい……」古城は真顔でツッコミを入れる。「ていうか、裏切り者はどっちだよ。おまえ、いちおう彼女持ちじゃねーか。古こ詠よみさんだっけ、三年生の──」

「古こ城じよう……おまえ、それを言うか……」

　ぐぐ、と矢や瀬ぜは壁に手を突き、打ちひしがれたようにうつむいた。友人のあまりにもわかりやすい落ちこみっぷりに、古城は困惑して首を傾かしげる。

「えーと……矢瀬？」

「俺のとこの先輩は受験生。しかも彩海学園ウチの三年生は、この時期、自由登校期間で学校には来てねえんだよ！」

「そ、そうか……なんか、すまん……」

　古城は気まずい気分で、矢瀬から目を逸そらした。受験を口実にチョコすらもらえないのなら、それはもはや彼女と呼べないのでは、とも思ったが、あえて口には出さないでおく。

「あの、それだったら矢瀬先輩は、どうしてチョコ売り場に？」

　矢瀬に連れがいないことを確認して、雪ゆき菜なが素朴な疑問を口にした。そういやそうだな、と古城も怪け訝げんな目つきになって、

「おまえ、こんなところでなにやってたんだ？　俺たちを尾つけてたってわけでもないだろうし」

「そ、そんなの決まってんだろ、チョコを買いに来たんだよ、チョコを買いに！」

　矢瀬が、どことなく挙動不審な態度で釈明する。

「チョコって、おまえが……？」

「おう。最近は男のほうから贈る逆チョコって習慣も流は行やってるからな！」

「そ……そうか」

　今イチ釈然としないながらも、深く追及しないでおこうと思う古城であった。

　そうこうしているうちに密集する女性客たちの隙すき間まをすり抜けて、洋菓子店のリーフレットを抱えた凪なぎ沙さが戻ってくる。

「雪菜ちゃん、雪菜ちゃん！　委員長たちにあげるチョコ、どっちにしよう？　八個のやつと、十五個のやつ。質を取るか量を取るか、悩ましいとこだよねえ。あっちの生チョコも美お味いしいんだけど、絃いと神がみ島じまの気温だと融とけちゃいそうな気がするし……」

　なにやらテンションが上がっているのか、凪沙は普ふ段だん以上の早口でまくし立てながら、雪菜に助言を求めようとする。彼女が広げたリーフレットを、どれどれ、と古城はのぞきこみ、

「俺はあんま甘くないやつが好きだな。あとナッツとか入ってるやつ」

「……どういうこと？　もしかして古城君もチョコ、欲しかった？」

　きょとんと大きな目を瞬いて、凪沙が意外そうに古城を見上げた。雪菜と矢瀬が、シスコンめ、と言わんばかりの冷ややかな視線を古城に向けてくる。

　そして古こ城じようは、予想外に素そっ気けない妹の反応にうろたえて、

「いや、だって、ほら……家族だし！」

「えー……でも、古城君、そんなこと言って、去年も一昨年おととしも、浅あさ葱ぎちゃんから、高いチョコもらってたじゃん。今年はわざわざ凪なぎ沙さが用意しなくてもいいかなーって思って」

「いやまあ、たしかにもらったけど、だけど浅葱のやつ、そのへんのスーパーで余ってた賞味期限切れ間近の特売品だって言ってたぞ？　高かったのか、あれ？」

「特売品って……もう、古城君はそんなだから……！」

　義ぎ憤ふんに駆られたような表情で、凪沙が荒々しく息を吐く。

「浅葱ちゃんが古城君にあげるチョコを特売で済ませたりするわけないじゃん！　賞味期限が短いのは高級品だからだよ！　なんでそれくらいわからないかなあ……！」

「わかんねーよ！　つーか、だいたい去年のやつは半分以上おまえが喰くっただろ！」

「だって美お味いしかったし──って、噂うわさをすれば浅葱ちゃんだ！」

　凪沙が不意に背伸びをして、遠くを見るような表情を浮かべた。ショッピングモールのエスカレーターを使って、駅方面へと向かっているのは藍あい羽ば浅葱だ。センス良く制服を着崩した、遠目にも華やかな雰ふん囲い気きの女子高生である。

「浅葱ちゃんもチョコ買いに来たのかな？　あたし、呼んでくる！」

「あ、おい……！」

　古城が呼び止めるより早く、凪沙は浅葱を追って走り出していた。落ち着きのないやつだ、と古城は諦あきらめたように首を振り、そんな古城を見て雪菜がクスクスと笑う。

　しかし矢や瀬ぜだけは遠ざかる浅葱を見つめて、妙に真剣な表情を浮かべている。

「どうした、矢瀬？」

「いや……浅葱のやつ、どういうつもりだ……？」

　古城の質問にも上うわの空で、ぼそぼそと独ひとり言ごとを呟つぶやく矢瀬。それを古城が訝いぶかしく思っていると、バタバタと乱暴に足音を鳴らして、駆け戻ってくる凪沙の姿が見えた。

「こ、古城君、大変！　ちょっと来て！」

「大変って、なにがだ？」

「いいからついて来て！　早く！」

　妹に強引に腕を引かれて、古城は仕方なく歩き出す。当然、雪菜と矢瀬も一緒だ。

　浅葱はすでにショッピングモールを出て、駅前の噴水広場に立っていた。ペンギンの彫刻が飾られたその噴水は、絃いと神がみ島じまでは定番の待ち合わせスポットである。そこで浅葱と話をしていたのは、冷たい刃物を連想させる美しい顔立ちの少年だ。

　行きずりのナンパという雰囲気ではない。二人は最初から、そこで待ち合わせていたらしい。

「ほら、あれ！　あの人！　ねえ、浅葱ちゃんとどういう関係!?」

　古城を腕をつかんだまま、凪沙が彼らを指さして叫ぶ。しかし古城は、妹の質問に答えない。あまりにも衝しよう撃げき的な光景に、返事をする余裕がなかったのだ。

「あいつ……キラくんの相あい方かたの……」

「ジャガン卿きよう……!?」

　古こ城じようが途切れ途切れに呟つぶやきを洩もらし、その言葉を雪ゆき菜なが引き継いだ。

　浅あさ葱ぎの待ち合わせの相手は、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族トビアス・ジャガン──ディミトリエ・ヴァトラーの腹心ともいわれる〝旧ふるき世代〟の吸血鬼だったのだ。

　そして古城たちが見つめる中、浅葱はジャガンと連れ立って歩き出す。二人が向かった先に停とまっていたのは、二人乗りの高級スポーツカーだ。ジャガンにエスコートされた浅葱が助手席に乗りこみ、続けてジャガンが運転席に座った。荒々しい排気音を響ひびかせて、二人を乗せたスポーツカーが走り出す。古城たちは瞬まばたきも忘れて、それを呆ぼう然ぜんと見送った。

「なんで……浅葱が、あいつと……」

　古城が半ば放心したような表情で自問する。焦しよう燥そうや不安というよりも、ただ疑問だけが脳内を渦うず巻まいている。それは隣となりにいる雪菜も同じらしい。

　動揺する古城を励ますように、凪なぎ沙さは殊こと更さらに明るく微笑ほほえんで、

「げ、元気出しなよ。ほら、今年の古城君のチョコは凪沙が用意するし……」

「その、古城……ウチの幼なじみが、なんか、すまん」

　目いっぱい気を遣つかっているような表情で、矢や瀬ぜが立ち尽くす古城の肩に手を置いた。

　　　　　　　　　　２

　無機質で近代的なガラス張りの廊ろう下かを、鋼はがね色いろの髪の娘が走っている。

　年齢のよくわからない少女だった。見た目の印象は十三、四歳ほど。彫りの深い顔立ちは、それよりも少し大人びて見えるが、人ひと懐なつこい無む邪じや気きな表情はむしろ妙にあどけない。

　彼女が着ているのは、精密検査用の淡い緑色の患者着だけ。それ以外にはＴシャツどころか、下着の一枚すら身に着けていなかった。彼女が裸足で床を蹴けるたびに、患者着の裾すそがひるがえり、太ふと腿ももの付け根までが際きわどく露あらわになる。そして、

「グレンダ！」

　鋼色の髪の少女を追いかけて廊下の奥から現れたのは、白衣を羽は織おった斐ひ川かわ志し緒おだった。

　両サイドだけを長めに残したショートヘアの、やや勝ち気な印象の少女である。逃走した龍族ドラゴンの少女──グレンダを必死で追い回していたせいか、若じやつ干かん、息が上がっている。彼女が拾い集めていたのは、脱ぎ散らされたグレンダのパンツとブラだ。なにやら異様なその光景に、廊下ですれ違った人々がギョッとしたように立ち竦すくむ。

「待て、こら、グレンダ！　服を着ろ！」

「やーっ！」
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　追いすがる志し緒おを嘲あざ笑わらうように、グレンダは階段を素早く駆け下りていく。

　グレンダが浮かべているのは満面の笑顔。どうやら逃げ回っているうちに、鬼ごっこ気分で、すっかり愉たのしくなってしまったらしい。そのグレンダがふと顔を上げ、歓かん声せいとともに両腕を広げた。建物の入り口近くに立っていた、新たな少女の姿に気づいたのだ。

　関西の名門女子校の制服を着た、優等生っぽい雰ふん囲い気きの女子高生だった。

　身長は百六十センチにわずかに満たない程度。髪型は清せい楚そな印象のミディアムボブ。サイドに流した前髪を、リボン型のヘアピンでまとめている。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ、羽は波ば唯ゆい里りだ。

「唯里っ！」

「え？」

　志緒に大声で名前を呼ばれて、唯里はびっくりしたように顔を上げた。全力疾走で突っこんでくるグレンダたちの姿に、ええっ、とわけがわからないまま身構える。

「ゆいりーっ！」

　そんな唯里の胸元へと、グレンダが体当たりのような勢いで飛びこんだ。はうっ、と衝しよう撃げきに耐えかねてよろめく唯里。グレンダは唯里の首筋に顔を寄せ、甘えるように鼻先をこすりつけてくる。その姿は龍族ドラゴンというよりも、飼い主の帰宅に興奮した小型犬に近い。

「唯里、そのままグレンダを捕まえておいてくれ……！」

「し、志緒ちゃん？　どうしたの？」

「こいつ……服も着ないで飛び出したんだ……」

　激しく息を切らせた志し緒おが、よろめきながらようやく追いついてくる。

　獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめである志緒をここまで消耗させるのだから、グレンダとの追いかけっこがどれほど過酷だったのか、唯ゆい里りにも薄うす々うす想像できた。

「あ、こら！　動くな、グレンダ。唯里から離はなれろ！」

　唯里にしがみついているグレンダに、志緒は下着を着せようとする。しかし龍族ドラゴンの少女は、いやいやと激しく身をよじり、

「やーっ、ぷーる！　おーたすらいだ、いく！」

　ガラス越しに見える外の風景を指さして、グレンダは懸命に外出を訴えた。彼女は、昨日初めて体験したプールでの水遊びをいたく気に入り、陽ひが暮れるまでひたすらウォータースライダーを滑り続けていたのだ。そして今日も当然のように、プールに連れて行ってもらえると信じていたのだろう。

「えーと、検査はもう終わったんだよね？」

「まあ、なんとか」

　唯里の質問に、志緒がうなずく。

　彼女たちが三日前から訪れているのは、ブルーエリジアムと名付けられた小さな島だった。

　ブルーエリジアム。通称ブルエリ。絃いと神がみ島じま本島の沖合に建造された、新型の増設人工島サブフロートである。一般的には、ホテルやレジャープール、各種アトラクション施設を満載した高級リゾートとして知られた場所だ。

　しかしもちろん唯里たちは、この島に遊びに来たわけではない。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の一部であるブルーエリジアムには、本土にはない特殊な施設が併設されているのだ。世界各地の稀き少しような魔ま獣じゆうたちを飼育して、彼らの生態を研究する大規模施設──通称〝魔獣庭園〟である。

　その研究施設の機材と人員を使って、いまだ謎なぞに包まれたグレンダの正体を解明すること。それが現在の唯里たちの任務だった。傍はた目めにはグレンダの遊び相手にしか見えないのだろうが、彼女の監視と体調管理も任務の一環なのだから仕方ない。

「わかった。じゃあ、プールに行こうか」

　唯里がグレンダの髪を撫なでながら苦笑する。研究施設の職員たちからの、迷惑そうな視線もそろそろ気になってきた頃ころ合あいだ。

　グレンダはキラキラと目を輝かがやかせながら顔を上げ、

「ぷーる！」

「でも、その前に服を着ようね。美お味いしいチョコレートも買ってきたから」

「ちょこー！」

　唯里から受け取った板チョコの包み紙を破って、さっそくそれにかぶりつくグレンダ。ようやく抵抗をやめた彼女に、志緒はどうにか服を着せることに成功した。

「すなまい、唯ゆい里り。助かった」

「ふふっ、お疲れさま。じゃあ、更衣室に移動しようか」

「そうだな。グレンダに水着を着せないと」

　チョコを頰ほお張ばるグレンダの手を引いて、志し緒おが更衣室のほうへと歩き出す。プールに行くことで納得したのか、グレンダも今度は大人しくついてきた。

「はい、水着。たくさん借りてきたから、志緒ちゃんも好きなのに着替えてね」

　更衣室に到着したところで、唯里は、持参したトートバッグの中身を広げた。どのみちブルーエリジアムにはしばらく滞在することになるからと、まとめて何種類かレンタルしてみたのだ。可愛かわいらしいデザインの水着が多くて、候補を絞れなかったという事情もあったりする。

　しかし志緒は、それらを無関心に一いち瞥べつし、

「私はいいよ。支給品のラッシュガードもあるし」

「ええっ、駄目だよ。こんな高級リゾートに来る機会、滅めつ多たにないんだから。あんまり地味な水着だとかえって目立っちゃうよ！」

　色気のないマリンスポーツウェアを引っ張り出そうとした志緒を、唯里が慌あわてて制止する。

「いや、だけど……」

　志緒は少し怒ったような表情で、唯里が借りてきた水着をつまみ上げた。グラビアアイドルでもなければ似合いそうにない、大胆に布面積を減らした紐ひもビキニだ。

「──って、こんな派手な水着、着れるわけないだろ！　は、恥ずかしい……！」

「平気平気。志緒ちゃんは細くてスタイルいいし。これくらい普通だよ」

「いちおう任務中なんだぞ。これじゃ護ご身しん用の呪じゆ符ふも持ち歩けないじゃないか！」

「大丈夫だよ、布の抵抗がなくて動きやすそうだし。呪符は胸の谷間にでも入れておけば」

「本当にそう思うなら、隠かくれ巨乳の唯里が着ればいいだろ！」

　他ひ人と事ごとのように笑っている唯里に、志緒が紐ビキニを押しつける。予期せぬ志緒の反撃に、唯里は表情を引き攣つらせた。

「え!?　わたし!?　無理無理無理無理。わたし、二の腕太いし。昨日、グレンダにつき合って食べ過ぎちゃったから、お、お腹なかまわりが……！」

「それくらいのほうが可愛いんじゃないか。暁あかつき古こ城じようだってきっとそう思ってる」

「こ、古城くんは関係ないでしょう!?」

「あんな高そうなバレンタインのチョコも用意してたのに？」

「なんで志緒ちゃんが知ってるの……!?」

　わああーっ、と悲鳴のような声を上げ、頰ほおを紅こう潮ちようさせた唯里が首を振る。

「あ、あれは雪菜ゆっきーと一緒に食べてもらおうと思っただけで、そういうんじゃないから……！　違うから！　志緒ちゃんだって、毎年、煌きら坂さかさんのチョコを楽しみにしてたじゃない！」

「違う！　あれは煌坂のやつが余ってるって言うから……って、私のことはどうでもいいだろ！」

　ついムキになって激しく言い争う唯ゆい里りと志し緒お。もはや、なにが原因でいがみ合っているのかさえ、わからなくなってしまっている。そうやって二人が狭い更衣室の中で、ぎゃあぎゃあと騒さわぎ立てていると、一人冷静なグレンダが唯里の制服を引っ張った。

「ゆいり！　みずぎ、きた！　ぷーる！」

　いつもどおり無む邪じや気きなグレンダの姿に、唯里と志緒は顔を見合わせて沈ちん黙もくする。

「……私たちも着替えるか」

「そうだね。とりあえず普通の水着で……」

　お互いバツの悪い気分でうなずき合って、唯里と志緒は、それぞれ適当に選んだ水着を手に取った。唯里はオーソドックスなフリルつき。志緒はシンプルなモノトーンのビキニ。日焼け対策のパーカーをがっつりと着こんで、彼女たちはプールへと向かう。

　　　　　　　　　　３

　魔ま獣じゆう関係の研究施設からプールの正面ゲートまでは、自動運転の電動カートで十分ほどの距離だった。大きな波が打ち寄せる造ぞう波はプールや、全長二百メートルを超えるウォータースライダーなど、趣向を凝こらした九種類のプールは、ブルーエリジアム最大の売りである。

　亜熱帯の絃いと神がみ島じまとはいえ二月の気温は、泳ぐにはまだ少し肌寒い。そのせいか来場者の姿は、思っていたよりも少なかった。広大なプールを独占しているように感じられて、なかなか気分爽そう快かいだ。グレンダがはしゃぐ気持ちもよくわかる。

「グレンダのこと、なにかわかった？」

　準備運動もそこそこにプールに飛びこむ鋼はがね色いろの髪の少女を見送って、唯里が小声で質問した。水温を確かめるように、裸足の爪つま先さきを水面に浸つけながら、志緒は静かに首を振る。

「詳しい結論が出るのは、二週間後だそうだ。龍族ドラゴンの細胞は、もともとサンプルが少ないし、個体差も大きいから、分析に時間がかかるらしい。いちおう現在わかってる範囲で、簡単な報告書はまとめてもらったけど」

「これがグレンダの分析結果？」

　手渡されたタブレット端末の画面を眺めて、唯里は表情を硬くした。グレンダから採取した細胞の遺伝子情報と、他の生物のそれとの比較データだ。

　唯里が持っている魔族の知識は、戦せん闘とうに関係するものばかりで、生物学にはあまり詳しくない。それでもグレンダの分析結果が、普通ではないことはすぐにわかった。

　彼女の細胞は人間とも、ほかの龍族ドラゴンの細胞ともまるで似ていない。推定される遺伝子情報の密度は、通常の生物の数十倍か、それ以上。龍族ドラゴンを含めたいかなる魔族にも、これほどの遺伝子情報を細胞内に保有する生物は存在しない。

　唯一、彼女に匹敵する生物がいるとすれば、それはおそらく〝賢者の霊血ワイズマンズ・ブラツド〟──錬れん金きん術じゆつによって生み出された〝神〟の細胞だけだ。

「グレンダは、これまでに存在が知られてる、どの進化系統にも属さない新種なんだ。しかもあの子の遺伝子には、分子レベルで魔ま術じゆつ的に手を加えた痕こん跡せきが残ってる」

　少し困ったような表情で志し緒おが言う。唯ゆい里りは驚おどろいて顔を上げた。

「それって……人工生命体ホムンクルスと同じ……!?」

「うん。グレンダは、誰かの手で、人工的に造り出された龍族ドラゴンってことになる。この分析結果が正しければ、だけど」

「龍族ドラゴンを造り出すって、そんなことできるの？」半ば呆ぼう然ぜんと訊きき返す唯里。

「今の人類の技術では無理。だけど〝天てん部ぶ〟の科学力だったらどうかな……なんのために龍族ドラゴンを造ろうと思ったのかはわからないけど」

「なんでだろ……可愛かわいいから？」

「まあ、あり得なくはない……かなあ」

　志緒はプールサイドで腕を組み、真剣な顔つきで悩み始めた。その間、グレンダは浮き輪に乗って、流れるプールをぐるぐると回っている。なんの緊張感もない光景だ。

「財宝……か」志緒がぼそりと呟つぶやいた。

「え？」

「〝滅ほろびの王朝〟のアズィーズ王子が言ってたんだ。龍りゆうは財宝を護まもる者だって」

「だけど、神かん縄なわ湖こに財宝なんてなかったよね？」唯里が戸惑ったように訊き返す。

「うん。だけど、もしグレンダ自身が財宝だったとしたら──」

　志緒が何気ない口調で言った。もちろん彼女も、本気でそんなことを信じていたわけではないのだろう。しかし唯里は、その言葉にハッと目を瞬またたいて、

「そっか……そういえば自衛隊の安あ座ざ真ま三さん佐さも、そんなことを言ってた気がする。グレンダは咎神カインが残した遺産の護り手、とか、神の〝情報〟の器うつわとか──」

「神の……情報……？」

　まさか、と笑い飛ばそうとした志緒が、突然、表情を硬くした。傍かたわらの楽器ケースに手を伸ばし、格納形態に折りたたまれていた銀色の洋よう弓きゆうを引っ張り出す。

　唯里も同じく楽器ケースを開け、銀色の長ちよう剣けんをすらりと引き抜いた。

　前もってプールの周囲に展開しておいた唯里たちの結界が、侵入者の気配を伝えてきたのだ。恐ろしく強力な魔族の気配を、だ。

「志緒ちゃん！」

「わかってる！　なんだ、このでたらめな魔力……!?」

「グレンダ、戻って！　早く！」

「だ？」

　唯ゆい里りたちの焦りを察したのか、グレンダはすぐにプールサイドへと寄ってくる。

　降り注ぐ午後の陽ひ射ざしの下、漆しつ黒こくの霧きりが漂ただよい始めたのは、その直後だった。

「……っ！」

　金属製の呪じゆ矢しを洋よう弓きゆうにつがえて、志し緒おが驚きよう愕がくの息を吐く。

　霧はやがて濃さを増し、人の形へと変わっていく。

　浅黒い肌を持つ長身の男だ。仕立てのいい古風なコートをまとい、夜の闇やみを紡いだような黒髪を長く伸ばしている。顔立ちは若く端たん整せいだが、全身にまとう静かな威厳が底知れぬ威圧感を醸かもし出していた。人とは相あい容いれない異質な存在だと、離はなれていてもはっきりと感じる。

　年を経た〝旧ふるき世代〟の吸血鬼。それも限りなく真しん祖そに近い危険な存在だ。

「獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師しか──」

　身構える唯里たちを無関心に眺めて、男は冷ややかに言い放った。

　唯里は無言のまま肩を震ふるわせる。恐怖で声が出せなかったのだ。獅子王機関の剣けん巫なぎである唯里が、男の存在に圧倒されている。それは志緒も同じだろう。

　黒髪の男に、粗野で暴力的な印象があるわけではない。彼の物腰はむしろ穏おだやかで理知的だ。にもかかわらず、唯里は恐怖を覚える。人々が、天災を畏い怖ふせずにはいられないように。

「沼の龍グレンダを、こちらに渡してもらおう」

　そう言って男は、鋼はがね色いろの髪の少女を見据えた。グレンダが怯おびえたように動きを止める。

　唯里はグレンダを庇かばうように移動して、銀色の長ちよう剣けんを男に向けた。

「あなたは、何者ですか？　いったいなんの目的でグレンダを？」

　黒髪の男を睨にらんで、唯里が訊きく。男は意外にも表情を変えない。露ろ骨こつに警戒した唯里の姿に気分を害した様子もなく、彼女たちを見返して淡々と答えてくる。

「俺の名はヴェレシュ・アラダール。第一真祖〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の血けつ脈みやくに連なる者だ」

「ヴェレシュ……アラダールって……え？」

「セヴェリン侯こうアラダール閣かつ下か!?」

　唯里と志緒は、それぞれ低くうめいて絶句する。〝戦せん王おう領りよう域いき〟セヴェリン侯こう爵しやく領主、ヴェレシュ・アラダール──その男の名を、唯里たちはもちろん知っていた。

　なぜなら彼は〝戦王領域〟の帝国議会議長──事実上、真祖に次ぐ第二位の実力者と目もくされる吸血鬼だからだ。政治、経済の両分野において、世界的な影えい響きよう力りよくを持つ大物だ。

　武ぶ闘とう派としても知られており、過去、数多あまたの戦場で彼が残した武ぶ勲くんは凄すさまじい。あのディミトリエ・ヴァトラーですら、アラダールには、相応の敬意をもって接しているといわれている。そんな伝説的な吸血鬼が、今、唯里たちの目の前に立っているのだ。

「沼の龍グレンダは聖せい域いき条約機構により、重大な脅きよう威いと認定された」

　唯里たちの困惑には構わずに、アラダールが一方的に告げてくる。

「よってこれより回収を執行する。協力してもらえると、ありがたいのだがな」

「聖せい域いき条約機構が……グレンダを？」

　志し緒おが震ふるえる声で訊きき返した。聖域条約機構とは、夜の帝国ドミニオンを含めた、聖域条約の加盟国によって運営される国際機関だ。重大な魔ま術じゆつ的脅きよう威いに対して対抗措置をとる権限を有しており、そのための軍事力をも保有している。

　だが、聖域条約機構による審議の対象になるのは、当然ながら超国家レベルの大規模魔導犯罪だけである。グレンダがそんな危険な存在だといわれても、素直に信じることはできない。

「グレンダを連れて行って、彼女をどうするつもりなんですか？」

　唯ゆい里りがアラダールに問いかけた。その質問を予期していたかのように、黒髪の吸血鬼は淡々と答えてくる。

「日本政府は沼の龍グレンダの無力化に失敗した。ゆえに我々がそれを代行する」

「無力化って……まさか……」唯里が怯おびえたように呟つぶやいた。

「封印か解体か。いずれにせよ、きみたちが関与することではない」

「そんなことを言われて、渡せるわけないだろ！」半ば叫ぶように答えたのは志緒だった。

「そうか。残念だ」

　アラダールは表情を動かさない。ただ左手を無造作に振るっただけだ。

　その瞬しゆん間かん、彼の隣となりに出現したのは、刃渡り七、八メートルにも達する剣だった。濃のう密みつな魔力によって実体化した、半透明の巨大な刃やいば。吸血鬼の眷けん獣じゆう──意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンだ。

「グレンダ、下がって──！」

　龍族ドラゴンの少女に鋭く呼びかけて、唯里は前に飛び出した。

　アラダールが喚よび出した巨大な刃が、大気を裂いて弾丸のように飛翔する。意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンの標的はグレンダだ。彼女を庇かばう唯里の身体からだごと、背後にいるグレンダを切り裂くつもりなのだ。

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス、起動ブートアツプッ──！」

　唯里はアラダールの眷獣めがけて、銀色の長ちよう剣けんを叩たたきつけた。

　破壊的な魔力の塊かたまりである眷獣は、通常の武器では防げない。しかし唯里の六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスは例外だ。唯里の攻撃の軌跡が生み出す疑似空間断層は、眷獣の攻撃すら遮断する絶対無敵の防御壁なのだ。

「認証申請！　六式降魔剣・改フライクーゲル・プラスプロトⅢスリー、解放アンロツク！」

『認証──六式降魔剣・改フライクーゲル・プラス、起動アクテイブ』

　唯里がアラダールの攻撃を止めると同時に、志緒も洋よう弓きゆうの安全装置を解放していた。志緒の六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスは、獅し子し王おう機き関かんが誇る制圧兵器の完成形だ。鏑かぶら矢やを利用した高密度の呪じゆ文もん詠えい唱しようによって、人間の限界を超えた大規模な呪術砲撃を生み出す。その威力は吸血鬼の眷獣をも凌りよう駕がするといわれている。

「獅し子しの舞ぶ女じよたる高たか神がみの真ま射い姫ひめが請こい奉たてまつる！」

　あまりの強力さゆえに、使用が厳しく制限されている六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスの呪じゆ術じゆつ砲撃を、志し緒おは無制限に解放しようとした。アラダールを倒すには、それ以外にないと判断したのだ。その志緒の咄とつ嗟さの判断を、責められる者がいるはずがない。が、

「駄目、志緒ちゃん──！」

　唯ゆい里りが志緒に向かって絶叫した。獅子王機関の剣けん巫なぎの力で、唯里は一いつ瞬しゆん先の未来を視みてしまったのだ。しかし唯里の制止は間に合わない。志緒の砲撃は、その瞬間、すでに撃ち放たれてしまっている。

「雷霆ひかり、あれ──！」

「抉えぐれ、〝嫉妬者インヴイデイア〟」

　六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスが放った鏑かぶら矢やが、虚こ空くうに巨大な魔ま法ほう陣じんを描き、それは瞬時に呪術砲撃の閃せん光こうを生成した。その砲撃を正面から受け止めたのは、暗い闇やみの色に彩られた大たい剣けんだった。アラダールが召しよう喚かんした、新たな意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンだ。

　巨大な呪力と魔力が正面から激突し、拮きつ抗こうしたのは一瞬のことだった。

　アラダールの眷けん獣じゆうが、志緒の砲撃を切り裂いた。圧縮された呪力が臨界を超えて弾け飛び、衝しよう撃げき波はとなって爆ばく散さんする。荒れ狂う大気がプールサイドのコンクリートを抉り、周囲のパラソルやベンチを薙なぎ倒した。

　唯里は疑似空間断層の防御壁を展開するが、六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスの能力をもってしても、竜たつ巻まきと化した衝撃波までは防げない。

　四方から殴りつけてくる爆風を浴びて、唯里と志緒は為なすすべもなく吹き飛ばされた。内臓が揺さぶられて、息ができない。全身の骨が悲鳴を上げる。それでもかろうじて意識を保てたのは、落下した先がプールの水面だったからだ。

「ゆいり！　しおー！」

　危うく溺おぼれそうになっていた唯里と志緒を、グレンダが懸命に支えてくる。最初から水の中にいたグレンダは、比較的軽傷で済んだのだ。

　しかし唯里と志緒のダメージは大きい。爆発の衝撃をまともに喰くらって、ほとんどすべての関節が苦痛を訴えている。身体からだ中のあちこちに打撲と捻ねん挫ざ。コンクリートの破片による擦すり傷は数え切れないほどだ。

　一方のアラダールはほぼ無傷。いまだ荒れ狂う暴風の中で、闇やみ色いろの長髪が乱れているだけだ。彼の攻撃からグレンダを護まもりきる力は、もはや唯里たちには残されていなかった。

「逃げろ……グレンダ……」

　苦しげに咳せき込みながら、志緒が言う。グレンダが驚おどろいたように目を見開いた。

「しおー……ゆいりー……」

「絃いと神がみ島じまに逃げなさい。古こ城じようくんと雪菜ゆつきーに助けてもらうの……いい？」

「うー……」傷だらけの唯里たちを見つめて、グレンダが嫌いや々いやと首を振る。

「行って、グレンダ！」そんなグレンダを叱しつ責せきするように、唯里が強い口調で言った。

「……だっ！」

　グレンダは涙目になりながらも、意を決したように深くうなずいた。

　彼女の水着の背中から、大きく広がったのは鋼はがね色いろの翼つばさだ。魔ま術じゆつの輝かがやきに包まれながら、グレンダの身体からだが巨大な龍りゆうの姿に変わっていく。美しい水鳥を思わせる優雅な動きで水面を滑かつ走そうし、彼女は空中へと飛び立った。ブルーエリジアムから絃いと神がみ島じま本島までの距離は約十八キロ。グレンダだけなら、どうにか辿たどり着けるはずだ。

「──舞え、〝暴グ食ー者ラ〟！」

　そんなグレンダを追い討つように、アラダールが新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。炎をまき散らす巨大な剣が、宙を舞うグレンダへと撃ち放たれる。意思を持つ大たい剣けんは、自ら砲弾のごとく加速し、飢えたサメのように鋼色の龍を背後から襲おそった。

　離陸した直後の無防備なグレンダに、それを回避する余裕はない。轟ごう然ぜんと大気を裂く漆しつ黒こくの刃やいばが、容よう赦しやなく龍の巨体を刺し貫つらぬく──

　唯ゆい里りたちがそう思って息を吞のんだ瞬しゆん間かん、琥こ珀はく色の網あみがグレンダを護まもるように空に広がった。

　それは灼しやく熱ねつの熔よう岩がんの網だった。

　蜘く蛛もの巣を思わせる幾き何か学がく模様を描きながら、灼熱の糸が、アラダールの眷獣を搦からめ捕とる。

「〝炎網回廊ネフイラ・イグニス〟──」

　いまだ暴風が吹き荒れるプールサイドに、柔らかな声が響ひびき渡った。

　銀色の霧きりをまといながら出現したのは、中性的な美貌の小柄な若者だ。彼の足あし下もとには琥珀色に輝く巨大な熔岩の蜘蛛がいる。アラダールの大剣を捕らえてグレンダを救ったのは、この灼熱の蜘蛛を操る若者だったのだ。

「貴き様さまか、キラ・レーベデフ──」

　アラダールが小柄な若者の名を呼んだ。ヴォルティズラワ伯はくキラ・レーベデフ。彼もまたアラダールと同じ、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族のはずだった。だが、そのキラがアラダールの攻撃を妨害し、グレンダの逃亡に手を貸したのだ。

「貴様のその行動、ヴァトラーの差し金だな？　奴やつめ、沼の龍グレンダを使ってなにをする気だ？」

「あの方の性格については、あなたのほうがよく知っておられるのでは、アラダール閣かつ下か？」

　笑い含みの穏おだやかな口調で、キラが言う。アラダールは、苦々しげな表情で舌打ちし、

「ならば、尚なお更さら、沼の龍グレンダを奴に渡すわけにはいかんな──〝暴グ食ー者ラ〟！」

　空中に捕らえられていたアラダールの眷獣が旋せん回かいし、灼熱の蜘蛛の巣を切り裂いた。炎をまとう大剣は、そのまま無数の短剣へと分裂。地上に立つキラの頭上へと降り注ぎ、彼の肉体を、あらゆる方向から刺し貫く。

　しかし全身を眷獣で貫かれてもなお、キラは穏やかな微笑ほほえみを絶やさない。

　彼の全身は不意に厚みをなくし、どろりとした影のようなシミに変わった。そしてプールの排水溝へと、そのまま流れこんでいく。

「〝幻影網楼デイオニカ・ノクス〟……偽物ダミーの鏡像か！」

　もう一度荒々しく舌打ちして、アラダールは海側の空を見上げた。

　アラダールがキラに気を取られている間に、龍族ドラゴン化したグレンダは、遥はるか彼方かなたの海上へと飛び去ってしまっている。キラは眷けん獣じゆうによる分身を操って、直接戦うことなく、アラダールの足止めという目的を果たしたのだ。

「よかった……グレンダ……」

　龍族ドラゴンの少女の無事を確認して、志し緒おが弱々しく微笑ほほえんだ。緊張の糸が切れたのか、彼女は水面を漂ただよいながら、力尽きたように気絶する。

　そんな志緒を抱きかかえたまま、唯ゆい里りはどうにかプールサイドに辿たどり着く。しかし自分たちの身体を地上に引っ張り上げる体力は、もはや残されていなかった。

「雪菜ゆっきー……巻きこんで、ごめん……」

　絃いと神がみ島じまにいる後輩の姿を思い出し、唯里は心の中で小さく詫わびる。グレンダを絃神島へと送り出したことで、唯里は、雪ゆき菜なたちをアラダールとの戦いに巻きこんでしまったのだ。

　雪菜の監視対象が、アラダールと同等以上の危険な吸血鬼だと知りながら──

「古こ城じよう……くん……」

　その少年の名を呟つぶやきながら、唯里は頼りなく目を閉じる。

　そして水面から洩もれ射す光を浴びながら、彼女の意識は、冷たい闇やみの底へと沈んでいった。
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　調子の外れた鼻歌を奏でつつ、暁あかつき深み森もりが階段を下りてくる。

　マグナ・アタラクシア・リサーチ社、絃神研究所の地下深く──通称〝柩ひつぎの間〟と呼ばれる部屋である。設備だけは真新しいが、周囲から厳重に隔かく離りされた、妙に寒々しい場所だった。

　エリートぞろいの研究員たちの中にも、ここを訪れる者はほとんどいない。

　立ち入りが制限されているのも事実だが、それ以前に誰だれも近寄ろうとしないのだ。

　その原因は恐怖である。

　彼らはこの部屋を恐れているのだ。

　霊れいや怪奇現象の目撃証言は数知れず。現実に自殺した研究員や、精神を病んで退職した者も少なくない。祟たたりなどという不確かな現象を信じていない者も、計測機器の故障や誤作動が頻ひん発ぱつするといわれたら、敬遠したくなるのは当然だろう。

　無理もない話だ、と深森は思う。

　なにしろこの部屋に眠っているのは、災さい厄やくの化身とまでいわれた本物の第だい四よん真しん祖そ──〝原初ルートのアヴローラ〟の亡なき骸がらなのだから。

「ふんふー……」

　暁あかつき深み森もりの鼻歌が、無人の研究室に反響する。

　部屋の中央に置かれているのは、一辺三メートルほどの氷の立方体だ。

　その中には少女が眠っている。逆さか巻まく炎のような虹にじ色いろの髪かみの少女だ。

　そして氷ひよう塊かいの中で横たわる彼女の胸には、銀色の光が輝かがやいていた。

　全金属製の銀色の杭くいが、少女の心臓を刺し貫つらぬいているのだ。

　少女を包む氷塊は、いかなる力をもってしても溶けることはなかった。従って、銀色の杭が彼女の胸から抜けることもない。この氷塊は彼女の柩ひつぎ。ゆえにこの部屋は〝柩の間〟なのだ。

「あら？」

　しかし階段を下りきったところで、暁深森は足を止めた。

　誰だれもいないはずのその〝柩の間〟に、先客がいたことに気づいたのだ。

　それは小柄な少女だった。身に着けているのは華やかな花柄の浴衣ゆかた。足には足た袋びと艶つややかな黒い下げ駄たを履はいている。気品を感じさせる優雅な着こなしだ。

　振り返った少女の瞳ひとみの色は、薄うす闇やみの中で炎のように輝く青だった。

　結い上げた髪は淡い金色で、光の加減によって虹のように色が変わる。

　その姿は、氷塊の中に横たわる裸の少女によく似ている──否いな、彼女たちの姿は、まったく同じものだった。

　彼女は、柩の中で眠る少女、〝十二番目のアヴローラ〟と同じ顔をしていたのだ。

「これはこれは、意外なお客様ね」

　しかし深森は、さしたる動揺も見せずに、朗らかな口調でそう言った。得え体たいの知れない侵入者を、歓迎するような表情だ。

　そんな深森の反応に、浴衣の少女も微笑ほほえんだ。感心したように、美しい眉まゆを上げる。

「我が姿を直視し、なおも心乱さぬか。意外なことよ」

「誰かがそろそろ警告に来る頃合いだとは思ってたからねー。ま、あなたが自ら出向いてくれるとは、さすがに予想してなかったんだけど」

　深森は笑って足を止める。浴衣姿の少女までの距きよ離りは、十メートルといったところだ。

　深森の近くの壁には、非常警報装置のボタンがある。それに触れれば、三分と経たたずに重武装の警備員たちが殺到してくるだろう。しかし深森は警報を鳴らそうとはしなかった。無駄だと知っていたからだ。

　研究所内すべての警備員たちを集めても、目の前の小柄な少女には歯が立たない。なぜなら彼女は、世界最強と呼ばれた吸血鬼の一体なのだから──

「……で、あなたは何番目なのか聞いてもいいかしら？」

「我は六番目ヘクトス……六番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟なり」

　傲ごう然ぜんとした口調とは裏腹に、浴衣の少女は寂しげに微笑んでいる。十番目デカトスの封印が解放されたことで、今や完全な封印体ナンバードは彼女一人だ。そのことに無常感を覚えているのかもしれない。

「よろしくね、六番目ヘクトス。アイス、食べる？」

　腰に提さげていたクーラーボックスから、深み森もりが新しい棒アイスを取り出す。差し出されたその氷ひよう菓かを眺ながめて、六番目ヘクトスと名乗った少女は苦笑した。

「我に供く物もつを捧ささげるか。しかし無用だ、暁あかつき古こ城じようの母よ。我は終しゆう焉えんの使者なれば」

「そこをなんとか。もう少しだけ、時間をくれない？」

　深森が悪戯いたずらっぽく目を細める。六番目ヘクトスは無表情に振り返り、氷ひよう塊かいの中に横たわるもう一人の少女を見た。

「……汝なんじ、我がともがらの再生を望むか」

「正確には、複製の創造よ」

　深森がおっとりとした口調で言った。

「先代の第だい四よん真しん祖そ──十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の複製クローンを造り出すことができれば、アヴローラ・フロレスティーナの魂たましいを、そちらに移し替えることができる、でしょ？　彼女に憑ついている眷けん獣じゆうと一緒にね」

「然しかして汝の娘を救うか？」

「娘と息子、両方よ。違って？」

　微笑む深森のまなざしは真剣だ。

　かつて〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟と呼ばれた少女たちは、第四真祖の眷獣を封印するために造り出された人工の吸血鬼だった。その数は全部で十二体。しかし、六番目を除く十一体までは、すでに失われてしまっている。封印である彼女たちは、第四真祖の眷獣が解放されるごとに、眷獣の一部となって消滅する運命だったのだ。

　消滅をまぬがれた唯一の例外が〝十二番目のアヴローラ〟──柩ひつぎの中で眠っている少女の遺体だ。

　彼女の眷獣の封印は、今もまだ完全には解けていない。なぜなら彼女は、封印が解ける前に殺されたからだ。彼女の胸に残る銀色の杭くいこそが、その証あかしだ。

　肉体を殺されたアヴローラの魂は、深森の娘、暁凪なぎ沙さの中に今も眠っている。凪沙がそれを望んだからだ。

　しかし眷獣と融ゆう合ごうしたアヴローラの魂は、今も凪沙の肉体に多大な負担をかけている。いずれ凪沙の死という形で、限界が訪れるのは明白だ。

　だからこそ深森は造り出そうとしたのだ。アヴローラの魂を受け入れられる新たな肉体を。

「違たがわず──」

　六番目ヘクトスが厳おごそかに呟つぶやいた。

「然されど、汝なんじの望みは叶かなうまい。肉体の消滅こそが彼かの者の遺い志しゆえに」

「そうなのよねー……まあ、それには感謝してるのよ。今いま更さら〝原初ルートのアヴローラ〟なんてものに復活されても困ってしまうし」

　深み森もりが曖あい昧まいに笑って首を振る。ＭＡＲ社の魔ま導どう技術をもってしても、新たな〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──人工吸血鬼の創造は困難を極め、深森の目的はいまだ果たされていなかった。

　その原因は〝十二番目のアヴローラ〟が、自身の肉体の完全な消滅を望んでいるからだ。

　彼女は、神々が生み出した第だい四よん真しん祖そのオペレーション・システム──〝原初ルート〟と名付けられた〝呪のろわれた魂たましい〟を自らの体内に取りこんだ。そして、その〝呪われた魂〟を滅ほろぼすために、自ら殺されることを選んだのだ。

　十二番目アヴローラの死体を納めた氷の柩ひつぎを、作り出したのも彼女自身だった。〝呪われた魂〟が二度と復活できないように、彼女は己の肉体を氷ひよう塊かいの中に閉じこめた。眷けん獣じゆうの力で作られた柩によって、十二番目アヴローラの肉体は外部から完全に遮しや断だんされ、深森たちは、今も細胞のサンプルひとつ入手できずにいる。すべては〝十二番目のアヴローラ〟の遺志だ。彼女は文字どおり、塵ひとつ残さず世界から消え去ることを望んでいる。

　だからこそ六番目ヘクトスは、この研究所を訪れたのだろう。

　同胞である十二番目アヴローラの最後の願いを叶えるために、〝六番目のアヴローラ〟である彼女はここに来たのだ。

「でも……それでも……私は救いたいのよ、あの子たちを。お願い……」

　浴衣ゆかたの少女を見つめて、深森が言う。懇こん願がんと呼ぶには、あまりにも静かな声だった。

　六番目ヘクトスはゆっくりと首を振り、十二番目アヴローラを包む氷塊に手を触れる。

　眷獣の力で作り出された、氷の柩は壊こわせない。

　だがもしも、同じ第四真祖の眷獣が破壊を望んだなら──

「許せ。我が望みもまた彼かの者の滅びなれば──」

　六番目ヘクトスの言葉が終わる前に、氷の柩が輝かがやきに包まれた。

　氷塊が音もなく砕け散り、無数の透明な欠片かけらへと変わった。

　その欠片たちに宿っていた膨ぼう大だいな魔ま力りよくが、圧倒的な静せい寂じやくの中で解放されていく。

　最後に残った少女の亡なき骸がらは虹にじ色いろの炎に包まれて、光の粒子をまき散らして消えた。

「許せ──」

　そう言い残して立ち去る六番目の姿を、暁あかつき深森は無言で見送った。

　最後に研究室の床に残されたのは、細い銀色の杭くいだけだ。

　輝きを失ったその金属の塊かたまりを、深森はいつまでも見つめていた。
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　翌朝。二月十三日──

　普ふ段だんより早く登校した暁あかつき古こ城じようは、教室に辿たどり着くなり、血走った目で周囲を見回した。そこに声をかけてきたのは、クラス委員の築つき島しま倫りんだ。

「おはよう、暁あかつきくん。今日は早いのね」

　倫の口調はいつもどおり冷静だが、その瞳ひとみは好奇心で輝かがやいているようにも見える。しかし古こ城じようはそれに気づかず、

「ああ、おはよう。築つき島しま」

「浅あさ葱ぎなら、まだ来てないわよ」

　どこか上うわの空な態度で答える古城に、倫が面白そうに告げてきた。古城は驚おどろいて静止する。どうやら古城が浅葱を探していることは、倫の目にはバレバレだったらしい。

「まあ、この季節は落ち着かないわよね、男子としては」

　クスクスと声を出して笑いながら、倫が訳知り顔でうなずいた。古城は、一いつ瞬しゆん、なにを言われているのか理解できずにきょとんとして、

「え？　いや、俺の用事はそんなんじゃねーから」

「それはどうかなー」

　倫はますます愉たのしげに目を細める。古城がなにやら焦っているのは、明日のバレンタインが理由だと勘違いしたらしい。どうやって誤解を解けばいいんだ、と古城が真ま面じ目めに悩み始めた瞬間、華やかな髪型の少女が教室に入ってくる。藍あい羽ば浅葱だ。

「浅葱！」

　とりあえず倫の問題を後回しにして、古城は浅葱へと駆け寄った。無防備なあくびを洩もらしていた浅葱が、古城の剣幕に驚いて目を瞬またたく。

「こ、古城？　どうしたの、そんな必死な顔して？」

「ちょっといいか？　話があるんだが」

　いつになく真剣な表情で、浅葱の顔をのぞきこむ古城。浅葱は警戒したように眉まゆを寄せ、

「話って、今から？　あたし日直だから、次の授業の準備があるんだけど──」

「すぐ終わる。おまえ、昨日の夕方、誰だれと会ってた？」

「昨日の夕方？」

　なんだっけ、と浅葱はこめかみに指を当て、遠くを見るような表情を浮かべた。そしてなにかを思い出したように、ハッと表情を硬くする。

　しかし浅葱が動揺を見せたのは、コンマ一秒にも満たない刹せつ那なの時間だった。彼女はすぐに素知らぬ顔で首を振り、

「ううん、誰だれにも会ってないわよ。ネットでドラマとか見てたし」

「テティスモールの前の広場で、おまえのことを見かけたんだが」

「なんのこと？　人違いじゃないの？」

　浅葱は不思議そうに首を傾かしげて、逆に疑うような視線を古城に向けてくる。あまりにも堂々とした彼女の言い訳に、古城は危うく納得しかけて、

「──って、そんなわけあるか！　なんで隠かくそうとするんだよ!?」

「はあ？　隠すって、あたしがあんたになにを隠してるってのよ？」

「おまえ、なんでジャガンなんかと一緒に──」

「しつこい！　知らないって言ってるでしょ！」

　大きく身を乗り出す古こ城じようの眼前で、浅あさ葱ぎが、バン、と机を叩たたいた。完全に逆ギレだ。その迫力に古城はたじろいだ。背中に突き刺さるクラスメイトたちの好奇の視線が痛い。

　藍あい羽ばが浮気……ジャガンってもしかして……〝戦せん王おう領りよう域いき〟の……そういえばけっこう格好良かったかも……などと、教室内のあちこちでヒソヒソ話が始まっていた。

　古城の不用意な発言のせいで、ジャガンの名前も彼らの口に上がっている。トビアス・ジャガンは〝戦王領域〟の吸血鬼だが、とある事情で二週間ほど、彩さい海かい学がく園えんに短期留学していたことがあるのだ。異国の吸血鬼との身分違いの恋に落ちた少女と、その少女に詰め寄る惨みじめな元カレ──実に話題性のあるスキャンダルだった。

「待てよ、浅葱！　まだ話は終わってないだろ──！」

「なんの話よ!?　なんだか知らないけど古城には関係ないから！」

　引き止めようと伸ばした古城の手を、浅葱が乱暴に振り払う。浅葱は、そのまま古城に背を向けて、大おお股またで教室の外へと向かった。

「浅葱？　どこ行くの？」

　平静な口調で倫りんが訊きく。浅葱は教室を出る前に一いつ瞬しゆんだけ振り返り、

「職員室！　課題のプリントもらってくるから！」

「だからちょっと待てって──」

　逃げるように立ち去る浅葱を追って、古城も廊ろう下かに出ようとした。それを背後から、がっちりと羽は交がい締じめにしたのは倫だ。

「ストップ、暁あかつきくん！　落ち着いて！」

「離せ、築つき島しま！」

「まあまあ。いいから。こういうときは、一度距きよ離りを置いて冷静になろう。焼きもち焼くのもわかるけど、浅葱とは私が話をしてみるから」

「は？　焼きもち？」

　倫の指摘に意表を衝つかれて、古城は思わず動きを止めた。自分の行動がなにやら妙な誤解を招いていると、遅まきながら自覚する。

「違う。嫉しつ妬としてるとかそういう問題じゃなくて……違うんだって！」

　古城が浅葱の行動を気にしているのは、トビアス・ジャガンが絡からんでいるからだ。

　ジャガンはただの吸血鬼ではない。絃いと神がみ島じまに幾度も危機をもたらした戦闘狂バトルマニア、ディミトリエ・ヴァトラーの部下なのだ。そんな危険人物が、浅葱と接触していることを知って、心配せずにいられるはずがない。

　しかし倫りんは大人びた態度で溜ため息いきをつき、

「あのねえ。言わせてもらうけど、こうなったのには暁あかつきくんにも問題があると思うよ。いつまでも浅あさ葱ぎのことをほっといて、妹さんのお友達の中等部の子とばかり一緒にいるから……」

「いったいなんの話だよ!?」

「だから浅葱のことだけ一方的に責めるのは、ちょっとどうかな、ってこと」

「べつになにも責めてねえよ。ただ話を聞かせろって言ってるだけで──」

　倫の拘束を無理やり振りほどき、古こ城じようは早口で彼女に言い返す。と、そんな古城の背後から、妙に偉そうな声が聞こえてきた。

「騒そう々ぞうしいぞ、暁古城。始業前の廊ろう下かでなにを喚わめいている？」

「那な月つきちゃん……？」

　古城がハッと振り返る。そこに立っていたのは、身長百四十センチにも満たない童顔の女教師だった。古城たちの担任教師の南みな宮みや那月だ。

　教え子にちゃん付けで呼ばれた那月は、露ろ骨こつに不快そうな表情を浮かべている。しかし古城はそれに構わず、廊下の隅すみまで彼女を追い詰めて、

「那月ちゃん、ちょうどよかった。ジャガンはどこだ？」

「ジャガン？　〝戦せん王おう領りよう域いき〟のトビアス・ジャガンか？」

　古城の勢いに気け圧おされたのか、那月が素直に訊きき返してくる。古城は大きくうなずいて、

「あいつの居場所、人工島管理公社で把は握あくしてるだろ？　教えてくれ！」

「知らんな。仮に知っていたとしても、部外者の貴き様さまに教えられるはずがないだろう？　どうしてもと言うのなら、藍あい羽ばに頼んで公社の監視データをハッキングしてもらえ」

「それが出来たら苦労しねえんだよ……！」

　古城は頭を抱えてのけぞった。そもそも古城がジャガンを探しているのは、その浅葱が原因なのである。苦悩に悶もだえる古城の姿を、那月はしばらく鬱うつ陶とうしげに眺め、やれやれと深く息を吐く。

「そもそも貴様があの男になんの用だ、暁古城？」

「浅葱が昨日、あいつと会ってたんだよ！　俺たちに黙だまってこっそりと！」

「……男の嫉妬か。くだらん」

「だからそうじゃねえって！　いいのかよ、あいつ、吸血鬼なんだぞ!?」

「おまえだって似たようなものだろう？」

　恐ろしく端たん的てきな那月の指摘に、うぐ、と古城は言葉をなくす。世界最強の吸血鬼などという馬ば鹿かげた肩書きを持つ古城は、客観的に見て、ジャガン以上に危険で傍はた迷めい惑わくな存在だ。古城自身、それを自覚してないわけではない。

　なにも言い返せなくなった古城を、那月は蔑さげすむように冷ややかに見つめて、

「ここは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟だからな。恋愛は自由だ。たとえ相手が〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族だろうが、どこぞの野の良ら真しん祖そだろうがな」

「あのヴァトラーの手下でもか？」

「手下ではなく、対等の同盟者だ。もっともそんな大物が、藍あい羽ばのような乳臭い小ガ娘キを相手するとは思えんが」

「いや……小ガ娘キって」

　あんたがそれを言うか、と古こ城じようは呆あきれる。ある事情で成長の止まった那な月つきの外見はせいぜい十一、二歳程度。見た目だけなら浅あさ葱ぎよりもよっぽど子どもである。

「もちろん魅了チヤームの権能を使って、無理やり藍羽を従わせているのなら犯罪だが、そうでなければなんの問題もないな。女を寝取られたくらいでいちいち取り乱すな」

「それが教師の言う台詞せりふか！」

　冷たく突き放すような那月の言葉に、古城は失望の溜ため息いきをついた。職員室に向かった浅葱が、教室に戻ってくる気配はない。

「ああ、くそ……どいつもこいつも……」

　クラスメイトたちの生暖かい視線を浴びながら、古城は自分の席に着こうとした。

　その途中、窓まど際ぎわに立っている矢や瀬ぜ基もと樹きの姿が目に入る。普段なら真っ先に古城を冷やかしているはずの矢瀬が、今日に限っては妙に静かだ。古城が起こした騒さわぎにも気づかない様子で、窓の外を見つめている。

「……矢瀬？」

　どうした、と古城は矢瀬に声をかけた。矢瀬は、古城の存在にようやく気づいて、ああ、と曖あい昧まいな返事をした。彼がじっと見つめているのは、向かい側にある中等部の校舎の屋上だ。

「いや……あんなオブジェ、ウチの学校にあったっけ、と思ってな」

「オブジェ？」

　矢瀬が指さした方角に目を向け、古城は訝いぶかしげに目を細めた。立ち入り禁止になっているはずの屋上に、たしかに見慣れない物体が鎮ちん座ざしている。

　それは鋼はがね色いろの鱗うろこに覆おおわれた、大型生物の姿をしていた。全長は十数メートルほど。折りたたまれた翼つばさと長い尻尾しつぽを保つ、巨大な魔ま獣じゆうの彫ちよう像ぞうだ。

「げっ……!?」

　それを見た古城の顔面から、ザッと音を立てて血の気けが引いた。魔獣の姿に、間違いなく見覚えがあったからだ。美しい鋼色の鱗を保つ龍族ドラゴン。グレンダだ。

「矢瀬、悪い。ちょっと急用を思い出した。あとは任せる！」

「あ？　おい、授業は──」

「なんか適当に誤ご魔ま化かしといてくれ！」

　古城は自や棄けになって言い放ち、教室を飛び出そうとした。グレンダが、なぜ彩さい海かい学がく園えんの校舎の屋上で眠っているのかはわからない。だが、なんらかの問題が起きているのは明らかだ。

　幸い、今はまだ、ほとんどの生徒がグレンダの存在に気づいていない。たとえ気づいても、矢や瀬ぜと同じように、ただの置物だと勘違いしているはずだ。しかしそんな危うい状況が、いつまでも続くとは思えない。いくら〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の学生とはいえ、龍族ドラゴンがいきなり自校の敷しき地ち内に現れたら、パニックは免れないだろう。

　その前にグレンダを回収し、なんとか校外に逃がさなければ──

「古こ城じよう」

「あん？」

　焦って走り出す古城の耳元で、奇妙にはっきりと矢瀬の声が聞こえた。

　驚おどろいて立ち止まった古城を見つめて、矢瀬が真顔で警告してくる。いつも余裕めいた態度の矢瀬にしては、どことなく追い詰められたような表情だ。

「急げよ。もう、時間がない」

「あ、ああ」

　予言めいた矢瀬の言葉に戸惑いながらも、古城は再び走り出す。

　矢瀬はそれを確認して、再び窓の外へと視線を向けた。肉眼では見えないはずの水平線の彼方かなたを見つめたまま、無言で唇くちびるを嚙かみしめる。

　　　　　　　　　　６

　校舎裏の非常階段を駆け上がり、古城は校舎の屋上へと到着した。金属製のフェンスとコンクリートに囲まれた殺風景な空間。整然と並ぶ太陽電池パネルの隙すき間まに横たわっているのは、やはり見慣れた龍族ドラゴンの幼よう生せいだ。

「グレンダ！」

　龍りゆうの正面へと回りこみ、古城が彼女の名前を呼ぶ。

　その呼びかけが届いたのか、龍の瞼まぶたがぴくりと震ふるえた。

　確認できる範囲では、彼女の身体からだに目立つ傷はない。単純に飛び疲れて眠っているだけらしい。先日、紗さ矢や華かから聞いた情報によれば、グレンダは、ブルーエリジアムの〝魔ま獣じゆう庭園〟にしばらく滞在しているということだった。なのになぜ彼女が、絃いと神がみ島じま本島まで飛んで来たのか、古城にはさっぱりわからない。

「だ……」

　鋼はがね色いろの龍が喉のどを鳴らして、不似合いに可愛かわいらしい声を出す。大きく見開かれたつぶらな瞳ひとみが、古城の姿を映し出した。巨大な首をゆっくりともたげて、その直後──彼女の鋼色の巨体が、淡い光に包まれる。

「グ……グレンダ？」

　呆ぼう然ぜんと見つめる古こ城じようの前で、グレンダの身体が縮み始めていた。翼つばさがいつの間にか姿を消し、尻尾しつぽも見る間に消滅していく。美しい鬣たてがみは、鋼はがね色いろの長い髪へと変わった。強きよう靭じんな四し肢しの代わりに現れたのは、ほっそりとした少女の手足だった。

「あ、こら！　おまえ……こんなところで人ひと型がたに戻ったら……！」

　少女の姿へと変わるグレンダから、古城は慌あわてて目を逸そらす。肉体のサイズが違いすぎるのだから無理もないのだが、変身直後のグレンダは当然のように素っ裸なのだ。しかもここは、平日昼間の学校内である。ほかに誰だれもいない屋上で、裸の少女と二人きり──そんな姿をほかの生徒に目撃されたら古城の人生が終わる。

「そ、そうだ……とりあえずなんか着るもの……」

　根本的な解決にはならないと知りつつ、古城は自分のパーカーを脱いでグレンダに着せようとした。が、変身を終えたグレンダは、ぺたんとその場に座りこんで動かない。

　そして無言で古城を見上げる彼女の瞳から、ぼろぼろと涙がこぼれ出す。古城は今度こそ絶句した。

「こじょう……」

　グレンダが、ひくひくとしゃくり上げながら弱々しい声を出す。

「おい……グレンダ？　なにがあった？　どこか痛むのか？」

　激しく狼ろう狽ばいしながらも、懸けん命めいに彼女をなだめようとする古城。そんな古城に、グレンダは、素っ裸のまましがみついてきた。

「こじょう……こじょう……！」

「ちょ……待て、グレンダ。せめて、服を……」

「ゆいりが……しおも……ぷーるで……にげろって、いった……」

「……逃げろって……唯ゆい里りさんたちが、どうしたんだ？　誰かに襲おそわれたのか？」

　古城が、すっと冷静になってグレンダを見る。考えてみればグレンダには、護ご衛えい兼世話役として獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師しが二人もついていたのだ。にもかかわらずグレンダは、たった一人で絃いと神がみ島じままで逃げてこなければならなかった。明らかな異常事態である。

「うー……」

　しかしグレンダは泣きじゃくるばかりで、彼女の言葉は要領を得ない。どうしたものか、と古城は天を仰あおいで嘆息し──

「っ!?」

　その視界の隅すみに映ったのは、海上に浮かぶ黒い影だった。海面スレスレを滑かつ空くうする、巨大な鳥のような物体だ。胴体部が大きく膨ふくらんだ見慣れない航空機──水陸両用の飛ひ行こう艇ていである。

　それは古城たちのいる方角を目指して、次第に距きよ離りを詰めてくる。

　最初に想像したよりも遥はるかに大柄な機体だった。四基のターボファンエンジンが奏でる轟ごう音おんが、古城たちの肌にビリビリと伝わってくる。

　その存在に気づいたグレンダが、ビクッと肩を震ふるわせた。鋼はがね色いろの髪を逆さか立だてるようにして、ふーっ、と敵意も剝むき出しに威い嚇かくする。

「なんだ、あいつ……まさか……!?」

　古こ城じようの表情が驚きよう愕がくに凍った。飛ひ行こう艇ていは速度を保ったまま、すでに絃いと神がみ島じまの上空へと到達している。しかしその対地高度はせいぜい三十メートル。十階建てのビルにも満たない高さである。

　なまじ機体が巨大なだけに、それが生み出す光景は異様だった。通り過ぎる飛行艇の航跡が、地表に凄すさまじい土つち煙けむりを巻き起こし、街路樹や道路標識が波打つように揺れる。

　機体の進行方向にあるのは、古城たちのいる彩さい海かい学がく園えんだ。飛行艇の速度は落ちない。高度を上げる気配もない。銀色の機体の総重量はおそらく四十トン近く。それが時速数百キロで、彩海学園の校舎へと真まっ直すぐに向かってくる。

「ここに突っこむ気か──!?」

　古城は咄とつ嗟さに立ち上がり、眷けん獣じゆうを喚よび出すべく身構えた。しかし相手の飛行経路は市街地の上空だ。眷獣で飛行艇を撃ち落としても、地上に被害が出るのは避けられない。

「伏せろ、グレンダ！」

「だっ……!?」

　古城はグレンダを抱きかかえて、その場に転がった。校舎ギリギリ、古城たちの頭上わずか数メートルの高さをかすめて、飛行艇は速度を落とすことなく通り過ぎていく。

　校内のあちこちで悲鳴が上がった。衝しよう撃げきで校舎の窓ガラスが激しく震え、太陽電池パネルが何枚か吹き飛んだ。グレンダの髪が激しく波打ち、爆ばく風ふうを浴びて古城は息ができない。

「くそ……なんなんだ、あの飛行艇!?　完かん璧ぺきに航空法違反だろ……！」

　口の中に入った砂を吐き出しながら、古城はのろのろと上体を起こした。彩海学園を無傷で通り過ぎた飛行艇は、そのまま急速に高度を上げて上空へと飛び去ってしまっている。

　いったいなにがしたかったんだ、と苛いら立だたしげに訝いぶかる古城。そんな古城の腕の中で、グレンダが恐怖の相そうを浮かべた。

「こじょう！」

　怯おびえるグレンダが見つめていたのは、古城の背後にある給水タンクだ。その上に立っている人影に気づいて、古城もハッと息を吞のむ。

　古城の知らない顔だった。長い黒髪の外国人だ。古風なコートの裾すそを風になびかせながら、男は古城たちの姿を睥へい睨げいしている。

　彼がどこから現れたのか──それは考えるまでもなかった。飛行艇に乗って現れたのだ。男をここに降ろすために、あの機体は校舎上空を通過したのだろう。

「人間──ではないな。少年、きみも吸血鬼か」

　黒髪の男が、古城に呼びかけてくる。威圧感とは無縁の静かな口調だ。しかし古城は凍えるような寒気を覚えた。目の前の相手が危険な存在だと、生物としての本能が訴えてくる。

「あんた、何者だ？　あんたが唯ゆい里りさんたちを襲おそったのか？」

「ユイリ……？」

　古こ城じようの質問に、ああ、と男は思い出したように眉まゆを上げた。

「そうか、きみは彼女たちの知人か。では、これを返しておこう──」

　男は虚こ空くうに魔ま術じゆつ的な門ゲートを開け、その奥からなにかを取り出した。そしてそれらを、無造作に古城の足あし下もとへと放る。銀色の長ちよう剣けんと、そして弓──古城にも見覚えのある武器だ。

「これって、唯里さんたちの……！」

　グレンダの証言、そして男が持っていた武器──それらを考え合わせれば、なにが起きたのかは明白だった。男はグレンダたちを襲しゆう撃げきして、唯里と志し緒おから武器を奪ったのだ。

「おまえ……唯里さんたちになにをした？」

「目的の障害となったので排除した。それだけだ」

「……目的？」

「沼の龍グレンダの処分だよ」

「そういうことかよ……」

　古城がギリッと奥歯を軋きしませる。唯里と志緒が逃がしたグレンダを追って、男は、この彩さい海かい学がく園えんを訪れたのだ。今度こそグレンダを処分するために──

「沼の龍グレンダを俺に引き渡せ、少年。さもなくば、きみも彼女たちと同じ運命を辿たどることになる」

「──ざけんな！」

　男の言葉が終わる前に、古城は怒りにまかせて吸血鬼の力を開放した。空間を歪ゆがめるほどの膨ぼう大だいな魔ま力りよくが吐き出され、それは雷らい光こうをまとった巨大な獅し子しの姿に変わる。実体化した濃のう密みつな魔力の集合体──異界から召しよう喚かんされた吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「疾きくや在がれれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟──！」

「第だい四よん真しん祖その眷獣……だと!?」

　古城の眷獣を見た男の瞳ひとみに、かすかな驚おどろきの色が広がった。だがそれはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。頭上から迫り来る雷光の獅子を平然と眺ながめて、男は悠ゆう然ぜんと右手を上げる。

「覚醒めざめろ、〝怠惰者アチエデイア〟！」

「なっ!?」

　驚きよう愕がくの声を洩もらしたのは古城だった。黒髪の男が虚空から召喚したのは、鞭むちのようにしなる鋸のこぎり刃ばの長剣だ。見えない巨大な腕で振るわれた長剣が、紫し電でんの速度で迫る雷光の獅子の鉤かぎ爪づめを、正面からまともに受け止めて押し返す。

「さすがに凄すさまじい威力だな、〝怠惰者アチエデイア〟でも押し切れんか」

　激突する魔力の余波を鬱うつ陶とうしげに振り払いながら、男は獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

「だが、それだけだ。舞え、〝暴グ食ー者ラ〟──！」

「しまっ──」

　突とつ如じよ、現れた巨大な短剣の群れに、古こ城じようの表情が絶望に歪ゆがんだ。男の眷けん獣じゆうたちが狙ねらっていたのは、古城ではなくグレンダのほうだ。

　古城は反射的にグレンダへと手を伸ばす。だが、グレンダ自身の身体からだが邪じや魔まをして、新たな眷獣は喚よび出せない。恐怖に凍りつく彼女をめがけて、闇やみ色いろの短剣が降り注ぐ。

　それらをギリギリのところで撃ち落としたのは、純白の輝かがやきをまとった銀の刃やいばの一いつ閃せんだった。

「──〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　屋上のフェンスを乗り越えて飛びこんできた体操服姿の少女が、銀色の長ちよう槍そうを旋せん回かいさせて、意思を持つ剣の群れを迎撃する。一切の物理攻撃を受けつけないはずの吸血鬼の眷獣が、紙切れのように無抵抗に引き裂かれて消えた。七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーと名付けられた、獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器──すべての魔ま力りよくを無効化し、ありとあらゆる結界を切り裂く破は魔まの槍やりの力だ。

「姫ひめ柊らぎ！」

「──無事ですか、先輩!?」

　眷獣たちの迎撃を終えた姫柊雪ゆき菜なが、槍を構えたまま訊きいてくる。彼女は、裸パーカー姿のグレンダを一いち瞥べつして、なにやら複雑そうな表情を浮かべ、

「……先輩には言いたいことがいろいろありますが、まずはグレンダさんの安全確保を優先します」
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「そうしてくれ……てか、なんで姫ひめ柊らぎは体操服なんだ？」

「体育の授業が始まる直前に抜け出してきたんです！　って、そんなの気にしてる場合ですか!?　真ま面じ目めにやってください！」

「べつにふざけてるわけじゃねえよ！」

　古こ城じようは雷らい光こうの獅し子しを実体化させたまま、黒髪の吸血鬼に向き直った。彩さい海かい学がく園えんの敷しき地ち内で、あまり目立つ真ま似ねはしたくないのだが、眷けん獣じゆうなしで戦えるような相手でもない。

　幸い、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟がまき散らす稲妻に紛まぎれて、古城たちの姿は、教室にいるほかの生徒たちからは見えないはずだ。あとは彼らが、戦せん闘とうに巻きこまれる前に、避難してくれることを祈るだけである。

「なるほど、それが七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーか……たしかに第だい四よん真しん祖その監視役を名乗るだけはあるな。厄やつ介かいな武器を持っている」

　雪ゆき菜なが握にぎる槍を見つめて、黒髪の吸血鬼が溜ため息いきを洩もらした。しかし厄介だと口にしながらも、彼の態度は余裕に満ちている。古城と雪菜、二人を同時に相手にしても、倒せるという自信があるのだろう。事実、こうして直接、睨にらみ合っていても、古城には相手の力の底が量れない。

「第四真祖を僭せん称しようする少年、そして獅子王機関の剣けん巫なぎよ。最後の警告だ、沼の龍グレンダを引き渡せ」

　黒髪の吸血鬼がまとう鬼き気きが、急激に勢いを増していく。それは物理的な圧力となって、周囲の大気を震しん動どうさせた。魔ま力りよく耐性の弱い人間なら、この場にいるだけで意識をなくしてもおかしくない。それほどまでに桁けた外はずれの魔力量だ。

　その凄すさまじい鬼気に圧倒されたのか、グレンダが自分の肩を抱いて小刻みに震ふるえ出す。そんなグレンダを庇かばうように、古城は男を睨ねめつけた。

「ふざけんな、と言ったはずだぜ」

　古城の全身から放たれたのは、逆さか巻まく炎にも似た、禍まが々まがしい魔力の奔ほん流りゆうだった。それは黒髪の吸血鬼の魔力とぶつかって、陽かげ炎ろうのように空間を歪ゆがませる。

「いいだろう、少年。ならば、この呪のろわれた島ごと朽くち果てろ！」

　吸血鬼の男が牙きばを剝むき、新たな眷獣を召しよう喚かんするべく両腕を広げた。古城がチッと舌打ちし、雪菜は重心を低くして身構える。

　虚こ空くうから銀色の鎖が吐き出され、黒髪の吸血鬼を搦からめ捕とったのはその直後のことだった。

　前触れもなく虚空から吐き出された銀ぎん鎖さの攻撃に、男の表情が初めて歪ゆがむ。

「そこまでだ、ヴェレシュ・アラダール──」

　南みな宮みや那な月つきの人形めいた輪郭シルエツトが、波紋のように空間を揺らして、古城たちの眼前に現れる。フリルまみれの豪ごう奢しやなドレスを翻ひるがえし、彼女は黒髪の吸血鬼を尊大に見返した。

「この学園はいちおう私の職場でな。教師として、部外者による生徒への狼ろう藉ぜきは看かん過かしかねる。おとなしく退散してもらえるとありがたいのだがな」

「南宮那月……〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟か」

　眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを封じられながらも、黒髪の吸血鬼は威厳に満ちた態度を崩さない。

「悪魔憑つきごときが、この俺を倒せるつもりか？」

「貴き様さまこそ、私が本気でその娘を匿かくまったら、貴様程度でどうにかできると思っているのか？」

　那な月つきが嘲あざけるように笑って言い放った。

　アラダールと呼ばれた黒髪の吸血鬼が、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。

　南みな宮みや那月は空間制御能力に特化した魔女であり、自らの夢の中に、〝監かん獄ごく結けつ界かい〟と呼ばれる広大な世界を所有している。その結界内にグレンダを捕らえてしまえば、もはや誰だれも彼女には手が出せない。アラダールもそれを理解しているのだ。

「……いいだろう。たしかに、ここで貴様を敵に回すのは得策ではないようだ。この学まなび舎やの安あん寧ねいを乱した非礼を詫わびよう、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟」

　アラダールが実直な口調で告げた。彼の周囲を渦うず巻まいていた鬼き気きが、まるで噓うそのように綺き麗れいに消滅する。

「賢明な判断だ、ヴェレシュ・アラダール。どうやら貴様はあの蛇へび遣つかいとは違うようだ」

　愉快そうな口調でそう言って、那月が銀色の鎖を巻き取った。アラダールは黙だまって唇くちびるを歪ゆがめた。蛇遣い──ディミトリエ・ヴァトラーと比較されたことが、不本意だったらしい。

「少年、名は？」

　そのアラダールが不意に古こ城じようを見つめて訊きいた。静かな緊張感のこもった声だ。

「古城だ。暁あかつき古城」

　妙にあらたまったアラダールの態度に、戸惑いながらも古城は答える。アラダールは厳おごそかにうなずくと、右手に嵌はめていた手袋を外した。それを古城の足あし下もとへと投げ捨てる。

「では、あらためて、暁古城──〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長、ヴェレシュ・アラダールの名において、きみに決けつ闘とうを申し込む」

「……は？　決闘？」

　あまりにも時代錯誤なアラダールの言い回しに、古城はぽかんと顎あごを落とした。

　本気で決闘を申しこまれたのは、もちろん生まれて初めての経験だ。古城の隣となりに立っている雪ゆき菜なも、呆あつ気けにとられたように固まっている。

　しかし黒髪の吸血鬼は、あくまでも生き真ま面じ目めな表情でうなずき、

「そう、一対一の果たし合いだ。今日の日没の時間、場所は人工島北地区Ｄ突とつ堤てい。勝利条件は相手が敗北を認めるか、戦闘不能に陥おちいること。きみが負ければ、沼の龍グレンダを引き渡してもらう」

「……俺が勝ったら、あんたはどうする？」

　古城は気を取り直して質問した。アラダールが、ふざけているわけではないと理解したのだ。

「ユイリとシオ、といったか……獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師し二名を返還しよう。その上で、我が〝戦王領域〟は、二度と沼の龍グレンダに手を出さないと約束する」

「あんたを信用していいんだな？」

「我らが真しん祖その名において誓ちかおう」

　古こ城じようの言葉を、決けつ闘とうへの同意だと受け取ったのか、アラダールは力強く断言した。

　そこまで言われてしまっては、古城としても、彼の提案を受け入れる以外に選せん択たく肢しはない。

　目の前にいる黒髪の吸血鬼が、融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつということは、これまでのやりとりで薄うす々うすわかっている。罠わなという可能性は低そうだ。

　それに彼の提案は、一方的に古城が不利な内容というわけでもない。

　どのみちグレンダを護まもるためには、彼との戦いが避けられないのだ。少なくとも決闘という形なら、古城以外が戦いに巻きこまれて傷つくことはない。

「獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの少女よ、それに〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟──正式な見届け人として、きみたちに決闘への立ち会いを依頼する。それで少しは信用してもらえるだろうか？」

「いいだろう。妥当な落としどころだな」

　アラダールの言葉に、那な月つきが答える。一方、雪ゆき菜なは、しばし逡しゆん巡じゆんするように槍やりを握にぎりしめ、古城の横顔に目を向けた。そして意を決したように首しゆ肯こうする。

「お二人がそれを望むなら」

「──いい答えだ。では、それまで沼の龍グレンダは預けておく」

　アラダールは満足げにうなずくと、コートの裾すそを翻ひるがえして背を向けた。闇やみ色いろの霧きりに包まれて、その背中が虚こ空くうへと溶けていく。やがて彼の気配は完全に消失し、あとに残ったのは脱ぎ捨てられた白い手袋だけだった。古城と雪菜はどちらからともなく、疲れた気分で息を吐く。

「ヴェレシュ・アラダール……〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長か……」

「はい。聞いたことがあります。七体の剣けんの眷けん獣じゆうを操る、武闘派の貴族だと」

　軽く頭を抱えて古城がうめき、雪菜が困ったように唇くちびるを嚙かむ。勝手に決闘を受けた古城に、雪菜が文句を言わないのは、ほかにどうしようもなかったとわかっているからだ。

「奴やつは強いぞ、暁あかつき古城。もしかすると、あのディミトリエ・ヴァトラーよりもな」

　淡々と事実だけを伝える口調で、那月が古城に告げてくる。

「そうみたいだな」

　古城は那月の言葉を素直に認めた。それは実際に戦ってみた上で古城も感じたことだ。あの戦闘狂バトルマニアのヴァトラーと比較してすら、アラダールには底の知れない強さがある。鍛きたえ抜かれた実力に裏打ちされた正統な強さだ。それゆえに隙すきがない。第四真祖の力をもってしても、確実に勝てるという自信はなかった。

　だがそれでも、と古城は思う。

「こじょう」

　古城の背中をつかんだのは、龍族ドラゴンの少女の指先だった。いまだ恐怖に震ふるえるグレンダが、古城を見上げて必死に訴えてくる。

「ゆいりとしおを、たすけて」

　ああ、と古こ城じようはうなずいて笑った。たしかにアラダールは恐ろしい敵なのだろう。戦せん闘とう技術でも吸血鬼としての経験でも、古城は彼に遠く及ばない。その差を埋める手段も思いつかない。

　だがそれでも、と古城は思う。世界最強などと呼ばれる、馬ば鹿かげた力に意味があるのなら、それは手の届く場所にいる人々を護まもるためのものであるはずだ。

「ああ、わかってる──」

　グレンダを安心させるように、古城は彼女に力強く言い聞かせる。

　その瞬しゆん間かん、グレンダの表情が明るく輝かがやいた。だっ、といつもの口調で叫びながら、古城に、ダイブするような勢いでしがみついてくる。

　彼女が素っ裸だったという重大な事実を古城が思い出したのは、羽は織おっていただけのパーカーが、グレンダの肩から脱げ落ちたせいだ。龍族ドラゴンの少女のなめらかな肌と無む邪じや気きな吐息が、容よう赦しやなく古城の首筋を刺激する。鼻の奥に金かな臭くさい刺激を覚えて、古城はたまらずむせ返る。それを眺めていた雪ゆき菜なの肩が、怒りをこらえるように小さく震えた。

「こじょう！　こじょう！」

「わかった！　グレンダ、わかったらから少し離はなれてくれ！」

「先輩、鼻血！　って、いつまで抱き合ってるんですか！　グレンダさんも服を着て──！」

　校舎の屋上に響ひびき渡るのは、三さん者しや三さん様ようの叫び声。

　あっという間に失われた緊張感に、やれやれ、と那な月つきが首を振る。

　校内に残っている生徒たちも、屋上での騒さわぎに気づき始める頃ころ合あいだ。己の社会的地位の終しゆう焉えんを感じて、焦しよう燥そうに打ちひしがれていく古城。

　そんな騒ぎの中でも、頭の片かた隅すみの冷静な場所で、古城はかすかな疑問を感じていた。

〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長、ヴェレシュ・アラダール──

　彼はなぜ、この龍族ドラゴンの少女の命を狙ねらっていたのだろうか、と。
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「はあ？　決けつ闘とう!?」

　建物の中に響ひびき渡ったのは、煌きら坂さか紗さ矢や華かの声だった。

　少しだけ埃ほこりっぽい乾いた空気。色いろ褪あせたアンティークの輸入家具。棚には古びた人形や時計が雑然と並べられている。

　異国の喫茶店に似た雰ふん囲い気きの、寂さびれた骨こつ董とう品ひん店てんの二階。獅し子し王おう機き関かんの絃いと神がみ島じま出張所だ。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟内で活動する獅子王機関職員の連絡や、補給を担当している部署らしい。

　アラダールの飛ひ行こう艇ていが引き起こした騒さわぎで彩さい海かい学がく園えんが臨時休校になったため、古こ城じようと雪ゆき菜なは、久々にこの骨董品店を訪れていた。唯ゆい里りと志し緒おの現状を報告するのが目的だ。あわよくばアラダールの情報や、対抗策を仕入れたいという願望もあったりする。

　紗矢華がその店に居合わせたのは、古城たちも予期せぬ偶然だった。なにやら極秘の任務のために、絃神島に到着した直後らしい。いつもの制服の上に小こ洒落じやれたブレザーを着ているのは、おそらく海外からの要人に会うためだろう。

　そんな紗矢華が綺き麗れいな眉まゆを吊つり上げて、興奮気味に古城に詰め寄ってくる。

「あなた、なにを考えてるのよ、暁あかつき古城!?　相手は〝戦せん王おう領りよう域いき〟の帝国議会議長なのよ!?」

「おー……なんか、そうらしいな」

「そうらしいって、あなたねえ……」

　緊迫感の欠けた古城の反応に、紗矢華は絶句して虚むなしく唇くちびるを震ふるわせた。

　彼女の肩に乗っていたのは、端たん整せいな毛並みの黒い猫だ。金色の瞳ひとみで古城を睨にらんだその黒猫が、唐とう突とつに人間の言葉でしゃべり出す。

「やれやれ。あのヴェレシュ・アラダールと女を賭かけて決闘とはね。おまえさんとは短いつき合いだったね、第だい四よん真しん祖その坊や。せいぜい成じよう仏ぶつできることを祈っておいてやるよ」

「師し家け様……！」

　容よう赦しやなく古城の絶望をあおってくる黒猫を、雪菜が慌あわててたしなめた。

　人じん語ごを解かいするその黒猫は、雪菜と紗矢華の師匠である長エ生ル種フの魔術師──縁えん堂どう縁ゆかりの使い魔だ。縁は、遠く離はなれた日本本土から使い魔を操って、古城たちと会話をしているのだ。実際、それは恐ろしく高度な魔術なのだろう。しかしそれはそれとして、猫を相手にかしこまっている雪菜たちの姿は、いつ見てもシュールで間の抜けた光景だった。

「最初から俺が殺されるのが前提なのかよ……」

　不服そうに顔をしかめて古城が愚ぐ痴ちる。ふふん、と黒猫はヒゲを震わせて、

「当然さ。なんたって向こうは九百年以上の戦闘経験を誇る化け物の中の化け物だよ。おまえさんみたいな吸血鬼になりたてのハンパ者に、どうにかできる相手とは思えないね。まったく、馬ば鹿かだねえ。犬や猫でも自分が勝てない敵には喧けん嘩かをふっかけたりしないってのに」

「……俺が喧嘩をふっかけたわけじゃねえよ。向こうから決けつ闘とうを申しこんできたんだって」

　古こ城じようが力のない声で反論した。決闘を挑いどまれた立場とはいえ、馬鹿げた挑ちよう発はつに乗ってしまったという自覚はあるのだ。

「すみません、師し家け様。わたしがついていながら、二人を止められなくて……」

　縁ゆかりと古城の会話を聞いていた雪ゆき菜なが、そう言って悄しよう然ぜんとうなだれる。古城たちの決闘をやめさせなかったことを、やはり本心では悔やんでいたらしい。

「姫ひめ柊らぎが謝るようなことじゃねーよ。もともとグレンダが俺を頼ってきたんだし。あれ以上、アラダールの野郎に学校の中で暴れられてもヤバかったし」

　古城は、自分自身への言い訳混じりに雪菜を弁護した。

　客観的に振り返ってみても、あの場での古城たちの判断に、大きな落ち度はなかったと思う。どれだけ言葉を尽くして説得しても、あのクソ真ま面じ目めなアラダールがグレンダの捕ほ獲かくを諦あきらめたとは思えない。彼との決闘は不ふ可か避ひだったのだ。たとえそれが勝ち目のない戦いだとしても。

「沼の龍グレンダ……神かん縄なわ湖こに沈んでた龍族ドラゴンの幼体こどもかい……闇くらきの娘も、面倒なモノを起こしてくれたものだね」

　ふん、と黒猫が、不ふ機き嫌げんそうに息を吐く。雪菜は怪け訝げんそうに彼女を見返した。

「師し家け様は、グレンダさんの正体をご存じだったのですか？」

「あたしはなにも知らないよ。噂うわさはいろいろ聞こえてくるけどね。実際のところ、〝聖せい殲せん〟の遺産と呼ばれる存在は、それほどめずらしいものでもないんだよ。龍族ドラゴンの伝説だって、世界中のあちこちに残ってる。それが今さら一匹増えたところで、大おお騒さわぎするほどのもんじゃない」

「だったらアラダールのやつは、なんでグレンダを狙ねらってるんだ？」

　古城が眉まゆを寄せて訊きき返す。それはアラダールと遭そう遇ぐうしたときに、最初に感じた疑問でもあった。〝戦せん王おう領りよう域いき〟の要職にある人物が、たかが龍族ドラゴンの幼よう体たい相手に、決闘などという馬鹿げた手段を使ってまで固執する理由がわからない。

　しかも彼は、グレンダに、なんらかの利用価値を見いだしているわけではない。むしろ逆だ。アラダールはグレンダを処分するために、彼女を捕獲しようとしているのだ。

「わからないね」

　長エ生ル種フの使つかい魔まの黒猫が、無関心な口調で答えてくる。

「吸血鬼──それも真しん祖そに近い連中が〝聖殲〟の遺産を嫌うのは、道理に適かなった話ではあるけれど、それにしても奴やつこさんほどの大物がわざわざ出てくるってのは尋常じゃない。その龍族ドラゴンは、それくらい危険だって話になる──そもそも、その子は本当に龍族ドラゴンなのかい？」

「そんなことを俺に訊かれても、ほかに龍族ドラゴンの知り合いなんかいないしな」

　古城は投げやりに首を振る。グレンダの正体が龍族ドラゴンでもそれ以外のなにかでも、古城にとっては正直どうでもいいことだ。古城の知っているグレンダは、少し変わった性格の、人ひと懐なつこく明るい少女でしかない。おまけに異ノ境ドで消滅しかけていたときに、命を救われた借りもある。どんな理由があるにせよ、彼女を見捨てられるはずがない。

「まあ、なんにしても、おまえさんが心配するようなことじゃないよ」

　突き放すように冷たく言い放ち、黒猫は一方的に話を切り上げた。

「なんでだよ？」

　古こ城じようは不満げに黒猫を見つめる。しかし縁えん堂どう縁ゆかりの使つかい魔まは、どこか嘲あざけるように目を細めて、

「だってそうだろ。あと半日もすれば、おまえさんはアラダールに滅ほろぼされて、龍族ドラゴンの子は〝戦せん王おう領りよう域いき〟が引き取ってくれるんだ。厄やつ介かいな問題が一度に二個も片付くんだから、獅し子し王おう機き関かんとしてはありがたい話さ」

「し、師し家け様！　いくら相手が暁あかつき古城だからって、言っていいことと悪いことがあります！」

　意外にも、焦ったように頰ほおを引きつらせて、師匠をいさめたのは紗さ矢や華かだった。逃げるように彼女の頭上へと移動する黒猫を、古城は無表情に睨にらみつけ、

「あんたはそれでいいのかよ？　唯ゆい里りさんたちが人質になってんだぞ？」

「いいも悪いも、素す性じようを明らかにした上に、聖せい域いき条約機構の名前まで持ちだしたアラダールに、剣を向けたのはあの子たちなんだろ。そっちのほうがよっぽど大問題さね」

　黒猫は、そう言って苛いら立だたしげに嘆息した。

　唯里と志し緒おは、成り行き上、聖域条約機構の特使であるアラダールと、自らの意志で敵対した形になっている。古城に手を貸しただけの雪ゆき菜なとは、根本的に立場が違うのだ。最悪、聖域条約機構に対する獅子王機関の造反と見なされかねない──そんな微妙な状況なのである。

「まあ、あの二人のことなら心配要らないよ。アラダールはクソ真ま面じ目めな男だからね。少なくとも決闘の片がつくまでは、捕ほ虜りよとしてそれなりに丁てい寧ねいに扱うはずさ」

「もし俺が決闘に負けたら、唯里さんたちはどうなるんだ？」

　古城が真剣な目つきで質問する。

　アラダールが古城を倒したあと、無用になった唯里たちを解放する可能性はゼロではない。が、確実に解放されるとも言い切れない。そのときは獅子王機関が彼女たちを救出する──と、たとえ噓うそでも、縁にはそう言って欲しかった。

　しかし黒猫はなにも答えず、ほう、と感心したように笑ってみせただけだった。

「ずいぶん余裕だね、第だい四よん真しん祖その坊や。他人の心配をしてる暇があったら今のうちに、やりたいことをやっておいたらどうだい？　心残りがないようにさ」

「縁えん起ぎでもないことを言ってくれるな」

　ぐぬ、と古城が顔を歪ゆがめる。縁のふざけた物言いは癪しやくに障さわるが、それが単なる皮肉ではないのはわかっていた。

　吸血鬼の真祖は、限りなく不死身に近いといわれているが、だからといって無敵というわけでもない。石化や凍結によって殺さなくても無力化することは可能だし、精神だけを破壊するという方法もある。

　そして吸血鬼同士の戦いには、常に同族喰ぐらいの危険がつきまとう。吸血行為を介して、相手の存在自体を丸ごと奪うばい取る──それはかつて古こ城じよう自身が、第だい四よん真しん祖その力を手に入れるために体験した行為でもあった。

　いずれにせよ、アラダールに負けるということは、かなりの高確率で古城が消滅することを意味している。だからこそ縁は、心残りのないようにしておけ、と忠告しているのだ。

「だからって、やりたいことっていわれてもな──」

　べつに思いつかないんだが、と古城は肩をすくめてみせる。

　自分が消滅するといわれても、やはり実感がわかないし、遺書を書くような気分でもない。友人たちに別れの挨あい拶さつをするのも、事情が事情だけにはばかられる。

　どうしたもんかな、と助言を求めるような気分で、古城は隣となりにいる雪ゆき菜なを見た。その瞬しゆん間かん、紗さ矢や華かは、なにかに気づいたように愕がく然ぜんと目を見開いて、

「やりたいことって、まさか──だ、駄だ目めっ！　雪菜にいやらしいことをしようと思ってるのなら、駄目だからね！」

「んなっ……!?　なんだそれ!?　思いつきもしてねえよ、そんなこと！」

　いわれのない非難を浴びた古城が、声を上うわ擦ずらせて言い返す。古城と雪菜の間に割り込みながら、「どうだか!?」と疑いのまなざしを向けてくる紗矢華。それはおまえの願望だろ、と逆に指摘してやろうと、古城が口を開きかけたそのとき──

「ふん、それも悪くないかもしれないね」

　妙に真面目な口調でそう呟つぶやいたのは、縁の使つかい魔まの黒猫だった。

「師し家け様っ！」

　悲鳴に近い声で叫ぶ紗矢華を、黒猫はきっぱりと無視して雪菜に向き直り、

「契約したばかりの主あるじが、いなくなるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだ。〝血の伴はん侶りよ〟として、最後に少しくらいサービスしてやっても罰ばちは当たらないだろうさ。違うかい？」

「サービス……ですか？」

　雪菜が冷静な口調で問い返す。そうだよ、と黒猫はうなずいた。濃厚なやつをね、と余計なひと言を付け加えるのも忘れない。

　彼女たちのやりとりを聞いていた紗矢華が、その瞬しゆん間かん、落らく雷らいに打たれたように動きを止めた。雪菜の左の薬指に嵌はまった指輪の存在に気づいたのだ。

「噓うそ……伴侶って……まさか……」

　視線を彷徨さまよわせながら、紗矢華は壁かべ際ぎわに立てかけてあった楽器ケースに手を伸ばした。そして半ば本能的な動作で銀色の長ちよう剣けんを引き抜くと、その先端を古城に向けて、

「あ……暁あかつき古城っ！　あなたいつの間に、雪菜とそんなふしだらな関係に──！」

「うおっ!?」

　明確な殺意とともに突き出された剣けんの切きっ先さきを、古こ城じようはギリギリで回避した。驚きよう愕がくで顔を強こわ張ばらせる古城を、紗さ矢や華かは涙目になって睨にらみつけてくる。

「なんでよけるのよ!?　雪ゆき菜なを吸血鬼の〝従者〟にしておいて──！」

「馬ば鹿か、違う！　俺と姫ひめ柊らぎは、〝伴はん侶りよ〟とか〝従者〟とかそういう関係じゃなくて──」

「うるさいっ！　あなた、私の知らないところで雪菜になにをしたわけ!?」

「だから俺がなんかしたわけじゃ……ない……こともない……けど……」

　古城は歯切れの悪い口調で言い返す。

　雪菜が古城の仮かり初そめの伴侶になったのは、〝雪せつ霞か狼ろう〟の副作用による彼女の〝天使化〟を防ぐためだった。消滅の危機に瀕ひんした雪菜を救うための、やむを得ない選択だったのだ。

　とはいえ、雪菜が〝雪霞狼〟を与えられたのは古城を監視するためであり、彼女が槍やりを使う原因のほとんどに、古城が直接関かかわっていたりする。とても無関係とは言い切れない状況だ。

「よくも……よくも私の雪菜を傷物に……嫌いやがる雪菜に無理やり迫ってふしだらな行為を繰り返したのね、この変態真しん祖そ！」

「って、繰り返してねえよ!?　おまえはなにを想像してるんだ……!?」

　剣を振り回す紗矢華の腕をつかんで、どうにか彼女を押さえつける古城。

　二人はそのままもつれ合いながら、店内の壁に激突する。抵抗する紗矢華を古城が無理やり、壁に押しつけたような恰かつ好こうだ。女子にしては長身の紗矢華と、古城の身長差はあまりない。目を潤うるませた紗矢華を至近距きよ離りから見つめる形になって、古城はわけもなく罪悪感に襲おそわれる。

「──落ち着いてください、紗矢華さん。先輩も、いつまでくっついてるつもりですか」

　そんな古城たちを冷静に眺めながら、溜ため息いきを洩もらしたのは雪菜だった。

　縁ゆかりの使つかい魔まの黒猫は、紗矢華の頭上から飛び降りて、ちゃっかりと雪菜の腕に抱かれている。その黒猫の瞳ひとみをのぞきこみ、雪菜が真ま面じ目めな口調で訊きいた。

「要するに、暁あかつき先輩がセヴェリン侯こうに勝てば問題ないんですよね。先輩が心残りを気にすることも、わたしが先輩に濃厚なサービスとやらをする必要も──」

「俺はべつに姫柊にサービスを要求した覚えはないんだが……!?」

　だからサービスってなんなんだよ、と古城はうめく。紗矢華は古城と密着したまま、憤ふん激げきしたように身体からだをよじっている。そのたびに彼女の豊かなバストが古城の胸に押しつけられているのだが、それを自覚しているわけではなさそうだ。しかし迂う闊かつに距離を開けると、いきなり斬きられそうになってしまうので、古城としても彼女から離はなれるわけにはいかないのだった。
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「だからそれが無理だと言ってるのさ。そこの坊やじゃ、アラダールには勝てないよ」

　一方、縁の使い魔の黒猫は、雪菜を見返して気け怠だるく言った。

「思いっきり断言しやがったな……」

　古城にはもはや言い返す気力もない。黒猫はふて腐くされる古城へと無感情な瞳を向けて、

「第だい四よん真しん祖そが世界最強の吸血鬼と呼ばれているのは、従えている眷けん獣じゆうが、デタラメに強力だからってだけの理由だよ。それ以上でも、それ以下でもない。そいつらは、咎きゆう神しんカインの軍勢を一いつ掃そうするために生み出された、掛け値なしに世界最強の眷けん獣じゆうたちだからね」

「ああ……」

　そういえば、と古こ城じようはアラダールに言われた言葉を思い出す。彼は古城の眷獣の威力を認めた上で、だが、それだけだ、と言い切ってみせたのだ。

「問題は、おまえさんがそれをまるっきり制御できてないってことさ。どんなに高性能なレーシングカーでも、運転手がド素人しろうとなら、豆腐の配送車にだって追い抜かされる。当然だろ？」

「……豆腐？」

　黒猫が口にした唐とう突とつな喩たとえに、雪ゆき菜なが困惑したように目を瞬またたいた。ようやく大人しくなった紗さ矢や華かから手を離はなし、古城は雪菜に抱かれた黒猫へと顔を向ける。

「眷獣の制御コントロールか……それができれば、アラダールに対抗できるってことだな」

「理屈の上ではそうなるね」

　現実的には不可能だとしても、という含みを持たせた口調で黒猫が言う。実際、日没までに残された半日足らずの時間で、古城の戦せん闘とう能力が劇的に向上するとは考えにくい。

　しかし古城は、それを無視して質問を続けた。

「で、眷獣を制御するには、どうすればいいんだ？」

「生あい憎にくだけど、そいつはあたしにもわからない。吸血鬼のことは吸血鬼に訊きくんだね」

　黒猫の返事は素そっ気けない。さすがに古こ城じようも頭を抱える。

「吸血鬼に訊け……って言われてもな」

「絃いと神がみ島じまにいて、セヴェリン侯こうに対抗できそうな吸血鬼といえば……アルデアル公くらいしか思いつかないんだけど」

　悩む古城を見かねたように、そう呟つぶやいたのは紗さ矢や華かだった。怒りが完全に消えたわけではなさそうだが、とりあえず今すぐ古城を斬きり捨てるのは諦あきらめてくれたらしい。

「アルデアル公って、ヴァトラーか……」

　ディミトリエ・ヴァトラーの気き障ざな笑顔を思い出し、古城は露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。たしかにあの〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族は、古城が知る中でも、格別に強力な吸血鬼の一人だった。真しん祖そにもっとも近い、と評されるあの男なら、おそらくアラダールに対抗できるのだろう。が、

「あいつがなんの見返りもなく、俺に眷けん獣じゆうの使い方を教えてくれるとは思えないんだが」

「そこは土下座でもなんでもして頼みなさいよ。あなたの命がかかってるのよ」

「てか、あいつもいちおう〝戦王領域〟の吸血鬼なんだから、どちらかといえばアラダールの仲間だろ？　仮に教えてくれたとして、そんなやつの言うことを信用しても大丈夫なのか？」

「セヴェリン侯と対等以上の吸血鬼が、ほかにいないんだから仕方ないでしょ！」

　紗矢華が肩を怒いからせて古城を睨にらみつけてくる。

　彼女の言うことももっともだが、だからといってヴァトラーに頼るのが得策とも思えない。

　高名な戦闘狂バトルマニアであるあの男は、常々、古城に対する殺意を隠かくそうとしていないのだ。下へ手たすれば、アラダールに殺やられる前に、自分の手で古城を殺すと言い出しかねない危なっかしさがある。

　その危険を冒おかしても、ヴァトラーに頭を下げるべきか、否いなか──

　古城は究極の二者択一に苦悩する。

「いえ」

　その迷いを断ち切ったのは、雪ゆき菜なの澄すんだ声だった。古城たちは驚おどろいて彼女を見る。雪菜は、自分自身の考えを確かめるように、真剣な表情でうなずいて、

「います……先輩に力を貸してくれそうな強力な吸血鬼が、お一ひと方かただけ……」

「姫ひめ柊らぎ？」

　誰だれのことだ、と古城は戸惑うが、雪菜はなにも答えない。そして彼女は妙に真ま面じ目めな顔で、店内に飾られたアンティークの掛け時計を一いち瞥べつした。時計の針は正午を少し回ったところだ。

「先輩」

「あ、ああ……？」

　いつになく真剣な雪菜の声こわ音ねに、古城は姿勢を正して身構える。雪菜は、硬い表情で古城を見つめて、やがて意を決したように告げてきた。

「ラーメンを食べに行きましょう」

　　　　　　　　　　２

　人工島西地区アイランド・ウエストの裏通りで、その店はひっそりと営業していた。

　特に流は行やりの店というわけではない。店構えも古く、照明も暗い。店内には狭いカウンターと四人がけのテーブルがひとつだけ。十人も客が入れば満席だ。

　しかし絃いと神がみ島じまで暮らすラーメン通の間では、隠かくれた名店として密ひそかに知られている。〝つけ麵めん太平洋〟──それが、この店の名だった。

「いくらなんでも、そんな都合よく見つかるはずがないと思ってたんだが……」

　のれんをくぐって薄うす暗ぐらい店内をのぞきこんだ古こ城じようは、軽い目め眩まいを覚えて壁に手をついた。

　妙に堂々とした態度でカウンター席に陣取っていたのは、十二、三歳ほどの異国人の少年だ。

　美しい黒髪に褐かつ色しよくの肌。幼い外見に似合わぬ、不思議な威厳──第だい二に真しん祖そ〝滅びの瞳フオーゲイザー〟が治める中東の夜の帝国ドミニオン、〝滅ほろびの王朝〟のイブリスベール・アズィーズ王子である。彼こそが古城たちの探し求める人物だったのだ。

「なんでまたラーメン喰くってんだよ、あんたは!?」

　古城は肩を落としながら、理不尽な台詞せりふを口にする。探している相手に出会えた喜びよりも、騙だまされているような感覚のほうが強かった。なにしろ、彼の居場所がわからない、というのが古城たちの最大の悩みだったのだ。王子の宿泊先は外交機密であり、それでなくても、霧きりになって自由に移動するハイレベルな吸血鬼の追跡は不可能に近い。

　唯一の手がかりは、イブリスベールがラーメンマニアという情報だけ。そこで雪菜が提案したのが、島内の有名店を手当たり次第に捜そう索さくするという実に大おお雑ざつ把ぱな作戦だ。

　そして実際にイブリスベールはあっさりと見つかった。

　そのことに今イチ釈然としない気分の古城だった。王子のくせに毎日ラーメン喰ってんのか、と本気のツッコミを入れたい衝しよう動どうに襲おそわれる。正確にはラーメンではなく、つけ麵だが。

「──いきなり他人の食事中に現れて、なにを騒さわいでいる？　無礼であろう、暁あかつき古城」

　怪け訝げんな表情で古城を見返して、イブリスベールが悠ゆう然ぜんと答えてくる。

　至し極ごく真っ当な彼の指摘に、すまん、と古城は頭を下げた。

「ああ、悪い。本当にあんたに会えると思ってなかったんで、つい取り乱しちまった」

「ふむ」

　運ばれてきたつけ麵に薬味を載せながら、イブリスベールが眉まゆを上げる。

　雪ゆき菜なが指摘した、アラダールと同等の実力を持つ吸血鬼──それがこの金色の瞳ひとみの少年だ。〝滅ほろびの王朝〟の王子である彼は、眷けん獣じゆうの扱いに長たけているだけでなく、アラダールとは無関係の中立的な存在でもある。だからといって古城の味方というわけでもないが、助言を求めるだけの価値はあるはずだった。

「まあいい。訪ねてきた客人を無む下げに追い返すのも、我が王朝の名折れ──まずは座るがいい、第だい四よん真しん祖そと従者の娘よ。店主、こやつらに俺と同じ品を振る舞ってやれ」

　たまたま空いていた背後のテーブル席を指さして、イブリスベールが高圧的に告げてくる。

　見るからに頑固そうな強こわ面もての店長が、文句も言わずにうなずいたのは、少年が持つ生まれながらのカリスマ性のなせる業わざだろう。古こ城じようたちも素直にイブリスベールの好意に甘えることにした。店内に漂ただようスープの匂においに触発されて、空腹を覚えていたところだったのだ。

　年季の入った椅い子すに腰掛け、古城は、運ばれてきた冷水のコップに口をつける。

「そういえば、ヴェレシュ・アラダールと果たし合いをすることになったそうだな」

　その直後、イブリスベールが表情を変えずにそう言った。不意を衝つかれた古城が、冷水を気管に詰まらせて激しくむせる。

「なんであんたがそれを知ってるんだ──!?」

「つい先ほど、招待状が届いたからな」

　イブリスベールが上着の袖そでから、豪華な装飾の為なされた封筒を取り出した。封筒の裏に描かれた飛ひ龍りゆうと戦車は、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の紋章である。

「招待状……？」

「おそらく〝戦王領域〟の蛇へび遣つかいの仕し業わざだろう。彼あ奴やつめの魂こん胆たんは量りかねるが、たしかに興味深い取り合わせではある。沼ぬまの龍りゆうを賭かけての一戦となれば尚なお更さらな」

「ヴァトラー……あいつ……そんなことまで言いふらしてんのか……！」

　古城は頭を抱えてテーブルに突っ伏した。イブリスベールの元にまで招待状が届いているということは、古城とアラダールの決けつ闘とうの噂うわさは、かなり大っぴらに広まっていると考えていいだろう。

　古城の隣となりに座った雪ゆき菜なも、硬い表情を浮かべている。ヴァトラーが噂を広めた理由がわからなくて不安なのだ。

　一方のイブリスベールは、古城たちの反応を愉快そうに眺ながめて、ふふん、と笑う。

「察するに、今のままではアラダールに勝てぬと踏んで、俺に教えを請こいに来たか、第だい四よん真しん祖そ」

「まさにあんたが考えてるとおりだよ」

　古城は苦々しげな表情でうなずいた。そのまま深々と頭を下げる。

「身勝手なことを言ってるのはわかってるんだが、そこを曲げて頼む。俺にアラダールを倒す方法を教えてくれ。グレンダの命がかかってるんだ」

「さて……どうしたものかな。貴き様さまに貸しを作るのは悪い気分ではないが、果たしてアラダールの不ふ興きようを買うだけの価値があるかどうか」

「……少なくとも、そのほうが決けつ闘とうは盛り上がるぞ」

「ふむ？」

　イブリスベールの金色の瞳ひとみに、かすかな好奇の色が浮かんだ。古城の予想どおりの反応だ。

　ヴァトラーからの招待状を見たときに、咄とつ嗟さに閃ひらめいたことだった。

　イブリスベールは不老不死の吸血鬼だ。見た目は少年でも、実際には、すでに数百年の時を生きている。そんな彼らの最大の敵は、退屈である。この世の快楽のほとんどを味わい尽くした彼らは、生きるということに倦うみ疲れているのだ。

　彼ら〝旧ふるき世代〟の吸血鬼に残された、唯一最大の娯楽──それが命いのち懸がけの殺し合いだった。

　自他共に認める戦闘狂バトルマニアのヴァトラーほどではないにせよ、血と戦せん闘とうに飢えているのはイブリスベールも同じはずだ。そんな彼が、古こ城じようとアラダールの決けつ闘とうに興味を持たないはずがない。

「今の俺では、アラダールには敵かなわない。おそらく一いつ瞬しゆんであいつに負けて、決闘は終わりだ」

「俺が貴き様さまに手ほどきをすれば、アラダールに勝てるとでも？」

「それはわからないけどな、今のままよりかはマシな勝負を見せてやれると思う」

　古城は、そう言ってイブリスベールの瞳を見返した。〝滅ほろびの王朝〟の王子の強烈な眼光に怯ひるみそうになるが、それでも目を逸そらさない。

　テーブルの異様な雰ふん囲い気きに戸惑いながらも、若い店員が、古城たちのぶんのつけ麵めんを運んでくる。その瞬間、イブリスベールはふっと表情を緩ゆるめた。張り詰めていた空気が弛し緩かんする。

「わからんな」

　ずるずると麵をすすりながら、そう呟つぶやいたのはイブリスベールだった。

「え？」

　古城が戸惑って訊きき返す。イブリスベールは、ゆで卵を丸ごと頰ほお張ばりながら古城を見て、

「貴様には、沼ぬまの龍りゆうを手に入れる理由も目的もあるまい。なのになぜ、そこまでしてアラダールと戦おうとする？　やつは、おそらくこの俺ですら、楽には勝てない相手だぞ」

「だからってグレンダを殺そうとしてる相手を、黙だまって見過ごせるわけがないだろ」

　古城が無愛想な声で呟つぶやいた。しかしイブリスベールは、無表情なまま古城を睨にらんでいる。

「沼の龍が危険な存在だとわかっていても、か？」

「それは──」

　言いかけて、古城は首を振った。古城はグレンダの正体を知らない。アラダールたちが彼女を危険視する理由もだ。そして、あえてそれを知りたいとも思わない。それは古城の決断とは、なんの関係もないことだからだ。

「いや……そういや、そうだな。あんたの言うとおりだ、王子様」

「ふむ？」

「たしかに俺には、あいつを助ける理由も目的もねーわ。俺がそうしたいと思ってるから助けることにした──それだけだ」

「そのためなら、アラダールとの殺し合いも厭いとわぬか」

　イブリスベールが念押しする。古城は苦笑混じりに肩をすくめてみせた。

「さすがにあいつを殺してやろうとまでは思ってないけどな」

「なるほど。どうやら俺は、貴き様さまをいささか見誤っていたようだ……貴様は思っていたよりも遥はるかに傲ごう慢まんな男だな、暁あかつき古こ城じよう」

　イブリスベールが呆あきれたような、そしてどこか感心したような晴れやかな表情で笑った。

「はあ？」と不満げに訊きき返す古城。なぜ自分がそんなふうに貶けなされているのかわからない。

「気づいているか、暁古城よ。理由も目的もなく、己の望むままに行動し、敵の生き死にすら己の裁量で決める──それは絶対的強者にのみ許された思考、王者の特権だ。あるいは貴様は、真しん祖そたる器うつわを備えているのかもしれぬ。もしくは底抜けの愚おろか者ものか」

　イブリスベールの真意を量りかねて古城は沈黙した。馬ば鹿かにされているような気もするが、王子の機き嫌げんは悪くなさそうだ。どういうつもりか、彼は古城の返答に満足したらしい。

「貴様のその愚かさに免じて、ひとつだけ助言を与えてやろう」

　割り箸ばしを握にぎったまま、イブリスベールが厳おごそかに口を開く。

「貴様が教えを請うべき相手は、俺ではない──」

「……は？」

　古城は、どこか拍子抜けしたような気分で、イブリスベールを見返した。助言といいつつ、それは結局、なにも語っていないのと同じことではないのだろうか。

「それだけ……か？」

「貴様が真に教えを請こうべき相手に気づければ、アラダールに一ひと太た刀ちなりとも浴びせることができよう。それが出来ねば、いずれにせよ終わりだ」

　イブリスベールはそう言って、つけ麵めんのスープを美う味まそうにすすった。

　古城は呆ぼう然ぜんとそれを見つめる。〝滅ほろびの王朝〟の王子の助言は簡潔だが、同時に恐ろしく難解でもあった。しかし彼が噓うそをついているとは思えない。

　古城はアラダールに対抗することができるのだ。その手段を知っている者がいる。だが、それは自分ではない──イブリスベールはそう告げている。

「俺はかつて、第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうと戦って敗れたことがある」

　イブリスベールが、独ひとり言ごとのように語り出す。

「え？」

　古城はハッと顔を上げた。それがなにか重要な手がかりだと気づいたのだ。おそらくはアラダールと同等の力を持つイブリスベールを、第四真祖の眷獣は倒している──

「ゆえに俺は〝原初ルート〟の復活を恐れた」

「ああ」と古城はうなずいた。

　かつて殺さつ神じん兵器として猛もう威いを振るった本物の第四真祖〝原初ルートのアヴローラ〟──

　古城は、完全な復活を遂とげる前の彼女と戦い、そして第四真祖の力を奪うばったのだ。彼女の力の源みなもとである眷獣たちの支配権を。

　しかしイブリスベールは、そんな古城を皮肉るように嘲あざ笑わらう。

　彼の唇くちびるの端からのぞいたのは、鋭く尖とがった白い牙きばだ。

「だが、貴き様さまに対しては恐怖を覚えぬ。その理由を考えてみるのだな」

　　　　　　　　　　３

　暁あかつき凪なぎ沙さと叶かな瀬せ夏か音のんは、それぞれ愛用のエコバッグを抱えて店を出た。

　バッグの中身は卵とバター、小麦粉と砂糖と塩が少々、アプリコットジャムとそして各種のチョコレート──ガトーショコラの材料だ。たまたま学校が臨時休校になったということで、古こ城じようにあげるチョコレートを手作りすることにしたのだった。

「失恋……ですか？　お兄さんが？」

　氷河を思わせる碧あおい瞳ひとみを、夏音が驚おどろいたように大きく瞬またたく。昨日、ショッピングモールで目撃した驚きよう愕がくの光景を、彼女に語り聞かせたところである。他人の色恋に関する噂うわさ話ばなしは、凪沙の好むところではないのだが、相手が夏音なら問題ないだろうという判断だ。

　夏音は古城の知り合いでもあるし、他人に言いふらすような性格でもない。それに彼女には、これから古城のためのケーキ作りを手伝ってもらわなければならないのだ。

「うーん……失恋っていうか見放されたっていうか……まあ、だいたい自じ業ごう自じ得とくなんだけど」

　凪沙は困ったように眉まゆを寄せて笑った。

　藍あい羽ば浅あさ葱ぎが、古城以外の男子と連れ立ってどこかに出かけたことに、もっとも激しく動揺していたのは実は凪沙だった。その衝しよう撃げきに比べれば、巨大な飛ひ行こう艇ていが校舎スレスレに突っこんできたことも、その直後に起きた落らく雷らい騒さわぎも、まったくたいしたことではないと言い切れる。

　中学時代の半分近くを病室で過ごしていた凪沙にとって、浅葱は貴重な同性の友人だった。実の姉のように感じることも多かった。浅葱が古城に好意を持っていることは、本人以外にはバレバレだったが、それも含めて凪沙は彼女を慕したっていたのだ。

「そもそも浅葱ちゃんみたいな子に、今まで彼氏がいなかったのがおかしかったんだよ。もう、古城君がもたもたしてるから！」

　交差点で信号が変わるのを待ちながら、凪沙は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

　浅葱の心変わりを責める気にはなれなかった。ただひたすらに悲しかっただけだ。ただし、浅葱にそんな決断をさせた古城には、多少の腹立ちを覚えなくもない。

　もっとも凪沙は、その古城がわかりやすく焦っている姿も確認している。

　因果応報とはいえ、さすがに少し可哀かわい想そうに思えた。なのでせめて浅葱の代わりに、チョコレートくらいはプレゼントしてやろうと考えたのだ。

「というわけで、ごめんね、夏カ音ノちゃん。急にキッチンを使わせて欲しいなんてお願いしちゃって。でもほら、古城君へのプレゼントをうちで作るわけにもいかないし」

「いえ。私は大丈夫でした。どのみちお菓子は作る予定でしたし」

　夏か音のんは首を振って優しく微笑ほほえんだ。相変わらずの反則的な美貌だ。中等部の聖女などとと呼ばれている理由もよくわかる。そんな夏音が、バレンタインのお菓子を用意するというのは、もしかしたら大事件なのではないだろうか。

「わ!?　そうなの？　誰だれ？　誰にあげるの？」

　凪なぎ沙さはキラキラと目を輝かがやかせて夏音を見つめた。無責任な噂うわさ話ばなしは好きではなくても、本人が語る恋愛相談となれば話は別だ。興味津しん々しんで訊きいてくる凪沙を、しかし夏音はいつものおっとりした表情で見返して、

「普ふ段だんお世話になってる皆さんと、あとはお世話をしている猫さんたちにペット用のお菓子を。もちろん凪沙ちゃんとお兄さんのぶんも用意してありました」

「ほんと？　うん、夏カ音ノちゃんからチョコをもらえたら、古こ城じよう君、喜ぶよ。でも、そうかあ……夏カ音ノちゃん的には古城君は猫と同じ扱いかあ……」

　失恋直後の兄に新たな希望が、と一いつ瞬しゆん、期待した凪沙だったが、夏音がこの調子ではあまり高望みしないほうがよさそうだ。もっとも夏音の猫好きはかなりの重症なので、その猫と同格というのは、逆に希望が持てるといえなくもない。

　歩行者用の信号機が青になり、凪沙と夏音が歩き出す。目的地は、夏音が居候いそうろうしている南みな宮みや那な月つきのマンションだ。高級マンションならではの広いアイランドキッチンの存在は、以前から夏音に聞いていた。今日はそれを自由に使っていいといわれて、何気に愉たのしみにしていたのだ。

「あ……」

　その凪沙が、交差点の途中で足を止めた。対岸の歩道に立っている少女の姿に気づいたのだ。

　浴衣ゆかた姿の小柄な少女だ。身長は凪沙とほぼ同じ。服装のせいで印象が違うが、その特徴的な容姿を見間違うことなどあり得なかった。

　光の加減で色が変化する不思議な金髪。そして炎のように輝く碧あおい瞳ひとみ──

「凪沙ちゃん？」

　夏音が、凪沙を怪け訝げんそうに振り返る。信号機はすでに点滅を始めていた。凪沙はハッと我に返って、慌あわてて交差点を渡り終える。

「ごめん、夏カ音ノちゃん。ちょっと待ってて！」

　凪沙はそのまま足を止めずに、浴衣の少女のほうへと向かった。

　真昼の陽ひ射ざしが降りそそぐ中、金髪の少女は、近づく凪沙を無言で眺ながめている。

「ディセンバー！　ディセンバーだよね!?　よかったあ。こないだのテロリストの騒さわぎのあと、連絡が取れなくなったから心配してたんだよ」

「ディセンバー……？」

　飛びつくような勢いで駆け寄ってきた凪沙に、金髪の少女が訊きき返す。

「なるほど、十番目の月デイセンバーか……十番目デカトスが自らをそう称していたな」

「え？」

　少女の淡たん泊ぱくな反応に、凪沙は冷や汗が噴ふき出すのを感じた。間近で見ても、少女の顔立ちはディセンバーにそっくりだ。しかしテンションの高さがまるで違う。凪なぎ沙さの知っているディセンバーは、もっとフレンドリーで庶民的な雰ふん囲い気きの持ち主だった。

「あ……もしかして、人違い……でしたか？」

　凪沙は姿勢を正して怖おず怖おずと訊き返す。浴衣ゆかたの少女は鷹おう揚ように首を振った。

「詫わびには及ばぬ。我は彼かの者ものと出しゆつ自じを同じゅうする存在ゆえに」

「え……と、それって姉妹みたいなものですか？」

　時代がかった少女の言い回しに困惑しつつも、凪沙はなんとなく理解した気になってみる。

　浴衣の少女は首しゆ肯こうして、

「違たがわぬ。我が妹が世話になったようだな、暁あかつき凪沙よ」

「いえいえ、そんな。あたしのほうこそ、ディセンバーさんにはお世話になってばかりで……って、あれ？　どうして、あたしの名前を？」

「汝なんじに救われたのは、彼の者のみに非あらず。我が末の妹の命をつないでくれたこと、汝には万ばん謝しやをもってしても釣り合わぬ」

「は、はあ」

　ここまで来ると凪沙には、彼女の言葉が理解できなかった。日本語が難しいというだけでなく、そもそもなんの話だかさっぱりわからないのだ。

　しかし少女は、凪沙の当惑を気にすることもなく、無造作に右手を差し出してくる。

「ゆえに我とともに参れ、暁凪沙。汝に失われた真実を授けよう」

「え……」

　浴衣の少女に誘われるままに、凪沙は彼女の手を握にぎろうとした。少女の言葉の意味はわからない。だが、彼女の誘いには逆らいがたい魅力があった。

　無意識に伸ばした凪沙の指先が、浴衣の少女の手に触れる──

「凪沙ちゃん、駄だ目め！」

　それを直前で止めたのは、夏か音のんの声だ。気づかないうちに浴衣の少女に近づいていた凪沙を、夏音が背後から引き止めている。

　そんな夏音の姿を見て、浴衣の少女は、ほう、と興味を惹ひかれたように口角を上げた。

　対する夏音は、明らかに警戒した表情で相手を見つめている。一見すると気弱げに見える夏音だが、他人を護まもるためなら、自己犠ぎ牲せいをも厭いとわない頑固な一面があるのも事実だ。得え体たいの知れない少女の視線に晒されても、凪沙の手を離はなすつもりはないらしい。そして──

「殿でん下か！」

　凪沙たちの頭上で、街路樹の枝葉が揺れた。ほっそりした人影が飛び降りてきて、豹ひようを思わせるしなやかな動きで着地する。銀髪を短く切りそろえた若い女性だ。純白の生地に金色の刺し繡しゆうを施ほどこした、騎き士しの礼装とも忍者装しよう束ぞくともつかない謎なぞの衣装をまとっている。

「ご無事ですか、殿でん下か。お下がりを──」

　女忍者が剣を抜き、夏か音のんたちを庇かばうように、その刃やいばを浴衣ゆかたの少女に向けた。

「ユスティナさん、待って。攻撃しては駄だ目めでした！」

　夏音が慌あわてて女忍者を制止する。

「は!?　しかし、この者は……！」

　ユスティナと呼ばれた銀髪の女性は、明らかな困惑の表情を浮かべた。

　彼女は、夏音を密ひそかに護ご衛えいしていたアルディギア王国の騎士らしい。夏音の危機を察知して、慌てて飛び出してきたのだろう。

　夏音がアルディギアの王族だったという事情は、凪なぎ沙さもある程度は聞いている。それなりに驚おどろきはしたものの、それよりも納得感のほうが強かった。

　どことなく浮き世離ばなれした夏音の雰ふん囲い気きに、王女という肩書きはよく似合っていたし、聖女が王女になったところで、凪沙から見ればたいした差ではない。それよりも、女忍者の護衛がいたことのほうがびっくりだ。

「夏カ音ノちゃん……あたし、今……なにを……」

　伸ばしかけた右手を見下ろして、凪沙は声を震ふるわせる。

　自分が、なぜ見知らぬ少女の言葉に従おうとしたのか、凪沙にはよくわからなかった。だが、彼女を見ていると不思議な感情があふれてくる。恐怖と懐なつかしさが入り混じった奇妙な感覚だ。

「この霊れい力りよく……其方そなた、アルディギアの王家に連なる血筋の者か。名は？」

　凪沙を支える夏音を見つめて、浴衣ゆかたの少女が尋ねてくる。

「叶かな瀬せ夏音、でした。あなたは？」

　夏音は怯ひるむこともなく、淡々と訊きき返した。ふ、と少女が笑みを浮かべる。

「我が名は六番目ヘクトス──六番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟なり」

「な!?」

　少女が自称した〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の名に、驚きよう愕がくの相そうを浮かべたのはユスティナだった。彼女はアルディギア王国の騎士──そしてアルディギアは、〝戦せん王おう領りよう域いき〟と国境を接する、魔ま族ぞくとの争いの最前線だ。吸血鬼の脅きよう威いを誰だれよりも身近に知っている。

　そして凪沙の記憶違いでなければ、〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟とは、もっとも危険な、世界最強の吸血鬼の名前ではなかったか──

　ゆえにユスティナが再び攻撃態勢に入ったのは、無理もないことだった。が、

「ぬっ!?」

　女騎士が構えた長ちよう剣けんは、突然、弾はじかれたように彼女の手を離れた。

　少し遅れて銃声が響ひびいてくる。誰だれかが離れた場所から狙そ撃げきして、ユスティナの剣だけを正確に吹き飛ばしたのだ。

　咄とつ嗟さに後退して予備の短剣を引き抜くユスティナを、凪沙と夏音は呆ぼう然ぜんと見つめる。

　二人の背後から聞こえてきたのは、高級乗用車が奏でる野太いエンジン音と、緊張感のない少女たちの声だった。

「六番目ヘクトスさまぁ」

「お時間です。そろそろ戻っていただかないと──」

　交差点を曲がって現れた真紅のオープンカーが、凪なぎ沙さたちのすぐ近くに停車する。

　運転席に座っているのは純白のドレスを着た外国人の少女。そして漆しつ黒こくのドレスの少女が、アサルトライフルを構えて助手席に立っている。どこかの王族といっても通用しそうな、気品溢あふれる少女たちだ。二人の言葉から察するに、彼女たちは六番目ヘクトスを迎えに来たらしい。

　あいわかったとうなずいて、浴衣ゆかたの少女が歩き出す。だが彼女はすぐに足を止めた。そして再び凪沙たちを誘いざなうように手を伸ばした。

「汝なんじらも来るがいい、暁あかつき凪沙。そして戦乙女ヴアルキユリアの王国の巫み女こよ。暁古こ城じようが待っている」

「古城君が……？」

　凪沙は驚おどろいて六番目ヘクトスを見つめた。彼女の口から、どうして古城の名前が出てくるのかわからない。だが、なぜか六番目ヘクトスの言葉は信じられた。魔ま族ぞく恐怖症であるはずの凪沙が、不思議と彼女にだけは恐怖を感じない。

「然さ様よう。汝の真実とともに──」

　六番目ヘクトスが、凪沙を見つめて寂しげに笑う。

　凪沙は、胸元の荷物を強く抱きしめて、無言で夏か音のんと見つめ合う。
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　藍あい羽ば浅あさ葱ぎは、ひと気のない海沿いの停留所でバスを降りた。

　海風で乱れた髪を気にしながら、スマホの地図で目的地を確かめる。

　彼女が向かった先にあるのは、寂さびれた倉庫街だった。マフィアが麻薬取引でもやってそうな、いかにもな感じの廃倉庫だ。

　しかし浅葱は特に怯おびえた様子もなく、ひとりきりで倉庫の中へと入っていく。薄うす暗ぐらい倉庫の中で足を止め、目が慣れるのを待ちながら周囲を見回していると、不意に頭上から声がした。

「女帝殿、こちらでござる──」

　浅葱は声の方角へと視線を向けた。スマホゲームで対戦中だった少女が二人、スチール製の階段の上から浅葱に手を振っている。白いワンピース型のセーラー服に、学校指定のベレー帽。名門小学校の制服を着た少女たちだ。

「ごめん。待たせたわね、〝戦車乗り〟」

　浅葱は、自分に呼びかけてきた声の主へと手を合わせた。

　少女の片割れが、なんのなんの、と古めかしい時代劇口調で答えてくる。〝戦車乗り〟の異名を持つ凄すご腕うでのハッカー──リディアーヌ・ディディエである。

「十四分の遅刻ですよ、浅葱さん。時間にルーズなのはよくないと思います」

　真ま面じ目めな口調でそう言ってきたのは、気むずかしい猫を連想させる、大人びた顔立ちの小学生だった。二カ月ほど前にブルーエリジアムで知り合った少女──江え口ぐち結ゆ瞳めだ。

　彼女の生意気な物言いを、相変わらずだなあ、と浅あさ葱ぎは年上の余裕で笑って受け流し、

「だからごめんってば。女子高生はいろいろ忙しいのよ、小学生のお子ちゃまと違って」

「そうですか、大変ですよね。厚化粧だと時間がかかって──」

「だ、誰だれが厚化粧か!?　こんなのほとんどスッピンでしょうが!?」

　思わずムキになって言い返す浅葱。大きくなったら古こ城じようと結婚する、と堂々と公言している結瞳は、そのせいか浅葱に対してだけは妙に攻撃的なのだ。あからさまにライバル視されているといっていい。しかも結瞳はけっこうな美少女なので、浅葱としても、今イチ心こころ穏おだやかでいられなかったりするのだった。

『……ガキ相手にムキになるのは大人げないぜ、嬢じようちゃん』

　そんな浅葱をからかうように、妙に人間臭い合成音声が浅葱のスマホから流れ出してくる。

　絃いと神がみ島じまの都市機能を制御する五基のスーパーコンピューターの現身アバター──モグワイと名付けられた補助人工知能ＡＩの声である。

「うっさいわね！」と、自分のスマホに向かって浅葱が怒鳴り、

「ガキじゃありません！」ほとんど同時に結瞳も叫んだ。

　浅葱たちの怒りが功を奏したのか、モグワイは『ケケッ』と皮肉っぽく笑い残して沈黙した。やれやれ、と溜ため息いきをつきながら、浅葱はスマホをポケットにしまう。

「まあいいわ……ていうか、あんたたち、知り合いだったのね」

「然さ様よう。クラブ活動も同じでござる」

　やや得意げに答えてきたのは、リディアーヌだ。

　二人が着ている制服は、絃神市内きっての名門校として知られる天てん奏そう学がつ館かん小等部のものだった。全寮制のお嬢様学校という面倒くさそうな環境だが、彼女たちの様子を見る限り、つつがなく学校生活をこなしているらしい。

「そうなの？　なにやってんの？　時代劇同好会とか？」

　浅葱は少し意外に思って訊きき返す。なんで時代劇、と結瞳が不満そうに眉まゆを寄せ、

「手芸クラブです」

「あ、なんか、すごい普通だった」

「それよりも、女帝殿──」

　リディアーヌが突然、口調を変えた。浅葱はうなずいて再びスマホを引っ張り出す。こんな潮しお臭くさい廃倉庫で彼女たちと待ち合わせたのは、世間話をするためではない。

「はいはい、取引ね。頼まれてた姿勢制御ソフトと、画像認識アルゴリズム。あと、あんたのとこの会社の組みこみＯＳに、派手な欠バ陥グがあったから修正パッチ送っといたわ」

「……かたじけない。たしかに頂ちよう戴だいして候そうろう」

　ノートＰＣを広げたリディアーヌが、送られてきたファイルを確かめてお辞じ儀ぎする。

　浅あさ葱ぎがひと晩かけて組み上げたプログラムは、産業ロボット用の次世代型制御ソフトウェアだった。現在使われている製品に比べて、二ふた桁けたばかり性能が向上しており、それが企業にもたらす利益は数百億円は下るまい。浅葱はそのソフトを対価にして、リディアーヌの実家であるディディエ重工と取り引きしたのだ。

「で、こちらが要求した品ブ物ツは？」

「すでに届いているでござるよ」

　リディアーヌはそう言って、ＰＣのキーボードを操作した。その直後、空っぽと思われた倉庫の奥で、ブン、と機械の起動音が鳴り響ひびく。

　陽かげ炎ろうのような揺らめきとともに闇の中に現れたのは、軽自動車ほどの大きさの超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクの群れだった。その数はざっと三十体以上。巨大な倉庫の半分ほどが、リクガメに似た市街戦用の軍事兵器に埋め尽くされている。

「呪じゆ術じゆつ迷めい彩さい、ね。いいじゃない」

　へえ、と浅葱は満足して笑う。すぐ目の前にいた浅葱に、その存在を気取らせぬほどの隠密ステルス性──それだけでもリディアーヌが用意した戦車たちの優秀さがよくわかる。それらを見つめるリディアーヌの顔もどこか誇らしげだ。

「無人有脚戦車Ⅳ号、通称〝吼ほえ丸まる〟三十六機──一世代前の中古の機体なれど、すべて近代化改修済み、分解整備オーバーホールも完かん璧ぺきにござる」

「これだけあれば、キーストーン・ゲートくらいは余裕で制圧できそうね」

「特区警備隊アイランド・ガードだけが相手ならば、この半分の戦力でも余裕でござろう。さすがに魔ま女じよや吸血鬼の真しん祖そを相手にするのは至難なれど」

「それはいいわよ。こっちでなんとかするからさ」

　無意識に手の中のスマホを弄もてあそびながら、浅葱は平然とそう言った。相手が魔女や真祖でも、それが必要なら倒すと言ったのだ。

「然されど女帝殿……これほどの地上兵力に、結瞳殿まで呼びつけて、いったいなにを始めるつもりでござるか？」

　リディアーヌが、かすかに不安げな表情で浅葱を見た。結瞳も無言で浅葱を見つめてくる。

「なにを始めるか──って、そんなの決まってるじゃない」

　浅葱は少し照れたように微笑ほほえんで、両腕を広げた。三ダースもの有脚戦車ロボツトタンクと世界最強の夢魔サキユバスを必要とする行為など、考えるまでもなく、ひとつしかない。

「戦争よ」

　海辺の倉庫に、浅葱の声が響ひびく。

　そして彼女が手にしたスマホの中で、ケケッ、と誰だれかが嘲あざ笑わらう声がした。
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　闇やみ色いろの霧きりの粒子を全身にまとって、ヴェレシュ・アラダールは船上へと降り立った。

　個人所有としては破格の規模の大型クルーズ船の船首甲かん板ぱんだ。船名は〝オシアナス・グレイヴⅡ〟。所有者は〝戦せん王おう領りよう域いき〟アルデアル公国領主──ディミトリエ・ヴァトラーである。

「ヴァトラー──！」

　魔ま力りよくを付与した大声で、アラダールは船主の名前を呼ぶ。彼の手の中に握にぎられていたのは、飛ひ龍りゆうと戦車の紋章が入った豪華な封筒だ。半ば握り潰つぶされたその封筒が、アラダールの現在の心境をよく表している。

「出てこい、ヴァトラー。ここにいるのはわかっている。それとも、この船ごと太平洋の底に沈むのが貴き様さまの望みか？」

　アラダールの宣告は、単なる恫どう喝かつではなかった。その証拠に彼の全身から、凄すさまじい魔ま力りよくが滲にじみ出している。怒りにまかせて眷けん獣じゆうを召しよう喚かんしようとしているのだ。〝旧ふるき世代〟の吸血鬼の眷獣は、この規模の大型船すら沈める力を持っている。ましてやそれがアラダールの眷獣なら、尚なお更さらだ。迂う闊かつに眷獣の制御を解き放てば、一撃で船体を引き裂きかねない。

　と──

　それを恐れたわけでもないのだろうが、ヴァトラーは、意外にもあっさりと姿を現した。

　純白の三つ揃えスリーピーススーツを着た美しい吸血鬼が、霧きり化かの力を使うでもなく、悠ゆう然ぜんと上部デッキからの階段を下りてくる。怒りに震ふるえるアラダールを眺ながめて、彼は笑いを嚙かみ殺しているようだった。

「どうしたんだい、アラダール。キミらしからぬ、ずいぶん荒っぽい訪問じゃないか」

　ヴァトラーが、まるでアラダールを気き遣づかうような口調で訊きいてくる。

「黙だまれ、蛇へび遣つかい。貴様、これはどういうつもりだ？」

　そう言ってアラダールは、潰れた封筒を突きつけた。彼と暁あかつき古こ城じようの決けつ闘とうについて記した、各国要人宛あての招待状だ。アラダールは偶然にもその招待状の存在を知り、慌あわてて怒鳴りこんできたのだった。

「気に入ってくれたかい？　急いで作ったわりには、いいデキだろう？」

　あえて挑ちよう発はつしようとしているのか、ヴァトラーの口調は自慢げだ。アラダールの表情が怒りに歪ゆがんだ。洩もれ出したアラダールの魔力に耐えきれず、握り潰された封筒が裂けていく。

「ふざけるな！　なぜ貴様が、俺と暁あかつき古こ城じようが決けつ闘とうすることを知っている？」

「さて……ふざけているのはどちらだろうネ、アラダール」

　ヴァトラーが微苦笑を浮かべて静かに告げた。アラダールは、かすかな困惑を覚える。

「なに？」

「暁あかつき古こ城じようとの戦いを望んでいたのは、キミだけじゃない。ボクは彼と殺し合う日を、ずっと愉たのしみにしてたんだ。この島で彼の成長を待ちながらね」

　芝居がかった大げさな仕草で、ヴァトラーは自らの悲嘆を表現する。

　その言葉が完全な噓うそではないことを、アラダールは知っていた。

　不老不死の吸血鬼にとって、未熟な敵の成長を待つ時間は苦ではない。そして誰だれよりも闘争を愛するヴァトラーには、強敵と戦うためなら、いかなる犠ぎ牲せいをも惜しまない一面がある。

　不完全な第だい四よん真しん祖そが、本来の力を取り戻すのを待つ間、本国から遠く離はなれた極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟に居座り続ける。それはいかにもヴァトラーのやりそうなことだった。

「そんな大切な獲え物ものを、横からかっさらわれたんだ。せめてキミと古城の決けつ闘とうを、間近で観戦する権利くらいはあると思うが──違うかい？」

　ヴァトラーが獰どう猛もうに笑ってアラダールを睨ねめつけた。アラダールは目を逸そらさない。

「俺は、暁古城との戦闘を愉しみにしているわけではない。決闘は、やつの保護下にある沼の龍グレンダを奪だつ取しゆするための手段に過ぎん」

「同じことさ、アラダール──同じだヨ」

　攻撃的な気配をまとって、ヴァトラーがゆっくりと首を振る。

「第四真祖と〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長の決闘となれば、それは実質的な国際紛争だ。なにも世界中に中継しろとは言わないが、然しかるべき立場の者たちの監視下で、公正に行われるべきだろう。我が帝国の国益を考慮するならばね」

「貴様の口から国益などという言葉が出るとはな」

　悪い冗談だ、とアラダールが吐き捨てる。

「そもそも沼の龍グレンダの逃亡に手を貸したのは、貴様の身内だぞ、ヴァトラー──キラ・レーベデフの妨害がなければ、暁古城がこの問題に介入してくることもなかった」

「行き違いがあったことは遺い憾かんに思うよ、アラダール──だが、その時点でボクたちは、沼の龍グレンダを処分するという、聖せい域いき条約機構の意向を知らされていなかった。その点において、キミにも落ち度があったといえるのではないかな？」

　平然とうそぶいて反論するヴァトラー。アラダールは忌いま々いましげに唇くちびるを歪ゆがめた。

「貴様に沼の龍グレンダの捕ほ獲かくを命じていたら、この程度の騒さわぎで済んだとは思えんな」

「そんなことはないサ──この半年、ボクとしてはずいぶん自じ重ちようしていたつもりだけどネ」

「ふざけた招待状をばらまいておいて、よくもそんな口が利きけたものだな」

「せっかくの機会だし、旧交を温めておこうと思ってね。ちょうどゲストも到着したようだ」

「なに……？」

　ヴァトラーが背後を振り返り、アラダールもつられて視線を向けた。獅し子し王おう機き関かんの攻魔師エージエントとおぼしき日本人の少女を従えて現れたのは、美しい銀髪をたなびかせた異郷の王族だった。

　透きとおった氷河を連想させる碧へき眼がんと白い肌。美フのレ女イ神ヤの再来とも讃たたえられる美貌には、悪戯いたずらっぽい微笑が浮かんでいる。

「ご機き嫌げんよう、アラダール議長閣かつ下か。本日は、お招きをいただき感謝しております」

　彼女は軍の儀礼服の短いスカートをつまんで、華麗に一礼した。生まれ落ちた環境と血筋に裏打ちされた、隙すきのない所しよ作さだ。

「ラ・フォリア・リハヴァイン王女……？」

　最初の驚おどろきから立ち直って、アラダールは彼女の名を呼んだ。

　ラ・フォリア・リハヴァインはアルディギア王国の第一王女。アルディギア国内のみならず、全世界に熱狂的なファンを持つ北欧の姫御子プリンセスである。

　物腰は優雅で気品に溢あふれ、その施策は思し慮りよ深く慈じ愛あいに満ちていると賞賛されている。そんな彼女の正体がしたたかでタフな外交家であることは、一部の政敵だけが知る真実であった。

「なぜ、あなたが？」

　アラダールの質問に、ラ・フォリアはにこやかに笑って答えてくる。

「古こ城じようはいずれわたくしの伴はん侶りよになるべき殿との方がたですから、彼の決けつ闘とうを見届けるのは当然ですわ。もちろん議長閣下のご健闘も祈っておりますけれど──どうぞお手柔らかに」

「お戯たわむれを、王女」

　アラダールが、冗談とも本気ともつかぬラ・フォリアの発言に顔をしかめる。

　秩序を重んじるアラダールは、ラ・フォリアのようなつかみどころのない相手が苦手だった。基本的に彼女もヴァトラーと同じ人種なのだ。よくいえば合理的な現実主義者、つまりは目的のために手段を選ばないタイプだ。

「わたくし以外にも、意外な方々が大勢おみえになっているようですよ。そう、五ご帝てい王おう朝ちようや、アメリカ連合国ＣＳＡの皆様も──」

「聖せい域いき条約非加盟国の関係者たちが……？」

　なんでもないことのように告げるラ・フォリアの言葉に、アラダールは表情を消した。動揺を彼女の前で見せたくなかったのだ。

　人類と魔ま族ぞくの共存を掲かかげた聖域条約だが、すべての国家が条約に賛同しているわけではない。歴史的、宗教的な理由や、領土的な対立により、魔族を敵視する国家は今も少なくないのだ。

　そんな聖域条約非加盟国の代表団を、〝魔族特区〟である絃いと神がみ島じまに招き入れる──ヴァトラーの真意がアラダールには読み取れない。

「ヴァトラー……貴き様さま、なにを考えている？」

「それだけ多くの人々が、キミたちの決闘を注目しているということだよ」

　ヴァトラーの表情は涼しげだ。彼はちらりと、左腕に嵌はめた腕時計型の端末に目を落とし、

「なお勝敗予想のオッズは、今のところ六対四でキミの優勢だ。思ったよりも競せっているね。さすがに第だい四よん真しん祖その雷らい名めいは偉大だ」

「貴き様さま、俺たちの決けつ闘とうを賭け事のダシにしているのか？」

　アラダールが怒りを露あらわにする。ヴァトラーは、アラダールと古城との決闘を勝手に宣伝して見み世せ物ものにした挙げ句、賭博の対象として利用する気でいるのだ。

　第だい四よん真しん祖そと〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長の決闘は、つまり魔ま族ぞく同士の殺し合いだ。それならば、聖せい域いき条約非加盟国の連中も、喜んで見物に来るだろう。

「美しい決闘を期待しているヨ、アラダール。まあ、キミに限って無ぶ様ざまな戦いをすることはないだろうけれど」

「悪いが、貴様が望むような愉快な戦いにはならんぞ、ヴァトラー」

　かろうじて感情の爆ばく発はつを押し殺し、アラダールは低い声を出す。

「この決闘はすぐに終わる。暁あかつき古こ城じようの実力はすでに見た。やつに第四真祖を名乗る資格はない。貴様もそれを知っていたから、あの少年を放置していたのだろう？」

「ふふ……いいネ、アラダール。その言葉、勝敗予想のオッズに大きく影えい響きようしそうだ」

　改心する様子を微み塵じんも見せず、ヴァトラーは陽気に声を上げて笑った。アラダールはもはや怒りで言葉もない。

　それを面白そうに眺めていたラ・フォリアが、ふと神しん妙みような顔つきになって訊いてくる。

「では、議長閣かつ下か。わたくしとも、ひとつ賭かけをしていただけませんか？」

「あなたも暁古城の勝利に賭けると仰おつしやるのですか、王女？」

　アラダールが、ラ・フォリアに険けんのある視線を向けた。銀髪の王女は、愛らしく微笑ほほえんで、

「はい。彼が閣下に勝利したら、ぜひ叶かなえていただきたい願いがあるのです」

「願い、ですか？」

　ええ、とラ・フォリアが首しゆ肯こうする。

「先ほどの閣下のお言葉を、公式に撤てつ回かいしてくださいませ。すなわち古城を正統な真祖と認め、彼を〝囁ささやきの庭園〟に招いていただく──それが私の望みです」

「それは……いかにあなたの望みでも、容易に受け入れられる条件ではありませんね」

　アラダールは、慎重に言葉を選びながら返答した。

　第四真祖の実在は認められない。三人の真祖が治める三つの夜の帝国ドミニオンが、互いに牽けん制せいし、勢力を拮きつ抗こうさせているからこそ、世界の軍事バランスは保たれているのだ。

　第四の真祖の出現は、その均きん衡こうを容易に突き崩す。第四真祖は、それ自体が、巨大な戦争の引き金になりかねない危険な存在なのだ。

「ですから、賭けだと申し上げております」

　ラ・フォリアがクスクスと笑って続けてくる。

「では、私が暁古城に勝利した場合、あなたには、その望みに見合うだけの代償を支払ってもらわねばなりませんが──」

　アラダールが、少し意地悪く笑って指摘した。しかし王女は微笑ほほえみを消さない。

「ええ。もちろん、わかっています」

「いったいなにを賭かけるつもりです？」

「わたくしの純潔を」

「ちょ、王女……!?」

　ギョッとしたように目を剝むいたのは、王女を護ご衛えいしていた攻こう魔ま師しだ。黒い楽器ケースを背負ったポニーテールの少女である。

「馬ば鹿かな……アルディギア王家の血の記憶を私に差し出すと？　〝戦せん王おう領りよう域いき〟の吸血鬼に？」

　驚おどろいていたのはアラダールも同じだ。今でこそ和平が成立しているが、アルディギアと〝戦王領域〟は国境を巡って常に争いを繰り返していた。そのアルディギアの王女がアラダールに、王族の血を差し出すと告げている。それは国家そのものを賭けるのとほぼ同義なのだ。

「申し上げたはずです。古こ城じようはわたくしの伴はん侶りよになるべき殿との方がただと──彼の勝利に己の命運をゆだねることに、なんのためらいがありましょう」

　ラ・フォリアが迷いなく首を振る。アラダールは短く息を吐いた。自国の未来を平然と賭けてくる若き王女の、デタラメな胆たん力りよくに感嘆したのだ。

　しかし彼女は忘れている。決けつ闘とうの場所に立つのは、あくまでもアラダールと暁あかつき古城なのだ。そしてアラダールが、暁古城に敗北する要素はない。

「あなたは、愚おろかな選択をした」

「そのお言葉、賭けは成立したと受け取ってよろしいのですね」

「ええ、結構です」

　あくまでも強気な王女を見返して、アラダールはかすかな哀あわれみを覚えた。

　ラ・フォリアは、おそらく暁古城に恋をしているのだろう。そのせいで彼の勝利を無む邪じや気きに確信している。だがそれは致命的な誤りだ。そしてもちろんアラダールには、彼女を気き遣づかって暁古城に手心を加える義理はない。

「戦いの結果を愉たのしみにしていますわ、議長閣かつ下か。ご武運を」

　銀髪の王女はそう言って、再び踊るように一礼する。

　護衛の少女を引き連れて去って行く彼女を、アラダールは黙だまって見送った。

　ヴァトラーはそんな彼らの姿を、美しく微笑みながら眺ながめている。

　　　　　　　　　　６

　古城と雪ゆき菜なが指定された埠ふ頭とうに着いたのは、夕暮れ時。日没直前になってからのことだった。

　アラダールに勝利する方法を探して、時間ギリギリまで島内のあちこちを巡っていたのだ。

　自称〝古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師し〟ことニーナ・アデラードや、元アルディギア宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しである叶かな瀬せ賢けん生せいにも助言を求めてみたものの、専門外の彼らに眷けん獣じゆうの制御法がわかるはずもなく、単にアラダールの恐ろしさを聞かされるだけの結果に終わった。結果、有効な対策もないままに、古こ城じようは決けつ闘とうに臨む羽目になったのだ。そして──

「…………」

　夕暮れの埠ふ頭とうに辿たどり着いたところで、古城と雪ゆき菜なは困惑に足を止めた。

　人工島北地区アイランド・ノースの先端から海上へと向かって、コンクリートの突とつ堤ていが伸びている。貨物船などを接岸するためのコンテナターミナルである。

　大型のガントリークレーンと、積み上げられたコンテナだけが目立つ殺風景な埠頭──その岸壁に接岸していたのは、場違いな豪華船だった。

　美しい船体は色とりどりの紙テープや万国旗で飾り立てられ、無数のＬＥＤと照明でライトアップされている。デッキに吊つり下げられた横おう断だん幕まくには、〝祝・ご決闘〟、〝世紀の一戦〟、〝暁あかつき古城ＶＳヴェレシュ・アラダール〟──などの無責任なあおり文句が躍おどっていた。

「なんだ、これは……!?」

「〝オシアナス・グレイヴⅡ〟……アルデアル公の船がどうして……？」

　想像すらしなかった派手派手しい演出に、古城と雪菜はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　もちろんアラダールが望んだことではないだろう。あの堅かた物ぶつが、このような馬ば鹿か騒さわぎを喜ぶとは思えない。これも例の招待状と同じく、ヴァトラーの仕し業わざという可能性が濃厚だ。

　いったいなんのためにこんな真ま似ねを──と困惑する古城は、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船体を眺ながめて、ふと気づいた。豪華船の船上に、見慣れない多くの乗客の姿がある。

　その数は全部で二、三百人ほどか。人種や性別は様々だが、妙に豪ごう奢しやな身なりをした外国人の姿が目立っている。屈強な護ご衛えいたちを両りよう脇わきに侍はべらせ、双眼鏡を片手にくつろぐ彼らの姿は、競馬観戦に訪れた王おう侯こう貴族のようだった。

「まさか……ヴァトラー……」

　あの野郎、と古城は歯は軋ぎしりする。〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の乗船客の正体は、おそらくヴァトラーが招いた来らい賓ひんだ。古城とアラダールの死闘を見物するために、世界各地から集まってきたのに違いない。古城たちは完全な見み世せ物ものだ。

　話し合いで解決できるのではないか、というわずかな希望は、これで消えた。

　アラダールは立場上、もはや古城との交渉には決して応じない。彼が古城との決闘を放棄すれば、集まった大勢の観客ギヤラリーから弱腰だと罵ののしられることになるからだ。

　グレンダを救うために残された選択肢は、やはり決闘以外にあり得ない。ヴァトラーの望みが古城とアラダールを戦わせることなら、その目的は見事に達成されたことになる。

「第だい四よん真しん祖そさまー……」

　古城が今さらのようにヴァトラーへの怒りを募つのらせていると、不意に誰だれかに呼びかけられた。

　声の主が立っていた場所は、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の舷げん梯ていだった。こっちですー、と手を振りながら、古城たちを出迎えるように下りてくる。

　彼女が身に着けていたのは、水着によく似た真紅の衣装だ。レースクイーン風の大きなパラソルを広げて、古こ城じようの傍そばへと駆け寄ってくる。見覚えのある顔だった。オシアナス・ガールズと名乗っていた五人の一人。ヴィカと呼ばれていた金髪の美女だ。

「お久しぶりです、第だい四よん真しん祖そ。さあ、どうぞ、中の控え室に。ゲストの皆様もお待ちです」

　そう言って彼女は古城と腕を組み、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の中へと連れこもうとする。

「ゲスト？」

　誰のことだ、と古城は戸惑った。そうしている間にも、彼女のバストが古城の二の腕に押し当てられて、それを眺ながめる雪ゆき菜なの瞳ひとみから急速に温もりが消えていく。

「ちょっと待った、なんであんたたちがここにいるんだ？　ていうか、なんだ、その服？」

「やだ、ラウンドガールですよー」

　金髪の美女がそう言って朗らかに笑う。

「ラウンドガール？」

「決けつ闘とうには、戦いに華を添える美女がつきものじゃないですかー。ほら、格闘技の世界タイトルマッチとか。この衣装、気に入っていただけましたか？」

「いや、気に入るもなにも、俺は格闘技の試合に来たわけじゃねーし──」

「似たようなものですよ。全世界注目の一戦ですから」

　駄だ目めだ、と古城は肩を落とした。どうやっても会話が嚙かみ合う気がしない。古城はそれ以上の抵抗を諦あきらめて、大人しく彼女に連行されることにした。

　金髪の美女が古城たちを案内したのは、船内にあるラウンジバーだった。ゆったりとした空間に高価そうな椅い子すが据え置かれ、自動演奏のピアノが落ち着いた音楽を奏でている。

「暁あかつき古城！」

　その優雅な空間に足を踏み入れるなり、古城はいきなり名前を呼ばれた。

　乱暴にテーブルを蹴け散ちらしながら近づいてきたのは、やたらスタイルのいいポニーテールの少女だ。獅し子し王おう機き関かんの出張所で別れたはずの煌きら坂さか紗さ矢や華かである。古城を睨にらみつける彼女の瞳には余裕がなかった。ひどく追い詰められているようにも感じられる。

「あれ、煌坂？　おまえ、獅子王機関の任務しごとは……？」

「やってるわよ！　ラ・フォリア王女の護ご衛えいだったの！」

「ラ・フォリア……って、あいつまで来てんのか……」

　古城は思わず目元を覆おおった。アルディギア王国の腹黒王女のことが、古城は何気に苦手なのだ。おそらく彼女もヴァトラーの招待客の一人なのだろう。

　紗矢華に与えられた任務とは、そんなラ・フォリアの護衛だったらしい。王女が絃いと神がみ島じまに来ているという事実は公表されていないのだから、極秘の任務には違いない。もっとも王女の行き先が、古城の決闘見物とは、紗矢華も予想していなかったはずだ。

「そんなことより、イブリスベール王子には会えたのよね!?」

　焦ったような早口で、紗さ矢や華かが古こ城じようを問い詰めてくる。

「あ、ああ」

　まあいちおう、と古城はうなずいた。〝滅ほろびの王朝〟の王子に会えたのは本当だ。ついでにつけ麵めんも奢おごってもらった。

「勝算は？　勝算は持ってきたんでしょうね!?」

「いや、それが……あいつがなにを言ってんのか、さっぱりでさ」

「はいぃ!?」

　一人で勝手に激げつ昂こうした紗矢華が、古城の首を力任せに締め上げてくる。古城はぐおっと息を詰まらせながら困惑し、

「なんでおまえがキレてんだよ!?」

「うるさい、キレるわよ、馬ば鹿か！　あんたのせいで王女が……王女の貞てい操そうが……」

「は？　貞操……？」

　古城はますます混乱した。少なくともラ・フォリアに対しては、古城はなにもしていない。そもそも彼女が来島していることすら、今この瞬しゆん間かんまで知らなかったのだ。

「アラダール議長と、賭かけをしたのです。あの方と古城のどちらが勝つか──」

　途方に暮れている古城を面白そうに眺ながめながら、ラ・フォリア本人が答えてくる。古城は驚おどろいて、久々に再会した王女を見た。

「賭けって……ラ・フォリア、なんであんたが……？」

「アラダール議長に無理やり迫られてしまいまして……わたくしの純潔を差し出せと。あの方が古城に勝ったらという条件を出すのが精いっぱいでした。もしも古城が敗北したら、わたくしの身体からだはアラダール議長の好きにされてしまいます」

　物もの憂うげに目を伏せて語ったラ・フォリアは、すぐに顔を上げて、自分のことは気にしないで欲しいと言いたげな、儚はかなげな笑みを浮かべてみせた。ラ・フォリアの本性を知らない者が見たら、百人が百人とも例外なく、彼女の健けな気げさに心を奪うばわれていたはずだ。

　しかし古城は、逆に警戒心を露あらわにして、隣となりにいた紗矢華に顔を寄せる。

「あいつの話、どこまで本当なんだ？」

「結論以外は全部ウソよ。賭けを持ちかけたのは王女のほうだし」

「……てことは、賭けをしたのは事実なのか？　あいつ、自分の純潔を差し出すって──」

「王女一人の問題じゃないのよ。アルディギア王国みたいな小国が、国境紛争の最前線で〝戦せん王おう領りよう域いき〟に対抗できているのは、王族の強力な巫み女この力があるからなの」

「ああ……たしか精せい霊れい炉ろと疑ぎ似じ聖せい剣けんっだけか……」

　ラ・フォリア本人を含めたアルディギアの騎き士しが、神しん気きをまとった剣を使う姿を、古城は何度か目撃している。魔ま族ぞくに致命的なダメージを与えるその疑似聖剣は、獅し子し王おう機き関かんの武ぶ神しん具ぐに匹敵する強力な武器だ。

「だけど、もしもアラダール議長が、アルディギア王家の〝血の記憶〟を手に入れてしまったら、〝戦せん王おう領りよう域いき〟にも精せい霊れい炉ろの製造が可能になってしまう。今はまだ領土争いも落ち着いてるけど、もし次に戦争が始まったら、最悪、王国が滅ほろびるかも──」

「古こ城じようの勝利を信じているから、賭かけたのです。あなたが勝てば、なんの問題もありません」

　紗さ矢や華かの不ふ吉きつな言葉を遮さえぎって、ラ・フォリアはきっぱりと断言する。彼女の無根拠な信頼の重さに、古城はたまらず圧倒されて、

「いや待て、おかしいだろ!?　なんで俺の知らないとこで勝手にハードルが上がってんだ!?」

「安心してください。勝利の褒ほう賞しようがわたくし自身である以上、それを手に入れる権利は、貴方あなたにも等しく与えられます」

「だから、そんなこと言われても、俺があいつに勝てる保証は──」

「ラ・フォリア・リハヴァインが命じます──勝ちなさい、古城」

　碧あおい瞳ひとみで古城を真まっ直すぐに見据えて、ラ・フォリアは有無を言わせぬ口調でそう告げた。彼女が放つ神こう々ごうしいまでの威厳に、古城は返す言葉を失う。

　ラ・フォリアはそのまま自分のネクタイを解くと、シャツのボタンを外し始めた。ほっそりとした首筋から深い胸の谷間までが、たちまち露あらわになっていく。

　そして彼女は挑ちよう発はつ的な、上うわ目め遣づかいで古城を見つめ、

「そうすれば、わたくしの身体からだはあなたのものです。それともわたくしでは不満ですか？」

「だからそういうことを言ってるわけじゃ……って、なぜ服を脱ぐ!?」

「王女、ご自じ重ちようください！　王女っ！　もう行きますよ！」

　慌あわてて会話に割りこんできた紗矢華が、ラ・フォリアのはだけた服を必死に直す。こんなところを誰だれかに見られたら、外交問題化は不ふ可か避ひということで紗矢華も必死だ。

　一方のラ・フォリアは、どこか意味深な微笑を浮かべて目を細めた。

「大丈夫──戦乙女ヴアルキユリアの加護は、あなたとともにあります」

　あ、ああ……と、わけがわからないままうなずく古城。それを確認したラ・フォリアは、紗矢華に無理やり引きずられるような形でラウンジを去って行く。最後に投げキッスを残していくのも忘れない。ついさっきまでの緊張感がぶち壊こわしだった。

　彼女たちの姿が見えなくなると、古城は手近なテーブルに両手をついてぐったりと息を吐いた。決闘が始まる前に体力を大きく削られた気分だ。ラ・フォリアに、本気で古城を勝たせる気があるのかどうかさえ、疑わしく感じられてくる。と、

「──こんなときにだらしなく鼻の下を伸ばして、ずいぶんと余裕だな、暁あかつき古城」

　弱っている古城の眼前に小柄な影がふたつ、前触れもなく空間を揺らして現れる。

　フリルまみれの黒い服を着た南みな宮みや那な月つきと、純白のシンプルなドレスのグレンダ。おとぎ話の魔ま女じよと姫君を連想させる取り合わせだ。

「那月ちゃん……とグレンダ？　どうしたんだ、その服？」

「この娘は決けつ闘とうの褒ほう美びだ。ならば、それなりの見み栄ばえは必要だろう」

　ふふん、と得意げに顎あごを上げる那な月つき。どうやらグレンダの衣装を見立てたのは那月らしい。肝心のグレンダ本人は、慣れないドレスにやや落ち着かない様子だ。

　もっともグレンダが普ふ段だんより大人しいのは、服装だけのせいではない。人質になっている唯ゆい里りと志し緒おのことを気にしているのだろう。

「その顔、まだ迷いが晴れてないようだな」

　晴れない顔つきの古こ城じようを見て、那月がからかうように訊いてくる。

「あれから半日も経たってないのに、勝算なんか見つかるかよ」

「面白いことを言う。貴き様さまは世界最強の吸血鬼なのだろう？」

「そんなふうに呼ばれても、今は皮肉にしか聞こえねえよ」

　投げやりに答える古城を見て、那月はやれやれと失望したように首を振る。

「こじょう……」

　弱気な態度の古城を見上げて、グレンダが頼りない声を出す。古城は、幼い子どもをあやすように、彼女の頰ほおに優しく触れた。

「わかってる。なんとかするって、心配するな」

「だ……！」

　開き直ったような古城の笑顔に安心したのか、グレンダは小刻みにうなずいた。

「私たちはデッキに行く。蛇へび遣つかいを待たせているからな──」

　那月が、空中に空間跳躍テレポート用の門ゲートを開く。グレンダを連れて、その門の中へと消えていく直前、那月は黒髪を揺らして古城を振り返った。

「惑わされるなよ、暁あかつき古城……貴様は一人ではないぞ」

「……え？」

　言葉の意味を問い返す前に、那月は姿を消していた。およそ那月らしからぬ妙に優しい言葉に、古城は逆に不安になる。

「どうしたんですか、先輩？」

　なんとも微妙な表情を浮かべた古城を、雪ゆき菜なが怪け訝げんそうに見上げてきた。那月とグレンダが立ち去ったため、ラウンジに残っているのは古城と彼女の二人きりだ。案内役の自称ラウンドガールも、いつの間にか姿を消している。気を利きかせたつもりなのかもしれない。

「いや……まさか那月ちゃんに励ましてもらう日が来るとはな……と思って」

　そう言って古城は頭をかいた。

　貴様は一人ではない、という言葉の意味は、裏を返せば、私たちがついている、ということだろうか。今ドキ、ＣＭソングの歌詞にも出てこないベタベタの言い回しだ。

「それくらい切迫した状況ということでしょうか」

　雪菜も真剣な口調で言う。那月の態度に不安を覚えたのは、古城だけではないらしい。

「たしかに、今までいつも姫ひめ柊らぎたちに助けてもらってたしな。今さらだけど世話になったな」

　照れくささを無理やり押し殺し、古こ城じようは雪ゆき菜なを真ま面じ目めに見つめた。

「な、なんですか。そんな……急に……!?」

「つきまとわれて鬱うつ陶とうしいと思ったことも多かったけどな……」

「う……鬱陶しい……!?」

「悪いけど、もし俺になにかあったら、グレンダを頼む。あと、凪なぎ沙さには、なんか上う手まいこと言っといてくれ。遠くに旅に出たとか、海で溺おぼれたとか、適当に」

「──駄だ目めです！」

　遺ゆい言ごんめいた古城の言葉を、雪菜は鋭い声で遮さえぎった。想定外の強い拒絶に、古城は焦る。なぜ雪菜が突然怒り出したのかわからない。

「ひ、姫柊？」

「先輩は、ちゃんと帰ってこないと駄目です。グレンダさんもラ・フォリア王女も、唯ゆい里りさんや斐ひ川かわ先輩も、先輩じゃなきゃ救えないんです！」

　雪菜の指が、古城の襟えりをつかんだ。圧倒されるほどの至近距きよ離りから、彼女の瞳ひとみが古城を映す。

「いや、それはわかってるけど……」

「わたしのことも、見捨てるつもりなんですか」

　なおも言い逃れようとした古城の眼前に、雪菜は自分の左手を突きつけた。彼女の薬指で、銀色の指輪が淡い輝かがやきを放っている。

「わたしを〝伴はん侶りよ〟にしたんですから、その責任を取ってください。先輩は必ず勝って帰ってこなきゃ駄目なんです。わたしのところに、帰ってこなきゃ駄目なんですから──」

　か細い声で、雪菜が叫ぶ。その姿に古城はようやく気づいた。雪菜はずっと耐えていたのだ。

　古城を一人きりで決けつ闘とうに送り出す不安と、勝つための策を古城に伝えられない己の無力さに、密ひそかに苦しんでいたのだろう。古城を勝たせるための助言を求めて、島中を巡り歩いている間、雪菜はそれを必死で隠かくし続けていた。自分が動揺することで、古城を不安にさせないために。

「サービス……」

　震ふるえる雪菜の手を握にぎり返して、古城は気け怠だるく笑ってみせた。

「はい？」

　雪菜がきょとんと目を瞬またたく。彼女が不安を隠かくしきれなくなったのは、古城がここに来て弱気なことを言い出したせいだ。ならば次は自分の番だろう、と古城は思う。雪菜の不安を少しでも軽くするために、せいぜい強がってみせるべき場面だ。

「無事に俺が帰ってきたら、せいぜい姫柊も目一杯サービスしてくれ」

　雪菜の耳元に唇くちびるを寄せて、古城は囁ささやくような声で言う。くすぐったそうに肩を震ふるわせて、雪菜は、もう、と息を吐いた。船窓から射しこむ夕ゆう陽ひを浴びて、その頰ほおが赤く染まっている。

「わかりました。なんでも好きにしてください」

　雪ゆき菜なが少し素そっ気けない口調で言う。しかし彼女は、古こ城じようの手を振りほどこうとはしなかった。頰を赤らめたまま古城に寄り添い、窓の外をじっと見つめている。

　夕暮れの海面は墨を塗り広げたように暗く、水平線だけが炎のように赤く燃えていた。空は、鮮血のような深紅のグラデーション。間もなく夜が訪れようとしているのだ。

「日没、ですね」

　雪菜が静かな口調で告げた。ああ、と古城が首しゆ肯こうする。

「行くか──」

　散歩にでも出かけるような、気負いのない声で古城が言う。雪菜は、古城を見上げてそっとうなずいた。そして二人は、どちらからともなく共に連れだって歩き出す。

　黄昏たそがれ時どき。魔ま族ぞくの時間だった。
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　海風が吹き抜けていく埠ふ頭とうの上に、アラダールはすでに立っていた。一対一の果たし合いという約束を守ったのか、その場にいるのは彼一人だ。

　それを見届けて、古城も埠頭に下りた。雪菜は、不安そうな表情を浮かべながらも、舷げん梯ていの上に残っている。

「来たか、暁あかつき古城」

　黒いコートの裾すそを風に遊ばせながら、アラダールが厳おごそかな口調で呟つぶやいた。

　どこか苛いら立だっているように見えるのは、ヴァトラーの船に集まった観客たちのせいだろう。こんな珍ちん獣じゆうまがいの見み世せ物ものにされるとは、決けつ闘とうを提案した彼でさえ予想していなかったのだ。

「約束どおり、沼の龍グレンダも連れてきたようだな」

　アラダールが、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船上を見上げて言う。

　純白のドレスを着たグレンダは、甲かん板ぱん中央のいちばん目立つ場所に立っていた。貴重な龍族ドラゴンの幼よう体たいということで、人々の注目を集めているが、彼女に近づこうとする者はいない。グレンダのすぐ傍そばに立っている那な月つきのことを恐れているのだ。

「人質の二人は？」

　同じく船上を見回して古城が訊きいた。甲板上に、唯ゆい里りと志し緒おの姿は見当たらない。

「人々の晒さらし者ものになるのは彼女たちの本意ではないだろう。今はヴァトラーの後宮の姫たちに預けている。疑うなら確認してきても構わんよ」

　黒髪の吸血鬼の返答に、いや、と古城は首を振る。こんなところでアラダールが、噓うそをつくとは思えない。それにどのみち彼を倒さない限り、唯里たちを救い出すことはできないのだ。

「この馬ば鹿か騒さわぎは、あんたの趣味ってわけじゃなさそうだな」

「我が同どう胞ほうの馬鹿のせいで、このような騒そう動どうになってしまった。それについては謝罪する」

　アラダールが、苦悩するように眉み間けんにしわを寄せた。

「謝るくらいなら、いっそグレンダを諦あきらめてもらえたらありがたかったんだが」

　かすかな期待をこめた古こ城じようの言葉に、アラダールは無表情に首を振る。

「それは無理な話だ。きみがあの龍族ドラゴンを、俺の代わりに処分するというのなら別だが」

「そんな気があるなら、最初から決けつ闘とうなんて恥ずかしい真ま似ねはしねえよ」

　古城は落胆の息を吐く。やはりアラダールとの戦いは、避けられないのだと覚悟を決める。

「そういやヴァトラーは？　あいつは、あんたのセコンドにつかないのか？」

「あの馬鹿に立会人を任せるのは、俺にとってもリスクが大きすぎるのでな」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような口調で、アラダールが吐き捨てた。古城は思わず噴ふき出しかけたが、アラダールは冗談を言ったつもりではなさそうだ。

「だが、やつのおかげで、ほかの立会人を呼び寄せる手間が省けた。〝滅ほろびの王朝〟の王子にアルディギアの王女──彼らが見届けてくれるというのなら、きみにも不満はあるまい」

「まあ、そうだな」

　古城は素直に彼の言葉を認めた。もとよりアラダールが不正をするとは思っていない。不安だったのは、怪しげな行動をしていたヴァトラーのほうだ。しかし、これだけの衆しゆう人じん環かん視しの中では、あの男も大人しくしているしかないだろう。

　これで残された問題は、古城がアラダールに勝てるかどうか、という一点だけ。最後は結局、そこに行き着いてしまうことになる。

「決闘開始の合図はどうする？　誰だれかがゴングでも鳴らしてくれるのか？」

　古城が穏おだやかな口調で訊きいた。

　全身の神経が、静電気を帯びたようにピリピリと昂たかぶっている。バスケ部時代の試合前の感覚を思い出す。古城にとっては久々の感覚だ。だが、これはスポーツの試合とは違う。緊張を愉たのしむほどの余裕はない。グレンダと唯里たち、そして古城自身の運命が懸かかっているのだ。

「きみに任せる。好きに攻撃してくるがいい」

　無防備な姿で立ったまま、アラダールが答えてくる。余裕の表れというよりも、先に決闘を申し入れた負い目を精算するつもりなのだろう。あくまでも生き真ま面じ目めな吸血鬼だった。

　だからといって古城が、それにつき合ってやる義理はない。

「気を遣つかってくれてるのか。ありがたいね。じゃあ、こいつで決めさせてもらうわ」

　古城は獰どう猛もうに微笑ほほえんで、ポケットから一枚のコインを取り出した。アラダールがうなずくのを待って、それを指先で高々と打ち上げる。

　投げ上げたコインが地面に落ちた瞬しゆん間かんに銃を抜く──西部劇で見かける決闘の作法だった。アラダールもそのつもりでいるはずだ。

　だが古城は、地面に落ちた瞬しゆん間かんが決闘の始まりと言った覚えはない──

　宙を舞うコインが最高点に達する直前、アラダールの視界から古城が消える。完全には見失わないまでも、確実に反応は遅くなる。その一瞬を見逃すことなく、古こ城じようは地面を蹴けっていた。

　アラダールが古城の動きに気づく。だが遅い。姿勢を低くした古城はすでに、彼の懐ふところへと潜もぐりこんでいる。

「っ!?」

　黒髪の吸血鬼の表情に動揺が広がる。それは古城の肉体が、魔ま力りよくを放っていなかったからだ。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを警戒していたアラダールは、それだけで一手、対応が遅れた。

「ぐ……おっ……！」

　驚きよう愕がくに見開かれたアラダールの瞳ひとみが、焦点を失ったようにかすかに揺れる。古城の渾こん身しんの右フックが、アラダールの顎あご先さきをかすめるように振り抜かれたのだ。

　眷獣でアラダールを倒せないのならば、眷獣を使わなければいい──それが、迷った末に古城の出した結論だ。膨ぼう大だいな魔力を持つ吸血鬼同士の戦いだからこそ、魔力を伴わない攻撃は盲もう点てんになる。吸血鬼の不死の肉体といえども、脳を揺らしてしまえば、回復には相応の時間がかかるはずだった。最低でも一瞬の隙すきは生み出せるはず──

「──疾きくや在がれれ、二番目の眷獣〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟！」

　動きを止めたアラダールめがけて、古城は眷獣を解放する。ただし攻撃を放つのは地上ではなく、地下からだ。第四真祖の二番目の眷獣は、熔よう岩がんの肉体を持つ牛頭神ミノタウロス。その攻撃は灼しやく熱ねつの杭くいとなり、絃いと神がみ島じまの人工の大地の下からアラダールを刺し貫つらぬき、完全に吞のみこんだ。

　尖せん塔とうのように噴ふき上がる熔岩の奔ほん流りゆうが、広大な突とつ堤ていを容よう赦しやなく切り裂き、地形そのものを変えていく。〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の観客たちが、おお、と感嘆にどよめいた。

　護ご衛えいの兵士にカメラを持たせて、観光客気分で記念撮影をしている連中もいる。古城の眷獣がもたらす破壊を、大自然のスペクタクルかなにかと勘違いしているらしい。

　だが、もちろん古城本人に愉たのしむ余裕はない。飛び散る熔岩の熱と輝かがやきに顔をしかめながら、アラダールの行方ゆくえを探している。

　相手が戦闘不能に陥おちいるのが、決闘の勝利条件だ。さすがに死なれては寝覚めが悪い。古城も、特にアラダールに対して、個人的な恨みがあるわけではないのだ。このまま熔岩が冷え固まって、その中に彼を閉じこめることができれば、古城の中では最良の結末といえる。が──

「やっぱ、そう都合よくはいかない……か……！」

　古城の頰ほおが焦りに歪ゆがんだ。熔岩の杭を裂くようにして、陽かげ炎ろうの中から現れたのは、渦うず巻まく魔力をまとった吸血鬼の影だ。

「何百年ぶりか……久しぶりだ、一瞬でも意識を奪うばわれたのはな……」

　感情のこもらない低い声が、熱風の中から響ひびいてくる。異様に冷静なその口調に、古城はゾクリと寒気を覚えた。

　やがて姿を現したアラダールの全身は、漆しつ黒こくの鎧よろいに包まれている。

　無数の鋭利な刃物によって構成された、巨大な全身鎧フルプレートアーマーだ。悪あつ鬼きを思わせるその輪郭シルエツトは、アラダール自身が、鋼こう鉄てつの怪物に変わったようにも見える。

「鎧よろい……!?　いや……自分自身を眷けん獣じゆうで覆おおったのか！」

　漆しつ黒こくの鎧の正体に気づいて、古こ城じようはうめいた。アラダールの鎧は、アスタルテの〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟と同じ、宿やど主ぬしと融ゆう合ごうするタイプの眷獣だ。吸血鬼の肉体すら焼き尽くす灼しやく熱ねつの熔よう岩がんに、アラダールは全身を眷獣で覆うことで耐えたのだ。

「コインを使った視線の誘ゆう導どう……魔ま力りよくを伴わない生なま身みによる奇き襲しゆう……そして足あし下もとの死角からの攻撃──まずは見事と言っておこう。きみを侮あなどっていたことを認めなければな」

　漆黒の鎧に覆われたまま、アラダールは新たな眷獣を召しよう喚かんした。彼が〝暴グ食ー者ラ〟と呼んでいた、漆黒の刃やいばを持つ短剣だ。

　その膨ぼう大だいな数に古城は絶句する。数百、否いな──数千か。夕焼けの空一面を、漆黒に塗り潰つぶすほどの眷獣の群れ。それら夥か多たの意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンたちが、餓うえた肉食魚ピラニアの大群のように、一斉に古城へと切きっ先さきを向けてくる。

「ゆえにここからは俺の全力をもってきみを倒そう、暁あかつき古城──さらばだ」

　アラダールが眷獣に攻撃を命じた。数千の眷獣による一斉攻撃。

　策を弄ろうする余裕はなかった。

　古城の全身は漆黒の刃に刺し貫つらぬかれ、為なすすべもなく吹き飛ばされていく。
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　人工の大地が震ふるえていた。

　まき散らされたコンクリートの破片が、雨のように海面へと降りそそぎ、立ちこめる粉ふん塵じんを、残照が赤く染めている。アラダールが解き放った一千を超える意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンの群れが、古こ城じようを擂すり潰つぶすべく突進を繰り返しているのだ。

　その凄せい絶ぜつな光景を、雪ゆき菜なたちは、避難した豪華船の船上から眺ながめている。

『──おおっと、アラダール議長の痛烈な一撃。第だい四よん真しん祖そ、吹っ飛んだァ──！』

　デッキ中央で実況を行っているのは、ラウンドガールの赤い衣装を着た金髪美女だった。

　彼女の流りゆう暢ちようなアナウンスを聞きながら、船上の来らい賓ひんたちが感嘆のどよめきを洩もらしている。これほどまでに峻しゆん烈れつな吸血鬼同士の戦せん闘とうは、彼らですら、滅めつ多たに見られないものなのだ。

　絶え間ない眷けん獣じゆうの攻撃に地面が抉えぐられ、人工島の構造材があちこち露ろ出しゆつしていく。

　そんなアラダールの猛攻に、古城はかろうじて耐えていた。金剛石ダイヤモンドの結晶のような障壁を周囲に張り巡らせて、闇やみ色いろの短剣を防いでいるのだ。

　しかし古城に反撃の余裕はない。それどころか、彼の全身には無数の切り傷が刻まれ、鮮血の霧きりが舞っている。アラダールの攻撃で飛び散ったコンクリートの破片が、跳ちよう弾だんと化して古城を傷つけているのだろう。失血の量はわずかだが、苦痛と焦りで古城の表情は歪ゆがんでいた。

「先……輩……」

　傷だらけになった古城を見つめて、雪菜が祈るように両手を握にぎりしめる。

　雪菜の隣となりに立っているのは、レースの扇子せんすを広げた那な月つきだ。彼女たちの前に置かれた椅い子すの上で、グレンダが怯おびえたように身体からだを縮こまらせている。

　デッキにいるほかの客たちが、好奇の視線を向けてくる理由は、グレンダが決闘の褒ほう賞しようだと知れ渡っているせいだろう。だが雪菜は、その視線に混じるかすかな戸惑いに気づいていた。

　やはり彼らも知らないのだ。グレンダが狙ねらわれている本当の理由を──

「なにをやってるのよ、暁あかつき古城！　しっかりしなさいよ……！」

　一方、雪菜たちから離はなれた場所では、紗さ矢や華かが大声を上げていた。デッキの手すりから身を乗り出して、興奮気味に手に持った剣を振り回している。

　それを背後から冷ややかに眺めているのはラ・フォリアだ。

「座りなさい、紗矢華。ほかの皆様の観戦の邪じや魔まです」

「ですけど、王女……このまま暁古城が負けてしまったら……」

　ラ・フォリアに笑顔で叱しつ責せきされて、紗矢華が困惑の表情を浮かべる。この戦いの行方ゆくえに自分自身の運命を賭かけているのは、ほかならぬラ・フォリア自身なのだ。

　しかし落ち着きをなくした紗矢華とは対照的に、王女は優雅な微笑ほほえみを絶やさない。

「問題ありません。ようやく戦いが盛り上がってきたところではありませんか」

「盛り上がってるもなにも、暁あかつき古こ城じようが一方的にやられてるだけじゃないですか──！」

「さあ、それはどうでしょう──」

　ラ・フォリアが、思わせぶりに呟つぶやいて首を振る。その直後、追い詰められていたはずの古城が突然、反撃に転じた。陽かげ炎ろうのように大気を歪ゆがめて空中に現れたのは、全身に暴風をまとった双角獣バイコーンだ。その咆ほう哮こうは破壊的な衝しよう撃げき波はと化して、無差別に地上を薙なぎ払う。

『ここで第だい四よん真しん祖そ、新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんしました。これはすごい。凄すさまじい威力です──！』

　実況係のテンションが一気にヒートアップする。船上にいる観客たちも、古城の眷獣がもたらす破壊を驚おどろいて眺ながめていた。衝撃波によって海面が波打ち、結界で護まもられているはずの〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の巨体が揺れる。

「──駄だ目めだな、あれでは」

　感情のこもらない声で那な月つきが言う。雪菜が驚いて彼女を見た。

「南みな宮みや先生……？」

「見た目は派手だが、あれでは人工島の解体工事だ。どれだけ魔ま力りよくをまき散らそうが、無差別にばらまいているだけではアラダールは倒せん。眷獣の無む駄だ遣づかいだな」

「…………」

　無感動に告げられた那月の言葉に、雪菜は黙だまって唇くちびるを嚙かむ。第四真祖の眷獣は、無制限に解き放てば絃いと神がみ島じまそのものを消滅させる力を持っているのだ。たしかにアラダールも強力な吸血鬼だが、魔力の総量で真祖に勝てるとは思えない。このまま力で押し切れるのではないか──そんな雪菜の淡い期待は、実況係の声にかき消された。

『ここに来て再びアラダール議長の反撃！　第四真祖、よろめいたァッ！　議長の猛もう攻こうに、第四真祖──耐える！　耐える！　耐える！　なんという防御力！　これが世界最強の吸血鬼の本領か──いや!?』

　双角獣バイコーンが吐き出す衝撃波の間かん隙げきを縫ぬって、闇やみ色いろの鎧よろいをまとったアラダールが疾はしる。灰色の粉ふん塵じんに視界を奪われて、古城はそれに気づかない。

　疾しつ駆くするアラダールの右手には、闇色の短剣が握にぎられていた。自らが喚よび出した意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンを構えて、アラダールは古城を斬きりつける。眷獣の制御に意識を奪うばわれた古城は、その攻撃をよけきれない──！

『まさかのアラダール議長の直接攻撃！　最初にぶん殴られた仕返しでしょうか!?　切り裂かれた第四真祖の右腕が宙を舞う！』

　切断された自分の腕を空中でつかみ取り、古城は懸けん命めいに後退する。吸血鬼の力が活性化しているせいか、継ぎ合わされた右腕の切断面は、瞬またたく間まに癒ゆ着ちやくした。だが、精神的な動揺と体力の消耗までもが回復するわけではない。真紅に輝かがやく古城の瞳ひとみには、紛まぎれもなく苦痛の色がある。

　それを見た瞬しゆん間かん、雪菜は無意識にケースに収めた槍やりを握っていた。

　その手首に巻きついたのは、どこからともなく出現した銀色の鎖だ。

「──落ち着け、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。あの程度の傷は、やつなら唾つばでもつけておけばすぐに治る」

　雪菜の焦りを見透かしたように、那な月つきが薄うす笑えみを浮かべて言った。

「ですが、このまま失血が続けば先輩の意識が──」

「貴き様さまがここで焦っていればどうにかなるのか？」

「く……」

　雪菜は言い返せずに口ごもる。アラダールが指定した決けつ闘とうの条件は、古こ城じようとの一対一タイマンだ。雪菜がそこに乱入すれば、その時点で古城の敗北が決まる。それは古城の命いのち懸がけの戦いを、踏みにじる行為にほかならない。

「惚ほれた相手が傷ついて不安になるのはわかるが、無用な心配だ」

　那月が皮肉っぽい視線を雪菜に向ける。雪菜はそのまま三秒間ほど沈ちん黙もくしたあと、

「──ただの監視対象です！」

「意外に冷静だな。安心したぞ」

　訂正する雪菜を見返して、那月がやれやれと溜ため息いきをついた。

「だが結局は同じことだ。気にする相手を間違えるなよ、姫柊雪菜」

「それは……どういう意味ですか？」

　雪菜が軽く戸惑って眉まゆを寄せる。那月は、グレンダの鋼はがね色いろの髪をそっと撫なでながら、

「この龍族ドラゴンの娘から聞き出した情報だがな、どうやらこいつがブルーエリジアムでアラダールに襲おそわれたとき、〝戦せん王おう領りよう域いき〟のキラ・レーベデフに逃走を手助けされているらしい」

「レーベデフ──ヴォルティズラワ伯が、グレンダさんを助けたということですか？」

　雪菜は、注意深く〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船上を見回した。目に映る範囲に、キラ・レーベデフの姿はない。だが、武闘派の貴族として知られた彼が、ヴァトラーの忠実な同志なかまというのは周知の事実だ。彼の行動にヴァトラーが関与しているのは間違いない。

「絃いと神がみ島じまへと逃げてきた龍族ドラゴンは、当然、懐なついている暁あかつき古城に頼ることになる。暁古城の魔ま力りよくを辿たどって、彩さい海かい学がく園えんに来たのがその証拠だ」

「グレンダさんを追いかけてきたセヴェリン侯こうは、自動的に暁先輩と対立する……」

「堅かた物ぶつのアラダールが、暁古城に決闘を要求するのは予想できただろうな。アラダールの性格をよく知っている者ならばな」

「この決闘は、最初から仕組まれていたということですか……？」

　今朝の屋上での騒そう動どうを思い出し、雪菜は背筋を震ふるわせた。キラがグレンダを助けたこと。それが結果的にアラダールと古城の争いを招き、そこに雪菜や那月が介入する。そのすべてが計算された筋書きだったのかもしれない。古城とアラダールの決闘を実現するための──

「なんのためにそんな面倒なことを？」

「〝戦王領域〟の蛇へび遣つかいが考えることなど知れている。やつはアラダールを餌えさにするつもりだ。暁あかつき古こ城じようを鍛きたえるための踏み台にな。そうなれば暁古城は、完全な第だい四よん真しん祖そに近づくからな」

「……先輩が、セヴェリン侯こうを倒せると？」

「倒せなければ、暁古城は、その程度の器うつわだったということだ」

　那な月つきが冷淡に突き放す。だがそれは、逆説的に古城の勝利を、彼女が確信しているようにも受け取れた。それはヴァトラーも同様だ。古城がアラダールを倒せなければ、決けつ闘とうを仕組んだ意味がないのだ。

「気にする相手を間違えるなと言ったはずだぞ、剣けん巫なぎ。問題は暁古城じゃない──」

　そう言って那月は、グレンダの髪をさらさらと弄もてあそぶ。古城の戦いに集中しているグレンダは、しかしそのことに気づかない。

　埠ふ頭とうでは古城とアラダールの死し闘とうが続いている。戦況は圧倒的にアラダールが優勢だ。古城の眷けん獣じゆうの攻撃は派手だが、アラダールはほとんどダメージを負っていない。一方、アラダールが操る意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンたちは、着実に古城の体力を削っていた。自身の流した血で古城の衣服は深紅に染まり、それが観客たちの興奮を誘っている。

「不思議だとは思わないか？　なぜアラダールほどの大物が、龍族ドラゴンとはいえ、たかが小娘一人を確保するために絃いと神がみ島じまに来たと思う？」

「それは──」

　雪ゆき菜なは答えを言い淀よどんだ。帝国議会議長の肩書きを持つ男が、龍族ドラゴン一匹のために極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟を訪れるのは、ある意味、異常だ。グレンダの捕ほ獲かくが目的ならば、彼は、それこそ絃神島に滞在中のヴァトラーに命令すればよかったのだ。

「セヴェリン侯が絃神島に来たのは、なにか別の理由があったということですか？」

「その目的を果たすのに、この龍族ドラゴンの小娘の存在が邪じや魔まになる──というのは、おかしな考えだと思うか、姫ひめ柊らぎ雪菜？」

「いえ──」

　雪菜は首を振る。那月の考えは、おそらく正しい。しかし所しよ詮せん、仮説は仮説だ。アラダールの真の目的を知るためには、古城が彼に勝たなければならない。古城が敗北すればグレンダは奪うばわれ、アラダールの真意を知る機会は永遠に失われてしまうのだ。

「先輩……！」

　血まみれの古城の姿を見つめて、雪菜は再び祈るように呟つぶやいた。

　　　　　　　　　　２

　凪なぎ沙さたちを乗せたオープンカーが埠頭に辿たどり着いたのは、日没直後のことだった。

　不吉な深紅の夕焼けを背景に、闇やみと閃せん光こうが舞っている。巨大な魔力の持ち主同士が、激しい争いを繰り広げているのだ。彼らの激突は人工島そのものを揺るがし、爆ばく発はつの余波が暴風となって凪なぎ沙さたちに吹き付けてくる。

「うわあ、派手にやってますねえ」

　運転席に座った白いドレスの少女が、無む邪じや気きな声で告げてくる。彼女はオープンカーの速度を落として、突とつ堤ていの付け根の空き地に乗り入れた。戦せん闘とうを続ける二人の魔ま族ぞくから、四、五百メートルほど離はなれた場所だ。それ以上彼らに近づけば、攻撃に巻きこまれる可能性が高かった。事実、近くに置かれたコンテナは、すでにいくつか、原形をとどめぬほどに破壊されている。

「もしよかったら、これ、使います？」

　助手席の黒いドレスの少女が、凪沙の前になにかを差し出してくる。それは双眼鏡だった。軍用とおぼしき高価そうな品だ。

　しかし凪沙は無言で首を振る。双眼鏡を使うまでもなく、戦っている人影の正体に気づいていたのだ。たとえどれだけ離れていても、彼の姿を凪沙が見間違うはずがない。

「古こ城じよう君……」

　凪沙が兄の名を呟つぶやく。全身に凄すさまじい傷を負いながら、戦っているのは暁あかつき古城だ。彼が従えているのは巨大な幻げん獣じゆうたち。実体化して自らの意思を持つほどの濃のう密みつな魔力の塊かたまりを、古城は異界から召しよう喚かんして使し役えきしているのだ。すなわち吸血鬼の眷けん獣じゆうを──

「なんなの……なんで古城君が戦ってるの!?　吸血鬼の人と……まるで吸血鬼みたいに……」

　呆ぼう然ぜんとしたまま車を降りて、凪沙は誰だれにともなく問いかけた。

　凪沙には、なにが起きているのかわからない。古城が戦っている理由もだ。そして混乱する凪沙の耳に聞こえてきたのは、ひどく穏おだやかで優しげな、若い男の声だった。

「それはね、きみのお兄さんが、第だい四よん真しん祖そだからだよ」

「……っ!?」

　凪沙は驚おどろいて視線を巡らせる。いつの間にか凪沙の背後には、純白の三つ揃えスリーピーススーツを着た男が立っていた。金髪の美しい青年だ。彼の口元に浮かんでいるのは、人を惑わすような妖あやしい微笑ほほえみである。その微笑に凪沙は恐怖する。

「第四……真祖……」

「そう、第四真祖。世界最強の吸血鬼さ」

　青年は愉たのしげにうなずいた。〝魔族特区〟の住人である凪沙は、第四真祖と呼ばれる吸血鬼の存在を知っている。この島に来て以来、幾いく度どとなく聞かされた都市伝説だ。

　過去に数多あまたの都市を滅ほろぼした化け物。不死にして不滅。一切の眷けん属ぞく同どう胞ほうを持たず、支配を望まず、ただ災さい厄やくの化身たる十二の眷獣を従え、人の血を啜すすり、殺さつ戮りくし、破壊する。世界の理ことわりから外れた冷酷非情な吸血鬼なのだと。

「噓うそ……古城君が吸血鬼……なんて……」

　凪沙は激しく首を振る。凄すさまじい恐怖に息が詰まった。

　心臓が激しく脈打ち、視界が暗くなる。全身の震ふるえが止まらない。

　実の兄だと信じていた人間が、知らないうちに魔ま族ぞくに変わっていた。それも恐ろしい伝説級の吸血鬼に。それを否定したくても、否定できない光景が目の前で繰り広げられている。

　騙だまされていたのだと感じた。魔族が自分の身近な場所に、平然と何喰くわぬ顔で入りこんでいたのだと。自分の信じていた世界が、足あし下もとから崩れていくような感覚に襲おそわれる。嫌けん悪おと不信。恐怖と憎悪。負の感情に意識が塗ぬり潰つぶされていく。

　だが心の奥で、それを否定する声も響ひびいていた。凪なぎ沙さ自身も知らない誰だれかが、必死に古こ城じようを庇かばっている。彼はなにも変わってないのだと──

「なにを恐れているんだい、真しん祖その妹よ。もはやきみの中に〝原初ルート〟は存在しないというのに」

　怯おびえる凪沙の耳元に、青年が囁ささやきかけてくる。凪沙の意識の底で、なにかが震ふるえた。失われていたはずの記憶の断片が、影絵のように浮かび上がってくる。

「〝原初ルート〟……〝原初ルートのアヴローラ〟……」

「そう、きみたちが彼女を滅ほろぼしたんだ。暁あかつき古城と、きみの中にいるもう一人のきみが──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく凪沙を見つめて、金髪の青年が優しく笑った。凪沙は悲鳴を上げていた。思考が乱れて、視界が歪ゆがむ。フラッシュバックする記憶の奔ほん流りゆうに、肉体と意識がついていけない。心配そうに寄り添う夏か音のんが、凪沙になにかを叫んでいる。しかしその声も聞こえない。

「どうして……そんな……」

　凪沙の視界が深紅に染まっている。その視界の中で、古城は殺し合いを続けていた。闇やみ色いろの鎧よろいに覆おおわれた吸血鬼が古城の全身を切り刻み、古城の表情が苦痛に歪む。

「きみを救うためさ、暁凪沙。彼はきみを救うために〝原初ルート〟と争い、第四真祖になったんだ」

　微笑ほほえむ青年の声だけが、凪沙の頭の中にはっきりと響く。凪沙は両耳を塞ふさいで、幼い子どものように激しく首を振る。

「あたしのせい……あたしのせいで、古城君が魔族に……」

「そうだよ。すべてきみの責任さ」

　青年が声を上げて美しく笑う。彼の唇くちびるからのぞいていたのは、白く長大な吸血鬼の牙きばだ。

「第四真祖にならなければ、古城がここで殺し合うこともなかった。彼が戦っている相手は、ヴェレシュ・アラダール──〝戦せん王おう領りよう域いき〟でも五ご指しに入る怪物だ。今の古城では、彼には勝てない。このままだと、きみのお兄さんは喰われてしまうよ」

「喰わ……れる……？」

　凪沙が泣き濡ぬれた顔を上げた。その瞳ひとみに映るヴァトラーが、酷こく薄はくな蛇の瞳で見返してくる。

「そう。古城は喰われてしまうのさ。恐こわい恐い吸血鬼にね──」

「駄だ……目め……」

　凪沙が虚うつろな目つきで呟つぶやいた。古城たちがいる突とつ堤ていの先へと、ふらふらと無意識に歩き出す。

「やめて……古こ城じよう君を助けなきゃ……」

「凪なぎ沙さちゃん──！」

　夏か音のんが凪沙を止めようとした。しかしその指先が凪沙に触れる前に、強烈な爆ばく風ふうが押し寄せる。吹き飛ばされそうになった夏音を、護ご衛えいのユスティナが抱き止めた。

　結い上げていた凪沙の長い髪が、ほどけて風の中に舞っている。

　凪沙が見つめていたのは、爆心地の方角──抉えぐり取られた地面の片かた隅すみに、仰あお向むけに倒れた古城の姿が見える。彼の全身を貫いていたのは、無数の闇やみ色いろの短剣だ。ちぎれかけた四し肢しからは鮮血があふれ出し、古城の喉のどから苦く悶もんの絶叫が洩もれている。

　それを目にした瞬しゆん間かん、凪沙の瞳ひとみに光が戻った。

「嫌いやああああああああああああああああああああっ────！」

　悲鳴とともに放たれたのは膨ぼう大だいな魔ま力りよく。透きとおる氷の翼つばさが夕暮れの空に広がり、無慈悲で破壊的な冷気が世界を白く染めていく。

　　　　　　　　　　３

　時間の感覚が曖あい昧まいになっていた。

　アラダールとの戦いがいつ始まって、どれだけ続いているのか、古城にはもうわからない。一分足らずのわずかな時間かもしれないし、何時間も戦い続けているような気もする。体力の消耗はすでに限界を超えて、気力だけで立っているような状態だ。それでもアラダールを倒す方法は見つからない。第だい四よん真しん祖その力を手に入れて初めて、古城は己の非力さに歯は嚙がみする。

「──疾きくや在がれれ、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟！」

　古城が新たに召しよう喚かんしたのは銀水晶に覆おおわれた眷けん獣じゆうだった。光り輝かがやく半透明の翼と、螺ら旋せんの角つのを持つ美しい魚ぎよ竜りゆうだ。

「……!?」

　その角の輝きに魅み入いられたように、アラダールの眷獣たちが静止した。彼の全身を覆っていた闇色の鎧よろいが、宿やど主ぬしであるアラダールを置き去りにして強制的に解除される。

　第四真祖の十番目の眷獣、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟の能力は精神支配──吸血鬼の持つ、魅了の力だ。その圧倒的な支配力で、アラダールの鎧の眷獣を操ったのだ。

「〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟──！」

　鉄壁の護まもりを失ったアラダールをめがけて、緋ひ色いろの双角獣バイコーンが咆ほう哮こうした。圧縮された大気の砲弾が地上に炸さく裂れつ。そのまま地面をごっそりと抉り取る。

　だがその爆発に巻きこまれる前に、アラダールの姿は消えていた。空間跳躍テレポート。新たな剣けんの眷獣で、空間を斬きり裂いて跳んだのだ。

「──この俺の眷獣の支配権を奪うばったのか、厄やつ介かいな力だ」

「な!?」

　背後から聞こえてくるアラダールの声に、古こ城じようが愕がく然ぜんと振り返る。しかし古城が彼の姿を確認する前に、アラダールは再び跳ちよう躍やくを終えている。

　古城の表情に焦りが浮く。敵の姿をとらえられなければ、魅了の力は使えない。そして浮き足立つ古城を翻ほん弄ろうするように、突とつ如じよアラダールが攻撃に転じた。叩たたきつけてくるような強烈な殺気に、古城の全身が総そう毛け立だつ。

「屠ほふれ、〝高慢者スペルビア〟──！」

「くっ──〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟！」

　古城が金剛石ダイヤモンドの障しよう壁へきを展開した。その障壁の内側に生じたのは、刃やいばで断ち割ったような空間の裂け目だ。障壁を無効化する異空間からの斬ざん撃げき。漆しつ黒こくの刃が、古城の全身を切り刻む。

「ぐ……はっ……！」

　鮮血を吐き出して、古城が倒れる。その頭上に浮かんでいたのは、闇やみ色いろの刃を持つ短剣の群れだ。障壁を再展開する余力を失った古城へと、一斉に血に餓うえた切きっ先さきを向けてくる。

「──舞え、〝暴グ食ー者ラ〟！」

　闇色の流星雨と化したアラダールの眷けん獣じゆうが、傷ついた古城をコンクリートの地面へと縫ぬい止めた。古城を貫く闇色の刃は数十本──全身を細かな肉にく片へんに刻まれて、古城は、声にならない声で絶叫する。

「降伏しろ、暁あかつき古城。それ以上は戦えまい──」

　アラダールが、傲ごう然ぜんと見下ろして告げてくる。吸血鬼の魔ま力りよくの源みなもとは、自らの血の中に宿した眷獣だ。しかしその血液の大半は流れ出し、残されたわずかな血も闇色の刃によって塞せき止められている。並の吸血鬼ならとっくに落命しているほどの重傷だ。

「まだ……だっ……！」

　縫い止められた両腕を引きちぎるようにして、古城は強引に起き上がろうとする。アラダールはその無む謀ぼうな行動を冷ややかに眺ながめて、嘆息した。

「〝暴グ食ー者ラ〟」

「──っ!?」

　空中に残っていた闇色の短剣のいくつかが、新たに飛来して古城の胸と肩を刺し貫つらぬく。血の塊かたまりを吐きながら、古城は今度こそ完全に動きを止めた。

「第だい四よん真しん祖その無尽蔵の魔力を喰くい尽くせるとは思わんが、その姿では、新たな眷獣を召しよう喚かんすることは叶うまい。敗北を認めろ、暁古城。それとも、そのまま未来永えい劫ごうに苦しみ続けるか？」

　アラダールが冷静に訊きいてくる。〝暴グ食ー者ラ〟と名付けられた彼の眷獣は、貫いた相手の魔力を奪うばう力を持っているのだろう。アラダールが指摘したとおり、今の古城に新たな眷獣を喚よび出す力はない。身動きすら封じられ、完全に追い詰められた状態だ。

「不死身の肉体というのは、魂たましいの枷かせだ。本来与えられるべき死という名の安らぎが、我ら吸血鬼に訪れることはない。再生を続ける肉体のせいで、神経が麻ま痺ひすることもない。意識を断って苦痛から逃れることも、正気を失うこともできぬ──その強がりがいつまで保もつ？」

　アラダールが淡々と指摘する。不死身の肉体の持つ欠陥を、吸血鬼である彼は誰だれよりも理解しているのだ。致命傷を負わされたまま永遠に繰り返される再生は、終わりのない苦く悶もんと同義である。古こ城じようが敗北を認める以外に、無限の痛みから逃れるすべはない。

「黙だま……れ……！」

　苦痛に塗ぬり潰つぶされた意識の中で、古こ城じようは吼ほえた。脳裏に浮かんだのは、グレンダの笑顔だ。アラダールが彼女を処分しようとしている限り、諦あきらめることなどできるはずがなかった。

　それに雪ゆき菜なと約束したのだ。必ず勝って彼女の元に帰ると。

　だが今の古城には、その約束を果たす力がない──

「く……そ……」

　全身が砕けるような激痛の中で、古城は奇妙な既視感を覚えた。

　迫り来る死と無力感──それと同じ感覚を、古城はかつて味わったことがある。

　それは古城が、吸血鬼の力を手に入れる前の出来事だ。失われたはずの〝聖せい殲せん〟の遺跡での記憶。古城はあのとき凪なぎ沙さを庇かばおうとして、一度、命を落とした。

　それを救ってくれたのは──

「霧きり……？」

　白く曇くもり始めた視界に気づいて、アラダールが怪け訝げんな表情を浮かべる。

　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうには、霧きり化かの能力を司つかさどる者がいる。しかし今の古城には、眷獣を喚よび出す余力はない。それでも純白の霧は濃こさを増し、瞬またたく間まに埠ふ頭とうを覆おおい尽くしていく。

　前触れもなく発生したこの霧は、純粋な自然現象だった。急激な気温の低下によって、空気中の水分が凝ぎよう結けつしているのだ。魔ま力りよくを帯びているのは、霧ではない。凍こごえる大気そのものだ。

「この魔力──!?」

　振り返るアラダールが目を見張る。直後、吸血鬼の肉体すら凍らせる爆ばく発はつ的な冷気が、純白の槍やりと化して彼を襲おそった。

　予期せぬ方角からの奇き襲しゆうに、アラダールの身体からだが吹き飛んだ。凍りついた半身が砕け散り、彼の顔が初めて苦悶に歪ゆがむ。純白の冷気は、そのまま彼を巨大な氷ひよう塊かいの中へと閉じこめる。

「なん……だ……？」

　古城の全身を貫いていた闇やみ色いろの短剣が、より強力な魔力を浴びて消滅した。無防備に地面に転がったまま、古城はゆっくりと首を巡らせた。

　そんな古城の傍かたわらに、そっと腰を下ろしたのは、彩さい海かい学がく園えんの制服を着た小柄な少女だった。ほどけた長い髪が夕ゆう陽ひの中でゆらゆらと色を変え、幼さを残した顔立ちは悲嘆に暮れている。

「凪なぎ沙さ……なんで、おまえがここに……!?」

　再生途中の上体を無理やり起こして、古城がうめいた。

　暁あかつき凪なぎ沙さはここにいるはずのない人間だ。そして、ここにいてはならない人間だ。魔ま族ぞく恐怖症である彼女が、吸血鬼同士の決けつ闘とうに巻きこまれるようなことがあっていいはずがない。

　しかし凪沙の姿をした少女は、古こ城じようの傷ついた身体からだを支えて、そっと儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「我を咎とがめよ、古城……汝なんじに重き業ごうを背負わせ、斯か様ようなる憂ゆう苦くを与えた我を……」

「おまえ……」

　古城は彼女を見上げて呆ぼう然ぜんと目を見張る。

　怯おびえたように揺れるまなざしと、独特の口調には覚えがあった。限られたわずかな時間を、古城とともに絃いと神がみ島じまで過ごし、そして古城自身が殺した少女。十二番目のアヴローラ──

「まさか、アヴローラ……なのか？」

「我は仮かり初そめの幻……すぐに消える……」

　戸惑う古城の問いかけに、少女は曖あい昧まいに首を振る。そして彼女は静かに顔を上げた。

　巨大な氷ひよう塊かいを破壊して、その奥からアラダールが現れた。彼はすでに驚きよう愕がくから立ち直り、古城に寄り添う少女を冷淡な瞳ひとみで眺ながめている。

「十二番目ドウデカトス……十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟か……」

「よもや約やく定じようが違うとは言うまいな、ヴェレシュ・アラダール？　我らもまた第だい四よん真しん祖その一部なれば──」

　アラダールの呟つぶやきに答えたのは、濃のう霧むの中から現れた新たな人影だった。

　浴衣ゆかた姿の小柄な影だ。彼女の姿に、古城はあらためて息を吞のむ。逆さか巻まく炎のような金色の髪。そして碧あおく輝かがやく焰えん光こうの瞳。古城が知るアヴローラと、まったく同じ容姿の持ち主だ。

「六番目ヘクトス……なるほど、ヴァトラーの差し金か」

　アラダールの唇くちびるに、苛いら立だたしげな苦笑が浮いた。

　十二番目ドウデカトス、そして六番目ヘクトスと呼ばれた浴衣の少女は、第四真祖の眷けん獣じゆうを封印するために作られた〝人形〟──十二体の人工吸血鬼の生き残りである。

　殺さつ神じん兵へい器きである第四真祖の復活を恐れた〝天てん部ぶ〟の人々は、第四真祖の肉体から引き裂いた十二体の眷獣たちを、彼女たちの中にそれぞれ封印したのだ。

「第四真祖が従えるべき眷獣は十二体──然されど暁古城が引き継いだのは十体のみ。残る二体はここに在る」

　浴衣の少女は、そう言って自らの胸元に手で触れた。

　アラダールは一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくし、そして獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。彼の背中から噴ふき出した闇やみ色いろの霧きりが、鞭むちのようにしなる巨大な長ちよう剣けんを実体化させる。

「たしかに第四真祖との決闘を望んでおきながら、おまえたちの助勢を認めないのは不公正だな──いいだろう。ならば、主あるじとともに消滅しろ、人形ども！」

「古城君！　手を！」

　制服姿の少女がそう言って、傷ついた古城の手を握にぎる。アヴローラではない。暁あかつき凪沙の声だ。よせ、と叫ぼうとした古こ城じようの声は、アラダールが放つ魔ま力りよくの波動にかき消される。

　目には見えない巨大な腕が、アラダールの剣けんの眷けん獣じゆうを振り上げた。刃渡り十数メートルにも達する長ちよう剣けんが、古城たちをまとめて薙なぎ払おうと迫ってくる。

　凪なぎ沙さはその眷獣の主あるじを睨にらんで、古城と繫つないだ手を掲かかげた。

「凪沙ちゃん、駄だ目め──！」

　古城たちの背後から聞こえてきたのは、叶かな瀬せ夏か音のんの絶叫だ。優秀な霊れい能のう力りよく者しやである夏音は、凪沙がやろうとしていることに気づいているのだ。

　凪沙は古城と夏音を振り返り、一いつ瞬しゆんだけ晴れやかに笑ってみせた。

　そして彼女は前を向き、凜りんとした声で言い放つ。

「お願い、アヴローラさん！　疾とく在あれ、──〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟！」

　懐なつかしい魔力を古城は感じた。凪沙の小柄な身体から、清せい冽れつな凍気が迸ほとばしる。古城の肉体を触しよく媒ばいにして、凪沙たちは、残されていた魔力をすべて放出したのだ。

　出現したのは氷河のように透きとおる巨大な幻影だ。

　上半身は人間の女性。そして美しい魚の姿を持つ下か肢し。背中には翼つばさ。猛もう禽きんのごとき鋭い鉤かぎ爪づめ。氷の人魚、あるいは妖鳥セイレーンか──

　世界最強の吸血鬼、〝第だい四よん真しん祖そ〟の十二番目の眷獣。〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟──

「──っ!?」

　闇やみ色いろの刃やいばと、氷の妖よう鳥ちよう。巨大な魔力同士が正面から激突し、勝利したのは凪沙の眷獣だった。古城の猛もう攻こうを余裕で受け流していたアラダールが、氷の杭くいに心臓を貫かれてくずおれる。

　その驚おどろくべき結末を、古城は半ば放心したような表情で見つめていた。

「アヴローラ……凪沙……」

　古城の手を握にぎりしめていた、妹の指先から力が抜ける。血の気けをなくした凪沙の頰ほおは白く、その指先は氷のように冷え切っている。

　ただの人間に過ぎない凪沙が、第四真祖の眷獣の力を操り、ヴェレシュ・アラダールを打ち倒したのだ。その無む謀ぼうな行為の代だい償しようは大きい。絶望的なまでに──

「凪沙ちゃん……お願い……でした……目を開けて……！」

　重力に引かれて倒れていく凪沙を、古城の代わりに抱き留めたのは夏音だった。懸命に呼びかける夏音の声が、なぜか遠く感じられる。

　──貴き様さまは一人ではないぞ……

　那な月つきの声が聞こえた気がした。彼女の言葉は真実だ。古城に勝利の機会を与えてくれたのは、アヴローラと、そして凪沙だ。古城がどれだけの魔力をぶつけても倒せなかったアラダールに、彼女たちは二度までも膝ひざを突かせている。

　古こ城じようはその理由をようやく理解した。なぜ自分ではアラダールを倒せなかったのか。自分が眷けん獣じゆうを制御できずにいた本当の理由を──

「そう……か……」

　古城がよろめきながら立ち上がる。流れ出したはずの血液が逆再生のような不自然な動きで傷口に吸いこまれ、全身に刻まれた傷跡が見る間に消えていく。

「そういうことか……俺がもっと早く、おまえたちの声を聞いていれば……凪なぎ沙さは……」

　古城の口調は穏おだやかで、洩もれ出す魔ま力りよくはむしろ静せい謐ひつですらあった。巨大な嵐あらしが訪れる前の、一いつ瞬しゆんの凪なぎのような静けさだ。

　同時に、負傷したアラダールも立ち上がっていた。倒れた凪沙の姿に気づいて、彼は安あん堵どの表情を浮かべる。古城一人では、〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟は使えない──ならば自らの勝利は揺るぎない。それを確信した表情だ。

　純白の霧きりはすでに薄うすれている。豪華船に陣取る来らい賓ひんたちも、そろそろ決着を望んでいる頃ころ合あいだろう。彼らの期待に応こたえようというのか、アラダールが再び巨大な剣けんの眷獣を召しよう喚かんする。

「覚醒めざめろ、〝怠惰者アチエデイア〟──！」

　アラダールの攻撃は速かった。〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟に傷つけられたことで、警戒のレベルを引き上げたのかもしれない。前置きもなく放たれたしなる刃やいばの一撃は、音速を超えていただろう。

　だが、彼の攻撃が、古城に届くことはなかった。

　その前にアラダールの眷獣は、地面に叩たたき伏せられていたからだ。見えない巨腕に操られる鋸のこぎり刃ばの長ちよう剣けんを迎撃したのは、雷らい光こうに包まれた獅し子しの前まえ肢あしだった。

　紫し電でんの速度で疾走する獅子が、音速の刃を撃ち落とし、そのまま粉々に踏みにじる。

「〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟……だと!?　なにをした、暁あかつき古城……!?」

　アラダールの端たん整せいな顔立ちが苦痛に歪ゆがむ。彼の右腕は焼け焦げて根元から消失していた。古城が放った雷光の獅子は、眷獣だけでなく、アラダール本人にも傷を負わせていたのだ。

　右腕だけの負傷で済んだのは、古城が手加減したためだ。古城はわざと攻撃を外した。その事実は、ほかならぬアラダール自身が誰だれよりも理解しているはずだ。

「もうやめろ。無意味な決けつ闘とうは終わりだ、アラダール」

「なに……!?」

「あんたはたしかに恐ろしい相手だ。今まで出会った中じゃ最強だよ。俺なんかあんたの足あし下もとにも及ばない──だけど、第だい四よん真しん祖その眷獣たちにとってはそうじゃない」

　呟つぶやく古城の声に悔かい恨こんが滲にじむ。イブリスベールの言葉を思い出す。

　──貴き様さまが教えを請こうべき相手は、俺ではない……

　そう。古城が頼るべき相手は、イブリスベールではなかった。

　もっと身近に──古こ城じよう自身の中にいたのだ。

　潜在的な魔ま力りよくの強さを決定するのは、固有堆積時間パーソナルヒストリーの総量──すなわち戦せん闘とう経験の多た寡かである。吸血鬼の真しん祖そが恐れられているのは、桁けた外はずれに膨ぼう大だいな〝血の記憶〟を保有しているせいだ。

　そして眷けん獣じゆうとは、自らの意思を持つ魔力の塊かたまりだ。第四真祖の眷獣として、あるいは封印された少女たちの中で、彼らは長い時間を過ごしてきた。

　彼らが持つ戦闘経験は、古城のそれを遥はるかに上回る。吸血鬼としての古城は、アラダールには勝てない。だが、そのアラダールも、第四真祖の眷獣たちの敵ではない。

　それは凪なぎ沙さとアヴローラが、命を賭として古城に伝えたことだった。

　古城が彼らを制御するのではない。彼らの声に耳を傾け、ただ命じるだけでよかったのだ。目の前の敵を蹂じゆう躙りんせよ、と──

「〝高慢者スペルビア〟！　〝暴グ食ー者ラ〟──！」

　右腕の修復を終えたアラダールが、古城の言葉を無視して、己の眷獣に攻撃を命じる。

　空間を斬きり裂いて奇き襲しゆうする刃やいばと、群れをなして襲おそい来る闇やみ色いろの短剣たち。

　しかし古城は、それらを無造作に迎撃した。

　空間を切り裂く刃を、水銀色の鱗うろこに覆おおわれた双そう頭とうの龍りゆうが、隠かくれ潜ひそむ異空間ごと抉えぐり取る。甲こう殻かく獣じゆうが吐き出す銀色の濃のう霧むが、短剣の群れをボロボロに腐ふ食しよくさせていく。

「くっ……！」

　古城の反撃の気配を察したアラダールが、自らの肉体を闇色の霧きりに変えて逃れようとする。

　そんな彼の周囲に吹き荒れたのは、魔力を帯びた暴風だ。陽かげ炎ろうのように揺らめく緋ひ色いろの双角獣バイコーンが、荒れ狂う風の障しよう壁へきで、霧きり化かしたアラダールの逃走を防いでいる。

「逃がすと思うか？」

　古城が無感情な声で吐き捨てた。再び実体化したアラダールの全身を、針のように細く尖とがらせた無数の熔よう岩がんの杭くいが刺し貫つらぬく。がっ、と苦く悶もんの声を洩もらして、アラダールは沈ちん黙もくした。不死身の吸血鬼を苛さいなむ、永えい劫ごうの苦痛──その戦術を古城に教えてくれたのは、アラダール自身だ。

「降伏しろ、アラダール。俺たちは頭に来てるんだ、これ以上、くだらない決けつ闘とうを続けたいのなら──」

　怒りに燃える古城が召しよう喚かんしたのは、青白き水すい妖よう──水の精霊ウンデイーネだ。再生を司つかさどるその眷獣は、アラダールの固有堆積時間パーソナルヒストリーを巻き戻し、彼の存在そのものを消滅させる。

　しかし古城が、その水妖を解放する直前──

「そこまでだ、古城」

　力強い誰だれかの手が、古城の右腕をつかんで止めていた。

　金色の霧をまとったディミトリエ・ヴァトラーが、満足そうな笑みを浮かべて立っている。

　古城は真紅に燃える瞳ひとみでヴァトラーを睨にらみ、乱暴に彼の手を振り払った。しかし古城を見返すヴァトラーの表情は穏おだやかだ。そして〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかいは、厳おごそかな口調で宣言する。

「決けつ闘とうは、終わりだヨ」

　古こ城じようは、どこか呆ぼう然ぜんとした表情で彼の言葉を聞いた。なにを言われているのかわからない。アラダールはまだ敗北を認めていないのだ。古城は彼を倒さなければならない。グレンダを護まもらなければならない。そして唯ゆい里りと志し緒おを取り返す。なぜならそう約束したからだ──

　混乱した意識の中でそんなことを考える古城を、ヴァトラーは愉たのしげに眺ながめていた。

　そして、もう一度ゆっくりと宣言する。

　キミの勝ちだ──と。

　　　　　　　　　　４

　古城が、眷けん獣じゆうたちの召しよう喚かんを解除する。

　熔よう岩がんの杭くいから解放されたアラダールが、支えを失って地面に落下した。それでも彼が無ぶ様ざまに転がるようなことはない。瓦が礫れきに片手を突きながら、燃えるような瞳ひとみで古城を睨にらんでくる。

「手出しをするな、ヴァトラー……まだ決着はついていない……！」

　激しく喀かつ血けつしながらも、アラダールが戦闘の続行を主張する。しかしヴァトラーは、冷淡な微笑ほほえみで同どう胞ほうの吸血鬼を見下ろした。

「往おう生じよう際ぎわが悪いな、アラダール──心配しなくても、相手は世界最強の吸血鬼だ。敗北してもキミの評価が下がるようなことはない。観客の皆も満足してくれたサ」

「黙だまれ……俺は、貴き様さまらのくだらん評価のために戦っていたわけじゃない」

　アラダールの殺気が、微笑ほほえむヴァトラーへと向けられる。実直なアラダールらしい物言いに、ヴァトラーは愉快そうに声を上げて笑った。

「キミは、期待どおりの仕事をしてくれた。キミの役目はもう終わりだ」

「役目……だと……ヴァトラー、貴様……！」

　苦しげな呼吸を続けながら、アラダールが目つきを険しくする。龍族ドラゴンの娘を巡るこの決闘が、ヴァトラーの手によって最初から仕組まれていた可能性に気づいたのだ。

　アラダールの戦闘続行の意思が途切れたことを確認して、古城は薄うすく息を吐く。

　そんな古城たちのすぐ傍そばで、空間が揺らぐ気配があった。

「──こじょう！」

　波紋のように広がる空間転移用の門ゲートから姿を現したのは、白いドレス姿のグレンダだった。続いて見慣れた制服の雪ゆき菜な。最後にフリルまみれの衣装を着た那な月つきが現れる。

「こじょう！　かった、こじょう！」

　ドレスが汚れるのも気にせずに、涙目のグレンダが古城にしがみついてくる。その衝しよう撃げきに、古城は、ぐお、と息を詰まらせた。アラダールに負わされた傷が、まだ治りきっていないのだ。

「先輩……お怪け我がは……!?」

　全身のあちこちから流血している古こ城じようを見て、雪ゆき菜なが思い詰めた表情で訊きいてくる。グレンダも「いたい？」と不安そうに目を潤うるませた。

「俺はいい。それよりも、凪なぎ沙さを──」

　頼む、とかすれた声で告げる古城に、雪菜は無言でうなずいた。

　凪沙はぐったりと目を閉じたまま、夏か音のんの腕に抱かれている。青ざめた肌に生命の温ぬくもりは感じられない。投げ出された四し肢しは完全に弛し緩かんして、魂たましいのない人形を見ているようだ。

　彼女の昏こん倒とうの原因が、眷けん獣じゆうを使し役えきした反動だとしても、古城にはどうすることもできない。世界最強の吸血鬼などと呼ばれていても、第だい四よん真しん祖そが持つ能力は、破壊する以外にはほとんどなんの役にも立たないのだ。この場で凪沙を救える者がいるとしたら、それは訓練を受けた霊れい媒ばいである雪菜だけだろう。

　しかし、駆け寄ろうとした雪菜を目で制して、浴衣ゆかた姿の少女が口を開く。

「此この者ものの刻ときは尽き果てた。今は戦乙女ヴアルキユリアの巫み女この力で、御み霊たまを繫つないでいるに過ぎぬ」

「……凪沙が……助からないと言いたいのか？」

　六番目ヘクトスと名乗った少女を睨にらんで、古城が訊いた。

　輝かがやくような碧あおい目を細めて、虹にじ色いろの髪の少女が冷ややかに首しゆ肯こうする。

「人の身で我ら眷獣の器うつわを宿し、その力を振るわば、斯かくの如ごとき結末を迎えるは必ひつ定じようであろう」

「おまえっ──」

「先輩、駄だ目めです！」

　激げつ昂こうして六番目ヘクトスにつかみかかろうとした古城を、雪菜がしがみつくようにして制止した。

　六番目ヘクトスを責めたところで、凪沙が助かるわけではない。古城にもそれはわかっている。それでも凪沙がこの場に現れたことと、六番目ヘクトスは無関係ではないはずだ。

「ユスティナさん、救急車をお願いできましたか？」

　取り乱す古城からつらそうに目を逸そらし、夏音が護ご衛えいの女おんな騎き士しへと呼びかけた。夏音の背後に控えていたユスティナが、御ぎよ意い、と身を屈かがめ、無線機を取り出す。

「手配は無用だ。私が運ぶ」

　昏睡する凪沙の肩に手を置いて、そう言ったのは那な月つきだった。

　夏音は、那月の意図を察したのか、戸惑うこともなく即座にうなずく。その直後、凪沙と夏音の姿は、ゆっくりと虚こ空くうに溶けこんで消えた。

「で、殿でん下か……!?」

　護衛対象が消滅したことに、ユスティナが焦りの表情を浮かべる。騒さわぎ出す銀髪の女騎士を、那月が面倒くさそうに見返した。

「すまんが、叶かな瀬せ夏音にはもうしばらくつき合ってもらうぞ。今の暁あかつき凪沙は、叶瀬が送りこんでいる霊れい力りよくで、なんとか命を繫いでいる状態だからな」

「叶かな瀬せが……そうか……」

　古こ城じようは弱々しく呟つぶやいて目を閉じる。

　アルディギア王家の血を引く夏か音のんは、絃いと神がみ島じまの住民の中でも、おそらく最高クラスの霊れい力りよくの持ち主だ。さすがに模造天使エンジエル・フオウ化していた頃ころとは違って、人間の限界の範囲内に留とどまっているものの、それでも彼女の霊力量が桁けた外はずれであることに変わりはない。その夏音の霊力を借りることで、凪なぎ沙さはかろうじて衰弱死を免れていたらしい。

「二人は私の結界に送った。一時凌しのぎだが、しばらくは保もつはずだ」

　那な月つきが無ぶ愛あい想そうに補足する。彼女の結界とは、〝監かん獄ごく結けつ界かい〟と名付けられた特殊な異空間のことだろう。魔ま導どう犯罪者を幽ゆう閉へいするために生み出されたその世界では、時間が流れることはない。

　少なくとも結界内にいる間は、凪沙の状態が悪化することはないはずだ。

「悪いな……那月ちゃん。助かった……」

　脱力して倒れそうになる古城を、同じく安あん堵どの表情を浮かべた雪ゆき菜なが支えた。グレンダも、雪菜の真ま似ねをして古城の腕を抱いている。二人の手を借りて、どうにか転倒を免れる古城。

　一方のアラダールはすでに肉体の修復を終えて、自分の足で立っていた。どちらが勝者だか見分けのつかない光景だ。

　そのアラダールを不ふ遜そんに睨ねめ上げて、那月が唐とう突とつに問い質ただす。

「さて、答えてもらおうか、ヴェレシュ・アラダール──なぜ貴き様さまは、龍族ドラゴンの幼よう体たいを確保しようとした？　聖せい域いき条約機構がグレンダを恐れる理由はなんだ？」

「……聖域条約機構？」

　古城は、聞き慣れない組織名に眉まゆをひそめた。

「聖域条約のことは知っているな、暁あかつき古城」

「あ、ああ……まあ」

　それくらいは、と古城はうなずいた。

　聖域条約とは、魔族と人類の戦争を終わらせるために締てい結けつされた和平条約だ。魔族に人類と同等の権利を認める代わりに、魔族にも国際法の遵じゆん守しゆを要求している。

　その条約が成立しなければ、人類と魔族の殺し合いは今も続いていただろうし、絃いと神がみ島じまが〝魔族特区〟として、存在することもなかっただろう。

「聖域条約機構というのは、その条約加盟国によって構成された国際機関だ。人類と魔族間の平和維持と、共存の実現を目的としている。〝戦せん王おう領りよう域いき〟も参加国の一員だ。日本もな」

「……あんたは、その聖域条約機構のためにグレンダを捕まえようとしてたのか？」

　なぜだ、と古城がアラダールに目を向けた。アラダールは〝戦王領域〟帝国議会議長だ。彼がグレンダを確保しようとした理由も、〝戦王領域〟の都合だと思っていた。だが、聖域条約機構のような国際機関が絡からんでいたとなると、話がまるで違ってくる。

「その質問にはボクが答えてあげるヨ──」

　戸惑う古こ城じようたちに向かって、軽けい薄はくな口調で名乗りを上げたのはヴァトラーだった。その場にいた全員の視線が、金髪の青年吸血鬼へと向けられる。

「よせ、ヴァトラー！」

　アラダールが鋭い口調で言った。しかしヴァトラーは構わずに続ける。

「聖せい域いき条約機構の目的は、人類と魔ま族ぞく間の平和維持だ。そして、その障害を排除するために、武力を行使する権限を与えられている」

「武力？」

「聖域条約機構軍──彼らのことだよ」

　問い返す古城に向けて、ヴァトラーがスマートフォンを放り投げてくる。高精細の画面には、カクカクとした解像度の粗い動画が表示されている。

　軍事衛星がとらえた、上空からの映像だ。

　映っているのは軍ぐん艦かんだった。飛行甲かん板ぱんを備えた巨大な空母。それに随ずい伴はんする巡じゆん洋よう艦かん。装そう甲こう飛行船の姿もある。画面で確認できるだけでも、その数は二十隻せきを超えていた。小国であれば、簡単に制圧できるほどの大艦隊である。

　動画の隅すみに書きこまれた日付は、二月十三日──今日だった。衛生通信による若じやつ干かんの誤ラ差グはあるものの、ほぼリアルタイムの中継映像らしい。

「つい先ほど聖域条約機構は日本政府に通達を送った。絃いと神がみ島じまと呼称される人工島を、聖域条約によって禁止された大規模破壊魔ま具ぐだと認定する──とね。要するに絃神島をこれから破壊する、と言ってるのサ」

　ヴァトラーが、殊こと更さらに同情したような口振りで告げてくる。その言葉に激しく動揺したのは、雪ゆき菜なだった。

「絃神島が……大規模破壊魔具……!?」

「なるほど。考えたものだな……絃神島を日本固有の領土ではなく、巨大な魔具という扱いにしたわけか。単なる魔具なら、日本政府の同意がなくても破壊できるからな」

　那な月つきが忌いま々いましげに鼻を鳴らす。どういうことだ、と古城は彼女たちの反応を見比べた。

「待てよ……魔具ってなんだ？　絃神島は、ただの浮ギ体ガ式フ構ロ造ー物トだろ？」

「絃神島を祭さい壇だんとすることで〝聖せい殲せん〟が再現可能だということを、絃神冥めい駕がは証明した──」

　困惑する古城を睨にらんで、那月が言う。古城は黙だまって首しゆ肯こうした。咎神カインが生み出した、世界そのものを改変する禁断の術式──その威力を古城は知っている。

「〝聖殲〟は、世界規模の大異変を引き起こし得る凶悪な魔ま導どう災害だ。そして絃神島は、その災害の構成要素だ。聖域条約機構の判断は、理不尽な裁定とは言い切れまい。いささか一方的ではあるがな」

　那月の説明に同意するように深くうなずいて、ヴァトラーは暗い水平線へと目を向けた。

「聖域条約機構軍として臨時編成された多国籍艦隊は、すでに南みなみ硫黄いおう島とう沖おきに集結している。早ければ今夜には絃いと神がみ島じまの包囲を終えるだろうね」

「俺たちは……絃神島の住民はどうなるんだ？」

　古こ城じようが、焦しよう燥そうを滲にじませた声で訊きく。絃神島は、太平洋のド真ん中に浮かぶ人工島だ。人口は約五十六万人。絃神島が破壊されば、もちろん彼らは無事では済まない。

「攻撃開始までに十二時間の猶ゆう予よが与えられる。その間にどこへなりと避難するがいい」

　答えてきたのは、ヴァトラーではなくアラダールだった。感情のこもらない事務的な口調は、明らかに意図したものだろう。

「……十二時間……だと？」

　古城は言葉を失った。日本本土から遠く離はなれた絃神島への交通手段は限られている。五十六万もの人間を、たった半日で避難させることなど不可能だ。聖せい域いき条約機構も、おそらくそれを知っている。彼らには最初から、絃神島の住民を避難させる気はないのだ。

「聖域条約機構の裁定を覆くつがえす方法は？」

　雪ゆき菜なが硬い声でアラダールに問いかける。しかしアラダールは無言で首を振るだけだ。

「聖域条約機構に楯たて突つく度胸が日本政府にあれば話は別だが、それは望み薄うすだろうな。ちっぽけな人工島ひとつのために、世界を敵に回すのは馬ば鹿かげている」

　那な月つきが自じ嘲ちよう混じりに冷たく笑う。古城はやり場のない怒りに拳こぶしを震ふるわせた。それを不安そうに見つめていたのはグレンダだ。鏡鉄鉱ヘマタイトを思わせる鋼はがね色いろの美しい瞳ひとみが、傷だらけの古城の姿を映している。その瞬しゆん間かん、古城はかすかな疑問を抱いた。

「待てよ、ヴェレシュ・アラダール……だったらどうして、あんたはグレンダを処分しようとしたんだ？　絃神島を攻撃する直前のこのタイミングで……」

　絃神島が破壊されれば、グレンダも無事ではいられない。なのになぜ、アラダールは彼女を殺そうとしたのか。第だい四よん真しん祖そとの決けつ闘とうという、不要なリスクを冒おかしてまで──

「それは、彼女が護まもり手てだからサ」

　沈ちん黙もくを続けるアラダールに代わって、ヴァトラーが弾むような声で呟つぶやいた。

　アラダールの表情が驚きよう愕がくに凍った。古城たちはそれに気づかない。

「護り手……？」

　古城がグレンダを見つめて訊きいた。グレンダは、なにも知らない、と慌あわてて首を振る。

　ヴァトラーは、一人静かに、陶とう酔すいしたような笑みを浮かべている。それは壮大な実験を終えて、望みどおりの答えを手にした科学者のような微笑ほほえみだ。

「そう……咎きゆう神しんカインが残した〝遺産〟の護り手──情報の〝器うつわ〟だヨ」

　その言葉に劇的に反応したのは、アラダールと那月だった。

「ヴァトラー、なぜ貴き様さまがそれを知っている!?」

「ちっ──そういうことか、蛇へび遣つかい！」

　アラダールが剣けんの眷けん獣じゆうを召しよう喚かんし、那月が銀色の鎖を放つ。それらを撃ち落としたのは、ヴァトラーが放った魔ま力りよくの奔ほん流りゆうだ。その攻撃的な魔力は、やがて全長十数メートルにも達する巨大な蛇の姿へと変わる。〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかい──ディミトリエ・ヴァトラーの眷けん獣じゆうだ。

「暁あかつき古こ城じよう、グレンダを護まもれ！　ディミトリエ・ヴァトラーの本当の目的は、〝聖せい殲せん〟だ！」

　那な月つきが古城を振り返って叫ぶ。古城がその意味を理解する前に、ヴァトラーは眷獣に攻撃を命じていた。

「〝娑シヤ伽カ羅ラ〟──」

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　完全に実体化を終えた眷獣が、巨大な顎あぎとを開いて、古城たちを襲おそった。それを迎撃したのは、雪ゆき菜なだった。彼女がギグケースから引き抜いた銀色の槍やりが、蛇の眷獣を正面から迎え撃つ。

　眷獣がまき散らす膨ぼう大だいな魔力が、眩まばゆい銀光に斬きり裂かれて呆あつ気けなく消滅した。〝雪霞狼〟の銘を与えられた雪菜の槍は、獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器。ありとあらゆる結界を斬り裂き、魔力を無効化する破は魔まの槍なのだ。

「七式突撃攻魔機槍シュネーヴアルツアーか……流石さすがだ、よく防いだ」

　ヴァトラーが、雪菜を賞賛するように拍手をする。

　その間にも那月が放った銀ぎん鎖さが、傷ついたヴァトラーの眷獣を搦からめ捕とり、アラダールの剣けんたちがヴァトラーの本体をめがけて殺到する。

　それでもヴァトラーは笑みを絶やさず、ただ無造作に右手を上げた。レストランでワインを注文するかのような、洗練された気き障ざな所しよ作さで──

「ならば、これはどうかな──」

　無防備に立っていたヴァトラーを、禍まが々まがしい深紅の輝かがやきが包みこむ。那月の銀鎖が弾け飛び、アラダールの剣の眷獣が、跡あと形かたもなく消滅した。

　ヴァトラーを覆おおう輝きの正体は、太古の魔法文字を内包した微細な粒子だ。

　その粒子の一粒一粒が、それぞれ強大な呪力を秘めた魔法陣なのだ。それら深紅の光の粒子が、次第に密度と輝き度どを増していく。

「この力……！」

「まさか……〝聖殲〟……!?」

　古城と雪菜が絶句する。咎神カインが遺のこした最凶の禁きん呪じゆ──〝聖殲〟は世界を書き換える魔術だ。

　その威力を古城たちは、かつて嫌いやというほど味わっている。第だい四よん真しん祖その眷獣や、〝雪霞狼〟の魔力無効化能力でも、あの深紅の輝きは防げない。〝聖殲〟に対抗できたのは、模造天使エンジエル・フオウと化した雪菜の膨大な神しん気きだけだったのだ。

「そうか、蛇遣い──貴き様さま、絃いと神がみ冥めい駕がの〝血の記憶〟を奪うばったな」

　那月が冷静な声で指摘する。

「正解だヨ、〝空くう隙げきの魔女〟」

　長大な牙きばを剝むき出して、ヴァトラーが笑った。

　古こ城じようの全身から血の気けが引く。失しつ踪そうした絃いと神がみ冥めい駕がを喰くって、彼の持つ〝聖せい殲せん〟の知識を手に入れた──ヴァトラーはそう語っているのだ。

　絃神冥駕に同情したわけではない。彼は魔ま導どう犯罪者で、ある意味ではすでに死んだ人間だった。そしてヴァトラーはそんな冥駕の血を吸って、彼の記憶をも自らの中に取りこんだのだ。

　新たな力を、手に入れるために。

　それこそが吸血鬼本来の在り方だと、古城に見せつけるように──

「でも、いったい誰だれが〝聖殲〟の魔ま術じゆつ演算を……？」

　雪ゆき菜ながどこか怯おびえた声で、最後の疑問を口にする。

　古城の心臓が大きく跳ねる。

　咎きゆう神しんの魔術である〝聖殲〟は、その強力さの代だい償しようとして、凄すさまじい量の魔力の消費と、人間には処理不可能な膨ぼう大だいな魔術演算を要求する。吸血鬼であるヴァトラーといえども、単独ひとりで使いこなせるような代しろ物ものではない。

　人工島である絃神島は、その〝聖殲〟を発動するための、祭さい壇だんとして設計されていた。

　太平洋上を流れる龍りゆう脈みやくによって〝聖殲〟発動に必要な魔力はまかなわれる。

　魔術演算を代行するのは、人工島を制御する五基のスーパーコンピューターだ。

　もっとも、絃神島がいかに優すぐれた祭壇でも、それだけでは〝聖殲〟は制御できない。咎神の魔術を完全に制御できるのは、神の領域に到達できる天才的なプログラマーだけなのだ。そしてそれほどの電脳遣いプログラマーは、ただ一人しか確認されていない。

　ゆえに人々は彼女を呼ぶ。

　カインの巫み女こ、と。

「まさか……」

　古城のうめきが声になる前に、ヴァトラーの攻撃が放たれていた。深紅の輝かがやきが埠ふ頭とうを覆おおい尽くし、古城たちの足あし下もとを、美しく透きとおった氷の結晶へと変えた。

　物質の存在そのものを変容させる〝聖殲〟の攻撃だ。

　その結晶がひび割れて、粉々に砕け散る。氷の破片が雪のように舞い上がり、古城と雪菜は、重力に引かれて為なすすべもなく落下した。

　グレンダが古城の手を離はなす。咄とつ嗟さに龍の姿に戻ろうとしたのだ。だが彼女が翼つばさを広げる前に、砕け散る氷の中から伸びてきた巨大な腕が、グレンダを抱えこんでいた。

「グレンダ……！」

　微細な氷の粒に沈みながら、古城は必死に手を伸ばす。

　グレンダを捕らえていた巨大な腕の正体は、金属製のマニピュレーターだった。真紅の有脚戦車ロボツトタンクが埠頭の地下から現れて、グレンダをかっ攫さらって行ったのだ。

　有脚戦車ロボツトタンクがまとっているのも、禍まが々まがしい〝聖殲〟の輝きだ。そして戦車の肩の上には、少女が一人、両脚を揃そろえて座っている。華やかな髪型の女子高生だ。

「浅あさ葱ぎ……なんで、おまえが……」

　戦車の上の少女を見つめて、古こ城じようは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　浅葱は、そんな古城を見下ろして唇くちびるを動かす。ごめん、と彼女の声が聞こえた気がした。

　氷の結晶と化した埠ふ頭とうのあちこちで、崩ほう落らくが始まっていた。裂け目から海水が勢いよく流れこみ、それが崩壊を更さらに加速させていく。

　浅葱を乗せた有脚戦車ロボツトタンクは加速して、夕ゆう闇やみの中へと消えていく。

　ヴァトラーの姿もすでにない。埠頭の上に残っているのは傷ついたアラダールと那な月つきだけだ。

「先輩──！」

　氷ひよう塊かいに銀色の槍やりを突き立てた雪ゆき菜なが、古城に向かって懸命に手を伸ばしている。

　しかし古城はそれに気づくこともなく、凍こごえる海水の中に浮かんでいた。
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　クルーズ船〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船倉に近い一室で、手首を縛しばられたままの志し緒おが窓の外をのぞいていた。夜を迎えた港は暗く、狭い丸窓からでは外の様子はよくわからない。

「静かになったね。決けつ闘とうが終わったのかな？」

　水着にパーカーだけの心こころ許もとない服装で、唯ゆい里りが不安そうに呟つぶやいた。

　彼女も志緒と同様に、背中側で両手を縛られている。ブルーエリジアムでヴェレシュ・アラダールに敗れて捕まった結果が、この有あり様さまだ。最初はもっと丁てい寧ねいにもてなされていたのだが、警告を無視して幾いく度どとなく逃走を図ったため、こんな扱いになってしまったのだ。

　ちなみにあまりにも反抗的な志緒のせいで、次に脱走したら二人でフリフリ衣装の魔ま法ほう少しよう女じよのコスプレをしてもらう、ときつく脅おどされていたりする。そんなこんなで志緒たちは、迂う闊かつに逃げ出すこともままならない状況なのだった。

「暁あかつき古こ城じようが負けたのか……」

　志緒が弱気な声を出す。暁古城とアラダールが、グレンダを賭かけて決闘するという情報は、志緒たちにも前もって知らされていた。だが、さっきまで絶え間なく続いていた強大な魔力の応おう酬しゆうが、今はぱったりと止やんでいる。おそらく決着がついたのだ。

「まさか。古城くんは第だい四よん真しん祖そだよ。世界最強の吸血鬼だよ」

　唯里が少しムキになって、志緒の言葉を否定する。正月の神かん縄なわ湖この事件以来、唯里はなぜか暁古城に甘いのだ。

「だけど相手は第一真祖の懐ふところ刀がたなだろ。暁古城は吸血鬼の能力を完全に使いこなせるわけじゃないみたいだし、決闘ってルールの中だと、普通に負けることもあるんじゃないのか」

　志緒は冷静に指摘した。そしてふと独ひとり言ごとのような口調になって、

「それに暁古城は、未熟というか、ちょっと頼りないんだ。真祖にしては」

「仕方ないよ、若いんだし。牙が城じようさんと比べるのは可哀かわい想そうだよ」

「がっ……暁牙城の話なんか今はしてないだろ！」

　志緒が声を上うわ擦ずらせながら反論する。しかし唯里は、志緒の抗議を平然とスルーして、

「もし本当に古城くんが負けちゃったら、わたしたちどうなっちゃうのかな？」

「……わからないな。聖せい域いき条約があるからそんなひどい扱いはされないと思うけど、私たちがセヴェリン侯こうを攻撃したのも事実だから……」

　そう言って志緒は唇くちびるを嚙かんだ。志緒たちは獅し子し王おう機き関かんの任務でグレンダを護ご衛えいしていたのだが、それで〝戦せん王おう領りよう域いき〟の要人であるアラダールとの交戦が正当化されるかというと、微妙なところだ。志緒たちはいまだ試用期間中の見習い攻魔師であり、肝心のグレンダ護衛も失敗している。〝戦王領域〟との外交問題に発展するくらいなら、獅子王機関に切り捨てられる可能性のほうが高かった。

「やっぱり拷ごう問もんされたりするのかな。獅し子し王おう機き関かんの機密情報を訊きかれたり──」

「い、いや、それはないだろ。そもそも機密情報なんてほとんど知らされてないし──」

「じゃあ、人身売買とか……性的な産業に売り払われたりとか……」

「ば、馬ば鹿か。いくらなんでも〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族がそんな破は廉れん恥ちな真ま似ねするはずが……」

　内心の不安を隠かくして志し緒おが言い返す。現在、志緒たちを拘束しているのは、人格者として知られたアラダールではなく、悪名高きディミトリエ・ヴァトラーだ。決けつ闘とうが終わって人質としての価値を失った志緒たちを、彼がどう扱うつもりなのか、正直なところ見当がつかない。

「志緒ちゃん」

　船室に近づいてくる誰だれかの足音に気づいた唯ゆい里りが、志緒に小声で警戒をうながす。

「下がってろ、唯里」

　そう言って志緒は、船室のドアに近づいた。見張り役の船員が入ってきたら、即座に襲おそいかかって人質にできる体勢を取る。唯里はそんな志緒をたしなめるように首を振り、

「志緒ちゃん、駄だ目め！　抵抗したら今度こそコスプレになっちゃう！」

「人身売買されるよりマシだろ！」

　志緒が自分に言い聞かせるように叫ぶ。たしかに魔ま法ほう少しよう女じよのコスプレをした写真を関係者にばらまかれたりした日には、攻魔師として大切なモノを失う気がするが、だからといってこのまま虜りよ囚しゆうの身に甘んじていていいわけがない。

　そう決意して身構える志緒の目の前で、船室のドアが開かれた。隙すきのない足取りで入ってきたのは、銀髪の少年だ。冷たい刃物を連想させる、美しい顔立ちの吸血鬼だった。

「お、男……!?」

　予期せぬ魔族の出現に、志緒は動揺して固まった。全寮制の女子校で訓練に明け暮れて育った志緒は、同期の煌きら坂さか紗さ矢や華かほどではないにせよ、微妙に男性に苦手意識があるのだ。

　そんな志緒の怯おびえを敏感に察したのか、唯里が脚を震ふるわせながら少年の前に立ちはだかる。

「志緒ちゃんには手を出さないで。わたしはどうなってもいいから、志緒ちゃんだけは──」

「ば、馬鹿、唯里！」

　志緒が慌あわてて唯里を押しのけ、二人は互いに庇かばい合うような姿になった。吸血鬼の少年は、勝手に騒さわぎ立てている志緒たちの姿を、鬱うつ陶とうしげに眺ながめて溜ため息いきをつく。

「あらあら、ジャガン卿きよう……この子たちに、なにをなさったんですか？」

　続いて船室に入ってきた女性が、少年を見上げて面白そうに訊いた。青ブルーのスーツを身に着けた、しっとりとした雰ふん囲い気きの美女である。彼女の言葉で志緒たちも、銀髪の少年の正体に気づく。〝戦王領域〟の貴族──トビアス・ジャガン。ヴァトラーの腹ふく心しんとも呼ばれる〝旧ふるき世代〟の吸血鬼だ。

「知るか。こいつらが勝手に騒ぎ出しただけだ」

　ジャガンが不ふ機き嫌げんな口調で言う。彼の手に握にぎられていたのは銀色の長ちよう剣けんと、格納状態の洋よう弓きゆうだった。六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスと六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス──アラダールとの戦せん闘とうで失われたはずの、唯ゆい里りと志し緒おの武器である。ジャガンはそれらを無造作に、船室のソファの上へと置いた。

　青いスーツの女性に手招きされて、小柄な影が飛びこんできたのはその直後だ。鋼はがね色いろの髪をなびかせながら、飼い主に抱きつく犬のような勢いで志緒たちにしがみついてくる。

「ゆいり！　しお！」

「グレンダ!?」

「無事だったのか？」

「だっ！」

　小柄な影の正体はグレンダだった。見るからに高価な白いドレスを着て、綺き麗れいなティアラを被かぶっている。彼女が浮かべているのは歓かん喜きの笑み。身体からだ全体で喜びを表して飛び跳はねる。

「古こ城じようくんが勝ったんですか？　セヴェリン侯こうに？」

「ええ。それはもう素晴らしいご活かつ躍やくでした」

　声を弾ませて尋ねる唯里に、スーツの女性が柔らかく微笑ほほえんだ。

「俺はあのような無ぶ様ざまな戦いを勝利とは認めん。アラダール殿は甘すぎる」

　拗すねた子どものような口調でジャガンが言う。古城がアラダールに勝利した事実を、素直に受け入れたくないらしい。

「私たちは解放してもらえるのか？」

　志緒が戸惑いながら確認する。スーツの女性はうなずいて、

「ええ。ですがその前に、ご一緒にお食事などいかがです？」

「しょくじ？　ごはん？」

　グレンダが耳ざとく聞きつけて振り返った。鋼色の長い髪が、尻尾しつぽのように左右に揺れる。

「はい。皆様にお目にかけたい方もいらっしゃいますし」

　スーツの女性が思わせぶりに告げてくる。唯里が深くうなずいた。

「行こう、志緒ちゃん」

「唯里？」

「今さら私たちを騙だます理由はないよね。その気になれば、いつだって処分できたんだし」

「……たしかに、このまま手ぶらで帰ったら、師し家け様に申し訳が立たないな。せめて状況くらいは把は握あくしておかないと。煌きら坂さかにもなにを言われるか……」

「ごはん、ごはん、ごはんー……」

　ご機嫌で鼻歌を奏でながら、グレンダはスーツの女性についていく。志緒と唯里はそれぞれの武ぶ神しん具ぐを手に取ると、緊張した足取りで彼女たちのあとを追いかけた。

　ジャガンは不機嫌な表情のまま、列の最後尾についた。彼の役目は志緒たちの監視なのだろう。積極的に会話に参加する意思はないらしい。

　船の内部は、志し緒おたちが予想していた以上に広大だった。カフェやラウンジには、重武装の護ご衛えいを引き連れた外国人客の姿が多い。彼らが着ている民族衣装は、志緒たちには馴な染じみのないものだ。おそらく日本との交流が少ない、聖せい域いき条約機構非加盟国の人々なのだろう。

　スーツの女性は志緒たちを連れて、船内でも特にセキュリティの厳重な最上部に近いエリアへと入っていく。ＶＩＰ用のスイートルームである。

　部屋に入るなり志緒の視界に飛びこんできたのは、無ぶ骨こつな近代兵器だった。重武装を施ほどこした真紅の有脚戦車ロボツトタンクだ。

「うわっ!?」

　入室者の体温に反応して複ふく眼がんを模もしたセンサーがぐりぐりと動き、驚おどろいた志緒が唯ゆい里りにしがみつく。グレンダはなぜか慣れているらしく、戦車を見てもほぼ無反応。そして唯里は戦車を見上げて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを洩もらしていた。

「この戦車……たしか神かん縄なわ湖このときの……」

「神縄湖……？」

　最初の驚きからどうにか立ち直り、志緒は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

　丹たん沢ざわの山中にある神縄湖は、志緒たちが初めてグレンダと遭そう遇ぐうした場所だ。有脚戦車ロボツトタンクの操縦者が、あの場に居合わせたのだとすれば、それは偶然では片付けられない奇縁といえる。

　そしてその丸っこい戦車の背後、部屋の奥から聞こえてきたのは、緊張感の乏しい幼い声だ。

「浅あさ葱ぎさん、ピザのおかわりを持ってきてください。タマネギは抜きでお願いします」

「女帝殿、拙せつ者しやは肉を所しよ望もうするで候そうろう。それから頼んでおいたゲーム機用の充電ケーブルは持ってきてくれたでござるか？」

「ああもう、うっさいなあ。いつからここは託児所になったのよ？」

　やたら特徴的な女子が三人、リラックスした雰ふん囲い気きでテーブルを囲んでいる。

　一人は名門女子校の制服を着た、可愛かわいらしい顔立ちの小学生。もう一人はスクール水着風の操縦服を着た、赤毛の小柄な少女だった。

　そして三人目は制服をオシャレに着崩した、華やかな髪型の女子高生だ。

「あ、来た来た。こっちこっち！」

　部屋に入ってきた志緒たちの姿に気づいて、その女子高生がヒラヒラと手招きする。彼女の顔を凝ぎよう視しして、唯里がパチパチと目を瞬またたいた。

「藍あい羽ば浅葱……さん？」

「あれ？　どこかで会ってたっけ？」

　ソファの上であぐらをかきながら、女子高生が首を傾かしげてくる。志緒は驚いて目を見張り、

「藍羽浅葱って、ローカルアイドルの？」

「それはもういいから……忘れて、お願い」

　浅葱がぐったりとうつむいた。どうやら志緒は、触れてはいけない彼女の過去に触れてしまったらしかった。唯ゆい里りがすぐにフォローするように首を振り、

「わたし、神かん縄なわ湖こで一度会ってるから。古こ城じようくんの同級生ですよね？」

「……古城くん？」

　唯里の何気ない物言いが引っかかったのか、浅あさ葱ぎが警戒するように目を細めた。しかし彼女は、まあいいか、と投げやりに肩をすくめて、志し緒おたちに空いている席を勧めてくる。

　テーブルに置かれていたのは宅配ピザやお菓子、ペットボトルのジュースなど。まるで女の子同士のお泊まり会のような雰ふん囲い気きだ。トビアス・ジャガンの不ふ機き嫌げんな様子も、この雰囲気と無縁ではないだろう。

「しかし、どうしてあなたがアルデアル公の船にいるんだ？　あなたは暁あかつき古城の彼女じゃなかったのか？」

　浅葱の向かい側に腰掛けて、志緒は真ま面じ目めな口調で訊きく。

「か、彼女……？」

　ピザの切れ端をくわえていた浅葱が、不意を衝つかれたように小さく咳せきこんだ。そんな彼女の初うい々ういしい反応を、志緒は少し意外に思う。見た目の派手さに反して案外純情な性格らしい。

「違うのか？　煌きら坂さかのやつがそう言ってたんだが……」

「そ、そうなんだ。煌坂さんがあたしのことを……へーえ……」

　どうにか平然を装いながらも、藍あい羽ば浅葱は嬉うれしそうだ。実際には、紗さ矢や華かは浅葱について、暁古城が手を出している女子の中の一人、と言っていたのだが、それは黙だまっておくことにする。

「あの、藍羽浅葱？」

「ああ、ごめん。アルデアル公ってヴァトラーさんのことだっけ。取り引きしたの」

「取り引き？」

「そ。あたしがヴァトラーさんに協力する。ヴァトラーさんもあたしに手を貸してくれるってことで、お互いの利害が一致したわけ」

「は……はあ」

　志緒は曖あい昧まいにうなずいた。相手がなにを言っているのかわからない。あのディミトリエ・ヴァトラーと対等に取り引きする女子高生──志緒の理解を超えた存在だ。

「もしかしてタルタロス・ラプスに狙ねらわれていたカインの巫み女こというのは、あなたなのか？」

「あー……なんかそんなこともあったわねえ」

　浅葱がうんざりしたように頭上を仰あおぐ。その反応で志緒も少しだけ納得した。彼女がカインの巫女ならば、ヴァトラーと対等に渡り合うことも不可能ではないだろう。

「そのカインの巫女が、私たちになんの用だ？」

「いちおう説明しておいたほうがいいかな、と思って」

　そう言って浅葱は、唯里たちの顔を見回した。二人の小学生は行ぎよう儀ぎよくソファに腰掛けて、志緒たちの会話を静かに聞いている。

　浅あさ葱ぎは、ふふん、と得意げに笑い、

「ほら、グレンダちゃんが狙ねらわれた理由、知りたくない？　ついでにグレンダちゃんの正体も」

「藍あい羽ばさん、知ってるの？」

　唯ゆい里りが身体からだを乗り出して訊きいた。

「それはもう、カインの巫み女こですから」そう言って浅葱が胸を張る。「あと、あたしのことは浅葱でいいからね」

「あさぎ！」

　グレンダが浅葱の隣となりで人ひと懐なつこく笑った。よしよし、と浅葱がグレンダを撫なでる。

「信用してくれる、あたしのこと？」

「だ！」

「ありがと。じゃあ、コード認証よ、グレンダ」

　うなずくグレンダの瞳ひとみを覗のぞきこみ、浅葱は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　彼女の左手に握にぎられていたのは可愛かわいらしいピンクのスマートフォンだ。その画面に不細工なぬいぐるみ風のアイコンが浮かんで、邪じや悪あくに笑う。

　浅葱の言葉を聞いた唯里が、青ざめた顔で立ち上がる。しかし唯里が止める前に、浅葱は、その呪文コードを唱となえ終えている。

「正統ナル後継者トシテ49 72657175657374 72656c6963我ハ遺産ヲ要求スル6173 737563636573736f72──！」

　　　　　　　　　　２

　古こ城じようは、柔らかなベッドの上で目を覚ました。

　真新しいマンションの一室だ。家具や私物が少ないせいで、やけに無機質な印象を受けるが、部屋の主あるじはどうやら女性らしい。壁のハンガーには何着ものドレスが掛かっており、残り香ががかすかに甘く香る。ドレスの正体はおそらくメイド服だ。

「気がついたか、古城。存外に早かったな」

　横たわる古城の頭上から、どことなく偉そうな声が聞こえてくる。ぼやける古城の視界に映ったのは、身長三十センチにも満たないエキゾチックな容姿の人形だった。

「ニーナ……？」

　かつて古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師しと呼ばれていた液体金属生命体──ニーナ・アデラードを見上げて、古城が訊きく。現在のニーナは叶かな瀬せ夏か音のんのペットとして、南みな宮みや那な月つきのマンションで飼われていたはずだ。

「この部屋は？」

「アスタルテの寝室だ。那月が主ヌシをこのマンションに連れて帰った。ヴェレシュ・アラダールとの決けつ闘とうで、力を使い果たして倒れたらしいな」

　未熟よの、とニーナが呆あきれたように笑う。そう言いつつも古こ城じようが意識を取り戻すまで、いちおう見守ってくれていたらしい。

「そうか……浅あさ葱ぎ……あいつ、グレンダを連れてどこに行った!?」

「〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかいの船なら、絃いと神がみ島じまの沖合に停泊中だそうだ」

「ヴァトラーの船に乗ってんのか……？」

　古城が混乱に頭を抱える。浅葱がジャガンと一緒にいた段階で、すぐに気づくべきだった。

　ヴァトラーの腹ふく心しんであるジャガンが、意味もなく浅葱との接触を持つはずがない。おそらくなんらかの理由があって、浅葱はヴァトラーと手を組んだのだ。だとすればグレンダの強ごう奪だつは、その目的のための手段のひとつに過ぎないはず──

「今のところ〝戦王領域〟の蛇遣いめに目立つ動きはないようだが、なにしろ相手が相手だからな。特区警備隊アイランド・ガードも迂う闊かつには手が出せまい。もっとも人工島管理公社に、彼ヤ奴ツのことを気にする余裕があるとも思えんが」

　ニーナが達観した口調で指摘する。古城が倒れていた間にも、聖せい域いき条約機構軍の艦かん隊たいは絃神島へと近づいているのだ。人工島管理公社の職員たちは、その対策だけで手一杯だろう。正式な絃神市民ですらない龍族ドラゴン誘ゆう拐かい事件のために、特区警備隊アイランド・ガードを動かしてくれるとは思えない。

　くそ、と口汚く罵ののしって、古城は勢いよく上体を起こした。

「俺の制服はどこだ？」

「喜べ。この妾ワシが手ずから繕つくろっておいてやったぞ。ほれ、そこに」

　ニーナがベッド脇わきのテーブルを指さした。古城の制服はアラダールとの戦せん闘とうでボロボロだったから、錬れん金きん術じゆつで直してくれたというのはありがたい。しかし、テーブルに置かれていたのは彩さい海かい学がく園えんの男子の制服ではなく、眩まばゆい光こう沢たくを放つ金色のタキシードだ。

「おい……なんだ、あれは？」

「だから貴き様さまの着替えであろうが。気を利きかせて少しばかり見み栄ばえよく改良しておいたがな」

「どこが改良だっ!?」

　古城がたまらず絶叫した。どうやらニーナは制服を修理するだけでなく、ついでに繊せん維いの分子構造をも変化させていたらしい。錬金術の奥おう義ぎ、物質変成だ。

「お笑い芸人の舞台衣装みたいになってんじゃねーか！　戻せ、今すぐ！」

「やれやれ、主ヌシよ、センスがないのう……ナウいのに」

「おまえにだけはセンスがどうとか言われたくねえよ……」

　古城はうんざりと目元を覆おおう。ニーナはぶつぶつと愚ぐ痴ちりながらも、金ピカのタキシードを元の制服へと戻した。その騒そう々ぞうしいやりとりを聞きつけたのだろう。ちょうど古城が着替え始めたところで、控え目なノックの音がした。

　古城が返事をするのを待って、雪ゆき菜ながドアを開けて入ってくる。続いて現れたのは、藍あい色いろの髪をした人工生命体ホムンクルスの少女──アスタルテだ。

「……先輩？　もう起きて大丈夫なんですか？」

　ベッドに座る古こ城じようを見て、雪ゆき菜なが不安そうな表情を浮かべた。負傷や出血のことだけでなく、浅あさ葱ぎに裏切られたという精神的なダメージを気き遣づかっているらしい。

　彼女に迷惑をかけてしまったことを古城は素直に反省し、

「ああ、悪い。もう大丈夫だから」

「そんなふうには見えませんけど」

　立ち上がって強がる古城の姿に、雪菜が小さく溜ため息いきを洩もらす。彼女はそのまま古城の前に歩み寄り、制服の襟えり元もとに手をかけた。シャツのボタンを段違いに留めていたことに、古城はそこでようやく気づく。起き抜けでぼーっとしていた上に、急いで服を着たせいだ。

「あまり心配させないでくださいね」

　苦笑混じりにそう言いながら、シャツのボタンを留め直してくれる雪菜。古城はそんな彼女の前髪に、ふらふらと誘われたように顔を近づけた。

「姫ひめ柊らぎ……なんか、いい匂においがするな……」

「は、はい!?」

　唐とう突とつな古城の発言で、雪菜の全身に緊張が走る。

　やれやれ、とニーナが嘆息する気配があった。

「古城よ……世話を焼いてくれている女子おなごの体臭を嗅かぐのはどうかと思うぞ」

「エロス……」と無表情に呟つぶやくアスタルテ。

「違っ……そういう変な意味じゃなくてだな、純粋になんか甘い匂いがすると思って……」

「意外に元気そうで安心しました」

　雪菜は皮肉っぽい口調でそう言って、いーっと白い歯を剝むいた。そのくせきっちりと古城のボタンを最後まで留め直しているところが彼女らしい。

　古城は、言い訳を諦あきらめて無言で首を振り、

「アスタルテ、今は何時だ？」

「二十三時五十六分四十秒。間もなく深夜零れい時じです」

「五時間近くぶっ倒れてたのか……」

　人工生命体ホムンクルスの少女の正確な答えに、古城は漠然と焦りを覚える。

　アラダールとの決けつ闘とうが行われたのは日没直後。そのあとグレンダが強ごう奪だつされて、けっこうな時間が経たっていた。浅葱たちの目的がなんであれ、それが果たされている可能性は低くない。

「那な月つきちゃんは？」

「教官マスターの現在地はリビングと回答。案内を開始します──」

　カーナビのような口調でそう言って、アスタルテは迷路のように入り組んだマンションの廊ろう下かを歩き出す。古城たちは慌あわてて彼女を追いかけた。やがて辿たどり着いたリビングのソファでは那月が一人優雅にティーカップを傾けている。焦りなど微み塵じんも感じさせない、普ふ段だんどおりの彼女の姿だ。

「ようやくお目覚めか、暁あかつき古こ城じよう」

　ティーカップをそっとテーブルに戻して、那な月つきが傲ごう然ぜんと問いかけてくる。

　古城は、席を勧められる前に彼女の前に座った。余計なやりとりをする時間が惜しい。

「凪なぎ沙さはどうなってる？」

「今はまだ私の結界の中だ。心配は無用だ。叶かな瀬せ夏か音のんもついてるしな」

　不ぶ躾しつけな古城の質問にも、那月は表情を変えなかった。〝監かん獄ごく結けつ界かい〟は、永遠に眠り続けるという代だい償しようと引き換えに、彼女が構築した夢の中の異世界だ。凪沙の消耗を防ぐだけなら、時間の静止した那月の結界より安全な場所はない。ただし時間の流れが止まっているということは、一切の回復が期待できないということでもある。

「とはいえ、今の暁妹は霊れい力りよくが枯こ渇かつした不安定な状態だからな。あまり長く結界内に置いておくと、私の夢に侵しん蝕しよくされる恐れがある。できるだけ早く外に出したいところだな」

「それまでに凪沙を救う方法を探せってことか──」

　古城が苦悩するように目を伏せた。

　凪沙の主治医は母親の暁深み森もりだが、彼女はあくまでも科学者だ。魔ま術じゆつに対する造ぞう詣けいは深くない。今の凪沙を彼女に診みせても、有効な治療は期待できないだろう。

　そもそも、娘が第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうに霊力を吸い尽くされた──などというおぞましい事情を、深森に説明できるはずもない。その第四真祖の正体が、彼女の実の息子であれば尚なお更さらだ。

「藍あい羽ば先輩とは、連絡がつきませんか？」

　沈ちん黙もくする古城を気き遣づかうように、雪ゆき菜なが不意に話題を変えた。

　残念だが、と那月が首を振る。

「矢や瀬ぜからのメールにも反応がないそうだ」

「浅あさ葱ぎ……あいつ、なんでヴァトラーなんかに手を貸してるんだ？」

　古城が顔を上げて那月を見た。那月は不思議そうに古城を見返し、

「それは自分の胸に訊きいてみたらどうだ、暁」

「は？　俺は浅葱になにもしてないぞ。あいつの機き嫌げんを損ねるようなことはなにも……」

　咎とがめるような那月の言葉に、古城が本気で反論する。

　那月はそれを冷ややかに見返して、

「惚ほれた相手に合わせて、好みや性格が変わる女というのはたまにいるからな。藍羽が貴き様さまを見限って、あの蛇へび遣つかいに乗り換えたと考えるのが自然に思えるが──」

「それのどこが自然なんだよ!?　だいたい浅葱は恋愛とかそういうキャラじゃねえだろ!?」

「そう思ってるのは貴様だけだ、馬ば鹿かめ……」

　那月がめずらしく気落ちしたような表情を浮かべる。その場にいた古城以外の全員が、示し合わせたように一斉に溜ため息いきをついた。なんだこの空気、と古城は居心地の悪い気分になる。

「仮に恋愛がらみだとしても、なんでいきなり浅あさ葱ぎがヴァトラーに惚ほれるんだ？　いくらなんでも趣味が悪すぎるだろ？」

「〝戦せん王おう領りよう域いき〟の戦闘狂バトルマニアと第だい四よん真しん祖そ──たいして差があるとは思えんな。それに少なくともやつのほうが、貴き様さまより金持ちで顔もいい」

「うるせえよ！」

　古こ城じようはふて腐れたように頰ほお杖づえを突いた。どうやらこれ以上、那な月つきに訊きいても無む駄だらしい。

　浅葱がヴァトラーに惚れたという可能性はたしかに否定できないが、それが彼女らしからぬ行動と感じるのも事実だ。あの抜け目のない浅葱がヴァトラーに騙だまされたり、ましてや洗脳されているとも思えない。もっと明確な利害関係があると仮定したほうが自然だ。でなければ、浅葱がグレンダを強ごう奪だつした理由が説明できない。

「そう言えば、聖せい域いき条約機構軍ってヤツはどうなったんだよ？」

　古城が再び話題を変えた。那月は無言でうなずいて、壁に埋めこまれたテレビのスイッチを入れる。人工島管理公社が運営しているケーブルテレビ局のチャンネルだ。

「依然、多国籍艦かん隊たいは、絃いと神がみ島じまに向かって接近中だ。公社の連中は対策に追われて大おお騒さわぎだろうな。そろそろ公式発表があるはずだ」

「公式発表……か」

「すでに噂うわさは広まり始めているからな。これ以上は隠かくし通せないという判断だろう。不確実な情報の流る布ふはパニックを引き起こす危険がある」

「だけど真実を伝えたからって、パニックが起きないとは限らないだろ？」

　古城が意地悪く言い返す。そうだな、と那月は無感動に応じた。

「だから混乱の流れを誘導するつもりなのだろう。被害が少なくて済む方向にな」

「そういうことか……くそ……」

　古城も渋々と納得した。聖域条約機構が、絃神島に攻撃を仕掛けようとしているのは、あやふやな推測などではなく既き決けつ事項──まぎれもない事実なのだ。そして、人工島管理公社はもとより、日本政府にもその決定に抗う力はない。根本的な解決は不可能なのだ。今の人工島管理公社にできるのは、犠ぎ牲せいを少しでも減らすことだけ。そのための情報公開なのだろう。

　もっとも残されたわずかな時間では、脱出可能な島民がはたしてどれだけいるか──

「姫ひめ柊らぎ、獅し子し王おう機き関かんからなにか連絡は？」

「師し家け様からは、なにも……剣けん巫なぎ一人でどうにかできる規模の話ではありませんし」

　雪ゆき菜ながうつむいて拳こぶしを強く握にぎる。獅子王機関が想定している任務の対象は、魔ま導どう犯罪者によるテロまでだ。国家レベルの戦争は、もはや獅子王機関の管かん轄かつ範囲を超えている。

　だが、古城は真ま面じ目めな顔で雪菜を見つめて首を振り、

「いや、そうじゃなくて、姫柊一人だけなら先に脱出させてもらえるんじゃないか？　なんか政府の特別なルートでさ。剣巫は獅子王機関の貴重な戦力なんだろ？　姫柊はもともと絃神島の人間ってわけじゃないんだし──」

　冷静な口調で告げる古こ城じようを、雪ゆき菜なが啞あ然ぜんとした表情で見つめていた。

〝聖せい殲せん〟の事件に関かかわった者として、古城は現在の絃いと神がみ島じまの状況に対して、多少の責任を感じている。聖せい域いき条約機構軍の攻撃が、もはや避けられないものだとしても、その前にできるだけ多くの島民を脱出させる──そのためなら、多国籍艦かん隊たいを相手に戦う覚悟すら決めている。

　もっとも第だい四よん真しん祖その力をもってしても、あの大艦隊を全滅させるのは不可能だろう。なにしろ聖域条約機構の背後には、本物の吸血鬼の真祖たちが控えているのだ。古城が生きて帰れる可能性は皆無に近い。そんな無む謀ぼうな戦いに、雪菜を巻きこむわけにはいかない。

　どのみち監視対象である古城が死ねば、雪菜が絃神島にいる理由もなくなるのだ。ならば、先に彼女だけでも逃がしてやりたい、と古城は思う──が、

「古城……もしかして、主ヌシは馬ば鹿かなのか？」

　心底呆あきれたようにそう言って、ニーナが哀あわれむように古城を見た。

　那な月つきはさらに冷淡な視線を古城に向けてきて、

「なるほどな。藍あい羽ばに捨てられるのも道理だな」

「同意。直ちに発言の撤てつ回かいと謝罪を推すい奨しよう」

　常に無表情なアスタルテまでもが、冷え冷えとした口調で告げてくる。

　敵意に満ちた彼女たちの反応に、古城はひどく戸惑いながら、

「なんでだよ？　俺はべつにおかしなことは言ってないだろ。くだらない任務なんかのために絃神島に残ってないで、姫ひめ柊らぎはさっさと本土に帰ればいいんじゃ──」

「わたしは──っ！」

　古城の言葉を無理やり遮さえぎって、瞬しゆん間かん、激げつ昂こうしたように雪菜が叫んだ。彼女がここまで感情を剝むき出しにしたのは、古城が知る限り初めてだ。その凄すさまじい剣幕に古城は度ど肝ぎもを抜かれる。

「お、おう？」

「……わたしは、先輩の監視役というくだらない任務がありますので、最後まで残ります！　残りますからね！」

　雪菜が怒りを爆ばく発はつさせたのは一瞬だ。彼女はすぐに感情を抑え、古城を睨にらみつけながらそう言った。有無を言わせぬ口調だった。

「いや……だけど……」

　なおも反論しようとした古城を、雪菜がひと睨みで黙だまらせる。古城は諦てい観かんしたように天井を見上げた。テレビの画面が、唐とう突とつに切り替わったのはその直後だ。

「始まったか」

　紅茶のカップを傾けて、那月が静かに呟つぶやいた。

　画面に映っているのは記者会見の会場だ。何本ものマイクに囲まれて、スーツ姿の若い男が座っている。人工島管理公社都市管理室長の矢や瀬ぜ幾かず磨ま。古城たちの同級生である矢瀬基もと樹きの兄である。

『急きゆう遽きよ番組を変更して、緊急速報をお送りします。これより人工島管理公社が、絃いと神がみ市民の皆様に向けて臨時の記者会見を開くということで──』

　緊張した顔つきの男性アナウンサーが、カメラに向かって原稿を読み上げる。

　その映像が、突然乱れた。代わりに映し出されたのは、電脳空間をイメージさせるデジタル処理された暗い空間だ。ニューススタジオを思わせるデスクが、その空間にポツンと浮かんでいる。デスクに座っているのは、古こ城じようのよく知っている少女だった。

「あ……浅あさ葱ぎ？」

「藍あい羽ば先輩……!?」

　古城と雪ゆき菜なが同時にうめいた。ニュースキャスター風のスーツと赤い伊だ達て眼鏡めがねを身に着けた浅葱が、テレビカメラ越しに古城たちを見つめている。

『絃神市民の皆様、こんばんは。藍羽浅葱です』

　浅葱が、いつになく知的な口調で語り出す。どちらかといえば彼女にとっては、こちら側が〝素す〟なのだと古城は知っていた。古城が最初に出会ったころの浅葱は、こんなふうに大人びた印象の真ま面じ目めな少女だったのだ。

『人工島管理公社と日本政府に代わって、これより重要なお知らせをしたいと思います。まずはこちらの映像をご覧ください──』
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　浅あさ葱ぎの背後に動画が浮かび上がる。聖せい域いき条約機構軍の多国籍艦かん隊たいだ。古こ城じようたちが最初に見たときに比べても、軍艦の数が明らかに増えていた。

『すでにご存じの方もいらっしゃるでしょうが、今から六時間前、聖域条約機構が日本政府に対して、絃いと神がみ島じまを大規模破壊魔ま具ぐとして認定したとの通告を行いました』

　視聴者がＳＮＳに投稿したコメントが、画面の隅すみに映し出されて流れていく。

　最初は浅葱の容姿に対する賛辞や、彼女を揶や揄ゆするような内容がほとんどだった。だが、それらは、やがて真剣なものへと変わっていく。浅葱の実況が単なるイタズラではないと、彼らもすぐに気づいたのだ。

『これにより聖域条約機構は多国籍軍からなる艦隊を編成──通告から十二時間後の本日午前六時以降、絃神島に対する攻撃が行われることになっています』

　視聴者たちの反応が、たちまち驚きよう愕がくや困惑に染まった。ネット上のあちこちで熱心な議論が巻き起こる。おそらくそのうちの何割かは、浅葱が仕組んだプログラムによる誘導だろう。彼女の主張を裏付けるデータが、猛もう烈れつな勢いで拡散されていく。

『残念ながら残されたわずかな時間では、絃神島の全島民を脱出させることは困難です。また、絃神島在住の二万を超える魔族の方々を受け入れる都市は、日本国内にはありません』

　そう言って浅葱は言葉を切った。あまりにも衝しよう撃げき的な告白に、画面を流れていく視聴者の反応が加速する。恐怖と混乱、非難と怒号の言葉が渦うず巻まく中、浅葱は美しく微笑ほほえんだ。

『かかる横暴な聖域条約機構の振る舞いに対して、私は徹底抗戦を提案いたします──』

「徹底抗戦……!?」

　雪ゆき菜なが怯おびえたように息を吞のむ。

「あの艦隊と戦う気なのか!?　どうやって……!?」

　古こ城じようが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。人工島管理公社が保有するのは、島内の魔ま導どう犯罪者を取り締まるためのわずかな戦力だけだ。あの強大な多国籍艦隊に対抗できるはずがない。

　その疑問に答えるように、浅葱の隣となりに新たな人影が現れた。純白の三つ揃えスリーピーススーツに身を包んだ吸血鬼の青年だ。ＳＮＳのコメント欄らんが、再び驚愕に埋め尽くされる。

『本作戦は〝戦せん王おう領りよう域いき〟特命全権大使であるアルデアル公ディミトリエ・ヴァトラー閣かつ下かとの同盟に基もとづいて行われます。また、モスクワ皇こう国こく、アメリカ連合国ＣＳＡをはじめとする全世界二十二の国と地域が、私たちの支援を表明してくださっています』

　画面に映し出された世界地図に、いくつもの光が点灯する。ヴァトラーへの支援を表明した国の領土が、赤く輝かがやいて表示されているのだ。対する聖域条約加盟国の国土は、黒く塗りつぶされていく。かくして世界は絃神島を中心に、赤と黒、ふたつの陣営へと分断されていた。中立国を示す白い部分が、圧倒的に少なく感じられる。

『この絃神島防衛作戦への参加は強制ではありません。避難を望む方は、可能な限り速すみやかに絃神島を脱出してください。私たちも可能な限り、皆様の安全な避難を支援いたします』

　浅あさ葱ぎがそう言ってにこやかに微笑ほほえむ。彼女の瞳ひとみに浮かんでいるのは、古こ城じようがよく知る強気な輝かがやきだ。

『ですが、どうかご安心ください。私たちは、聖せい域いき条約機構の横暴に対抗するだけの戦力があります。これよりそれをご覧に入れましょう。絃いと神がみ島じまを守護する咎きゆう神しんの遺産を──』

　浅葱が、デスクに置かれていたスマホの画面にそっと手を触れた。

　その瞬しゆん間かん、とてつもない衝しよう撃げきが絃神島を駆け抜けた。四方から吹き寄せる爆ばく風ふうで、人工島全体が木この葉はのように揺さぶられる。地震や台風などの自然災害とは、完全に異質な衝撃だ。

　それは喩たとえるなら島全体が、見えない巨大な腕につかみ上げられた感覚に近い。否いな、実際に島の周囲の海面が隆りゆう起きしているのだ。無人機による空撮映像が、その様子を克明に伝えてくる。

　割れた海面から現れたのは、見知らぬ鋼はがね色いろの城壁だった。

　城壁の内側には大小様々な建物が密集し、壮そう麗れいな宮殿や広場が見える。

　あるいは巨大な砲台や銃じゆう座ざ、港や滑かつ走そう路ろらしき施設も見える。

　その姿は古代の遺跡のようでもあり、同時に未来的な宇宙船のようでもあった。

　激しく空間を歪ゆがませながら、洋上に忽こつ然ぜんと現れたのは、絃神島を遥はるかに凌しのぐ巨大な人工島だ。

　絃神島を中心に、星雲状に渦うずを巻きながら、鋼色の超大型浮体式構造物ギガフロートが、夜の海面を埋め尽くしていくのだ。

「同じだ……俺が異ノ境ドで見た景色と……」

　激しい既き視し感かんに襲おそわれて、古こ城じようは無意識に立ち上がる。

　古城は、その都市の姿を知っていた。咎きゆう神しんの魔ま具ぐが生み出す異ノ境ドの侵しん蝕しよくの中で、一瞬だけ目にした残留思念──そこに刻まれていたのが、この都市の風景だったのだ。

「これが、咎きゆう神しんの〝遺産〟……」

　画面に映る光景を眺ながめて、雪ゆき菜なが溜ため息いきのような呟つぶやきを洩もらす。

　美しくも禍まが々まがしい人工島の景色は、それが都市であると同時に、戦争のために造られた城じよう塞さいであることを示していた。咎きゆう神しんの〝遺産〟と呼ばれた街は、巨大な軍事要塞だったのだ。

　それは咎きゆう神しんカインの軍勢が、〝聖せい殲せん〟という魔術の名を冠かんした戦争で、実際に使用した兵器なのだろう。そして新たな〝聖殲〟の使い手である浅葱とヴァトラーが、その要塞都市を再び甦よみがえらせたのだ。

　龍族ドラゴンの少女が持つ〝護まもり手て〟の力を使って──

「そうか、浅葱……おまえは、このためにグレンダを……！」

　テレビの画面からはすでに浅葱たちの姿は消えている。映し出されているのは、巨大な要塞都市の風景だけだ。古城は、なぜか懐なつかしいその景色を、ただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　　　　　　　　　　３

「はい、オッケーですー」

　オシアナス・ガールズの金髪美女が、そう言ってマイクのスイッチを切り替えた。

　クルーズ船〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船内に設置された、簡易放送スタジオの中である。絃いと神かみ島じまの放送ネットワークを強引に乗っ取った、生中継の海賊放送を終えたところだ。

「お疲れさまー。バッチリでしたよ。ネットの反はん響きようも凄すごいことになってます」

　黄色いタブレット端末を持ったディレクター役の少女が、浅あさ葱ぎに冷えたミネラルウォーターを運んでくる。浅葱はそれをひと息で飲み干して、ぐったりとデスクに突っ伏した。

「まさかこんなところで、アイドルとして顔を売ったのが役に立つとはねー……」

　役目を終えた伊だ達て眼鏡めがねを放り投げ、複雑な気分で溜ため息いきをつく。

　浅葱が、絃いと神がみ島じま復旧の旗頭シンボルとして、ローカルアイドルの活動をやらされていたのは、つい先日のことだ。おかげで無む駄だに有名になって、浅葱個人としては散々迷惑したのだが、結果的にそれが奏功した。普通の女子高生がテレビで徹底抗戦を訴えたところで、耳を傾ける者はいなかったはずだ。

「聖せい域いき条約加盟国の反応はどう？」

　堅苦しいジャケットを脱ぎ捨てながら、浅葱がリディアーヌに質問する。

「モグワイ殿の予想シミユレーシヨンどおり、今はまだ各国とも様子見の段階でござるな。実際に多国籍艦かん隊たいに被害が出れば、交渉に応じる国も出てくるでござろうが……」

「やりすぎると絃神島の危険性をアピールしちゃうことになるから、難しいところよね」

　そう言って浅葱は頰ほお杖づえを突いた。

　絃神島に接近中の多国籍艦隊は、各国の軍隊の寄せ集めだ。彼らの目的は絃神島の破壊だが、同時に彼らは兵力の損耗を極端に恐れている。

　自国の兵士に犠ぎ牲せい者しやが出ることを、望んでいる国はいないのだ。

　もしも絃神島の抵抗が予想外に激しく、兵士が危険に晒さらされていると知れば、各国の野党や国民は黙だまってはいないだろう。軽率な軍事行動に踏み切った政府を非難する声が高まるはずだ。その隙すきを衝ついて彼らに和平を申し入れる。それが浅葱の計画だった。

　その計画を実現させるためには、絃神島の戦力を最大限にアピールしつつ、実際の人的被害は最小限に抑えなければならない。もしも大量の犠牲者を出せば、絃神島への憎悪が募つのり、本格的な戦争に突入する恐れがあるからだ。

　正直、危険な賭かけだった。それでも絃神島を救う方法は、これ以外になかったのだ。

「モグワイ、〝遺産〟の状況は？」

　浅葱が顔を上げてスマホに呼びかける。

　不細工なぬいぐるみの姿をした補助人工知能ＡＩは、ケケケケッと、いつにも増して愉たのしそうに笑っていた。絃いと神がみ島じまを制御するための五基のスーパーコンピューターは、すでに咎きゆう神しんの〝遺産〟への接続を終えて、それらの機能を掌しよう握あくしつつあるのだ。

『さすがに何千年も放置されてた代しろ物ものだからな。自己修復機能は動いてるみてェだが、動力源の魔ま力りよくが空からっけつだ。充じゆう塡てんにはしばらくかかりそうだぜ』

「絃神島に蓄積されてる大規模魔ま導どう実験用の霊れい気きがあるでしょ。それでなんとかならない？」

『完全復旧とはいかないが、防衛システムの一部だけなら動かせるかもな』

「それで妥協しとくわ、やって」

『あいよ』

　浅あさ葱ぎの命令に気安く答えて、モグワイが〝遺産〟の起動を開始する。

　無反応になったスマホをポケットに戻し、浅葱は自分の船室へと戻った。真紅の有脚戦車ロボツトタンクごと、リディアーヌがそのあとについてくる。おそらく浅葱を護ご衛えいしているつもりなのだろう。

　船室で浅葱たちを待っていたのは、唯ゆい里りと志し緒おだった。

　グレンダはベッドで身体からだを丸めて、それぞれ寝息を立てている。結ゆ瞳めもさすがに眠そうだ。リディアーヌが平然としているのは、夜よ更ふかしに慣れているせいだろう。

「浅葱ちゃん……！」

「この人工島がグレンダの護まもってた〝遺産〟なのか？」

　浅葱に気づいた唯里と志緒が、駆け寄って来て訊きいてくる。

　まあね、と浅葱は曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「異ノ境ドと呼ばれる異世界で、人類を護るための都市というか城じよう塞さいというか避難壕シェルターというか、そんな感じのモノね──現代の言葉でいうと、〝咎の方舟カインズアーク〟って感じかな」

「方舟アーク……」

　唯里が硬い表情で呟つぶやいた。

「ただし積みこまれてるのは動物のつがいではなく、古代兵器の群れでござるがな」

　リディアーヌが冗談めかした口調で言う。表情を強こわ張ばらせた唯里たちを眺ながめて、浅葱は苦笑混じりに首を振り、

「要するに、これも〝聖せい殲せん〟という魔術の一部ってこと。世界改変の能力で、咎神カインの〝遺産〟を丸ごと引き寄せたの。この都ま市ちは咎神カインの兵器庫よ。民たみも兵士も失った彼の、独ひとりぼっちの居城ってわけ」

　浅葱の説明を聞いた唯里たちが、顔を見合わせて沈ちん黙もくした。眠っているグレンダを一いち瞥べつして、志緒が小声で訊いてくる。

「グレンダは……〝護り手〟というのは、どういう意味だったんだ？」

「そのままの意味じゃない？　宝ほう物もつを納めた回かい廊ろうの護り手──わかりやすく言うと〝咎の方舟カインズアーク〟を封印していた異ノ境ドの空間座標を知ってたのが、あの子だったの。咎神カインは彼女に自分の〝遺産〟を託したのよ」

「そっか……それであのときグレンダは、異ノ境ドの侵しん蝕しよくに入っていけたんだ……」

　唯ゆい里りがぼそりと独ひとりごちた。なにか思い当たる出来事があったらしい。

　ふむ、と志し緒おが考えを整理するように眉まゆ根ねを寄せ、

「グレンダがあなたをカインの巫み女こと認めたから、封印が解かれたと理解していいのか？」

「それはちょっと違うかなー……あの子が認めたのは、あたしじゃなくて古こ城じようだから」

　浅あさ葱ぎが天井を見上げながら首を振る。唯里と志緒は、困惑して目を瞬またたいた。

「古城くん？」

「暁あかつき古城は第だい四よん真しん祖そだろう？　咎神カインにとっては敵じゃないのか？」

「だけど、この子は古城に懐なついてた。違う？」

「うん……」

「そういえば……」

　唯里と志緒が腕を組み、むむう、と真剣に悩み始める。しかし浅葱はそれ以上、彼女たちに説明するつもりはなかった。ある程度の仮説は立てているものの、それが本当に真実かどうか、浅葱にも確信があるわけではなかったからだ。

「ともあれグレンダちゃんの役目は終わり。連れて帰ってもらっても構わないけど、どうする？　今すぐ絃いと神がみ島じまの外に出るのは、少し難しいと思うけど」

　困惑するように目を伏せたあと、唯里が浅葱を見つめて訊きいてくる。

「浅葱ちゃんは、本気で絃いと神がみ島じまを護まもるつもりなの？」

「まあ、仕方ないわよね。どのみち聖せい域いき条約機構の連中は攻めてくるんだし。政府が護ってくれないんだったら、自分たちでやるしかないでしょ」

「……どうして、そこまで？」

「あたしは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟育ちだから」

　唯里の真まっ直すぐな瞳ひとみから、少しだけ視線を逸そらして浅葱が答える。そして浅葱は、リディアーヌと結ゆ瞳めの小学生コンビを眺ながめて苦笑し、

「それにあたし一人ってわけでもないしね」

「私はべつに……浅葱お姉さんのためにやってるわけじゃないですし」

　結瞳が頰ほおを赤くして、拗すねたように呟つぶやいた。

「これだけの貴重な実戦データ、滅めつ多たに手に入るものではござらぬゆえな」

　リディアーヌは澄まし顔で答えてくる。

　そのとき、制服に着替えた浅葱の胸元で、スマホがブルッと一度だけ震ふるえた。流れ出してきたのは、妙に人間臭い人工音声だ。

『──嬢じようちゃん、敵の艦かん隊たいに動きが出たぜ。駆く逐ちく艦かんが二に隻せき、艦隊を離はなれた。たぶん先行偵てい察さつのつもりだな』

「まあ、そう来るわよね……結ゆ瞳めちゃん、〝戦車乗り〟」

　モグワイの報告にうなずいて、浅あさ葱ぎが小学生コンビに向き直る。

「はい」

「承知」

　結瞳とリディアーヌは、すぐに立ち上がってうなずいた。細かな指示は必要ない。すべては当初の計画どおりに動いているのだ。

　愛用のノートＰＣを抱えた浅葱が、不敵な笑みを浮かべて叫ぶ。

「あたしたちの島に手を出したこと、後悔させてあげるわ──開戦よ！」

　唯ゆい里りと志し緒おは、気合いを入れている浅葱たちの背中を、戸惑いながら見つめていた。
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　南みな宮みや那なつ月きのマンションは、人工島西地区アイランド・ウエストの高台に建つ彼女の持ちビルだ。那月の部屋は最上階にあり、そのベランダからは本来ならば、遠く水平線まで見渡せるはずだった。

　しかし今、古こ城じようたちの視界に映るのは、螺ら旋せん状に広がる広大な鋼はがね色いろの人工島だけだ。浅葱が顕けん現げんさせた咎神カインの〝遺産〟が、海面を埋め尽くしているのである。禍まが々まがしく歪いびつでありながら、機能的な美しさを感じさせる風景だ。

「さすがは咎きゆう神しんの〝遺産〟……見事なものよな」

　古城の肩に乗るニーナ・アデラードが、他ひ人と事ごとのように吞のん気きな感想を洩もらす。

「でか過ぎるだろ……なんなんだ、この人工島は……」

　古城は頼りなく反論した。実際、その島はあまりにも巨大だった。絃いと神がみ島じまを取り囲む形で、三百六十度すべての方角に、金属の城壁に囲まれた無人の街並みが広がっている。仮に古城が一いつ昼ちゆう夜や走り続けたとしても、島の外周を完走できる気がしない。世界を書き換えるという〝聖せい殲せん〟の威力を、今いま更さらながらに思い知らされた気分だった。

「三さん辺ぺん測そく量りようにより、簡易的に面積を割り出しました」

　ごつい測そつ距きよ儀ぎを持ち出してきたアスタルテが、無感動な口調で告げてくる。

「新規に出現した人工島部分の面積は、絃神島本島の百二十倍から百五十倍と推定。ただし海面上に露ろ出しゆつした部分のみ、および空気屈折率の影えい響きようを無視した参考数値」

「絃神島の百二十倍……？」

「肯定。いくつかの小国の総面積に相当します」

「そんな馬ば鹿かでかいモノを、異空間から引っ張り出したのか──」

　古城は底知れぬ恐怖を覚えて、ゾクリと肩を震ふるわせた。

　小さな人形が倒れるような、軽い音が聞こえたのはその直後だった。異変に気づいた雪ゆき菜なが真っ先に振り返り、素早くリビングへと飛びこんだ。古城も反射的に彼女に続く。

　最初に目に入ったのは、倒れたティーカップだ。テーブルから流れ落ちた紅茶の滴しずくが、白い絨じゆう毯たんの上に血ち溜だまりのような染しみを作っている。その上に横たわっていたのは那な月つきだった。

　ぐったりと目を閉じた小柄な魔ま女じよが、無防備な姿で倒れているのだ。

「南みな宮みや先生……！」

　雪ゆき菜なが那月を抱き上げた。しかし那月の端たん整せいな横顔に、生気が戻る気配はない。

「那月ちゃん？　どうしたんだ、急に……？」

「わかりません。ですが……」

　雪菜が那月の手首に指を押し当てる。那月の脈を取ろうとしたのだろう。しかし雪菜の瞳ひとみに浮かんだのは激しい動揺だった。那月の細い手首からは、なんの反応もなかったのだ。

「死んでる……!?」

　雪菜が信じられないというふうに呟つぶやいた。噓うそだろ、と古こ城じようはその場にふらふらと膝ひざを突く。

　そんな古城の後頭部が、誰だれかに乱暴に小こ突づかれた。続けて雪菜の頭頂部も、ぺし、と小さな手に叩たたかれる。

「勝手に教師を殺さないでもらおうか」

　尊大だがどこか舌足らずな声が、古城たちの背後から聞こえてくる。

　振り返った古城が目にしたのは、ピンクの熊のぬいぐるみを抱き、白いワンピースの寝間着ネグリジェを着た那月だった。思いもよらないその光景に、古城は目を丸くする。豪ごう奢しやなドレスを着たもう一人の那月は、雪菜に抱き上げられたままなのだ。

「南宮先生が……二人？」

「……まさか、生ナマの那月ちゃんなのか？」

　古城は小さく呟いて、熊を抱く那月の頰ほおに手を触れた。無意識に引っ張った那月の頰は柔らかく、彼女の体温が伝わってくる。

「人を生鮮食材みたいに言うのはやめろ」

　寝ね間ま着き姿の那月が、古城の手を乱暴に振り払う。

　その時点で、古城は彼女の正体に気づいていた。ここにいるのは自分自身の夢の中に囚とらわれて、眠り続けるという契約を悪魔と交わした幼い少女──〝空くう隙げきの魔女〟の本体だ。〝監かん獄ごく結けつ界かい〟にいるはずの本物の那月が、今は目覚めて現実世界に現れている。彼女が操っていた身代わりの人形が、動きを止めたのはそのせいだ。

「藍あい羽ばの〝聖せい殲せん〟の影えい響きようだ。咎神カインの〝遺産〟が実体化する際の空間制御が干渉して、私の封印が破壊された。〝監獄結界〟が現出している」

　そう言って那月が舌打ちする。古城もつられて顔をしかめた。晩秋の祭りの夜に目撃した、ものものしい監獄の姿を思い出す。

　南宮那月は、絃いと神がみ島じまでも特に危険な犯罪者たちを、彼らを収監するための監獄ごと、自らが創つくり出した異空間に閉じこめている。それが魔女の力を得るために、彼女が支払った代だい償しようなのだ。

　しかし〝聖せい殲せん〟が引き起こした空間制御の余波が、那な月つきの異空間を破壊した。その結果、那月は夢から醒さめ、〝監かん獄ごく結けつ界かい〟が現実の世界に送り返されてしまったらしい。

「……また波は朧ろう院いんフェスタのときみたいなことが起きるのか？」

　古こ城じようが声を低くした。〝書記ノタリアの魔ま女じよ〟仙都とこよ木ぎ阿あ夜やが起こした魔ま導どう犯罪者の脱獄事件を思い出し、我知らず表情が硬くなる。ただでさえ混乱している今の人工島管理公社には、脱獄囚の相手をしている余裕はないはずだ。

　しかし那月は熊を抱いたまま、無表情に首を振る。

「監獄としての機能には影えい響きようない。あのときとは違う。看守である私の魔力が、失われたわけではないからな」

「──ってことは、魔導犯罪者の連中が外に出ることはないんだな」

「問題は、私が夢から醒めてしまったということだ」

　安あん堵どする古城に釘くぎを刺すように、那月が瞬まばたきもせずに睨にらみつけてくる。

「え？」

「忘れたのか？　暁あかつき凪なぎ沙さの時間が止まっていたのは、あいつが私の夢の中にいたからだぞ？」

「あ……！」

　那月の言葉の意味を理解して、古城は全身の血が凍るような感覚を味わった。

　凪沙を救うための時間の猶ゆう予よは、那月の結界によってもたらされたものだった。現実の時間から切り離はなされた異空間に収容することで、凪沙の容よう態だいはかろうじて安定していたのだ。

　だが、その結界はすでに破壊されいる。今の凪沙は霊れい力りよくの枯こ渇かつした瀕ひん死しの状態で、現実世界へと再び連れ戻されたのだ。

　夏か音のんからの霊力の供給でどうにか命を繫つないでいるが、そんな不安定な状態が、長く続くはずもなかった。凪沙の命を救うには、もはや一刻の猶予もない。

「〝監獄結界〟の封印を、やり直すことはできませんか？」

　質問したのは雪ゆき菜なだった。彼女の声も焦りで上うわ擦ずっている。

「あれを異空間に送り返すには、面倒な儀ぎ式しき魔術が必要だ。どのみち〝聖せい殲せん〟の影響が落ち着くまでは大規模な空間制御は使えない。封印の修復は当分無理だな」

「じゃあ、せめて凪沙ちゃんと夏カ音ノちゃんだけでも──」

「〝監獄結界〟による時間の静止は、私にかけられた呪のろいの副産物に過ぎん。無関係の人間を、都合よく時間の流れから切り離すことはできんよ。残念だがな」

　那月が感情のない声で答えてくる。雪菜は言葉を失なくして沈ちん黙もくした。那月の魔女の力をもってしても、今の凪沙を救うことはできない──それを理解してしまったのだ。

「俺たちを凪沙のところまで運んでくれ。今すぐに！」

　古城が寝ね間ま着き姿の那月に詰め寄った。熊のぬいぐるみを抱きしめたまま、那月がうなずく。

「わかっている。ついて来い」
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　ミサイル駆く逐ちく艦かん〝クロスリー〟の艦長席で、海軍中佐は冷めた不ま味ずいコーヒーを啜すすっていた。

　彼の艦ふねの本来の所属は、北米連合ＮＡＵ太平洋艦隊だが、現在は、聖せい域いき条約機構軍多国籍艦隊の一員として行動中である。〝クロスリー〟の現在地は東京の南方海上、約五百二十キロ地点。大規模破壊魔ま具ぐ〝絃いと神がみ島じま〟の破壊に向かう途中なのだ。

　ブリッジに詰める乗組員たちは、哨しよう戒かい機きから送られてくる情報の解析に忙殺されている。

　絃神島の周辺海域に出現した謎なぞの人工島の全貌は、すでに映像でも確認済みだった。海岸線長は一千キロメートル超──桁けた外はずれに巨大な要よう塞さい都市だ。

「咎神カインの〝遺産〟か──」

　内心の動揺を隠かくして、中佐が冷たく笑う。

「五十万もの民間人を虐ぎやく殺さつするのは気乗りしなかったが、これで少しは楽になったな、副長」

「敵の戦力が不明です。楽になったかどうかは、現時点では判断できません」

　副長席に座った白はく皙せきの少佐が、人間味のない口調で答えてくる。

　高学歴の合理主義者である副長は、中佐の苦手な人種だった。いけ好かない野郎だ、と中佐は心の中で毒どく突づく。人工生命体ホムンクルスのほうがまだ人間らしい。

「無人偵察機ＵＡＶからの映像は？」

　唇くちびるを苛いら立だちに引き攣つらせながら、中佐が訊きいた。副長は愛あい想そのない表情のまま、手に持っていたタブレット端末を差し出してくる。

「ご覧になりますか？」

「なんだ、これは？」

　タブレットに映し出された映像を眺ながめて、中佐は眉み間けんにしわを寄せた。画面の中で陽気に踊っていたのは、幼児向けの漫画カートウーン映画のキャラクターたちだ。

「本艦の無人偵察機ＵＡＶだけでなく、哨戒機や衛星からの映像もすべてこの調子です。戦術データリンクの制御を乗っ取られたようですな」

「ハッキングか？　そんなことが可能なのか？」

「尋常でない技術のハッカーがいれば、あるいは」

　副長が無表情にうなずいた。中佐は無意識に親指の爪つめを嚙かむ。

「本艦の主砲で人工島を直接狙ねらえるか？」

「聖域条約機構が通告した攻撃開始時刻までは、まだ時間がありますが」

「絃神島本島を攻撃するわけじゃない。構わんだろう。攻撃目標の選択は任せる」

　中佐は乱暴にそう言った。たとえ戦術ネットワークが使い物にならなくても、人間が操縦する偵てい察さつ機きや、目視による観測までもが妨害されているわけではない。艦かん砲ぽう射撃を喰くらわせることで、敵の防衛システムや装そう甲こう材質など、多くの情報が得られるはずだった。

「了解アイアイ。二番砲塔、長距離対地攻撃砲弾ＬＲＬＡＰ発射用意。上陸部隊の支援を想定し、沿岸部の構造物を優先破壊目標とする」

『二番砲塔、発射管制シークエンスに入ります』

　副長の指示を乗組員たちが次々に復唱し、艦かん内ないはいっきに臨戦態勢へと突入した。

〝クロスリー〟に搭とう載さいされた一五五ミリ単装砲は、魔ま術じゆつ補助推進弾を使用することで、半径百キロメートルを超える長射程を実現している。絃いと神がみ島じまの周囲に出現した謎なぞの人工島は、すでにその攻撃範囲内だ。

　しかし砲手が攻撃目標の設定を終える前に、通信士が緊迫した表情で振り返った。

「哨しよう戒かい中の〝デュケーヌ〟より緊急通信。海中から本艦へと接近する物体ありとのこと！」

「──潜水艦か？」

　中佐が軽く腰を浮かせた。攻撃型の潜水艦が、絃神島に配備されているという情報は入っていない。しかし相手は咎神カインの〝遺産〟だ。なにが出てきてもおかしくはない。

「対潜水艦戦せん闘とう準備！　ＣシＩーＷウＳスも起動急げ！」

　副長が素早く指示を出す。〝クロスリー〟は同世代の駆く逐ちく艦かんの中でも、もっとも高度な対潜能力が与えられた艦ふねだった。魔術感知を応用した水中探査システムによって、潜水艦のステルス機能をほぼ無効化することに成功している。相手が咎神カインの〝遺産〟だとしても、その優位性は動かない。が──

「映像出ます！」

「……なんだ、こいつは!?」

　艦長席のモニタを見下ろし、中佐は目を剝むいた。機械念写の特徴である青白い画面に、見慣れない物体が映っている。巨大な鯨くじら、あるいは海かい竜りゆうに似た巨大な影だ。深度二千メートル近い深海底を、それは悠ゆう々ゆうと泳いでいた。いかなる対潜ミサイルも、その深さまでは届かない。

「所ア属ン不ノ明ウ艦ンの現在位置は？」

「南西約三十五キロ地点。時速四十ノット以上で本艦に向けて航行中。国ア籍ン不ノ明ウ艦ンの全長は、よ、四千メートル以上……です！」

　悲鳴じみた声で聴ちよう音おん手しゆが叫んだ。ブリッジに激しい動揺が広がる。全長四千メートルを超える潜水兵器など、いまだかつて存在したことはない。ただひとつの例外を除いては──

　その兵器の名を、その場にいる誰だれもが知っていた。

　聖書にも記された海の怪物。神々の創つくり出した世界最強の生物。

　神話の時代の生体兵器──

　戦せん慄りつとともに、中佐は、その化け物の名を口にする。

「レヴィアタン……！」

　　　　　　　　　　６

　岩がん塊かいで覆おおわれた小さな人工島に、石造りの聖堂が建っている。

　その聖堂こそが、絃いと神がみ島じまの魔ま導どう犯罪者たちを収しゆう監かんする、〝監かん獄ごく結けつ界かい〟の本体だった。

　卓越した魔女である南みな宮みや那なつ月きは、自らが生み出した異空間に、その人工島を丸ごと収容していたのだ。絃神島の〝監獄結界〟が、絶対に脱獄不可能と恐れられている所以ゆえんである。

　しかし今、その小さな人工島は、無防備な姿で海上に浮かんでいる。

　絃神島本島の浜辺から、岩塊までの距離は四、五百メートルほど。ふたつの人工島をつないでいるのは、簡易的な構造の浮き橋だ。蜃しん気き楼ろうのようにゆらゆらと、その橋が頼りなく揺れている。〝監獄結界〟周囲の空間が、不安定である証あかしだった。

「急げ、暁あかつき！　ブウウウウーン、ドドドド！　キュイーン！」

「他ひ人との頭の上でブンドド言ってんじゃねえ！」

　寝ね間ま着き姿の那月に向かって、全力疾走しながら古こ城じようが怒鳴る。〝聖せい殲せん〟の余波が残っているせいで、〝監獄結界〟の内部には空間跳躍テレポートができなかったのだ。

　見た目どおりの子どもに戻った那月を途中で置き去りにするわけにもいかず、古城は彼女を背負いつつ、傾いた橋を渡っている。

　そんな古城たちに先さきんじて、聖堂に辿たどり着いたのは雪ゆき菜なだった。消え残った結界の残ざん骸がいを銀色の槍やりで斬きり裂いて、広間の中へと飛びこんでいく。

　その広大な空間にぽつんと取り残されていたのは、同じ制服を着た二人の少女。意識を失って倒れた暁凪なぎ沙さを、叶かな瀬せ夏か音のんが抱きかかえている。

　二人の周囲をうっすらと取り巻いているのは、月光に似た淡い銀色の輝かがやきだ。夏音が放った強い霊れい気きが、凪沙の体内に流れこんでいるのだ。しかし、並外れて強大な夏音の霊力をもってしても、凪沙を回復させるには足りない。滅ほろびかけた凪沙の肉体を維持するだけで精一杯だ。

「叶瀬──！」

「夏カ音ノちゃん！」

　古城と雪菜が、夏音に駆け寄る。夏音は銀髪を揺らして振り返り、安あん堵どしたように弱々しく微笑ほほえんだ。その儚はかなげな笑顔に、古城の胸が軋きしむ。ただでさえ白い夏音の肌からは完全に生気が失われ、目を離はなすと消えてしまいそうな印象すら受けた。彼女の体力も限界が近いのだ。

「お兄さん、怪け我がは治ったんですね……よかった」

　隣となりに屈かがみこむ古城を見つめて、夏音が嬉うれしそうに目を細める。

「俺はいい。それより叶瀬は無事なのか？　凪沙のために、こんなに力を使って──」

　古城が触れた夏音の手は、氷のように冷え切っていた。凪沙の中に眠る第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうが、夏音の体温まで奪うばっているのだろう。

「夏カ音ノちゃんは休んでて。わたしが代わるから──」

　雪ゆき菜ながそう言って凪なぎ沙さに触れた。しかし夏か音のんは、それをやんわりと拒絶する。

「大丈夫でした……わたしには、ほかになにもできないから」

「でも、このままじゃ夏カ音ノちゃんまで……」

「私はまだ平気でした。絶対に凪沙ちゃんを助けます」

　動けない凪沙を庇かばうように、夏音が彼女を両手で抱きしめる。雪菜は苦悩の表情を浮かべて、手を下ろした。自分が夏音の代わりになれないことを、雪菜も本当は理解していたのだ。

　霊れい力りよくの強さだけならば、雪菜は夏音に大きく劣るわけではない。単なる相性の問題だ。

　凪沙に憑ひよう依いする眷けん獣じゆう〝妖姫の蒼氷アルレシャ・グラキエス〟と、氷雪系の魔ま術じゆつを得意とするアルディギア王族の霊力が、たまたま高い親和性を持っていた。だから夏音は、凪沙の霊力を肩代わりすることができたのだ。夏音だけが──

「くそ……どうすりゃいいんだよ……!?」

　古こ城じようが追い詰められた気分で石畳を殴る。

　病院に運ぶべきか、と一いつ瞬しゆん迷い、古城はすぐにその考えを打ち消した。病院では凪沙たちは救えない。それは最初からわかっていたことだ。

　古城の吸血鬼の能力も使えない。第だい四よん真しん祖その眷獣たちは、無差別な破壊以外には、ほとんど役に立たないのだ。かといって、ほかに助けを求める相手も思いつかない。

　そうやって古城が迷っている間にも、夏音たちの消耗が進行していく。

　そのとき誰だれかが古城たちの傍そばに、そっと降り立つ気配があった。

「──しばし休め、戦乙女ヴアルキユリアの巫み女こよ。汝なんじの役目、既すでに果たされり──」

　空っぽの聖堂の中に、歌うような声が響ひびき渡る。古城たちの死角から不意に現れて、夏音の背中に触れていたのは、浴衣ゆかた姿の少女だった。燃えるように輝かがやく碧あおい瞳ひとみの吸血鬼だ。

　夏音の瞳から光が消えた。眠りに落ちた夏音の身体からだが、ゆっくりと倒れて石畳に横たわる。

　倒れた夏音に寄り添いながら、那な月つきが、虚こ空くうから幾いく条じようもの銀ぎん鎖さを撃うち出した。

　銀鎖が、浴衣姿の少女の手脚を搦からめ捕とる。しかし彼女は抵抗しようとはしなかった。

「異界にて構築されし魔女の居城。見み顕あらわすに難なん儀ぎしたぞ」

　全身に鎖を巻きつけたまま、少女は聖堂を見回して薄うすく笑う。

「六番目ヘクトス……どうして、ここに……!?」

　古城はしばらく呆ぼう然ぜんと彼女を見上げ、それからようやくかすれた声で問いかけた。なぜ今になって六番目ヘクトスが再び古城たちの前に現れたのか、その理由がわからない。

　古城とアラダールの決けつ闘とうの現場に、凪沙を連れてきたのは六番目ヘクトスだ。そのせいで凪沙は眷獣を喚よび出し、そして生死の境さかいを彷徨さまよっている。

　だが、その場に夏音を同行させていたのも彼女だった。六番目ヘクトスは凪沙を窮きゆう地ちに追いやり、同時に凪沙を救う手段を用意していたということになる。

「──知れたこと。其その者ものを救うのであろう？」

　雪ゆき菜なに支えられた凪なぎ沙さを見下ろし、六番目ヘクトスが静かな口調で告げた。

　古こ城じようは彼女を見つめたまま、かすかに顎あごを引く。

　銀色の鎖に縛しばられたまま、六番目ヘクトスが笑う。

「ならば支し度たくせよ。これより最後の〝宴うたげ〟の刻ときぞ──」

　　　　　　　　　　７

　北ほつ海かい帝国魔導空挺部隊ＳＡＳのスパーニ上級軍ぐん曹そうは、通信兵の報告を聞くなり、声を上げて笑い出した。聖せい域いき条約機構軍の駆く逐ちく艦かん二に隻せきが、攻撃を受けたという内容だった。

「レヴィアタンだぁ……!?　神々の時代の生体兵器かよ！　さすがは〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかい、とんでもねえものを持ち出して来やがったな！」

　そう言ってスパーニは、背後の海面へと目を向ける。彼の部隊の現在地は、絃いと神がみ島じまの周囲に出現した謎なぞの人工島だった。高高度からのパラシュート降下によって、他国の上陸部隊よりも一足先に、咎神カインの〝遺産〟に辿たどり着いたのだ。

「〝ブルザ〟〝クロスリー〟ともに航行不能、〝デュケーヌ〟も撤てつ退たい中です」

　衛星通信機のヘッドフォンを耳に当て、通信兵が報告を続けた。

「……まあ当然そうなるわな。で、俺たちにレヴィアタンを操ってる夢魔サキユバスを探せってか？」

「神話の怪物相手に戦争やるよりは、マシな選択でしょうな」

「ハッ、違ちげェねえ」

　愛用の機関銃を担かつぎながら、スパーニが愉快そうに唇くちびるの端を吊つり上げる。

　北海帝国が、彼ら魔導空挺部隊ＳＡＳに与えた指令はふたつ。ひとつは聖域条約機構軍の一員として、情報収集を行うこと。もうひとつは他国を出し抜いて、絃神島が保有する魔ま導どう技術を奪だつ取しゆすることだ。夢魔サキユバスの捕ほ獲かくは、その両方の目的を同時に叶かなえてくれるだろう。

　聖域条約機構軍からはレヴィアタンの脅きよう威いを取り除き、そして北海帝国はレヴィアタンを制御する手段を手に入れる。完かん璧ぺきだ。

　帰国後に得られる褒ほう賞しようと名誉を想像し、スパーニは感情の昂たかぶりを覚える。

「──伍ご長ちよう、夢魔サキユバスの精神波の発生源を特定できるか？」

　スパーニがローブを被かぶった女性兵士に訊きいた。彼女は索さく敵てき能力に特化した魔女だった。迷路のように入り組んだこの人工島を、迷わずに移動できるのも、彼女の先導があってのことだ。

「北に……約二キロ……塔の上……」

　伍長が遠方の建物を指さした。廃はい墟きよの街に建つ鋼はがね色いろの塔だ。スパーニはほくそ笑む。

「近いな。よし、フィンとコーテの隊はそれぞれ左右から回りこめ。残りは俺と正面からだ。狙そ撃げきを警戒しておけよ」

　部下たちに矢や継つぎ早ばやに指示を出し、スパーニは自らも移動を開始した。スパーニが率いる部隊はわずか十三人だが、全員が魔ま族ぞくか魔術師だ。そのため通常の特殊部隊にはない、直接的な打撃力を保有している。さすがに、ディミトリエ・ヴァトラーや、〝空くう隙げきの魔女〟南みな宮みや那なつ月きと正面からぶつかるのは避けたいが、夢魔サキユバスの護ご衛えいが特区警備隊アイランド・ガード程度なら、全滅させることも可能だとスパーニは考えていた。

　だが、歩き出して二分も経たたないうちに、陰気な魔女がスパーニを呼び止める。

「見つかった……接近中の機体……あり」

「なに!?」

「十四時方向。距離四百──」

　魔女の言葉が終わる前に、銃弾の雨がスパーニたちを襲おそった。大口径の機銃弾だ。

　それらはスパーニたちの足元を、意味もなく斜めに駆け抜けていった。まるで立ち入り禁止の標識のような、雑な点線が地面に穿うがたれる。

「──対魔族用の無人戦車ＵＦＶか。面おも白しれェもん持ってるじゃねェか！」

　敵の姿を目視して、スパーニは獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

　スパーニたちに攻撃を仕掛けてきたのは、灰色の有脚戦車ロボツトタンクだった。市街地での対魔族戦せん闘とう用に開発された無人兵器だ。この廃はい墟きよの街並みでは、それなりに有効な兵器といえるだろう。

　しかし都市部の犯罪者相手ならいざ知らず、重戦車部隊と互角に戦う魔導空挺部隊ＳＡＳを襲しゆう撃げきするには、その小さな機体はあまりにも非力だった。

　スパーニの部下たちが反撃に転じた。魔導空挺部隊ＳＡＳの主武装は、二○ミリ口径の対物ライフルか、七・六二ミリの電動式ガトリングガン。琥珀金弾頭エレクトラムチツプを使用するそれらの火力は、有脚戦車ロボツトタンクのＦＲＰ装甲を容易に貫通する。

　有脚戦車ロボツトタンクの前脚が黒煙を噴ふいた。その途と端たん、有脚戦車ロボツトタンクは交戦を諦あきらめ、脇わき目めも振らずに撤てつ退たいを始める。スパーニの部下がガトリングガンを撃ちこみ、その哀あわれな戦車を破壊した。スパーニが獣じゆう化かするまでもない。楽勝だ。

「おいおい、もう終わりか？　そんなんじゃ、足止めにもなんねえぞ──」

　肩透かしを喰くらった気分で、スパーニが息を吐く。

　その直後、凄すさまじい閃せん光こうが彼らの眼前を駆け抜けた。

　巨大な刃やいばを思わせる、灼しやく熱ねつの光の奔ほん流りゆうだった。それは数キロメートルにもわたって廃墟の街を貫通し、人工の大地に深い溝を刻んだ。とてつもない威力のレーザー砲だった。

「なんだ、今のは……!?」

　スパーニの全身が恐怖に凍った。最新鋭の巡じゆん洋よう艦かんにも、これほどの威力の光線兵器は積まれていない。そしてなによりもスパーニを恐怖させたのは、そのレーザー砲撃が、有脚戦車ロボツトタンクによる最初の機き銃じゆう掃そう射しやと、寸すん分ぶん違たがわぬ軌道で飛来したことだ。あの銃撃は、本当に警告だったのだ。これ以上進めば、確実に死ぬという警告だ。

『隊長……古こ代だい兵へい器きです！　あれは、クリストフ・ガルドシュの……！』

　通信機から、部下の絶叫が聞こえてくる。スパーニはゆっくりと顔を上げ、そして〝火を噴ふく槍やり〟を放った存モ在ノを確認した。

　分厚い装そう甲こうに覆おおわれた肉体を持つ、獣けものとも昆虫ともつかぬ怪物だ。それは現存するいかなる兵器にも似ていない。それでいて、圧倒的に禍まが々まがしい気配だけが伝わってくる。

「ナラクヴェーラ……だと……！」

　スパーニがギリッと歯は嚙がみした。鋼はがね色いろの廃はい墟きよの街並みから、人工の怪物が次々に現れる。夢魔サキユバスを護まもっているのは、古代兵器ナラクヴエーラだ。ヴァトラーたちが実体化させた咎神カインの〝遺産〟には、防衛機構としての古代兵器ナラクヴエーラの軍勢が含まれていたのである。

「冗談じゃねえぞ！　撤てつ退たいだ！　各自散開、撤退する！」

　部下たちに向かってスパーニが怒鳴った。

　古代兵器ナラクヴエーラが放つ閃せん光こうが、廃墟の街と夜空を真紅に染めていく。

　　　　　　　　　　８

　古こ城じようは、眠り続ける妹を抱き上げて聖堂を出た。

　冷たく冷え切った凪なぎ沙さの手を、雪ゆき菜なが強く握にぎっている。凪沙の生命を維持するために、必要な霊れい力りよくを送りこんでいるのだ。

　だがそれは、乾ききった砂漠に柄ひ杓しやくで水を撒まくような、絶望的な行為でもあった。送りこまれた霊力はたちまち消え去り、凪沙を癒いやすことはない。いずれ破は綻たんが訪れるのは明らかだ。

「六番目ヘクトス……おまえは凪沙を救えるんだな？」

　前を歩く浴衣ゆかた姿の少女の背中に、古城が訊きく。

　消耗した夏か音のんの治療のために、那な月つきは彼女を連れて自宅に戻っていた。〝監かん獄ごく結けつ界かい〟に残っているのは、古城たち兄妹きようだいと雪菜、そして六番目ヘクトスだけだ。

「否いな。其その者ものを救うのは我に非あらず。暁あかつき古城よ、汝なんじと、汝の〝伴はん侶りよ〟なり」

　振り返った浴衣姿の少女が、碧あおい目を細めながら雪菜を見つめた。

　思いがけない六番目ヘクトスの言葉に、雪菜は戸惑いの表情を浮かべる。

「わたしは、なにをすればいいんですか……？」

「暁凪沙を此方こちらへ──」

　漆うるし塗ぬりの下げ駄たを脱ぎ捨てて、六番目ヘクトスは岩だらけの斜面を下りていく。

　古城たちは困惑しながらも彼女を追いかけた。〝監獄結界〟は、岩がん塊かいを寄せ集めたような小さな人工島だ。あっという間に海辺へと辿たどり着く。荒れ果てた砂浜と、小舟を係留するための朽くちた桟さん橋ばし。暗い海面から静かな波が打ち寄せている。

「善よき夜よな」

　六番目ヘクトスはそう言って空を見上げた。

　夜明け前の空には星々が煌きらめき、亜熱帯の湿った風が、彼女の虹にじ色いろの髪を揺らしている。

「こんなところで〝宴うたげ〟ってやつが出来るのか？」

　古こ城じようが苛いら立だったように六番目ヘクトスに訊きいた。六番目ヘクトスは微笑ほほえんで振り返る。その唇くちびるの隙すき間まからは、鋭い犬けん歯しがのぞいている。

「然しかり。汝なんじと我らの居る場所こそが、すなわち〝宴〟の舞台なれば──」

「ヘ、六番目ヘクトス……!?」

　古城が啞あ然ぜんと目を見張った。六番目ヘクトスが浴衣ゆかたの帯に手をかけ、それを無造作に解ほどき始めたからだ。そして彼女は躊ちゆう躇ちよなく、着ていた浴衣を脱ぎ落とす。

　夜よ目めにも白い少女の裸ら身しんに、刹せつ那な、古城は目を奪うばわれた。

「おまえ、その浴衣、下着なしで着てたのか……!?」

「先輩、そこは気にするところじゃないです」

　雪ゆき菜なが無感情な声で指摘する。しかし困惑しているのは、彼女も同じだ。

　立ち尽くす古城たちには目もくれず、六番目ヘクトスはくるりと背中を向けた。そしてためらうことなく海へと入っていく。その迷いのない足取りに、古城の顔が青ざめた。

「あいつ、死ぬ気か……!?」

　海面はすでに六番目ヘクトスの腰まで達していた。静かな波が押し寄せるたびに、彼女の小柄な身体からだが揺れる。六番目ヘクトスはそれを心から愉たのしんでいるようだった。彼女が水をかくたびに、ほっそりとした肩けん甲こう骨こつが浮き上がり、解けた金髪が、金魚の尾びれのように海面をたゆたっている。

　呆ぼう然ぜんと眺める古城の前で、六番目ヘクトスの身体が溶けるように消えた。彼女が海に沈んだのだ。

「先輩！」

「わかってる。凪なぎ沙さを頼む──」

「はい！」

　抱いていた凪沙を雪菜に渡して、古城はパーカーを脱ぎ捨てた。沈んだ六番目ヘクトスを助けるために、そのまま海へと飛びこんでいく。

「六番目ヘクトス！　どこだ!?」

　乱暴に波をかきわけながら、古城は六番目ヘクトスの姿を探した。

　夜の海は暗く、底が見えない。目を凝こらしてじっと眺めていると、どこまでも沈んでいきそうな錯さつ覚かくにとらわれる。それでも六番目ヘクトスの姿は見当たらない。

　彼女が海に沈んでから、かなりの時間が経たっている。六番目ヘクトスはこのまま消えてしまうのではないか──そんな恐怖を感じ始めたとき、古城の顔面が水みず飛沫しぶきに襲おそわれた。

「ぶほ!?」

　予期せぬ奇き襲しゆうをまともに喰くらって、古城は激しく咳せきこんだ。逆流した海水で鼻の奥が痛み、目の端に涙が浮かんでくる。鼻から上だけを海面に出して、それを見ていたのは六番目ヘクトスだ。

「あははははは、あはははははははは！」

　慌あわてふためく古こ城じようの様さまがよほどおかしかったのか、浮上した彼女が爆ばく笑しようする。幼い少女のような無む邪じや気きな笑い声だった。

　古城はそんな六番目ヘクトスを呆あつ気けにとられたように眺ながめていた。胸の奥に鈍い痛みを覚えたのは、彼女と同じ顔をした、懐なつかしい少女の姿を思い出したからだ。

「先輩、大丈夫ですか？」

　凪なぎ沙さを肩に背負った雪ゆき菜なが、朽くちた桟さん橋ばしの上から心配そうに訊きいてくる。

「なんとかな……」

　濡ぬれた前髪をかき上げながら、古城はうんざりと溜ため息いきをついた。六番目ヘクトスの目的がわからずに、激しく混乱しているのだ。

　肝心の六番目ヘクトス本人は、無心で波と戯たわむれている。仰あお向むけになった彼女の裸の胸が、星明かりの中で緩ゆるやかに上下していた。不思議といやらしさは感じない。西洋の絵画を見ているような幻想的な光景だ。

　やがて泳ぎ疲れたのか、六番目ヘクトスは水底にそっと足をついた。立ち上がる彼女の白い肌を、透明な海水が流れ落ちていく。

「剣つるぎの巫み女こよ、汝なんじらの手を──」

　桟さん橋ばしに近づいた六番目ヘクトスが、そこにいる雪菜に手を伸ばした。あまりにも自然な六番目ヘクトスの仕し草ぐさに、雪菜がその手を握にぎり返す。

　その瞬しゆん間かん、六番目ヘクトスはニヤリと笑い、雪菜を強引に引き寄せた。

「──きゃああっ!?」

　人工の紛まがい物ものとはいえ、六番目ヘクトスもいちおう吸血鬼だ。彼女の力に耐えきれず、雪菜はバランスを崩して海へと落ちる。当然、雪菜が担かついでいた凪沙も同様だった。ひときわ大きな水みず柱ばしらが上がり、三人の少女は、もつれ合うようにして海面に浮かぶことになる。

「姫ひめ柊らぎ！　凪沙！　六番目ヘクトス、てめ、なに考えてんだ!?」

　雪菜と凪沙の無事を確認しながら、古城は六番目ヘクトスへと詰め寄った。

　そんな古城の首筋に、六番目ヘクトスの腕が絡からみつく。裸の胸を押しつけられた古城が絶句し、六番目ヘクトスはそれを見上げて悪戯いたずらっぽく笑った。

「猛たけるな、古城。風の音に耳を傾け、母なる海の温ぬくもりを覚えよ。汝は王ぞ。世界のすべてが汝の血、汝の眷けん属ぞくなり──無ぶ粋すいな衣きぬなど脱ぎ捨てよ」

「六番目ヘクトス……？」

「〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟──十二番目の眷けん獣じゆうは、此この者ものの裡うちに在り。汝らは其それを知り足りや？」

「あ、ああ」

　六番目ヘクトスの問いかけに、古城はうなずく。

　妹の身に起きた異変の理由を、古城もさすがに理解していた。あの日、古城が十二番目のアヴローラを撃うった夜──凪なぎ沙さは、アヴローラの魂たましいを、彼女の眷けん獣じゆうごと受け入れたのだ。凪沙が生まれつき持っていた、強力な霊れい媒ばいとしての力がそれを可能にした。

　古こ城じようが先代の第だい四よん真しん祖そを滅ほろぼし、新たな第四真祖となる前の一いつ瞬しゆんの空白──その刹せつ那なの間かん隙げきを利用して、凪沙はアヴローラの運命を変えた。古城に喰くわれるはずだった彼女の魂を、凪沙はかすめ取ったのだ。アヴローラを消滅から救うために──

「暁あかつき凪沙の命を救うは容易たやすきこと。十二番目の眷獣を此この者ものから引き剝はげばよし」

　古城から離はなれた六番目ヘクトスが、水すい面めんを漂ただよう凪沙へと近づいた。彼女の白い指先が、凪沙の制服のリボンを解ほどく。はだけた制服の襟えり元もとから、凪沙の細い首筋がのぞいた。血の気けをなくした白い肌に、青い血管が浮いている。

「そうか……凪沙に憑ひよう依いしている眷獣を、俺が奪うばえばいいってことか……」

　あまりにも単純なその解答こたえに、古城は己の目元を覆おおった。

　喉のどの奥から、乾いた笑いがこぼれ出す。凪沙が死に瀕ひんしている原因は、ただの人間に過ぎない彼女が、第四真祖の眷獣などという怪物を体内に宿しているせいだ。ならばそれを本来あるべき場所に還かえしてやればいい。第四真祖である古城が、それを喰らえばいいのだ。

　だが、その解答こたえを拒んだのは、ほかならぬ凪沙本人だった。

「駄だ目め……だよ、古城君……」

　昏こん睡すいしていたはずの凪沙が薄うすく目を開けて、弱々しく首を左右に振った。

「凪沙、おまえ、意識が戻って……？」

「そんなことをしたら、アヴローラさんが消えちゃう……今度こそ……本当に」

　駆け寄る古城に途切れ途切れにそう告げて、凪沙は再び力尽きたように瞼まぶたを閉じた。

「なれども暁凪沙が去いぬれば、十二番目ドウデカトスもまた消え去りぬ」

　息を吞のむ古城の耳元で、六番目ヘクトスが冷たく囁ささやいてくる。

　生気をなくした妹の顔を見下ろし、古城はギリギリと奥歯を鳴らした。十二番目の眷獣が解放されれば、眷獣の封印であるアヴローラの魂は消滅する。最初からわかっていたことだ。

「俺はまた殺すのか……アヴローラをもう一度……」

　古城の両手が激しく震ふるえた。かつて古城は、その手でアヴローラを撃ったのだ。

　そして今度は、彼女の魂を奪う決断を迫られている。それが凪沙の望みではないとわかっていても、凪沙を救う方法はほかにない──

「否いな──」

　苦悩する古城の指先を、六番目ヘクトスの小さな掌てのひらが包んだ。驚おどろいて顔を上げた古城の目を、六番目ヘクトスが微笑ほほえみながら見つめてくる。

「十二番目ドウデカトスは滅ほろぼさせぬ。彼かの者は我らの希望なれば」

「希望？」

「然さ様よう。故ゆえに滅めつすべき存在は我なり──」

　戸惑う古こ城じようの見つめる前で、六番目ヘクトスは視線を巡らせた。その先には濡ぬれたまま立ち尽くす雪ゆき菜なの姿がある。六番目ヘクトスはそんな雪菜に向き直り、互いの息がかかるほどの距離まで顔を寄せた。

「剣つるぎの巫み女こ──永えい劫ごうの刻ときの果てに第だい四よんの真しん祖そが得た初めての伴はん侶りよよ。汝なんじに我わが眷けん獣じゆうを託す」

「え？」

　緊張で身を硬くする雪菜を、六番目ヘクトスが両手で抱きしめた。我が子を慈いつくしむような優しげな振る舞いだ。そして六番目ヘクトスは雪菜の耳元に唇くちびるを寄せた。かすかな声でなにかを囁ささやき、雪菜が驚おどろきに目を見張る。

「……っ！」

　雪菜が怯おびえたように目を眇すがめた。六番目ヘクトスが雪菜の右の耳たぶを嚙かんだのだ。

「六番目ヘクトス！　おまえ、姫ひめ柊らぎをどうする気だ……!?」

　古城が慌あわてて二人に駆け寄る。焦る古城を見返して、六番目ヘクトスは愉快そうに笑った。雪菜をあっさりと手放して、今度は古城に抱きついてくる。

「案ずるな、これより我が血と魂たましいのすべては汝のものぞ」

　甘えるような上うわ目め遣づかいでそう言って、六番目ヘクトスは古城の制服のボタンを外した。露あらわになった古城の胸元にそっと手を当て、首筋へと顔を埋うずめてくる。ぞくりとした快感に古城は顔をしかめた。六番目ヘクトスが古城を舐なめたのだ。

「ヘ……六番目ヘクトス……離はなれろ！　見てる……姫柊が見てるから……！」

「それでよい。我らが痴ち態たい、見せつけてやれ──ついでに、汝の妹にもな」

　挑ちよう発はつ的な口調でそう言って、六番目ヘクトスはちらりと凪なぎ沙さを見た。

　意識をなくしていたはずの凪沙の目が、再び大きく開かれていた。その瞳ひとみが碧あおく輝かがやいているのは、古城の気のせいではないだろう。

「覚醒めざめよ、十二番目ドウデカトス……否いな、十二番目のアヴローラよ。さもなくば、此こ奴やつは我のものぞ」

　六番目ヘクトスが、古城の首筋に牙きばを突き立てた。溢あふれ出した鮮血を、彼女はぴちゃぴちゃと音を立てて舐め取る。それを見た凪沙の目に、嫉しつ妬とに似た強い感情の光が宿った。虚こ空くうにゆらりと浮かんだのは氷の妖よう鳥ちよう──十二番目アヴローラの眷獣の幻影だ。

「それで良い、十二番目ドウデカトス──」

　古城の首筋に触れたまま、六番目ヘクトスが静かに呟つぶやいた。

「六番目ヘクトス……おまえ……まさか……！」

　古城はハッと彼女を見下ろした。六番目ヘクトスの目的に気づいたのだ。

　強烈な餓うえと渇かわきが古城を襲おそってきた。自分の腕の中にいる六番目ヘクトスに対して、強い吸血衝しよう動どうを覚えている。それも六番目ヘクトスの仕し業わざだった。彼女が古城の血を吸ったことで、古城の吸血鬼としての本性が目覚めたのだ。

「汝に問おう、暁あかつき古城。〝原初ルート〟との戦いくさ、焰えん光こうの宴うたげにおいて、九番目エナトス、五番目ペンプトスらが汝と十二番目ドウデカトスに味方したのは何なに故ゆえか……？」

「……!?」

　六番目ヘクトスの問いかけに、古こ城じようは驚おどろく。

　本物の第だい四よん真しん祖そである〝原初ルート〟に戦いを挑いどんだ古城に、彼らはたしかに手を貸してくれた。眷けん獣じゆうたちは自らの意思で、宿やど主ぬしである〝原初ルート〟に逆らったのだ。

「それは我らが十二番目ドウデカトスに希望を見たからよ」

　六番目ヘクトスが自らの喉のど笛ぶえを、古城の前に無防備に晒さらした。古城は吸い寄せられるように、彼女の首筋に牙きばを突き立てた。ほっそりとした身体からだを震ふるわせながら、六番目ヘクトスは満足げに言葉を続ける。

「眷獣とともに永えい劫ごうの刻ときを生き、自らの滅ほろびを願い続けた我ら十二の人ひと形がたの中で、唯一、彼奴あやつだけが……十二番目ドウデカトスだけが生を望んだ。この世界を汝なんじと共に生きたいと──」

　六番目ヘクトスの保有する〝血の記憶〟が、古城の中に流れこむ。

　彼女たちに十二人の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟は、第四真祖の眷獣を封印するために生み出された依より代しろ──ただの人形だ。

　眷獣の封印が解ければ、依り代としての肉体も喪うしなわれる。しかし六番目ヘクトスはこれまでに一度も、己の眷獣を解放していない。彼女の眷獣は封印されたままなのだ。

　その状態で古城が六番目ヘクトスの魂たましいを喰くらえば、あとは空っぽの肉体だけが残される。それが六番目ヘクトスの本当の目的。そして彼女の望みだった。

「十二番目ドウデカトスよ……我らが愛いとしき末すえの妹いもうとよ。最後に残った人ひと形がたたる我の肉体からだを、汝に遺のこそう──受け取れ」

　六番目ヘクトスが凪なぎ沙さへと優しく呼びかける。

　厳おごそかな祝詞のりとが響ひびき渡ったのは、その直後のことだった。

「〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の血けつ脈みやくを継ぎし者、暁あかつき古城の名において、高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

「姫ひめ柊らぎ……!?」

　左手を目の前に掲かかげた雪ゆき菜なが、海面を漂ただよう凪沙を見つめている。

　雪菜の薬指に嵌はまった指輪が、深紅の輝かがやきを放っていた。それは古城と彼女をつなぐ契約の指輪──古城の肋ろつ骨こつから創つくられた魔ま具ぐである。接続された霊的経路パスを通じて、古城の魔力が雪菜の中に流れこむ。

「疾とく在あれ、六番目の眷獣、〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟──！」

　雪菜の召しよう喚かんに応じて顕けん現げんしたのは、虹にじ色いろの鎧よろいに包まれた女おんな騎き士し──戦乙女ヴアルキユリアだった。背中には巨大な炎の翼つばさが広がり、その手には光り輝く黄金の長ちよう剣けんが握にぎられている。

　虹色の戦乙女ヴアルキユリアの光こう剣けんが、海面を漂ただよう凪沙ごと、氷の妖よう鳥ちようを薙なぎ払う。

　切断されたのは凪沙とアヴローラの魂をつなぐ絆きずな、二人の霊的経路だった。

〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟は断ち切る眷獣──その光剣は物質だけではなく、因果律をも切断する。凪沙がアヴローラを憑ひよう依いさせていたという現象そのものが断ち切られ、癒ゆ着ちやくしていたふたつの魂は切り離はなされた。

　凪なぎ沙さの霊れい力りよくから解き放たれた十二番目の眷けん獣じゆうが、本来あるべき場所へと帰き還かんする。すなわち眷獣の封印の器うつわ──六番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の肉体へと。

　眷獣たちが姿を消した。

　夜の海に再び静けさが戻ってくる。

　虹にじ色いろの髪の少女が、古城の腕の中で、静かな寝息を立てている。その唇くちびるに浮かんでいたのは、勝ち誇ったような満足げな微笑ほほえみだ。

　自分自身の身体からだを使って、十二番目アヴローラを復活させる。それが六番目ヘクトスの望みだった。彼女の〝血の記憶〟を託された古こ城じようは、それを知っている。彼女は望みを叶かなえたのだ。

「六番目ヘクトス……」

　古城が、今はもういない少女の名を呼ぶ。

　夜明けの空のほのかな輝かがやきが、眠り続ける少女の横顔を白く照らしている。

　　　　　　　　　　９

　廃はい墟きよの街に建つ塔の上から、江え口ぐち結ゆ瞳めは海を見つめていた。

　制服のスカートの裾すそからは、細い蛇に似た尻尾しつぽがのぞき、背中には魔ま力りよくで紡つむがれた半透明の翼つばさが広がっている。世界最強の夢魔サキユバス──〝夜の魔女リリス〟の力を使って、結瞳はレヴィアタンと交信しているのだ。

　そんな結瞳のすぐ背後に、薄うすぼんやりとした霧きりが立ちこめた。

　霧はたちまち濃こさを増し、軍服を着た男の姿へと変わる。見知らぬ顔。襲しゆう撃げき者しや。聖せい域いき条約機構軍の吸血鬼だ。

「見つけたぞ、夢魔サキユバス──！」

　怯おびえた表情で振り返る結瞳に、吸血鬼の男がライフルを向けた。彼は夢魔サキユバスを排除するために派遣された、特殊部隊の兵士なのだ。

　結瞳が呼び寄せたレヴィアタンに阻はばまれて、聖域条約機構軍の艦かん隊たいは、絃いと神がみ島じまに接近できずにいる。先行偵てい察さつ中だった二に隻せきの護ご衛えい艦かんは、為なすすべもなく撃退された。なにしろレヴィアタンは神々の時代の生体兵器だ。少なくとも海中での戦せん闘とうに限れば、彼らに対抗できる兵器を人類は保有していない。

　ゆえに聖域条約機構は兵に命じたのだ。レヴィアタンを制御する夢魔サキユバスを排除せよ──と。

　だが、ライフルの銃弾が撃ち放たれる前に、結瞳の前に巨大な召しよう喚かん獣じゆうが現れる。それは全長四、五メートルにも達する鋼こう鉄てつ製の土人形ゴーレムだ。

「〝崩ア撃ルのラ鋼ウ王ト〟よ！」

　結瞳を庇かばうように現れた銀髪の少年が、鉄てつ塊かいに似た土人形ゴーレムに攻撃を命じた。

「くっ……！」

　吸血鬼の兵士も自らの眷けん獣じゆうを召喚する。全身に鬼おに火びのような輝かがやきをまとった猛もう牛ぎゆうだ。しかし鋼こう鉄てつの土人形ゴーレムは、その猛牛の頭部を、振り下ろした拳こぶしの一撃で粉砕する。

「トビアス・ジャガン!?　貴き様さま、夢魔サキユバスごときに手を貸すのか──!?」

　吸血鬼の兵士が、悲鳴混じりにジャガンを非難する。おそらく彼もジャガンと同じく〝戦せん王おう領りよう域いき〟出身の吸血鬼なのだろう。第だい一いち真しん祖そが聖せい域いき条約機構の一員である以上、機構に敵対するジャガンの行動は、真祖に対する反逆行為だ。

　しかしジャガンはそんな兵士を、蔑さげすむように冷たく笑った。

「吼ほえるな。聖域条約機構の走イ狗ヌが──！」

　ジャガンの鋼鉄の土人形ゴーレムが、眷獣を失った吸血鬼の兵士をつかみ取った。そのまま兵士の胴体を握にぎりつぶし、地面へと激しく叩たたきつける。

　それでも兵士は生きていた。吸血鬼の不死性の賜たま物ものだ。とはいえ、戦せん闘とうを続ける力はもはや失われている。薄うす汚よごれた霧きりへと姿を変え、彼は逃走を開始した。

　ほとんど同時に、廃はい墟きよのあちこちで凄すさまじい爆ばく発はつが巻き起こる。古代兵器ナラクヴエーラの砲撃だ。リディアーヌが遠隔操作する古代兵器ナラクヴエーラたちが、吸血鬼の兵士の部隊なかまを追い払ったらしい。

「無事か、小娘ども」

　立ち竦すくむ結ゆ瞳めを振り返って、ジャガンが無ぶ愛あい想そうに訊きいてくる。言葉づかいは乱暴だが、いちおう結瞳たちを気き遣づかってくれてはいるらしい。

『流石さすが、お見事でござるな、ジャガン卿きよう』

　真紅の有脚戦車ロボツトタンクに乗ったリディアーヌが、近くの高台から声をかけてくる。その間も古代兵器ナラクヴエーラの攻撃は続いていた。結瞳を狙ねらっている部隊が、それだけ多いということなのだろう。

「すみません、私なんかのために──」

　結瞳がジャガンに頭を下げた。

　自分の命が狙われたことには、不思議と恐怖を感じなかった。おそらくそれは過去の体験のせいだろう。結瞳が夢魔サキユバスの力に目覚めた直後、家族や友人たちから浴びせられたのは、殺意などよりも遥はるかに醜みにくくおぞましい感情だったからだ。

「卑屈な物言いはやめろ。気き障ざわりだ」

　ジャガンが不ふ機き嫌げんそうに答えてくる。意外にも優しさを感じさせる声だった。

「貴様の〝夜の魔女リリス〟の力を認めているからこそ、ヴァトラー閣かつ下かも、この俺に貴様を護まもれと命じられたのだ。もっとも相手があのような雑ざ魚こばかりではいささか物足りんが」

「は、はい」

　結瞳はうなずいて小さく笑う。どうやらジャガンが、彼なりに結瞳を褒ほめているつもりだとわかったからだ。

　そう。今の結瞳には、護ってくれる人々がいる。だからこそ結瞳も護りたいと思う。自分を受け入れてくれた恩人たちと、彼らが住む〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまを。

「だが気を抜くなよ。レヴィアタンが使えるのは、真しん祖そたちが出てくるまでだ。彼らが出てきたら、すぐに逃げろ。死ぬぞ、レヴィアタンたちも、貴き様さまもな」

「わ、わかりました、トビアスお兄さん」

「おに……!?」

　抜き身のナイフを思わせるジャガンの鋭利な顔立ちが、引き攣つったように小さく歪ゆがんだ。文句を言おうと反射的に口を開きかけ、しかしなにも言わずに顔を背ける。

『……やはりヴァトラー殿は、真祖と戦うつもりでござるのか？』

　塔の上に戻って来たリディアーヌが、ジャガンに訊きいた。

「そのために閣かつ下かはこの戦いを望まれたのだ」

　当然だ、とジャガンが即答する。

　結ゆ瞳めはかすかな不安を覚えて、目を伏せた。〝聖せい殲せん〟の叡えい智ちを手に入れたヴァトラーの力は、おそらく真祖たちをも凌りよう駕がする。真祖を超える力の出現──それは三つの夜の帝国ドミニオンによってもたらされた、世界の均衡バランスが失われるということだ。

『新たな戦乱の時代の幕開けでござるか。まあ、拙せつ者しやには関かかわりのなきことなれど……本当にそれで良いのでござるかな、女帝殿』

　独ひとり言ごとのような調子で、リディアーヌが呟つぶやく。

　沈ちん黙もくを続ける結瞳の耳に、ケケッ──と誰だれかの嘲ちよう笑しようが聞こえた気がした。
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　重く疲れた身体からだを引きずるようにして、古こ城じようと雪ゆき菜なは砂浜へと戻った。

　古城は六番目ヘクトスと呼ばれていた少女を、雪菜は凪なぎ沙さを、それぞれ乾いた岩の上に横たえる。

「古城君……アヴローラさん……は？」

　凪沙が消え入りそうな声で訊いてくる。昏こん睡すい状態からは回復しても、消耗した体力はまだ戻りきっていないのだ。それでも彼女の肌には温ぬくもりが戻り、頰ほおにはかすかな赤みがさしていた。アヴローラの憑ひよう依いが解除されたことで、霊れい力りよくの自給が出来るようになったのだろう。

「心配するな。ここにいる」

　古城が凪沙の掌てのひらを、眠り続ける六番目ヘクトスの手に重ねた。今、六番目ヘクトスの中にいるのは、アヴローラの魂たましいだ。それを理解したのか、凪沙は弱々しく微笑ほほえんだ。

「そっか……ごめん、ね……あたしのせいで、古城君……」

　ごめん、と唇くちびるを震ふるわせて、凪沙は再び目を閉じた。

「凪沙？　おい……!?」

　無反応になった妹の姿に、古城は再び不安げな表情を浮かべる。雪菜は凪沙の胸に手を当て、規則正しく上下していることを確認した。

「大丈夫、眠ってるだけです。それよりも先輩、彼女に服を──」

「お、おう……」

　古こ城じようは、岩場に置き去りにしていたパーカーを回収して雪ゆき菜なに手渡した。雪菜がそれを六番目ヘクトスだった少女に着せる。その間に古城は、六番目ヘクトスが脱ぎ捨てた下げ駄たを拾ってくる。

　凪なぎ沙さを救うのは自分ではないと、六番目ヘクトスは言った。だが、噓うそだ。古城はなにもできなかった。凪沙を救い、そしてアヴローラを救ったのはやはり六番目ヘクトスだ。眠っているアヴローラの隣となりに下駄を置き、ありがとう、と古城は小声で呟つぶやく。

「そういや姫ひめ柊らぎは平気なのか？　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを喚よび出したりして……」

「六番目ヘクトスさんが力を貸してくれました。それに、わたしは先輩の〝伴はん侶りよ〟ですから──」

　無意識に左手の指輪に触れながら、雪菜が言った。そして彼女は、なぜか自分自身の言葉に慌あわてたように頰ほおを赤くして、

「あ、いえ、伴侶といっても、妻とか、そういう意味ではなくて、純粋に魔ま術じゆつ的な意味で」

「ああ、わかってるぞ。べつに、そんなことわざわざ強調しなくても」

「はあ……そんなこと……ですか。そうですか」

　平然と答える古城を半はん眼がんで睨にらんで、雪菜が急に不ふ機き嫌げんな声を出す。古城はそれに気づかないまま、眠っている凪沙たちを困り顔で眺ながめた。

「とりあえず、こいつらを病院に運ばないとな──」

「そうですね。夏か音のんちゃんのことも気になりますし」

「つっても、那な月つきちゃんが戻ってくるのを待つしかないか。寒くないのか、姫柊、それで？」

「いえ、わたしは…………それで？」

　微笑ほほえみながら首を振ろうとして、雪菜は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。古城の視線の行方ゆくえに気づいて、ハッと自分の胸元を覆おおう。海水に濡ぬれた制服がぴったりと肌に張りついて、雪菜の下着や身体からだのラインを、くっきりと浮かび上がらせていたのだ。

「って、どこを見ながら言ってるんですか!?」

「ちょっ、俺は純粋に心配してるだけだろ!?」

「うー……いいです、もう。先輩がそういう人なのはわかっていたことですし」

　拗すねたように頰を膨ふくらませたまま、雪菜が古城の背後に回る。そして雪菜は、古城の背中に、ぴったりと身体を寄せてきた。背中に触れる雪菜の肌の感触に、古城は思わず姿勢を正す。

「ひ、姫柊？」

「やっぱり。先輩のほうこそ、冷え切っちゃってるじゃないですか」

「いや、俺はべつに──」

「こうしていれば、お互いに温まって一石二鳥だと思います。わたしが先輩にいやらしい目で見られることもないですし」

「おまえな……」
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　古こ城じようは唇くちびるを曲げながらも、それ以上は反論しなかった。雪ゆき菜なが、古城を気き遣づかってくれていることに気づいていたからだ。

　たしかに凪なぎ沙さとアヴローラは救われた。だがそれは、六番目ヘクトスが自らを犠ぎ牲せいにしたからだ。古城は彼女を救えなかった。その事実が古城を苛さいなんでいる。

　もっとも、そんな古城を見て、六番目ヘクトスは笑っているだろう。彼女は死んだわけではない。六番目ヘクトスの〝血の記憶〟は、今も古城の中にある。それはディセンバーや、ほかの〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟たちも同様だ。

　彼女たちの思いを背負ったまま、古城はこれからも生き続けなければならない。それが吸血鬼の真しん祖そに与えられた宿命──呪のろいだ。

　そして吸血鬼の〝伴はん侶りよ〟とは、その呪いをともに背負う者──背中から伝わる雪菜の温ぬくもりは、古城にそれを教えてくれている。

「ゆ、雪菜……」

　そんな古城と雪菜の背後で、どさ、となにかが落ちる音がした。

　砂浜に落ちていたのは、黒い楽器ケースだった。それを背負っていた少女が、こぼれ落ちそうなほど大きく目を見開いて、古城と雪菜を見つめている。長い髪をポニーテールに結い上げた、優美な顔立ちの少女だった。驚きよう愕がくに唇を震ふるわせながら、彼女は古城を睨にらみつけ、

「暁あかつき古城……！　雪菜になにさせてるのよ、この変態真祖がぁ……！」

「き、煌きら坂さか？」

「紗さ矢や華かさん？　どうしてここに……!?」

　古こ城じようと雪ゆき菜なが、驚おどろいて彼女の名前を呼ぶ。それでも寄り添ったままの古城たちを見て、紗矢華は虚むなしく口をぱくぱくと開閉した。怒りのあまり声が出せないのだ。

「ふふっ……夕べは皆様でお愉たのしみだったようですね」

　儀ぎ礼れい服ふくを着た銀髪の少女が、紗矢華の肩越しに微笑ほほえみかけてくる。横たわる凪なぎ沙さたちを見る彼女の瞳ひとみは、好奇心でキラキラと輝かがやいていた。

「いろいろ事情があったんだよ……てか、どうしてここがわかったんだ、ラ・フォリア？　ヴァトラーの船にいたんじゃなかったのか？」

「あなたを探していたのです、古城。ですが、まずは彼女たちを休ませましょう。ユスティナ、そちらの二人をベズヴィルドへ──」

　銀髪のアルディギア王女が、部下に凪沙たちの回収を命じる。どこからともなく現れた女おんな騎き士しが、御ぎよ意い、と二人を抱き上げた。

　ふと気づけば古城たちの頭上には、巨大な装そう甲こう飛行船が音もなく浮かんでいた。

　細いワイヤーで結ばれたユスティナが、凪沙たちを抱いたまま、ふわふわと飛行船へと引き上げられていく。忍術というよりも、大がかりな奇術めいた光景だ。

「……で、俺になんの用があったんだ、ラ・フォリア？」

　軽い頭痛を覚えながら、古城が王女を見返した。

「あなたは、この島が今置かれている状況を理解していますね、古城」

　ラ・フォリアが、めずらしく真ま面じ目めな口調で訊きいてくる。

「だいたいのところはな。浅あさ葱ぎのやつが、聖せい域いき条約機構軍ってのと戦う気でいるんだろ？」

「ええ。すでに先せん遣けん隊たいとは小こ競ぜり合あいが始まっているようです。古代兵器ナラクヴエーラが上陸部隊を撃退し、レヴィアタンによって多国籍軍の艦かん艇てい数すう隻せきが損傷したと」

「レヴィアタン……まさか、結ゆ瞳めちゃんが？」

　雪菜が啞あ然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「そうか……そういや浅葱のやつは、古代兵器ナラクヴエーラの制御コマンドを解析済みなんだっけか……」

　古城は本気で頭を抱える。浅葱はヴァトラーと手を組んだだけでなく、聖域条約機構軍に対抗する自前の戦力まで確保していたのだ。

　ラ・フォリアが溜ため息いき混じりにうなずいた。

「結果的にカインの巫み女こは、聖域条約機構による一方的な絃いと神がみ島じまの破壊を止めました。ですが、問題の核心はそこではありません」

「まだあんのか……」

「よくも悪くも聖域条約は、三みつ柱はしらの真祖たちの武力を背景に成立した機構システムです。ですが現在の絃神島には、〝聖せい殲せん〟の記憶によって、彼ら真祖たちに匹敵する力を手に入れた者がいる」

「ヴァトラーか……」

　チッ、と古こ城じようが舌打ちする。正解です、と微笑ほほえんで、銀髪の王女はゆっくりと両腕を広げた。まるで世界をそこから分割するように。

「そして彼は、聖せい域いき条約非加盟国と同盟を結び、その支援を取り付けた──その結果、世界はふたつの陣営に別れて対立することになる。この絃いと神がみ島じまを中心に」

「絃神島が戦争の引き金になる、ということですか？」

　雪ゆき菜なが硬い声で訊きき返す。ええ、とラ・フォリアは首しゆ肯こうした。

「それも世界規模の巨大な戦争です。聖域条約機構がそれを避けるためには、絃神島を殲せん滅めつするために、彼らが保有する最大の戦力を投入するしかない。すなわち三人の真しん祖そたちを」

「そうか……ヴァトラー……」

　古城の背中に汗が浮いた。

「あいつ、真祖と戦うつもりなのか!?　そのために浅あさ葱ぎに協力を……!?」

「そうです。これはすべての真祖を巻きこんだ世界戦争──真祖大戦なのですよ」

「真祖大戦……」

　雪菜が静かに、その現実感のない言葉を繰り返す。

「その戦争をやめさせることはできないのか？」

　古城がラ・フォリアに詰め寄った。銀髪の王女は、そんな古城を見て美しく笑う。どこか腹黒さを感じさせる頼もしい笑顔だ。

「それは、あなたの決断次第です、古城。行きましょう」

「俺の……決断？」

　古城はぽかんと目を丸くして王女を見た。ラ・フォリアは優雅に踵きびすを返すと、護ご衛えいの紗さ矢や華かを引き連れて歩き出す。古城と雪菜は当惑しながら、互いに顔を見合わせた。

「ラ・フォリア？　おい、行くってどこに──」

　古城が王女の背中に訊く。ラ・フォリアは足を止め、銀髪をなびかせながら振り返る。

　輝かがやき始めた水平線が、世界を光と闇やみに引き裂いていた。

　その緋ひ色いろの輝きを背にしながら、ラ・フォリアは厳おごそかに古城に告げる。

「〝囁ささやきの庭園〟──聖域条約機構の最高理事会です」
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　ラ・フォリアが用意した黒塗りのリムジンで、古こ城じようたちが連れて行かれた先はキーストーンゲートだった。絃いと神がみ島じまの中央に位置する第五の人工島。人工島管理公社の本部だけでなく、オフィスや大型の商業施設、高級ホテルなどが軒のきを連ねる巨大な建物だ。王女は、古城と雪ゆき菜なを引き連れて、その中の最上層に近い一角へと向かう。外国要人専用の高級宿泊施設である。

「来たか、暁あかつき古城」

　恐ろしく豪華な造りのスイートルームの奥では、古風なコートを着た男が古城を待っていた。長い黒髪の吸血鬼だ。

「ヴェレシュ・アラダール……？」

　思いがけない人物との再会に、古城は反射的に身構えた。わずか半日前に派手な決けつ闘とうを繰り広げた相手である。気まずいなどというものではない。

「えーと、身体からだはもういいのか？」

「……気き遣づかいは無用だ。あの決闘に水を差したのは、我が〝戦せん王おう領りよう域いき〟の同どう胞ほうだからな。敗北を認めるつもりはないが、今さらきみを責めようとは思わん」

　同じく苦々しげな表情を浮かべて、アラダールが古城に椅い子すを勧めてくる。

　古城と彼のぎこちない会話を、雪菜がハラハラしたような表情で見守っていた。一方のラ・フォリアは、なぜか妙に愉たのしそうだ。

「あんたは、咎神カインの〝遺産〟のことを知ってたんだな？」

　自分のこめかみに手を当てながら、古城が訊きく。アラダールが、グレンダを危険視していた理由はすでに明白だった。彼はグレンダそのものではなく、彼女が護まもっていた咎神カインの〝遺産〟を恐れていたのだ。現実に〝遺産〟はヴァトラーたちの手で復活し、聖せい域いき条約機構の脅きよう威いになっている。

「俺は、聖域条約機構の意向を受けて行動していただけだ。〝遺産〟の正体までは、さすがに知らされていなかった。それだけに、ヴァトラーが沼の龍グレンダの使つかい途みちを知っていたのは、正直誤算だったよ。俺にとっても、聖域条約機構にとってもな」

「ヴァトラーは、真しん祖そたちを相手に戦争を仕掛けるつもりなんだな？」

「そのようだな」

　アラダールが苛いら立だったように脚を組み替える。

「世界規模の戦争になれば、真祖たちとて無関心ではいられないからな。彼らを戦場に引きずり出すための餌えさとして、咎神カインの〝遺産〟を利用する気なんだろう。あの男らしい発想だ」

「あいつの思い通りにはさせない」

　古城が身を乗り出して断言した。そんな古城を冷ややかに見返し、アラダールが息を吐く。

「戦争をやめさせたければ、今すぐに絃いと神がみ島じまを破壊しろ。きみの眷けん獣じゆうなら出来るはずだ」

「──余計に駄だ目めだろ！　俺は絃神島に住んでる連中を護まもりたいって言ってんだよ！　あんただって領主なんだから、それくらいわかれ！」

「…………」

　反論しようと口を開きかけ、しかしアラダールは沈ちん黙もくした。領主という言葉を口にした古こ城じようを、なぜか興味深そうに眺ながめてくる。

「──アラダール議長。わたくしとの賭かけを覚えていらっしゃいますか？」

　ラ・フォリアが笑いを含んだ声こわ音ねで問いかけた。アラダールは渋々と首しゆ肯こうする。

「決けつ闘とうの決着がうやむやになった以上、賭けは無効と言いたいところですが、あなたの勇気と聡そう明めいさには脱帽ですよ──来い、暁あかつき古城。王女も、こちらへ」

　立ち上がったアラダールが、銀髪の王女をエスコートして、隣となりの部屋へと連れて行く。

　古城は、警戒しながら彼のあとに続いた。そこは宿泊者用の小さな書斎だった。

　王女の護ご衛えい役の紗さ矢や華かとともに、雪ゆき菜なは書斎の前で待機する。

　薄暗い部屋の中央には、椅い子すが一脚だけ置かれていた。中世の拷ごう問もん器具を連想させる、古びた鋼こう鉄てつ製の椅子である。肘ひじ掛かけには金属製の手て枷かせが取り付けられ、背もたれには不気味な魔ま術じゆつ紋もん様ようがびっしりと刻みこまれている。

「……これは？」

　古城が顔をしかめて訊きいた。アラダールは無表情に答えてくる。

「我らが真しん祖そより賜たまわりし魔具。〝囁ささやきの庭園〟に通じる門ゲートだ」

「門ゲート？　これを使えば、聖せい域いき条約機構の最高理事会と話ができるのか？」

「そうだ」

　半信半疑で訊き返す古城に、アラダールは淡々と説明を続けた。

「最高理事会の構成員は、三つの常任理事国、および九つの非常任理事国の代表十二人。聖域条約機構の行動方針は、彼らの合議によって決定される。理事の過半数を説得できれば、この戦争を終わらせることもできるだろう」

「十二人の過半数……最低でも七人は味方につけなきゃならないってことか」

「そうなるな。だが、絃神島侵攻はすでに一度決定されたことだ。それを覆くつがえすのは容易ではないぞ。理事たちにも、それぞれ思惑があるだろうしな」

　絶望を煽あおるようなアラダールの言葉に、古城は表情を引き締めた。政治に疎うとい古城でも、国家の意志決定の裏側に、様々な利害が絡からんでいることはわかる。しかも今回は各国の軍隊までもが動いているのだ。多国籍艦かん隊たいの派遣にかかる費用や手間を考えるだけで、理事会の説得の困難さは容易に想像できた。

「理事会の決定を覆す方法、もうひとつあるのではありませんか、アラダール議長？」

　ラ・フォリアがさりげなく水を向けてくる。アラダールは、ますます顔つきを渋くした。

「拒否権か」

「拒否権？」

「最高理事会の常任理事とは、三つの夜の帝国ドミニオンの代表──すなわち吸血鬼の真しん祖そのことだ。吸血鬼の真祖には、最高理事会における拒否権が与えられている」

「……真祖の誰だれかが反対すれば、最高理事会の決定をひっくり返せるってことか」

　古こ城じようの表情が明るくなる。七カ国もの代表たちを説き伏せるよりは、真祖の誰かの気まぐれに期待するほうが、まだしも可能性は高そうに思えた。

「そう都合良く話が進むとは期待するな。吸血鬼の真祖というのは、ヴァトラー以上に退屈を持て余している連中だからな。せっかくの戦争の機会を、みすみす諦あきらめるとは思えん。きみが彼らを本気で喜ばせるような条件を提示できれば話は別だが──」

　アラダールはそう言って、椅い子すに座るよう古城をうながした。古城は、覚悟を決めるように大きく息を吸い、冷たい座面に腰掛ける。金属製の手て枷かせが勝手に閉じて、古城の両手首をがっちりと固定した。そこから流れ出した魔ま力りよくによって、背もたれの紋もん様ようが発光を始める。

「この先、発言が許されるのはあなただけ。わたくしが手伝えるのはここまでです」

　そう告げてくるラ・フォリアの姿が、ぼんやりと白く霞かすみ始めた。古城の周囲に霧きりが漂ただよい始めているのだ。

「いや、十分だ。恩に着るよ、ラ・フォリア」

　王女に呼びかけた古城自身の言葉が、やけに遠く感じられる。同じ部屋の中にいるはずの雪ゆき菜なやアラダールの姿も、ほとんど見えなくなっていた。

「ひとつだけ覚えていてください、古城。今の自分が何者かということを──」

　囁ささやきに似たラ・フォリアの声が、次第にかすれて消えていく。

　そして再び視界が晴れたとき、古城は見知らぬ庭園に立っていた。

　　　　　　　　　　２

　大理石の白い通路が、どこまでも果てしなく広がっていた。薔ば薇らの生け垣が周囲を取り囲み、名も知れぬ巨大な木々の枝が、頭上を屋根のように覆おおっている。

　昼と夜の狭はざ間まの黄昏たそがれの世界を、黄き金ん色いろに輝かがやく霧が包みこんでいる。この空間によく似た場所を、古城はひとつだけ知っていた。南宮那月の〝監かん獄ごく結けつ界かい〟だ。おそらくここも魔術で構築された、人工的な異世界なのだろう。

　これがラ・フォリアの言っていた〝囁きの庭園〟──聖せい域いき条約機構最高理事会の会議場だ。

「ようこそ、第四真祖」

　霧の中から声が聞こえてきた。

　声の主の性別はわからない。囁きにも似たくぐもった声だ。

　ふと気づけば、巨大な円卓が、古こ城じようの周囲を取り囲んでいる。

　円卓に設けられた席は全部で十二。そこに座る参加者たちは、全員が銀色の仮面で顔を覆おおい隠かくしていた。彼らが聖せい域いき条約機構を統括する十二人の理事なのだ。

「この庭園に、招かれざる者が足を踏み入れたのは、いつ以来か──」

　古城の背後で誰だれかが言った。仮面たちの硬質な表情に、古城は強い緊張を覚えた。相手の視線が読めないだけで、威圧感が何倍増しにも感じられる。

「歓かん待たいは出来ぬが、話は聞こう。この親しん書しよの送り主に免じてな」

「親書？」

　古城は振り返りながら訊きき返す。仮面をつけた理事の一人が、三通の封筒を掲かかげてみせた。

「アルディギア王国ラ・フォリア・リハヴァイン王女、〝滅ほろびの王朝〟イブリスベール・アズィーズ王子、〝戦せん王おう領りよう域いき〟ヴェレシュ・アラダール帝国議会議長──彼らが、それぞれ汝なんじの身元を保証すると言っている」

「その期待、裏切られずに済めばよいが」

「……わかった。回りくどい話は抜きだ」

　内心でラ・フォリアたちに感謝しながら、古城は乱れた呼吸を整える。彼女たちは古城の知らないところで、聖域条約機構に働きかけてくれていたのだ。たしかにその期待は裏切れない。

「俺からの要求はただひとつだ。絃いと神がみ島じまに手を出すな。大規模破壊魔ま具ぐとやらの認定を取り消して、今すぐ多国籍艦かん隊たいを引き上げさせろ」

「その要求は却下する」

　理事たちの返答は早かった。

「絃神島の破壊は既き決けつ事項だ。我らの決定は覆くつがえらない」

「そのせいで世界規模の戦争になるかもしれないんだぞ!?」

　古城が声を荒らげる。円卓のあちこちで冷笑が洩もれた。

「汝なんじのその発言こそが、絃神島と呼ばれる魔具の危険性を表しているのではないかね？」

「絃神島が消滅すれば、その時点で〝聖せい殲せん〟の脅きよう威いも消える。聖域条約非加盟国が、我らに敵対する理由もなくなるということだ」

「速すみやかな絃神島の破壊こそが、世界の安全保障に寄与するといえるだろう」

「ふざけんなっ！」

　古城が大理石の床を蹴けりつける。

「〝聖殲〟を利用したのも、聖域条約非加盟国を巻きこんだのも、全部ヴァトラーがやったことだぞ。戦争が始まったら、全部あいつの思うつぼじゃねーか！」

「ディミトリエ・ヴァトラーの罪状は把は握あくしている」

　新たな声が冷ややかに告げた。

「彼の者は聖域条約の加盟国──〝戦王領域〟所属の吸血鬼だ。ゆえに聖域条約機構軍の手で、誅ちゆう伐ばつを執行する。当然の帰結だ」

「おまえらが、どうしても絃いと神がみ島じまを攻撃するというのなら、この俺もおまえらの敵に回るぞ」

　古こ城じようが唇くちびるを歪ゆがめて言う。咎神カインの〝遺産〟を持つヴァトラーと古城が手を組めば、真しん祖そたちを味方につけた聖せい域いき条約機構も無事では済まないはずだった。たとえ絃神島を護まもりきれなくても、多国籍艦かん隊たいには甚じん大だいな被害が出るはずだ。

　それでも理事たちの態度は揺らがない。

「それは汝なんじの自由だ、第四真祖」

「我らは脅きよう迫はくには屈しない」

「汝の主張はそれだけか？」

　ならば立ち去れ、と仮面の声が告げてくる。

「どうやっても決定を変える気はないってことか……」

　古城の肩が怒りに震ふるえた。いっそ、この庭園そのものを、眷けん獣じゆうで吹き飛ばしてやろうかとも思う。だが、おそらくそれは無む駄だだろう。ここは異世界に構築された結界だ。〝監かん獄ごく結けつ界かい〟と同様に、古城の眷獣はここでは使えまい。

　これまでか、と古城は絶望に唇を嚙かみ、その瞬しゆん間かん、

　──ひとつだけ覚えていてください、古城……

　脳裏をよぎったのは銀髪の王女の最後の言葉だった。

　は……と古城の喉のどから息が洩もれる。

　やがてそれは、はは……と断続的な笑い声へと変わった。古城の腹筋が引き攣つるように震え、肺が吐き出してしまった空気を求めて喘あえぐ。古城は爆ばく笑しようしていたのだった。

　笑い続ける古城の姿を、理事たちが仮面越しに呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

「そうか、ラ・フォリア……そういうことかよ……交渉なんか、最初から必要なかったんだな」

「不ふ明めい瞭りような発言は慎め、第四真祖……！」

　理事の一人が、露ろ骨こつに苛いら立だちを表して言った。

「ああ、悪かった」

　唇の端を吊つり上げたまま、古城は素直に謝罪する。

「ついでにひとつ質問なんだが……この〝囁ささやきの庭園〟の会議では、吸血鬼の真祖たちにだけ、拒否権が与えられてるんだったな？」

「……事実だ」

　仮面の理事が重々しく告げた。

「聖域条約の規定に基もとづき、吸血鬼の真祖には重要議題の決議において拒否権が与えられる」

　そうか、と古こ城じようは満足げにうなずいた。

「だったら話は簡単だ。絃いと神がみ島じまへの攻撃には、俺が拒否権を発動する。第四の真祖としてな」

「なに……」

　ざわり、と庭園内の空気が揺れた。これまでのような即座の反論が聞こえてこない。古城の咄とつ嗟さの思いつきが、彼らの意表を衝ついたのだ。

「……なるほど、そうくるか、暁あかつき古城」

　円卓に着座する理事の一人が、くっくっと喉のどを鳴らして笑い出した。独特の威厳を保ちながらも、どこか茶目っ気を感じさせる笑い声だ。

　彼女は銀色の仮面を無造作に脱ぐ。流れ落ちたのは緑柱石エメラルドに似た淡い緑の髪。大きな瞳ひとみは深い湖に似た翡ひ翠すい色いろ。野生の豹ひようを思わせる、愛らしくも力強い美貌の少女だった。

「ジャーダ……そうか、常任理事の一人はあんたか……！」

　少女に向き直って、古城がうめく。

　中米の夜の帝国ドミニオン〝混こん沌とん界かい域いき〟を統すべる第だい三さん真しん祖そ──〝混沌の皇女ケイオスブライド〟ジャーダ・ククルカン。三人の正統な真祖の一人が、愉快そうに笑って古城を見つめていた。

「たしかに聖せい域いき条約に規定されておるのは、吸血鬼の真祖が拒否権を持つとの条項のみ。真祖が三人きりとは、どこにも書かれておらぬ。あまりにも自明のことであったがゆえにな」

　ふふん、と微笑ほほえんでジャーダは目を細める。庭園のざわめきが更さらに大きくなった。

「だったら──」

「だが、それを認めるわけにはいかぬよ、暁古城。第四の真祖を名乗るには、貴き様さまには、まだ足りぬものがある」

「俺に……足りないもの……？」

「真祖を名乗る者は、夜の帝国ドミニオンの領主でなければならぬ。しかし貴様には領地があるまい？」

　挑いどむような目つきで、ジャーダが古城に問いかけてくる。ぐ、と古城が両手を握にぎりしめた。

　事実上ただの高校生に過ぎない古城に、領地などあるはずもない。その程度のことは、当然ジャーダも理解しているはずだ。ならば、と古城は自問する。彼女の挑発的な目つきの理由は、なんだ？　まるで古城を試すような──

「領地か……領地ならあるぜ」

　迷いを隠かくして、古城が口を開く。ほう、とジャーダが眉まゆを上げた。

「何処いずこにか？」

「俺がなんのためにここに来たと思ってる？　絃神島が俺の領地だ」

「ふむ」

　ジャーダが笑みを深くする。古城は彼女から目を逸そらさない。

「日本政府は聖域条約機構の一員として、絃神島の領有権を放棄したんだろ？　だったら俺が占領しても文句は言えないはずだぜ？」

「仮にそうだとして、咎神カインの〝遺産〟についてはどうなる？」

「おまえらがあれを絃いと神がみ島じまの一部だと見なすのなら、当然あれも俺がもらう。カインの巫み女こは、俺の連れだしな」

「たしかに〝遺産〟の〝護まもり手て〟たる沼の龍グレンダを、アラダールから護ったのは貴き様さまであったな。いちおうの筋は通っておる」

　ジャーダがすっと目を細くした。残る十一人の理事たちは、無言で彼女と古こ城じようのやりとりを聞いている。一いつ瞬しゆんでも古城が隙すきを見せれば、ジャーダを含めた理事たちは、今度こそ古城を庭園から叩たたき出すだろう。古城は、真しん祖そたるジャーダの発言の重みをあらためて思い知る。

「だが、貴様は肝心のあの島を実効支配しておらぬようだが？」

　そのジャーダが何気ない口調で指摘した。古城はハッと目を見張る。

「つまりヴァトラーを絃神島から叩き出せば、俺を真祖と認めるってことか？」

「我らが絃神島を危険視したのは、あれが〝聖せい殲せん〟の祭さい壇だんであるからだ。もしも貴様が、〝聖殲〟を身につけたヴァトラーを倒せるというのなら、我らが絃神島を恐れる理由もなくなる」

　ジャーダがそう言って獰どう猛もうに笑う。真祖たちを喜ばせる条件を提示しろ、とアラダールは言っていた。〝聖せい殲せん〟の力を手に入れたヴァトラーと、第四真祖たる古城の戦い。まさにそれこそが退屈を持て余す真祖たちの望みであるはずだ。

　そして、どのみち古城はヴァトラーと戦う運命だ。

　聖せい域いき条約機構が撤てつ兵ぺいしても、咎神カインの〝遺産〟を利用し、戦争を引き起こそうとするヴァトラーがいる限り、絃神島に平和が訪れることはないからだ。

「兵力を損耗することなく、〝聖殲〟の脅きよう威いを取り除けるのであれば、聖域条約機構にとって損な話ではない。余ワタシは、第四真祖の申し出に一考の余地があると思うが如何いかがか？」

　ジャーダが、十一人の理事たちに向かって問いかける。

「……条件付きで同意しよう」

　円卓から次々に声が上がった。彼らにも、ジャーダの提案を拒否する理由はなかったのだ。

「すでに聖域条約機構軍は戦せん闘とう態勢へと移行した。第四真祖が絃神島の支配権を奪だつ還かんするのを、悠ゆう長ちように待ち続けることはできぬ」

「多国籍艦かん隊たいは、これより二十四時間後に絃神島への攻撃を再開する。それまでに絃神島の実効支配を確立した場合にのみ、第四真祖の拒否権発動を認める」

「ヴァトラーを叩き出すまでの猶ゆう予よは二十四時間ってことか──」

　仮面の理事たちを見回して、古城は小さく牙きばを剝むく。

「──上等だ」

　　　　　　　　　　３

　咎神カインの〝遺産〟を構成するのは、六百個を超えるモジュール型の人工島だった。

　個々のモジュールの大きさは、ちょうど絃いと神がみ島じまを構成する超大型浮体式構造物ギガフロート一基と同程度。それらは緩ゆるやかに連結しながら、渦うず巻まき状に広がって、絃神島本体を囲んでいる。

　六百個超のモジュールの一割ほどは、防衛機能を持つ城壁や砲台。古代兵器ナラクヴエーラの格納庫や、補給施設が二割ほど。残りの七割は純粋な都市だ。住む者を失った廃はい墟きよの街。その姿は、古い特撮映画の中の巨大な宇宙船によく似ている。

　藍あい羽ば浅あさ葱ぎは〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船窓から、そんな廃墟の街並みを眺ながめていた。

『嬢じようちゃん、通信が入ってるぜ』

　愛用の携帯電話を経由して、モグワイがいつものように皮肉っぽく告げてくる。

「聖せい域いき条約機構から？　なによ、今さら。命いのち乞ごいでもするつもり？」

　浅葱は気け怠だるく上体を起こして、相棒の補助人工知能ＡＩに問いかけた。時刻は正午前である。本来なら、聖域条約機構軍の総攻撃が始まってもおかしくない頃ころ合あいだ。

　しかしモグワイは、なぜかわざとらしく深刻そうな表情を浮かべて、

『うんにゃ。メッセージの差出人は、第だい四よん真しん祖その名義になってるな』

「は？」

　浅葱が困惑したように、画面に映る不細工なぬいぐるみを眺めた。

「第四真祖って……古こ城じようのこと？　なんであいつがこの回線を使ってるのよ？」

「古城のヤツ、なんて言ってきたんだ？」

　食べ残しのピザをつまんでいた矢や瀬ぜ基もと樹きが、汚れた手を舐なめながら訊きいてくる。人工島管理公社の代理人という名目で、浅葱との交渉に来ていたのだ。

　浅葱は眉み間けんにしわを寄せながら、スマホの画面に目を落とし、

「……〝絃神島、およびその周辺海域に存在する人工島は、聖域条約機構によって認められた第四真祖の領地である。よってこれらを不法占拠する者は、すべての武装を解除して降伏、直ちに領有権を明け渡せ〟……って、はあっ!?」

『〝要求に応じない場合、実力をもって排除する〟……か。こいつは宣戦布告だな。いわゆる最さい後ご通つう牒ちようってヤツか』

　メッセージを最後まで読み上げて、モグワイはケラケラと笑った。

　対する浅葱は、怒りで顔を真っ赤に染めている。

「な……な……なに考えてんのよ、あの馬ば鹿か!?　あたしたちがなんのためにこんなことを始めたと思ってんの……!?」

「まあ……だけど、これで流れが変わったな」

　憤ふん慨がいする浅あさ葱ぎをなだめるように、矢や瀬ぜが冷静な口調で言う。

　浅葱は、ピザをくわえたままの矢瀬を怪け訝げんそうに睨にらみつけ、

「流れ？」

「古こ城じようがおまえら──つーか、ディミトリエ・ヴァトラーを倒せば、とりあえず戦争は回避される。絃いと神がみ島じまの破壊も、聖せい域いき条約非加盟国の介入もなしだ。悪くない条件だと思うが──」

「──それじゃあ意味がないのよ！」

　浅葱が乱暴にテーブルを殴りつけた。毛を逆立てた山猫のように、ふーっ、と荒々しく息を吐く。いつになく感情的な幼なじみの姿に、矢瀬は目を丸くした。

　戸惑う矢瀬を無視して、浅葱がスマホに向き直る。

「モグワイ、この情報って、ヴァトラーさんには──」

「もちろん聞かせてもらったヨ」

　廊ろう下かから聞こえてきた涼やかな声に、あっちゃあ、と浅葱が頭を抱えた。

　船室のドアが大きく開いて、金髪の青年貴族が満面の笑みとともに現れる。

「予定とは少し順番が違ったが、むしろこれは好都合だ。どちらかといえば、古城をやる気にさせるほうが難しいと思っていたからネ。彼のほうから攻めてきてくれるのは大歓迎だよ」

　嬉うれしくて仕方がないというふうに、ヴァトラーは声を弾ませていた。

　様々な策を弄ろうして大戦争を引き起こそうとしてはいるものの、ヴァトラーの行動原理はシンプルだ。戦闘狂バトルマニアである彼が欲しているのは、強敵との戦いだけなのだ。

　とはいえ、形の上ではヴァトラーは、絃神島を保護する側の吸血鬼ニンゲンだ。同じ立場である古城との、直接対決の可能性は低かった。それが思わぬ成り行きで、古城のほうから戦いを仕掛けてきたのだ。ヴァトラーが喜ぶのも無理はない。

「あんたが古城を倒してしまえば、戦争を止められる者はいなくなるしな」

「そういうことになるだろうネ」

　投げやりに両腕を広げる矢瀬を、ヴァトラーが面白そうに眺ながめてうなずく。

　浅葱は金髪の青年貴族をキッと睨みつけ、

「あなたが古城と戦うのに手を貸すつもりはないわよ」

「もちろんそれは構わない。せっかくの第四真祖との愉たのしい殺し合いだ。〝聖せい殲せん〟なんて無ぶ粋すいなものを使っては興きよう醒ざめだからね」

「あっそ」

　冷え冷えとした口調でそう言うと、浅葱は愛用のノートＰＣを抱き上げた。

　矢瀬は少し焦ったように浅葱を見上げて、

「……あ、浅葱？」

「あたしが出るわ。古城を説得して仲間に引き入れる。いいわよね？」

「好きにすればいいサ。古城とボクが肩を並べて、三人の真しん祖そたちと戦うというのも、それはそれで魅力的な提案だ。説得の成果を楽しみにしているヨ」

　ヴァトラーが芝居がかった大げさな口調で告げてくる。浅あさ葱ぎは不ふ機き嫌げんそうに溜ため息いきを洩もらして、無言のまま船室を後にする。

「さて、きみはどうする気だい、矢や瀬ぜの新しん総そう帥すい殿どの？」

「どうするのかと訊きかれても、俺はただの監視役だからな」

　ヴァトラーに笑顔で質問されて、矢瀬はやる気なく肩をすくめた。

　結ゆ瞳めとリディアーヌは、多国籍艦かん隊たいの襲しゆう来らいに備えて船外で待機中。唯ゆい里りたちは役目を終えたグレンダとともに、すでに解放済みだった。船室に残っているのは、矢瀬とヴァトラーの二人だけ。今さら身分を隠かくす意味もない。

「どうかな。〝混沌の皇女ケイオスブライド〟と手を組んで、裏で動き回っていたのはキミだろう？」

　ヴァトラーの碧あおい瞳ひとみが、矢瀬を冷酷に見つめている。矢瀬は平然と笑って首を振る。

「買い被かぶりだよ。俺はせいぜい傍ぼう観かん者しやらしく、最後まで黙だまって見届けさせてもらうさ」

　　　　　　　　　　４

　目を開けると、古こ城じようは元の書斎に戻っていた。

　金属製の手て枷かせは外れており、魔ま術じゆつ紋もん様ようの輝かがやきも消えている。周囲の霧きりも晴れていた。古城は目め眩まいが収まるのを待って、拷ごう問もん器具に似た、座り心地の悪い椅い子すから立ち上がる。

　アラダールは無言で両腕を組んでいる。逆にラ・フォリアはなぜか上機嫌で、微笑ほほえみながら古城を見つめていた。

「──見事な交渉でした、古城。それでこそ、わたくしが将来の夫と見込んだ殿との方がたです」

「勝手に見込むな。ああ、いや、あんたがくれたアドバイスには助けられたけど……」

　そう言って古城は、汗に濡ぬれた自分の額ひたいをぬぐった。今になって震ふるえが襲おそってくる。

　どうやら古城が見ていた景色は、同じ霧に包まれていた王女たちにも伝わっていたらしい。

　古城自身、近くにいるラ・フォリアたちの気配を感じていた気がする。でなければ、古城があの状況で、冷静に交渉を進めることなどできなかっただろう。〝囁ささやきの庭園〟で出会った理事たちの迫力は、それほどまでに圧倒的だったのだ。

　三人の真しん祖そたちだけでなく、残る九人も相当な力の持ち主たちだった。彼らを相手に対等の交渉が成立したのは、思い返してみても奇跡に近い。

「あとは、咎神カインの〝遺産〟の支配を、アルデアル公から簒さん奪だつするだけですね。ふふっ……古城が名実ともに一国の王となれば、わたくしの父も無む下げにはできないでしょう」

「その話、まだ忘れてなかったのか……!?」

　古城が表情を引き攣つらせてうめいた。

　すっかり忘れていたのだが、古城はラ・フォリアと最初に出会ったとき、彼女に結婚を迫られていたのだ。娘を溺でき愛あいして手放そうとしない、彼女の父親に対抗できそうだから、という実にろくでもない理由でだ。もちろんラ・フォリアのことだから、いつもの悪ふざけという可能性は高いが、そうでなかったときが恐ろしい。

　事情を知らないアラダールが、訝いぶかしげな視線を古こ城じように向けてくる。

　そんな古城たちの動揺に構わず、ラ・フォリアは振り返りもせずに背後に呼びかけた。

「ユスティナ、〝ベズヴィルド〟に通達を。これより我がアルディギア聖せい環かん騎き士し団だんは、同盟国の君主、暁あかつき古城の支援のため、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟へと侵攻します。騎士団の装備は各団長に一任。速すみやかに戦せん闘とう態勢へ移行させなさい」

「御ぎよ意い」

　魔ま術じゆつ迷めい彩さいで姿を消していたユスティナ・カタヤが、唐とう突とつに現れて答えてくる。

　そのやりとりを聞いて慌あわてたのは、書斎の外で待っていた紗さ矢や華かだった。

「お、王女……？　まさか御おん身みも参戦なさるおつもりなのですか……!?」

「当然の責務です。精せい霊れいの加護を受けたアルディギアの姫ひめ神み子こが、戦場に赴おもむかずして、なにゆえ王族を名乗れましょう」

　威厳に満ちた口調でそう言ったあと、ラ・フォリアがぼそりと独ひとりごちる。

「──それにこんな面白いことを見逃してたまるものですか」

「それが本音ですかっ……！」

　紗矢華が声を裏返らせて叫んだ。

「駄だ目めです！　私は獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い姫ひめとして、王女の護ご衛えいを日本政府に命じられてるんです！　そんな危険な行動は絶対に認められません！」

「ですが、紗矢華。日本政府は絃いと神がみ島じまの領有権を放棄したのです。つまり現在ここは日本ではないのですから、あなたが私に命令する権利はないのではありませんか？」

「そ……それは……」

　一いち分ぶの隙すきもないラ・フォリアの理屈に、反論の言葉を失う紗矢華。銀髪の王女は、たたみかけるように続けて訊きいてくる。

「それに雪ゆき菜なは古城の監視役として、アルデアル公との戦いに同行する気ではないのですか？」

　ラ・フォリアに視線を向けられて、はい、と雪菜は当然のように答えた。紗矢華はうっ、と声を詰まらせる。ラ・フォリアは、そんな紗矢華を誘惑するように微笑ほほえんで、

「つまり、わたくしと一緒に戦場に向かえば、あなたは護衛任務を継続しつつ、雪菜を助けることも可能になるのです。それでも私の戦場行きを認めないというのですか？」

「も……もしかして最初からこうなることを予想して、私を護衛役に指名したんじゃ……」

「ふふっ、わたくしの身の安全は、あなたが護まもってくださるのでしょう、紗矢華？」

「はあ……」

　無む邪じや気きに笑うラ・フォリアの問いかけを、紗矢華は長い溜ため息いきで肯定した。もとより交渉術に定評のある腹黒王女を、紗矢華が説得できるはずもない。予想どおりラ・フォリアの圧勝だ。

　紗さ矢や華かの沈ちん黙もくを確認した王女は、次に背後の女おんな騎き士しを呼よびつけ、

「ユスティナ、雪ゆき菜なに例のものを──」

「はっ。剣けん巫なぎ殿、どうかこれをお持ちください」

　主君の命令を受けたユスティナが、雪菜の前に恭うやうやしく荷物を差し出してくる。通学バッグほどの大きさの、軍用キャリングケースだった。

「あの……これは？」

　女騎士からの唐とう突とつな贈り物に、雪菜が戸惑いの表情を浮かべる。

「僭せん越えつながら、自分の勝手な判断にてご用意させていただきました。本来は王おう妹まい殿でん下かのために用意したものですので、多少の不自由があるかと思いますが──なにとぞ！」

「あ……ありがとうございます。預かります……預かりますから、土下座はやめてください！」

　女騎士の真剣さに圧倒されて、雪菜がケースを受け取った。ユスティナが深々とお辞じ儀ぎする。

「では、古こ城じよう──再び共に戦えること、嬉うれしく思います。後ほど戦場で会いましょう」

　短いスカートの裾すそをつまみながら、ラ・フォリアが優雅に微笑ほほえんだ。

　王女はそのまま踵きびすを返し、女騎士を引き連れて部屋を出て行く。紗矢華はどこか自暴自棄な足取りで彼女たちを追いかけた。王女たちの行き先は空港だ。そこにはアルディギア王国が誇る装そう甲こう飛行船〝ベズヴィルド〟がある。

「──きみたちはこちらだ、暁あかつき古城」

　取り残された古城と雪菜が所在なげにしていると、応接間に戻ったアラダールに呼びかけられる。黒髪の吸血鬼が見つめるテーブルの上には、軍用のタブレット端末が置かれていた。

　大型の画面に表示されているのは、星雲状に広がる見知らぬ島の地図である。

「これは？」

「絃いと神がみ島じまを取り巻く、咎神カインの〝遺産〟の全景だ。人工島管理公社からの情報だよ。カインの巫み女このハッキングで偵察衛星が使えないと聞いていたが、優秀な能力者がいるようだな」

「へえ……」

　アラダールの賞賛の言葉を聞いて、古城も少し意外に思う。浅あさ葱ぎに記者会見の生中継を乗っ取られて以来、どうにも影の薄うすい人工島管理公社だが、やるべきことはやっていたらしい。

　実際、現在の絃神島の状況で大規模なパニックが起きていないのは、冷静に考えてみればすごいことだ。絃神島の住人たちが災害慣れしているという点を差し引いても、公社が様々な対策を講じているのは間違いない。

「これが〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の現在地ですね？」

　地図上に表示されていた赤い点に気づいて、雪菜が言う。ディミトリエ・ヴァトラーのクルーズ船は、渦うず巻まき状に配置された人工島の隙すき間まを、時計回りに動き続けていた。

　距離的には、古こ城じようたちがいる絃いと神がみ島じま本島から四十キロほど離はなれた地点だ。〝オシアナス・グレイヴⅡ〟を警護しているのは、多数の砲台と古代兵器ナラクヴエーラの群れ。さすがに反聖せい域いき条約連合軍の本拠地だけあって護まもりが堅かたい。だが、レヴィアタンが回遊する外そ洋とに比べれば、内な側かからのほうが、まだしも近づきやすいはずだった。

「アルディギアの装そう甲こう飛行船に支援を任せて、その隙に俺たちが〝ストリクス〟──飛ひ行こう艇ていで突入する。俺たちのほうが速あ度しが速いからな」

「……あんたも協力してくれるのか？」

　古城は驚おどろいてアラダールを見た。常識的に考えて、彼が古城に協力する理由はなにもない。

　アラダールにとってヴァトラーは同どう胞ほうであり、逆に古城は彼の決けつ闘とうの相手だ。どちらが敵に近い立場なのかは、考えるまでもなく明らかだ。

　しかしアラダールは、生き真ま面じ目めな表情で古城を見返し、

「ヴァトラーの今回の行動は、〝戦せん王おう領りよう域いき〟に対する反逆だ。俺がやつの断罪に荷か担たんするのは、夜の帝国ドミニオンの臣しん民みんとして当然果たすべき義務だろう？」

「……まあ、理由はなんであれ、あんたが手を貸してくれるのなら、正直助かる」

　古城は正直にそう言った。思わぬ助すけっ人とが現れたことで、ヴァトラー攻略の手順も固まった。あとは実際に咎神カインの〝遺産〟に乗りこんで、ヴァトラーを追い出すだけである。

　アラダールがベルを鳴らして執事を呼んだ。高級宿泊施設だけあって、この部屋には執事とメイド部隊が常駐しているのだ。

　彼らに早口で指示を出し、そしてアラダールは、実直な口調で古城たちに告げてくる。

「きみたちのために部屋を用意させた。飛行艇の発進準備が整い次第、空間跳躍テレポートで空港に移動する。それまでに補給を済ませておけ──」

「……補給？」

　古城と雪ゆき菜なは戸惑いながら、互いの顔を見合わせた。

　　　　　　　　　　５

「食事でも用意してくださったんでしょうか？」

　補給ってなんのことだ、と首を傾かしげる古城の耳に、雪菜が小声で囁ささやいてくる。

　なるほど、と納得して古城はうなずいた。腹が減っては戦いくさが出来ぬという諺ことわざは、万国共通の真理だろう。アラダールが古城たちに気を利きかせて、食事を手配してくれても不思議ではない。「だったらありがたいな。昨日の昼にイブリスベールとラーメンを喰くったきりだもんな」

　ですね、と雪菜も嬉うれしそうに同意する。これだけのホテルなら食事もさぞかし豪華なのだろう、と密ひそかに期待を膨ふくらませる古城。しかし案内された部屋に入るなり、古城はその期待があっさり裏切られたことを理解した。

　古風なエプロンドレス姿のメイドが、こちらです、と古こ城じようたちに指し示したのは、やけに豪華な寝室だった。広々としたキングサイズのベッドに、無数の枕まくら。室内は間接照明で幻想的に照らし出され、大人びたアロマキャンドルの芳香が漂ただよっている。広々としたシャワールームの壁はガラス張り。とても食事ができる雰ふん囲い気きではなかった。どう見ても新婚旅行ハネムーンに来たカップル用のベッドルームだ。

「ア……アラダール……！」

　古城は、ベッドの上に両手を突いて低く唸うなった。

「どんなに真ま面じ目めでも、やはり吸血鬼なんですね、あの方も」

　雪ゆき菜なも落胆したように肩を落としている。食事に不向きなベッドルーム、というのは、吸血鬼にとっては別の意味を持っている。

　なぜなら吸血衝しよう動どうを引き起こすきっかけになるのは、食欲ではなく性欲だからだ。補給しろと古城に告げたアラダールの言葉は、雪菜の血を吸っておけ、という意味だったのだ。

　彼はそのために、こんな部屋まで用意したのである。真面目なアラダールらしい気き遣づかいだが、方向性が完かん璧ぺきにズレている。

「そういえばユスティナさんに渡されてたやつって、なんだったんだ？」

　ベッドの端に腰掛けて、古城が訊きいた。この部屋の中で黙だまっていると、本当に変な雰囲気になってしまいそうな気がしたからだ。

「なんでしょう。本当は夏か音のんちゃんの持ち物だって言ってましたけど」

　そう言って雪菜は、ユスティナに渡されたキャリングケースを開ける。厚さ十センチほどのケースの中には、彩さい海かい学がく園えんの女子の制服と、新品の下着が、綺き麗れいに折り畳まれて入っていた。純白のレースとパステルストライプを組み合わせた上下セットのブラとショーツ。清せい楚そながら、高級感のある可愛かわいらしい逸品だ。

「これが……叶かな瀬せの……」

「なにを想像してるんですか！　もう！」

　乱暴にケースの蓋ふたを閉じた雪菜が、古城を咎とがめるように睨にらんでくる。なぜ自分が責められるのかと、古城は納得いかない気分を味わいつつ、

「ラ・フォリアのやつ、なんで制服なんかくれたんだ？」

「気を遣つかってくださったんだと思います。わたしの制服、海に落ちたときのままですし……その、下着も……」

「あー……そういや、ちょっと磯いそ臭くさいか。肌もちょっとベタベタするし……」

「い、磯臭い……ベタベタ……」

　雪菜が衝しよう撃げきを受けたようにうつむいて、どんよりと落ちこんだ表情を浮かべた。

「海に入ったのは俺も同じだから、気にすることはないだろ。それに俺は、この匂におい、べつに嫌いじゃないけど」

「だからって匂においを嗅かがないでください！」

　クンクンと鼻を鳴らす古こ城じようの顔面に向かって、雪ゆき菜なが枕まくらをぶつけてくる。べつに雪菜に近づいたわけでもないのに、理不尽だろ、と古城は唇くちびるを曲げた。ともあれ、そういう事情であれば、アラダールが用意したシャワーつきの部屋も無む駄だではなかったわけだ。

「あれ、着替えないのか？」

「着替えますけど……先輩に下着を見られたあとじゃ着替えづらいじゃないですか……」

　キャリングケースを抱いたまま、雪菜が恨みがましい視線を向けてくる。そういうものか、と古城は半ば呆あきれながら、

「べつにいいだろ。姫ひめ柊らぎに似合いそうなデザインだったし」

「だから、想像しないでください！」

　雪菜が頰ほおを赤くしながら、再び枕をぶつけてくる。その衝しよう撃げきに耐えきれず、古城はベッドの上に転がった。そのまま溜ため息いきをついて動きを止める。

「先輩？」

「ああ、大丈夫。ちょっと腹が減ってるだけだから」

　古城が弱々しい声を出す。アラダールが余計な期待を持たせたせいで、空腹感がシャレにならないレベルになっていた。考えてみれば丸一日近く、ほとんどなにも食べていないのだ。

　不老不死の吸血鬼といえども、動けば当然腹が減る。むしろアラダールとの決けつ闘とうで余計な体力を使ったぶん、普通の人間よりもよっぽど消耗が激しいとすらいえる。

「いちおう非常食ならありますけど、食べますか？」

　空腹で身動きできない古城を見かねたように、雪菜が怖おず怖おずと訊きいてくる。古城はカッと目を開けて勢いよく上体を起こした。非常食という言葉の響ひびきに、希望の光を感じたのだ。

「それって今すぐ食べられるのか？」

「ええ、まあ」

　なぜか躊ちゆう躇ちよするような表情を浮かべて、雪菜はいつものギターケースに手を伸ばした。楽譜やシールドケーブルを入れるためのポケットから、リボンでラッピングされた紙箱を取り出す。

　蓋ふたを開けると、焼けたバターとチョコレートの匂いが広がった。

　箱の中身はクッキーだ。古城の眷けん獣じゆうたちの形とおぼしき、手作りのチョコレートクッキーが、箱の中にぎっしりと収められている。

「姫柊、これって……」

「非常食です」

　雪菜が、抑よく揚ようのない声で頑かたくなに主張する。

「み、南みな宮みや先生のご自宅で先輩が眠っているときに少し時間があったので。アスタルテさんが作ると言ってたので、そのついでで……決してバレンタインなどとは関係なくて……」

「あー……まあ、なんでもいいや。ありがとな」

　いただきます、と両手を合わせて、古こ城じようは雪ゆき菜なのクッキーをつまんだ。空腹に喘あえいでいた古城の肉体に、糖分がじんわりと浸しみこんでいくようだ。あまりの感動に全身が震ふるえる。

　そんな古城の反応を、雪菜はなぜか息を止め、真剣な眼まな差ざしで見つめている。

「お……お味はどうですか？」

「すげえ美う味まい」

「ほ、本当に？」

「ああ」

「よかったです」

　雪菜がホッとしたように胸を撫なで下ろす。そして彼女は不意に晴れやかに微笑ほほえんで、

「では、先輩。すみませんが、少しの間、外に出ていてもらえますか？　着替える前にシャワーを浴びたいので」

「ああ、そうか。そうだよな」

　ガラス張りのシャワールームの壁に目を向けて、古城は苦笑混じりにうなずいた。そんなところで雪菜に平然とシャワーを浴びられても、それはそれで気まずいなどというものではない。お互いの心の平へい穏おんのためにも、古城はしばらく部屋の外にいたほうがよさそうだ。

「このクッキーは、もらっていって構わないか？」

「はい。それは先輩のために用意したものですから。好きなだけ召し上がってください。お返しも愉たのしみにしてますね」

「お返しって、非常食の……？」

「ふふっ……冗談です」

「え、冗談って、どっちがだ……姫ひめ柊らぎ？」

　これが本当にただの非常食なのか、それともバレンタインのプレゼントなのか、どちらとも受け取れる雪菜の言葉に、古城は激しく混乱する。

　しかし雪菜はそれ以上なにも答えず、古城を強引に部屋から追い出した。

　　　　　　　　　　６

　飛ひ行こう艇ていの発進準備が整ったのは、それから一時間ほど経たってからのことだった。

　アルディギア王国の〝ベズヴィルド〟は、すでに先行して咎神カインの〝遺跡〟へと接近を始めている。本格的な戦せん闘とうに突入するのも、もはや時間の問題だ。

　古城たちを乗せた飛行艇は、絃いと神がみ島じま本島の空港を離陸。そのまま海抜二百フィート足らずの低高度を飛んで、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟へと向かっていた。このままいけば十分も待たずにヴァトラーたちと接触することになるだろう。なんの妨害も受けなければ、だが。

「体力は回復したようだな、暁あかつき古城」

　飛ひ行こう艇ていのキャビンに座る古こ城じようを眺ながめて、アラダールが訊きいてくる。〝ストリクス〟は、全幅四十メートルを超える大型機だ。航空機の中とは思えないほど、客室内の空間には余裕がある。

「まあ、とりあえず腹は膨ふくれたけどな」

　深く考えずにそう言って、古城は己の失言に気づいた。アラダールは、古城があの部屋で、雪ゆき菜なの血を吸ったと思っているはずなのだ。

「ま、待て、違う。アラダール、誤解だ。腹が膨れたというのは、クッキーのせいで──」

「その剣けん巫なぎはきみの〝伴はん侶りよ〟だ。なにも疚やましく思う必要はあるまい」

「そんなふうに言われたら、余計に俺たちが疚しいことをしてたみたいだろうが！」

　無関心に告げてくるアラダールに、古城は必死で喰くい下がる。そのころ雪菜は青ざめた顔で、シートベルトを何度も確認していた。彼女は飛行機が苦手なのである。

　その雪菜が、突然、キャビンの窓の外へと目を向ける。

「先輩、レヴィアタンです！」

「な……!?」

　古城とアラダールが同時に立ち上がる。〝ストリクス〟はまだ離陸を終えた直後である。空港から十キロも離はなれていない。そんな絃いと神がみ島じまの目と鼻の先にまで、浅あさ葱ぎたちはレヴィアタンを配置していたのだ。

　渦うず巻まき状に広がる人工島ギガフロートの隙すき間まに、巨大な海かい龍りゆうが、窮きゆう屈くつそうに浮かんでいた。その背中から、海鳥に似た黒い物体が、一斉に数百体近く放たれる。

　それらは白はく煙えんを噴ふき上げながら旋せん回かいすると、一斉に〝ストリクス〟目がけて殺到した。その正体に気づいて古城は青ざめる。

「生体ミサイルか──！」

「ちっ……舞え、〝暴グ食ー者ラ〟──！」

　アラダールが飛行艇の前方に、自らの眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。数百体もの闇やみ色いろの短剣の群れだ。

　それらは一斉に散開して、飛来するレヴィアタンの生体ミサイルを迎撃する。アラダールの持つ膨ぼう大だいな魔ま力りよくと、意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンという眷獣の特性があって初めて可能な荒技だ。

「結ゆ瞳めのやつ、問答無用かよ！」

「自分から宣戦布告しておいて、問答無用などという法はあるまい」

　思わず愚ぐ痴ちをこぼした古城に、アラダールが冷静なツッコミを入れてくる。

　それもそうか、と古城は嘆息した。すでに戦争は始まっているのだ。

「──疾きくや在がれれ、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟！」

　古城が眷獣を召喚する。銀水晶の翼つばさと鱗うろこを持つ美しい魚ぎよ竜りゆうだ。野や羊ぎに似た螺ら旋せん状の角つのが輝かがやきを放ち、その光に魅み入いられたようにレヴィアタンの動きが凍りつく。

「なるほど……魅了の眷獣か」

　アラダールが感心したように呟つぶやいた。〝夜の魔女リリス〟の後継者である結瞳は、夢魔サキユバスの精神支配力によってレヴィアタンたちを操っている。しかし精神支配の能力を持つのは、夢魔サキユバスだけとは限らない。第だい四よん真しん祖その十番目の眷けん獣じゆう、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟の能力も同じく精神支配なのだ。

　その眷獣の力で結ゆ瞳めの精神支配を上書きし、古こ城じようはレヴィアタンを海の底へと送り返す。結瞳の支配力すら及ばない、遥はるか遠くの海底へと。そして──

「姫ひめ柊らぎ、結瞳の居場所はわかるか？」

「正面方向です。〝オシアナス・グレイヴⅡ〟手前の高台に──」

　結瞳の念波を察知した雪ゆき菜なが、飛ひ行こう艇ていの進行方向を指さして叫んだ。だが、彼女の言葉が終わる前に、操縦室から機長の怒鳴り声が聞こえてくる。

『前方に未確認飛行物体アンノウン──！』

「ぬ──？」

　操縦室に入ったアラダールが、目つきを更さらに険しくする。〝ストリクス〟を迎撃するために地上から飛び立ったのは、甲こう虫ちゆうに似た巨大な怪物だ。装そう甲こう内のノズルから炎を噴ふき出し、恐ろしい速さで飛んでくる。

「古代兵器ナラクヴエーラ！　空を飛んでいるのか!?」

　邪じや魔まだ、とアラダールが眷獣たちに攻撃を命じる。闇やみ色いろの短剣が古代兵器ナラクヴエーラに殺到し、分厚い装甲に覆おおわれた巨体を、跡あと形かたもなく引き裂いた。

　アラダールは役目を終えた眷獣たちを呼び戻し、二体目の古代兵器ナラクヴエーラ目がけて再び彼らを射出する。が──

「駄だ目めだ、アラダール！」

「なに!?」

　古城の制止は間に合わず、古代兵器ナラクヴエーラと闇色の短剣が激突した。

　そして撥はね返されたのは、アラダールの眷獣たちのほうだった。古代兵器ナラクヴエーラが放出した戦輪チヤクラム型のミサイルが、闇色の短剣を迎撃し、その軌道を変えたのだ。

「こちらの攻撃を学習したのか……!?」

　アラダールが低くうめきを洩もらす。学習型ネットワークと自己修復機能を応用した改良進化。それこそが神々の兵器と呼ばれた古代兵器ナラクヴエーラの恐ろしさだ。古代兵器ナラクヴエーラの群れには、同じ攻撃は通用しないのだ。

　アラダールの攻撃をくぐり抜けた古代兵器ナラクヴエーラが、大口径レーザーを射出する。護まもりの手て薄うすになった〝ストリクス〟の翼つばさを、深紅の閃せん光こうが斬きり裂いた。四基のエンジンの一基が爆ばく発はつし、飛ひ行こう艇ていの巨体が大きく傾く。

　古代兵器ナラクヴエーラが〝ストリクス〟の後方に回りこみ、大口径レーザーを更さらに撃ち放とうとする。そこに飛来したのは、水銀色の鱗うろこに覆おおわれた双そう頭とうの龍りゆうだった。

「〝龍蛇の水銀アル・メイサ・メルクーリ〟ッ！」

　古城が召しよう喚かんした眷獣が巨大な顎あぎとを開き、古代兵器ナラクヴエーラを、周囲の空間ごと吞のみこんだ。機体にダメージを与えていない以上、古代兵器ナラクヴエーラの学習ネットワークが作動することはなく、自己修復しようにも修復すべき機体はもはやない。

「おまえみたいな不死身ヤツの相手をするのは慣れてんだ。悪いな──」

　次々と喰くわれていく古代兵器ナラクヴエーラの群れを眺ながめて、古こ城じようは自己嫌悪の混じった呟つぶやきを洩もらす。空間そのものを喰くらう第だい四よん真しん祖その三番目の眷けん獣じゆうは、周囲に与える悪あく影えい響きようが大きい。できれば喚よび出したくない眷獣なのだ。

　しかも古代兵器ナラクヴエーラの脅きよう威いが去ったところで、飛ひ行こう艇ていの損傷が回復するわけではない。翼つばさの半分を失った〝ストリクス〟は、降下というよりも、落下に近い速度で地上へと向かっていた。もともと高度が低かったこともあり、墜つい落らくまでの猶ゆう予よはほとんどゼロだ。

「閣かつ下か、高度維持できません！　不時着します！」

「総員、身体からだを固定しろ──！」

　機長とアラダールがそれぞれ叫んでいる。〝ストリクス〟の乗員たちが、揺れる機内で必死になにかにしがみつく。恐怖で動けなくなっている雪ゆき菜なを、古城が抱き寄せる。

「先輩！　地上型の古代兵器ナラクヴエーラです！」

　その雪菜が、全身を硬直させたまま鋭く警告した。

　降下を続ける〝ストリクス〟の前方に、地上型の古代兵器ナラクヴエーラが待ち構えていた。大口径レーザーの砲ほう口こうが、充じゆう塡てんされたエネルギーで赤く輝かがやいている。〝ストリクス〟が墜落した瞬しゆん間かんを狙ねらって、砲撃を仕掛けるつもりなのだ。

「浅あさ葱ぎのやつ、本ガ気チで俺たちを殺しにかかってるじゃねえか……！」

　情け容よう赦しやない波は状じよう攻撃に、古城の頭の中でなにかがぶち切れた。相手がその気なら、古城が手加減する義理もない。

「くそ……疾きくや在がれれ、〝甲殻の銀霧ナトラ・シネレウス〟！　〝水精の白鋼サダルメリク・アルバス〟──！」

　古城が新たな眷獣を召しよう喚かんする。飛行艇を包みこむように出現したのは、銀色の霧きりに覆おおわれた巨大な甲こう殻かく獣じゆうだった。それは不時着する〝ストリクス〟を、乗員ごと銀色の濃のう霧むへと変えて、落下の衝しよう撃げきを無効化する。

　同時に、水路から出現した水の精霊ウンデイーネが、自らの肉体を激流へと変えて、古代兵器ナラクヴエーラの群れを押し流す。

　水中に沈んだ古代兵器ナラクヴエーラは、たちまち例外なく崩ほう壊かいを始めた。自己修復機能を持つはずの装そう甲こうが、砂のようにボロボロと崩れていく。修復できないのではなく、その逆だ。再生の能力を司つかさどる水の精霊ウンデイーネが、自己修復機能の限界を超えて、古代兵器ナラクヴエーラを回復させているのだ。古代兵器ナラクヴエーラが完成する前の元素の状態まで──

「痛いって……怪け我がはないか、姫ひめ柊らぎ？」

　背中から地上に投げ出された古城が、胸に抱いたままの雪菜に訊きく。どうにか不時着には成功したものの、〝ストリクス〟の機体はバラバラだった。古城の眷獣は、あらゆる物質を霧に変えるが、元の姿に戻せるとは限らない。墜つい落らくの衝しよう撃げきで派手に霧きりが飛び散ったせいで、尚なお更さら、修復が雑になったのだ。

「はい、どうにか。乗員の皆さんも無事みたいです」

　雪ゆき菜なが、疲労した古こ城じようを支えて立ち上がる。幸いにも〝ストリクス〟の乗員たちは、全員、ほぼ無傷だった。もちろんアラダールは、確認するまでもなく無事である。

「……これが第だい四よん真しん祖その本来の力というわけか。部下を救ってくれたこと、礼を言う」

　アラダールが、古城を見下ろして静かに言った。なにを今更、と古城は肩をすくめる。そんな古城の目の前に、アラダールがなにかを投げ落とした。耐たい衝しよう撃げき加工を施ほどこした軍用のタブレット端末だ。表示されているのは例の地図である。

「ヴァトラーの船までは、残り十キロと言ったところだろう。先に行け、暁あかつき古城」

「あんたはどうするんだ、アラダール？」

　古城が怪け訝げんに思って訊きき返す。黒髪の吸血鬼は答えずに、生き真ま面じ目めな表情のまま顔を上げた。

　アラダールが見つめる視線の先には、無人の建物の上に立つ、白いコートの人影があった。

　ほっそりとした小柄な体つき。中性的な柔らかな美貌。しかしその瞳ひとみは真紅に輝かがやいて、唇くちびるの隙すき間まからは鋭い牙きばがのぞいている。〝戦せん王おう領りよう域いき〟の吸血鬼、キラ・レーベデフ──

「俺は、やつの相手をする──」

　呟つぶやくアラダールの全身が、魔ま力りよくの霧に包まれる。

　愕がく然ぜんと立ち竦すくむ古城たちを眺ながめて、キラは美しく笑っていた。

　　　　　　　　　　７

　ラ・フォリアの戦場行きを認めたことを、紗さ矢や華かは早くも後悔し始めていた。反はん聖せい域いき条約連合軍の攻撃が予想よりも遥はるかに熾し烈れつだったせいである。

「〝ストリクス〟──撃げき墜ついされました。第四真祖殿、剣けん巫なぎ殿は共に健在。セヴェリン侯こうはヴォルティズラワ伯はくと交戦中です」

「フロッティ巡航ミサイル、残弾四。右う舷げん全砲塔、左さ舷げん二番砲塔は砲身冷却中」

「精せい霊れい炉ろ、稼働限界まで残り百四十秒──」

　装そう甲こう飛行船〝ベズヴィルド〟の船橋ブリツジを、オペレーターたちの無機質な声が行き交っている。彼らの態度は冷静だが、報告内容はいずれも戦況の悪化を告げるものばかりだ。

　聖域条約機構軍に正面から戦いを挑いどむだけあって、咎神カインの〝遺産〟が内包する戦力は圧倒的だ。いかに最新鋭とはいえ、装甲飛行船一いつ隻せきでどうにかできる相手ではない。

「さて、どうしますかね、姫様。どうも、この船は、すっかり虫野郎どもに気に入られたようですぜ。あっしは昆虫採集が苦手なんですがね」

　中世の海賊を思わせる厳いかつい風貌の船長が、冗談めかした口調で王女に訊く。

　鋼はがね色いろの人工島の上空で、〝ベズヴィルド〟は、飛行型の古代兵器ナラクヴエーラ九機の編隊と交戦中だった。どうにか互角の戦せん闘とうを続けているものの、〝ベズヴィルド〟の武装は、古代兵器ナラクヴエーラに対してほとんど効き目がない。古代兵器ナラクヴエーラの進化型自己修復機能は、すでに〝ベズヴィルド〟の攻撃に耐性を持ってしまっているのだ。このまま一方的に攻撃を受け続ければ、いずれ〝ベズヴィルド〟の防御が破られるのは確実だ。

「姫様……？」

　王女の返事がないことを怪け訝げんに思ったのか、船長が船橋ブリツジを見回した。しかし、窮きゆう屈くつな船橋ブリツジ内のどこにも、ラ・フォリアの姿は見当たらなかった。空っぽの座席シートが残っているだけだ。紗さ矢や華かたちが目を離はなした一いつ瞬しゆんの隙すきに、王女は船橋ブリツジを抜け出したのだ。

「空間跳躍テレポートチャンバー起動！　跳ちよう躍やく目標は〝夜の魔女リリス〟潜伏予想地点！」

　オペレーターの一人が不意に緊迫した声を出す。

「っちゃあ……」

　諦てい観かんしたように顔を覆おおって、首を振ったのは船長だった。〝ベズヴィルド〟の現在地から、〝夜の魔女リリス〟の潜伏地点までの直線距離は、おそらく十四、五キロメートルほど。

　それだけの長距離を空間跳躍テレポートで移動するのは、ほぼ不可能だとされている。空間制御に必要な魔ま術じゆつ演算量は、移動距離に比例して指数関数的に増加していくからだ。術者単独でそんな無茶ができるのは、おそらく空間制御に特化した魔女──南みな宮みや那な月つきだけだろう。

　しかし卓越した精せい霊れい使いであるラ・フォリアが、〝ベズヴィルド〟に搭とう載さいされた戦せん艦かん級の精せい霊れい炉ろを利用すれば、その不可能も可能になる。演算精度の不足を魔力量で補って、強引に空間を安定させるのだ。当然、その跳躍は一方通行であり、しかも護ご衛えいの騎き士し団だんを送りこむことも不可能になってしまうのだが、それを気にするようなラ・フォリア・リハヴァインではない。

「王女！」

　船橋ブリツジを飛び出した紗さ矢や華かが、船体下部の空間跳躍テレポートチャンバーへと飛びこんだ。空間制御の魔術が彫りこまれた転送室チヤンバーの広さは、かろうじて二人が同時に入れる程度。騎士団の転送に使えないのは、それが理由だ。

　銀髪の王女は予想どおり、転送室チヤンバーの中で、制御パネルを愉たのしげに弄いじっていた。

「ラ・フォリア王女！　まさか、地上に降りるつもりなんですか？　この状況で!?」

「どのみち、このままでは逃げ切れません。古代兵器ナラクヴエーラを操っている元げん凶きようを叩たたきます」

　追いかけてきた紗さ矢や華かを見ても、ラ・フォリアは表情を変えなかった。むしろ紗矢華が追いついてくるのを、待っていたような気配すらある。

「〝ベズヴィルド〟はわたくしたちを降ろしたあと、上空で待機。精霊炉の出力は、すべて聖せい護ご結界に振り向けて構いません」

『──了解です。けど、無む茶ちやだけはしないでくださいよ。姫様の身になにかあったら、俺がお父上にぶっ殺されちまう』

　艦かん内ない無線を通じて、船長の濁だみ声ごえが聞こえてくる。

「──って、船長！」

「その言葉、心に留めておきましょう」

　止めなさいよ、という紗さ矢や華かの抗議が船橋ブリツジに届く前に、ラ・フォリアが転送装置を起動した。通常の空間跳躍テレポートではあり得ない、凄すさまじい空間の揺らぎが紗矢華たちを襲おそった。青白い閃せん光こうが視界を染める。長距離転送の反動だ。

　着地した紗矢華とラ・フォリアの周囲に、半径四、五メートルほどのクレーターが穿うがたれた。その周囲数十メートル以内の建造物がことごとく薙なぎ倒されていく。ここが通常の市街地なら、大惨事になるところだ。しかし紗矢華とラ・フォリアは無傷。王女と〝ベズヴィルド〟の精せい霊れい炉ろが生み出した、強力な魔ま力りよく障しよう壁へきの賜たま物ものである。

「紗矢華──」

　そんな無む茶ちやな転送を終えた直後にもかかわらず、ラ・フォリアが冷静な声で紗矢華を呼ぶ。王女の右手に握にぎられていたのは、黄金の装飾が施ほどこされた呪じゆ式しき銃じゆうだ。

「はい」

　紗矢華は小さくうなずいて、背負っていた楽器ケースから剣けんを抜いた。獅し子し王おう機き関かんの試作制圧兵器〝煌こう華か麟りん〟。紗矢華がその切きっ先さきを向けたのは、正面に見える橋だった。

「……これはこれは。アルディギアの王女殿でん下かでしたか」

　絃いと神がみ市内を走るモノレールの軌道によく似た、鋼はがね色いろの高こう架か橋きよう。午後の陽ひ射ざしを浴びながら、その上に金髪の美しい娘が立っている。空間跳躍テレポートの前兆を察知して、紗矢華たちの到着を待ち構えていたのである。

　彼女が着ているのは、真紅のバニースーツ。そのスーツの周囲をボンデージ風に取り囲んでいるのは、金属製の簡易強化外骨格エグゾスケルトンだ。六連装の対魔族機関砲を片手で軽々と抱え上げ、彼女はその銃口をラ・フォリアに向けていた。

「久々にお目にかかれて光栄ですわ。騎き士し団だんの護ご衛えいもつけずに単身で戦場を散歩とは、相あいも変わらず世の中を舐なめきった姫君でいらっしゃいますこと。ですが、ここは舞踏会の会場ではありません。恐こわい目に遭あって泣く前に、逃げ帰ることをおすすめしますわ」

　ラ・フォリアに劣らぬ優雅な仕草で、強化バニースーツの娘が一礼する。

「え……と……」

　どうしようもなく場違いな敵の出現に、紗矢華は戸惑いを隠かくせない。しかし彼女の口調から察するに、ラ・フォリアの知り合いではあるらしい。

　紗矢華は助けを求めるように、ラ・フォリアの横顔に目を向けて、

「……誰だれですか？」

「さあ？」

　ラ・フォリアはそう言って、可愛かわいらしく小首を傾かしげてみせる。あんたも知らんのか、と若じやつ干かん、途方に暮れてしまう紗さ矢や華か。

　強化バニースーツ姿の金髪美女は、啞あ然ぜんとしたように目を剝むいて、

「──ヴィカよ、ヴィカ！　アッセント公国のヴィクトリア！　一昨年もクロミスの舞踏会で会ったでしょ！」

「ああ……！　アッセントのヴィクトリア王女──〝戦せん王おう領りよう域いき〟との不ふ可か侵しん条約の人質として、アルデアル公の後こう宮きゆうに差し出されたという噂うわさは本当だったのですね」

　ぽん、と軽く手を打って、ラ・フォリアは無む邪じや気きに目を細めた。そしてオシアナス・ガールズの金髪美女を哀あわれむように、大げさに嘆息してみせる。

「アルデアル公が人間の女性に興味がなかったせいで、いいお歳としなのに生き娘むすめのまま、夜な夜な軍隊ごっこをさせられているとは聞いていましたが──そのようなお姿になって」

「う、うるさいっ！　生娘で悪いかっ！　てか、私、まだ十九だから！　人を嫁いき遅れみたいに言わないでくれる!?」

　あんたと二歳くらいしか変わらないでしょ、と金髪美女が金切り声を上げる。ラ・フォリアは無言でふふっ、とせせら笑い、金髪美女は怒りのあまり絶句する。

　そこで紗矢華も、ラ・フォリアが、わざと相手を怒らせているのだと気づいた。戦場で再会したかつての知ち己きを、ほんの一いつ瞬しゆんで激怒させるあたり、腹黒王女の面めん目もく躍やく如じよである。

「なんでそうやっていちいち相手を挑ちよう発はつするんですか!?」

「挑発などと……わたくしは事実をお伝えしただけです」

　呆あきれたような紗矢華の問いかけに、ラ・フォリアは心底意外そうに目を瞬またたいた。

　強化バニースーツの金髪美女が、ガシャンと音を立て、対たい魔ま機き関かん砲ほうの安全装置を解除する。

「せっかく無傷で捕まえてあげようと思ってたのに……！　マルーシャ！　ラナ！　ミスリナ、ヴァレリア！」

「はーい……」

　諦あきらめと苦笑の入り混じった声とともに、周囲の建物の窓や屋上から、強化バニースーツ姿の娘たちが次々に現れた。青と黄色、白と黒──最初の赤を含めて総勢五人。彼女たちは完全に、紗矢華たちの包囲を終えていた。ラ・フォリアは、隠かくれていた彼女たちを引っ張り出すために、最初の一人を挑発していたのだろう──多分。

「お、王女……」

　どうするつもりなのか、と紗矢華がラ・フォリアの横顔を窺うかがう。と、ラ・フォリアは奇妙に真剣なまなざしで紗矢華を見返した。

「紗矢華」

「は、はい」

「あなたは、古こ城じようのことを本当はどう思っているのですか？」

「はい……？」

「古こ城じようのことが好きか嫌いかと聞いているのです。本気で古城と結ばれる気があるのか、と」

「な、なんの話をしてるんですか、こんなときに!?　この状況を見てくださいよ！」

　紗さ矢や華かが声を上うわ擦ずらせて怒鳴り返す。強化バニースーツ姿の五人組は、それぞれ携行している重火器の射撃準備を終えている。それに対して、紗矢華たちの周囲には、身を隠かくす遮しや蔽へい物ぶつすら存在しないのだ。どう考えても、吞のん気きに恋愛話をしていられる状況ではない。

　しかしラ・フォリアは、真ま面じ目めな口調で続けてくる。

「このようなときだから訊きいているのです。良いですか、紗矢華。これは古城を夜の帝国ドミニオンの王にするための戦いなのですよ。帝王、すなわち彼の言葉こそが法律。もはや一夫多妻制への障害はありません。王に必要なもの、それは後宮ハーレムです」

「──んなわきゃないでしょうが!?」

「あるのです。なぜなら、彼は吸血鬼の真しん祖そだから」

　ラ・フォリアの答えに、紗矢華はハッと息を吞のんだ。

　真祖の妻。それは吸血鬼の〝血の伴はん侶りよ〟──不老不死の疑似吸血鬼ということだ。それが男性同士なら〝血の従者〟ということになるのだろうか。真祖に永遠の忠誠を誓い、彼とともに戦う不死身の軍団。それこそがラ・フォリアの語る王の後宮の正体だ。

「真祖の〝伴侶〟は、単なる色恋や寵ちよう愛あいの対象ではありません。夜の帝国ドミニオンを護まもる兵力そのものです。真祖自身だけでなく、帝国の民たみと領土を護まもるために、真祖には優れた〝血の従者〟を集める義務がある。あなたにその一員となる覚悟がありますか──？」

「わ、私はべつに、あ、暁あかつき古城の伴侶なんて……考えたこともなかったし……」

「そうですか……それもいいでしょう。ほかの殿との方がたと普通に恋をして、普通に年老いて死んでいく。それもひとつの幸せの形です」

「あ……いえ、暁古城以外を好きになるとか、そっちのほうが無理めなんですけど……」

　妙に物分かりのいいラ・フォリアの言葉を、紗矢華は慌あわてて否定する。紗矢華の根強い男性不信は、今も直っていないのだ。古城はその唯一の例外なのである。

「それに雪ゆき菜なと一緒にいられるのなら……なんでもいいですよ。もう、後宮ハーレムでも地獄でも」

「まあ、今はその言葉でよしとしておきましょう──」

　微笑ほほえみを消したラ・フォリアが、強化バニースーツの娘たちを見上げる。王女の質問に答えていたせいで、完全に逃げるタイミングを逃していた。今からでは彼女たちの包囲を破れない。

「くだらないお喋しやべりはおしまいかしら、ラ・フォリア・リハヴァイン──？」

　赤いスーツの金髪美女が、猛たけ々だけしく微笑みながら訊きいてくる。直後、彼女の機関砲が轟ごう然ぜんと火を噴ふいた。同時に、ほかの四人も一斉に攻撃を開始する。

「呪じゆ式しきスタン弾、撃てーっ！」

「電磁ネット射出！」

「撃ちます」

「発射フアイア──！」

「くっ……！」

　四方から降り注ぐ容よう赦しやない攻撃に、紗さ矢や華かが表情を歪ゆがめる。オシアナス・ガールズが使っている武器は、いずれも捕ほ獲かく用の弾体を使用しているが、これだけの砲撃を浴びれば、非致死性兵器でも無傷では済まない。

　しかしラ・フォリアは、飛来する弾丸を見返して笑っていた。

「紗矢華。弓です。剣ではなく」

「え……？」

　紗矢華が困惑して、自らが握にぎる長ちよう剣けんを見た。獅し子し王おう機き関かんの試作制圧兵器〝煌こう華か麟りん〟に与えられた機能はふたつ──剣と弓だ。この状況で役に立つのは、どう考えても、空間を斬きり裂き無敵の楯たてへと変える〝剣〟のほうだろう。

「──我が身に宿れ、神々の娘。軍勢の護まもり手て。剣の時代。勝利をもたらし、死を運ぶ者よ！」

　戸惑う紗矢華を庇かばうように、ラ・フォリアが一歩前に出る。彼女が奏でる祈りの詩うたが、戦場に美しく響ひびき渡る。その声に呼応するように、紗矢華たちの周囲を包みこんだのは、氷河に似た青い霊れい気きの輝かがやきだ。

　オシアナス・ガールズが放った攻撃は、その輝きにことごとく阻はばまれて弾け飛んだ。

「聖せい護ご結界……！」

「戦せん艦かん級の防護フィールドを確認」

「スヴァリン・システムの疑ぎ似じ聖せい楯じゆん……！」

　強化バニースーツの娘たちが、口々に驚きよう愕がくの声を洩もらす。

　疑似聖楯スヴアリン・システムは、防御系魔ま術じゆつの最さい高こう峰ほうといわれるアルディギア王国の秘ひ呪じゆだった。精せい霊れい炉ろから供給される神しん気きによって生み出される障しよう壁へきは、吸血鬼の眷けん獣じゆうと同様に、すべての物理攻撃を無効化する特性を持っている。精霊炉を搭とう載さいした大型軍ぐん艦かんと同等の結界を、ラ・フォリアは一人で展開しているのだ。

「──獅子の舞ぶ女じよたる高たか神がみの真ま射い姫ひめが讃たたえ奉たてまつる！」

　紗矢華の口から祝詞のりとがこぼれた。銀色の長剣が前後に割れて、洋よう弓きゆうの形へと変形する。

　剣ではなく弓だと言った王女の真意も、今ならわかる。王女が防御結界を張り巡らせた以上、紗矢華に求められた役割は、楯ではなく、敵を打ちのめす呪術砲台だ。

「ヴィカ、撤てつ退たいよ！」

　青い強化バニースーツの娘が、お仲間の金髪美女に呼びかける。

「くっ……」

　悔しげに唇くちびるを嚙かみながら、赤いバニースーツの娘が機関砲を投げ捨てた。だが、その前に、紗矢華の砲撃準備は終わっている。

「極きよつ光こうの炎えん駒く、煌こう華かの麒き麟りん、其そは天てん樂がくと轟ごう雷らいを統すべ、憤ふん焰えんをまといて妖よう霊れい冥めい鬼きを射い貫つらぬく者なり──！」

　銀色の洋よう弓きゆうが、金属製の呪じゆ矢しを撃ち出した。呪力を帯びた鳴なり鏑かぶら矢やが、人間には不可能な超高速度の呪文詠唱を代行。巨大な魔ま法ほう陣じんを天空に描き出す。そこから降り注いだのは、数え切れないほどの稲妻の嵐あらし。そして人体の自由を奪うばう高濃度の瘴しよう気きだった。

　勝敗は一いつ瞬しゆんで決していた。

　バニースーツ娘たちの悲鳴が、廃はい墟きよの街に響ひびき渡る。〝煌こう華か麟りん〟は制圧兵器──本来なら、魔族の大部隊を無力化するための兵装だ。その呪術砲撃は、簡易強化外骨格エグゾスケルトンの機動力をもってしても逃げ切れるものではない。高濃度の瘴気と雷らい撃げきをまともに浴びて、オシアナス・ガールズ全員が、為なすすべもなく地面に転がっていた。

　おそらく半日程度は、起き上がることすらできないはずだ。いちおう戦場での振る舞いとはいえ、一国の王女に対して、やり過ぎという感は否いなめない。そんな紗さ矢や華かの後悔を見透かしたように、ラ・フォリアが、あらあらと呆あきれたように息を吐き、

「派手にやりましたね、紗矢華」

「誰だれのせいですか!?」

　紗矢華が乱暴な口調で言い返す。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて、廃墟の瓦が礫れきの陰からなにかが飛び出した。軽自動車ほどの大きさの、真紅の超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクだった。甲こう羅ら型の装甲にしがみついているのは、ベレー帽を被かぶった小柄な少女だ。その背中には魔力で紡がれた翼つばさが生え、短いスカートの裾すそからは黒い尻尾しつぽがはみ出している。紗矢華にとっても馴な染じみ深い少女である。

「江え口ぐち結ゆ瞳め……！　追わなくていいんですか……？」

　紗矢華が振り返ってラ・フォリアに訊きく。

　レヴィアタンを操っていたのが夢魔サキユバスである結瞳ならば、古代兵器ナラクヴエーラたちを指揮していたのは、あの赤い有脚戦車ロボツトタンクの操縦者──リディアーヌ・ディディエと見て間違いないだろう。彼女たち二人を確保すれば、咎神カインの〝遺産〟の防ぼう衛えい網もうは瓦が解かいする。

　しかし駆け出そうとした紗矢華の背中を、ラ・フォリアがつかんで強引に引き止めた。

「まだです、紗矢華！」

「え……!?」

　思いがけないラ・フォリアの力に、紗矢華は引きずられるようにして動きを止めた。

　一瞬遅れて紗矢華たちの頭上に、物理的な衝しよう撃げきすら感じるほどの膨ぼう大だいな魔力が出現する。

　その魔力は見る間に凝ぎよう集しゆうして、一羽の猛もう禽きんの姿へと変わった。

　灼しやく熱ねつの炎をまとった巨大な猛禽──吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「〝妖イ撃ルのリ暴ヒ王ト〟よ！」

　炎の爪つめを剝むき出しにして、その猛禽が降下した。狙ねらいはラ・フォリアが張り巡らせた疑似聖楯スヴアリン・システムの障しよう壁へきだ。

　巨大な魔ま力りよくと霊れい力りよくが激突し、大気が軋きしんだ。

　青い輝かがやきを放つ障しよう壁へきが、その圧力に耐えかねて砕け散る。戦せん艦かん級の防御力を誇るラ・フォリアの結界を、戦艦すら破壊する吸血鬼の眷けん獣じゆうが打ち砕いたのだ。

「疑似聖楯スヴアリン・システムでも防ぎ切れませんか……」

　さして動揺した素そ振ぶりも見せず、ラ・フォリアが穏おだやかな微苦笑を洩もらす。

　王女の瞳ひとみが見つめる先には、銀髪の吸血鬼の少年が立っていた。〝戦せん王おう領りよう域いき〟のトビアス・ジャガンだ。強化バニースーツの娘たちは、単なる小手調べ。彼こそが、江え口ぐち結ゆ瞳めの本来の護ご衛えいだったのだろう。

「さすがです、ジャガン卿きよう。ですが、たおやかな女の子同士の喧けん嘩かに殿との方がたが加わるのは、いささか無ぶ粋すいではありませんか？」

「悪く思うな、ラ・フォリア・リハヴァイン──たとえ卑ひ怯きようと誹そしられようとも、より強大な戦力をぶつけたほうが勝利する。それが戦争だ」

　責めるような王女の言葉にも、ジャガンの表情は揺らがない。

　紗さ矢や華かは洋よう弓きゆうを握にぎる手に力をこめた。トビアス・ジャガンはヴァトラーの腹ふく心しん。〝戦王領域〟でも特に武ぶ闘とう派はとして知られた吸血鬼の一人だ。単独で彼を倒せる者がいるとすれば、それはヴァトラーやアラダールと同格以上の吸血鬼だけだろう。紗矢華とラ・フォリアの二人がかりでも、対抗できる可能性は限りなく低い。

　ラ・フォリアもそのことは理解しているはずだ。それでも王女の口元には、うっすらと余裕が漂ただよっていた。その理由に、少し遅れて紗矢華も気づく。

　ジャガンと対たい峙じする紗矢華たちの姿を、高みから見下ろしている存在があることに。

「同感だな、トビアス・ジャガン──」

「なに……!?」

　空から傲ごう然ぜんと響ひびき渡る声に、ジャガンがハッと顔を上げた。

　真昼の太陽が照らす蒼そう穹きゆうに、一いつ隻せきの装そう甲こう飛行船が浮かんでいる。〝ベズヴィルド〟よりは小型だが、より攻撃的なシルエットを備えた船体だ。

　外がい殻かくの色は美しいコバルトブルー。そこに描かれた紋章は、黄金の瞳ひとみ。第だい二に真しん祖そ〝滅びの瞳フオーゲイザー〟が統すべる中東の夜の帝国ドミニオン、〝滅ほろびの王朝〟の紋章だ。

「ならば、俺がこやつらに手を貸しても、よもや文句は言うまいな──」

　黄金の魔力の霧きりをまといながら、金色の瞳の少年吸血鬼が舞い降りてくる。

　その姿に驚おどろく者はいなかった。聖せい域いき条約機構の一員であり、暁あかつき古こ城じようの身元保証人の一人──そしてヴァトラーに劣らぬ戦闘狂バトルマニアである彼が、目の前で繰り広げられている戦争を、無む為いに見過ごすことなどあり得ないのだから。

「御おん身みと戦えるとは光栄の至り。感謝するぞ、イブリスベール・アズィーズ！」

　戦場へと降り立つ吸血鬼の王子を睨にらんで、トビアス・ジャガンが牙きばを剝むく。

　激突する吸血鬼たちの魔ま力りよくを背中に感じながら、紗さ矢や華かとラ・フォリアは、結ゆ瞳めたちを追って走り出していた。
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　鋼はがね色いろの廃はい墟きよの街並みを、古こ城じようと雪ゆき菜なは走り続けていた。吸血鬼化した古城にとって、十キロ程度の距離を走るのは苦ではない。呪じゆ術じゆつで身体能力を強化した雪菜にとっても同様だ。ただし、正しい道順がわかっていれば、の話である。

「くそ……完かん璧ぺきに道に迷った。わかりにくいんだよ、この街は！」

　アラダールに渡された軍用タブレットを投げ捨てて、古城は毒どく突づいた。たしかに〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の現在地は表示されているものの、しょせん航空機用の地図である。市街地の道順を調べるには、ほとんど役に立たない。重いだけだ。

「すみません。さっきの呪術砲撃の余波で、探索用の式しき神がみが駄だ目めになってしまって……」

　軽く息を弾ませながら、雪菜が困ったように目を伏せる。運河を挟はさんだ対岸で、稲妻を撒まき散らす呪術砲撃が行われたのは、ほんの十分ばかり前のことだ。そのとき降りそそいだ瘴しよう気きに巻きこまれ、雪菜が放っていた偵てい察さつ用の式神が全滅してしまったのだ。

「あれって、やっぱ煌きら坂さかの弓矢だったんだろうな」

「はい。紗矢華さんが〝煌こう華か麟りん〟を使ったということは、かなり追い詰められていたんだと思います。その直後くらいから、結瞳ちゃんの念波も途絶えてますし──」

「煌坂に連絡しようにも、この島じゃスマホの電波も当てにならないしな」

　圏外表示になったスマートフォンを見下ろして、古城が舌打ちする。

「とにかく〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の場所を探すか。どこか適当な高台に上がって──」

　立ち止まった古城が、よじ登れそうな建物を探して周囲を見回す。

　ギャンッ、と道路を削るような騒そう音おんとともに、妙な形の乗り物が飛び出してきたのは、その直後だ。ばかでかいというほどではないが、人間から見れば十分に恐怖を感じるサイズの、鉄と強化プラスチックの塊かたまりである。背中に小学生の女の子を乗せた、真紅の有脚戦車ロボツトタンクだった。

『ぬお、彼氏殿！』

「古城さん!?」

　耳みみ障ざわりなスキール音を立てながら、有脚戦車ロボツトタンクが急停止する。

　結瞳の表情から察するに、どうやら彼女たちは逃走の途中だったらしい。しかし古城にしてみれば、ここで彼女たちに出会えたのは僥ぎよう倖こうだ。ここで二人を捕まえれば、少なくともレヴィアタンや古代兵器ナラクヴエーラは無力化できる。

「姫ひめ柊らぎ、逃がすな──！」

「はい！」

　古こ城じようの言葉が終わる前に、雪ゆき菜なは有脚戦車ロボツトタンクに向かって走り出していた。

　第だい四よん真しん祖そである古城が小学生を捕まえる姿は、見た目にいろいろと問題があるが、雪ゆき菜なに任せておけばその心配もない。しかしそんな雪菜に向かって、結ゆ瞳めは詫わびるように両手を合わせ、

「ごめんなさい、雪菜お姉さん……！」

「え!?」

　表情を強こわ張ばらせた雪菜に向かって、有脚戦車ロボツトタンクが銃口を向けた。両脚に内蔵された、七・六二ミリの対人機関銃だ。

「っ!?」

「うおおっ!?」

　暴徒鎮ちん圧あつ用のゴム弾が轟ごう音おんとともに吐き出され、雪菜は咄とつ嗟さに物陰に隠かくれる。廃はい墟きよの壁に激突したゴム弾が、跳ちよう弾だんとなって、予期せぬ方角から古城を襲おそった。

「殺す気かっ!?」

　降りそそぐゴム弾をよけながら、古城が結瞳たちに向かって怒鳴る。ゴム弾とはいえ、射撃機構は通常の機関銃と同じであり、人間を骨折させる程度の威力はあるのだ。効果的に苦痛を与える兵器という点で、吸血鬼にとっては、ある意味、普通の銃弾よりも恐ろしい。

『すまんでござる！　今はまだ捕まるわけにはいかぬゆえ──！』

　スピーカー越しに叫びながら、リディアーヌが戦車を旋せん回かいさせた。逃走を続けるつもりなのだ。そして古城たちには、それを止める有効な手段がない。

　魔ま力りよくを使わない戦車に対して雪菜の槍やりは無力だし、結瞳たちを相手にぶつけるには、古城の眷けん獣じゆうは威力が強すぎる。

　このまま指をくわえて結瞳たちを見送るしかないのか──と古城が諦あきらめかけたそのとき、有脚戦車ロボツトタンクの進行方向に、虹にじ色いろの翼つばさが広がった。

　波紋のように虚こ空くうを揺らして現れたのは、場違いなほど豪ごう奢しやなドレスを着た小柄な魔女と、メイド姿の人工生命体ホムンクルスの少女だ。

「やれ、アスタルテ──」

「命令受諾アクセプト。執行せよエクスキユート、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟」

　南みな宮みや那な月つきの命令を受けて、アスタルテが眷獣を召しよう喚かんする。

　少女の背中から生じた虹色の翼は、やがて巨大な腕へと変わった。さらには宿やど主ぬしであるアスタルテの全身を包みこみ、完全な人ひと型がたへと変わる。アスタルテの正体は、眷獣共生型人工生命実験体──世界で唯一の眷獣を宿した人工生命体ホムンクルスなのだ。

『あなや……!?』

　アスタルテの眷獣〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟には、物理攻撃が通用しない。有脚戦車ロボツトタンクが放つゴム弾は、人型の眷獣の体表で虚むなしく弾かれるだけである。

　逆に眷獣の両腕に押さえつけられて、有脚戦車ロボツトタンクの動きが止まる。茹ゆでたカニの足をもぐように、アスタルテの眷けん獣じゆうが有脚戦車ロボツトタンクの脚を易やす々やすと引きちぎる。

　そして戦車の背中に乗っていた結ゆ瞳めの全身は、虚こ空くうから吐き出された銀色の鎖に搦からめ捕とられていた。どうにか呪じゆ縛ばくを逃れようと、必死で手脚を振り回す結瞳だが、その結果は余計に鎖が絡からまっただけだ。ワンピース型の制服のスカートが捲めくれ上がり、白い太ふと腿ももと尻尾しつぽが露あらわになっている。

『後ご生しようでござる……！　記憶装置ストレージだけは……記憶装置ストレージだけは許してくだされ！　バックアップがまだ終わってないのでござる！』

「離はなして……離してください！　古こ城じようさんに見られちゃう……！」

　小学生二人の泣き言を、那な月つきは見事に黙もく殺さつする。アスタルテはその間も、黙々と有脚戦車ロボツトタンクの解体を続けていた。

「……那月ちゃんも来てくれたのか」

　やれやれと頭をかきながら立ち上がって、古城が訊きいた。那月は短く鼻を鳴らして、

「べつに貴き様さまを助けに来たわけじゃない。そこの夢魔サキユバスの保護者に、小娘どもの補ほ導どうを頼まれただけだ。ついでにこいつらの小学校の担任は私の知り合いでな、特別なお仕置きを用意しておいてくれるそうだぞ」

　那月の呟つぶやきを聞きつけて、結瞳とリディアーヌの顔色が変わった。どうやら担任教師のお仕置きという言葉が効いたらしい。

「ま、待つでござる、先生殿！　慈じ悲ひを！　武士の情けを──」

「いやあああああ！」

　那月が空間跳躍テレポート用の門ゲートを開き、アスタルテがその中へと小学生二人を放りこむ。

　結果的にそのことで、結瞳たちのとりあえずの安全は確保されたことになる。聖せい域いき条約機構に戦争を吹っかけて、お仕置き程度で済むのなら安い代だい償しようといえるだろう。

　そしてレヴィアタンと古代兵器ナラクヴエーラの脅きよう威いは、拍子抜けするほどあっさりと消失した。この咎神カインの〝遺産〟に残された敵は、ヴァトラーと彼の配下の吸血鬼だけだ。

「……那月ちゃん、俺をヴァトラーの船まで連れてってもらえるか？」

　本来の用事を終えた那月に、古城が真剣な口調で頼みこむ。

　小柄な魔ま女じよは、古城を見返して黙考した。那月の正式な身分は、日本政府に所属する国家攻魔官だ。ヴァトラーと正面きって敵対することには、外交上、面倒な制約があるのだろう。古城を監視してるだけ、という言い訳が使える雪ゆき菜なとは立場が違うのだ。

　しかし結局、那月は、妥協したような表情を浮かべて溜ため息いきをついた。

「まあ、いいだろう。私もこの馬ば鹿か騒さわぎには少々嫌いや気けがさしてきたところだ」

「助かる」

　古城が思わず安あん堵どの表情を浮かべる。その瞬しゆん間かん、雪菜が銀色の槍やりを構えて表情を硬くした。

「南みな宮みや先生、すみません。先に行ってください」

「……姫ひめ柊らぎ？」

　訝いぶかしげに訊きき返す古こ城じようの視界の隅すみで、真紅の閃せん光こうが飛び散った。背後から音もなく飛来した弾丸を、アスタルテの眷けん獣じゆうが打ち落としたのだ。

　だが、振り返る古城たちが見つめる中、虹にじ色いろの眷獣に異変が起きる。魔ま力りよくを反射し、物理攻撃を無効化する〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟の右腕が、モザイク状に分割されて消滅したのだ。

「アスタルテ!?」

「警告、この弾丸は防御不能──危険です」

　人工生命体ホムンクルスの少女が無表情に告げてくる。古城たちはその言葉に絶句する。なおも降りそそぐ深紅の弾丸が、アスタルテの眷獣を抉えぐり取るように解体していく。

　世界を書き換え、異能の力の存在そのものを消滅させる──その攻撃を古城は知っていた。

「この弾丸……〝聖せい殲せん〟か！」

　古城が見上げた廃はい墟きよの屋上に、新たな有脚戦車ロボツトタンクの姿があった。無機質な灰色の機体に、鮮やかなターコイズブルーの模様がペイントされている。

　開放されたコクピットハッチから上半身を出していたのは、華やかな髪型の女子高生だ。

「浅あさ葱ぎ……っ！」

　古城が彼女の名を呼んだ。

　そう。残った敵は吸血鬼だけではなかった。あと一人──最悪の強敵が残っていたのだ。咎神カインが生み出した世界を書き換える禁断の魔術〝聖殲〟を、彼女なら使いこなすことができるだろう。なぜなら彼女こそが、世界に一人だけの〝カインの巫み女こ〟なのだから。

「藍あい羽ば先輩はわたしが抑えます。先輩はその間にアルデアル公を！　早く！」

　銀色の槍やりを眩まばゆく輝かがやかせて、雪ゆき菜なが浅葱を睨にらみつける。

　古城はギリッと奥歯を軋きしませながら、祈るように目を閉じた。

「頼む、姫柊」
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　立ち眩くらみに似た空間の揺らぎをくぐり抜け、古城は〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の甲かん板ぱんに降り立った。予想していたヴァトラーの迎撃はない。船上を満たしていたのは異様な静けさだ。

「侵入者よけの結界が解除されている……招いているつもりか、蛇へび遣つかい？」

　那な月つきが周囲を見回して呟つぶやいた。古城はかすかな胸むな騒さわぎを覚える。反聖せい域いき条約連合軍の本拠地であるはずのこの船に、あっさりと空間跳躍テレポートを許すのは、罠わなだとしても無防備だと感じられたのだ。

　船に乗りこんでいるはずの、聖域条約非加盟国の代表や、その護ご衛えいの気配も感じられない。代わりに船内に漂ただよっていたのは、錆さびた鉄の臭においに似た異臭だった。

「この臭におい……まさか……!?」

　古こ城じようの全身が激しく震ふるえた。口元を押さえて、嘔おう吐とをこらえるように低くうめく。

「……暁あかつき？」

　ただならぬ古城の反応に、那な月つきが訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。しかし彼女やアスタルテはまだ気づいていないのだ。船内から流れてくる異臭の存在に。吸血鬼ではない彼女たちには──

「くそ……ヴァトラー……！」

　近くにあった扉を蹴け破やぶって、古城が船内へと飛びこんだ。

　異臭がさらに濃こさを増す。それは人間の血の臭いだった。

　見覚えのある豪華なバーラウンジに、折り重なるように倒れた人々の姿が見える。横たわる彼らの周囲には、流れ出した鮮血が、夕暮れの影のように大きく広がっていた。

「聖せい域いき条約非加盟国の代表たちか。まだかろうじて息はあるようだが……」

　古城を追いかけてきた那月が、顔をしかめて不ふ機き嫌げんな声を出す。アスタルテがすぐに応急処置を始めるが、負傷者の数が多すぎた。

　倒れているのは、裕福な身なりの政治家や、黒服を着た護ご衛えいたち。彼らはことごとく喉のどをかき切られ、大量の血を失って倒れている。その数はざっと見回しただけでも百人以上。船内をくまなく調べれば、おそらくその何倍にもなるだろう。

　しかし傷の深さに比べて、床に飛び散った血の量が少ない。それは彼らに傷を負わせた者が、流れ出した血の大部分を喰くらったことを示していた。おそらく浅葱たちの知らないところで引き起こされた惨さん劇げきだ。

「どういうつもりだ、ヴァトラー……!?」

　乱暴に船内の壁を殴りつけて、古城が唸うなる。

　聖域条約機構と対立している聖域条約非加盟国は、ヴァトラーが招き寄せた彼の同盟相手だ。その盟友たちをヴァトラー自身が襲おそったのだ。いかに彼が冷酷な戦闘狂バトルマニアでも、理由もなくそんな凶行に及ぶとは思えない。

「敵前逃亡の報むくいだヨ──」

　戸惑う古城に答えてきたのは、吸血鬼の青年の静かな声だった。

「っ……!?」

　古城が声の方角へと目を向ける。バーラウンジ奥のグランドピアノに寄りかかって、金髪の青年貴族が立っていた。彼の純白のスーツをまだらに染めているのは返り血だ。

「第だい四よん真しん祖そが敵に回ったことで、すっかり弱腰になってしまってね。逃げ出そうとしたので、罰を与えた。神聖な戦いを汚けがす臆おく病びよう者ものたちには相応ふさわしい姿だろう？」

　血に濡ぬれたままの唇くちびるをぬぐって、ヴァトラーは美しく微笑ほほえんだ。

　彼の全身から立ち上る鬼き気きに、古城は我知らず後ずさる。

　気き障ざで皮肉っぽい策略家の仮面を脱ぎ捨てて、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族が素顔をさらけ出している。この酷こく薄はくさと凶暴性こそがディミトリエ・ヴァトラーの本性だ。そして彼を倒さない限り、絃いと神がみ島じまに平へい穏おんな未来が訪れることはない。
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「那な月つきちゃん……アスタルテ……こいつらを急いで病院に運んでくれ」

「なに？」

「あいつは俺がぶっ飛ばす──！」

　古こ城じようが突きだした右腕から、深紅の霧きりが噴ふき出した。その霧は凄すさまじい魔ま力りよくの奔ほん流りゆうと化して、巨大な獣けものの姿へと変わる。同時にヴァトラーの前方にも、巨大な幻げん獣じゆうの影が浮かんだ。同時に召しよう喚かんされた二体の眷けん獣じゆうが、船内で正面から激突する。

「〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」

「〝跋バツ難ナン陀ダ〟！」

　古城が召喚したのは光り輝かがやく雷らい光こうの獅し子し。稲妻をまとうその攻撃を、無数の剣の鱗うろこを持つ蛇へびの眷獣が受け止めた。激突の衝しよう撃げきで、クルーズ船の上部構造がごっそりと吹き飛ぶ。しかし古城たちは互いに無傷。穿うがたれた天井の巨大な穴から甲かん板ぱんへと飛び出すヴァトラーを、古城が即座に追撃する。

「〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟！　〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟──！」

　緋ひ色いろの双角獣バイコーンが放つ衝しよう撃げき波はが甲板を引き裂き、牛頭神ミノタウロスが吐き出した熔よう岩がんが巨大な斧おのとなってヴァトラーを襲おそった。

「〝摩マ那ナ斯シ〟！　〝娑シヤ伽カ羅ラ〟──！」

　ヴァトラーが新たに二体の眷けん獣じゆうを喚よび出して、古こ城じようの攻撃を受け流す。しかし古城の攻撃は終わらない。ヴァトラーの反撃を強引にねじ伏せ、彼の防御ガードを粉砕し、執しつ拗ように、狡こう猾かつに、酷こく薄はくに、残ざん虐ぎやくに、荒々しく容よう赦しやなく、一方的に攻撃を叩たたきこんでいく。たちまちヴァトラーの着衣には無数の傷が刻まれ、裂けた皮膚から鮮血が噴ふき出した。

「見違えたよ、古城……アラダールが鍛きたえただけのことはある」

　血に濡ぬれたヴァトラーの頰ほおに浮かんでいるのは、歓喜の笑みだ。

　古城の猛もう攻こうを浴びながら、ヴァトラーはなおも笑っているのだ。

「そうだヨ、古城。それこそが天災にも匹敵すると謳うたわれた第だい四よん真しん祖その眷獣の力だ！　もっと、もっと魅みせてくれ！」

「黙だまってろ！」

　双角獣バイコーンが撃ち出した衝しよう撃げき波はを浴びて、ヴァトラーの身体からだが宙を舞った。数百メートルほども吹き飛んで、人工島の廃はい墟きよの上に着地する。

　古城も彼を追って跳ちよう躍やくした。

　美しかった〝オシアナス・グレイヴⅡ〟の船体は、古城たちの戦せん闘とうに巻きこまれて、見るも無残な姿へと変わってしまっている。船橋ブリツジや展望デッキは跡あと形かたもなく消失して、船体には無数の亀き裂れつが走っていた。いまだに浮かんでいるのが不思議なほどだ。船内に残された負傷者たちは気がかりだが、那な月つきとアスタルテが無事に救助してくれることを祈るだけである。

「愉たのしいな、古城。実に晴れやかな気分だ」

　熾し烈れつな戦闘で傷つきながらも、ヴァトラーは芝居がかった仕草で両腕を広げる。彼の視線が向いているのは古城ではなく、遥はるか水平線の彼方かなたに浮かぶ多国籍艦かん隊たいの方角だ。

「このままずっとキミと遊んでいたいけれど、恐こわい真ヒ祖トたちが見ているからネ。そろそろボクの新しい力も試させてもらおうか──」

「なに……!?」

　ヴァトラーのまとう雰ふん囲い気きが変わったことを、本能的に察して古城は表情を凍らせた。

　背筋を、氷のような悪お寒かんが走り抜ける。ヴァトラーがなにをやろうとしているのかはわからない。だがそれが、とてつもなくヤバいことだというのはわかる。第四真祖の〝血の記憶〟が、その恐ろしさを古城に告げているのだ。

　ヴァトラーが召しよう喚かんした眷獣の周囲を、螺ら旋せん状に渦うず巻まく深紅の輝かがやきが包んだ。

　それは細かな光の粒子だった。内側に複雑な魔ま法ほう陣じんを刻んだ、光り輝く無数の粒子──その輝きを体内に吞のみこんで、ヴァトラーの眷獣が力を増していく。眷獣と粒子が渾こん然ぜんと融とけ合い、やがて眩まばゆく輝く巨大な蛇へびへと変わる。全長数百メートルにも達する光の蛇が、遥か上空から、古城を睥へい睨げいして──吼ほえた。

「この力！　〝聖せい殲せん〟か──!?」

　深紅の蛇へびが吐き出す眩まばゆい閃せん光こうを、古こ城じようは新たに召しよう喚かんした眷けん獣じゆうで受け止めた。金剛石ダイヤモンドの肉体を持つ大角羊ビツグホーンが、古城の前に、宝石の障しよう壁へきを張り巡らす。

　あらゆる攻撃を受け止め、その威力を直接相手へと撥はね返す復ふく讐しゆうの眷獣──

　だが、ヴァトラーの眷獣が放つ閃光は、そんな古城の障壁を粉々に砕いて押し潰つぶした。

「ぐ……お……！」

　受け止めきれなかった攻撃をまともに浴びて、古城は地面に叩たたきつけられる。

　鮮血が飛び散り、吐き出す呼こ気きにも血が混じった。異能の力を打ち消す〝聖せい殲せん〟の輝かがやきが、古城の肉体から魔ま力りよくを奪うばう。新たな眷獣を喚よび出すことも、立ち上がることもできない。視野が暗くなり、意識が薄うすれる。

「さよならだ、古城──」

　寂しさすら滲にじませた口調で、ヴァトラーが呟つぶやいた。

　深紅の閃光が勢いを増し、障壁を失った古城へと降りそそぐ。第だい四よん真しん祖その力ごと、古城の存在が消滅していく──そう思われた瞬しゆん間かん、

　ヴァトラーの眷獣が吐き出す深紅の閃光が、突然、空間ごと切断された。

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス、起動ブートアツプ──！」

　深紅の光の中に飛びこんできたのは、水着にパーカーを羽は織おった姿の羽は波ば唯ゆい里りだった。彼女が握にぎる銀色の長ちよう剣けんが、空間の断層を生み出して、〝聖殲〟の輝きを遮断する。

「グレンダ、お願い！」

『だあああああああっ！』

　奇妙な咆ほう吼こうを上げながら、廃はい墟きよの建物の隙すき間まを縫ぬって、鋼はがね色いろの龍族ドラゴンが飛来した。空間断層が消滅するまでの一瞬に、龍りゆうは古城と唯里をつかみ上げ、そのまま上空へと逃れていく。

「──六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス、全斉射フルバースト！」

　龍の背中に乗っていたのは、銀色の洋よう弓きゆうを構えた斐ひ川かわ志し緒おだ。同時につがえた三本の呪じゆ矢しを、志緒は一斉に射しや出しゆつした。轟ごう音おんとともに飛ひ翔しようした鏑かぶら矢やが、同時に三つの巨大な魔法陣を展開する。目め眩くらましの閃光と、雷らい霆てい、そして煙えん幕まくがわりの濃のう霧む──

　ヴァトラーの眷獣が深紅の閃光を放ち、その魔法陣をかき消した。

　だが、そのときには鋼色の龍族ドラゴンは、すでに姿を消している。古城を連れて飛び去ったのだ。

「愉たのしみが、少し伸びたか……」

　眷獣の召喚を解除して、金髪の吸血鬼は苦笑した。あえて追撃を控えたのは、古城の危き地ちを救った少女たちの機転と勇気に敬意を抱いたからだ。

　それに──とヴァトラーは水平線の向こうへと再び目を向ける。

　彼が戦うべき相手は、第四真祖だけではないのだった。
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　幾き何か学がく的な美しい軌跡を幾筋も描いて、真紅の弾丸が飛来する。弾丸の正体は、魔ま法ほう陣じんを内包した光の粒子の集合体。神々への復ふく讐しゆうのために生み出された咎きゆう神しんの禁きん呪じゆ──〝聖せい殲せん〟だ。

　その弾丸が触れた場所が、瞬しゆん時じに黄金へと姿を変える。〝聖殲〟は世界を書き換える魔術だ。物質を変換したのではなく、最初からそこに黄金があったかのように世界を変えたのだ。

　世界そのものに干渉する〝聖殲〟には、〝雪せつ霞か狼ろう〟の持つ魔力無効化能力も通用しない。雪ゆき菜なの槍やりでは、深紅の弾丸を防げない。

　それでも雪菜は怯ひるむことなく、降りそそぐ弾丸の雨をくぐり抜けていく。

「藍あい羽ば先輩！　もうやめてください！」

　雪菜の瞳ひとみが見つめる先には、浅あさ葱ぎの乗った有脚戦車ロボツトタンクの姿があった。リディアーヌの〝膝ひざ丸まる〟よりもひと回り大きな、無ぶ骨こつなデザインの機体である。

　真紅の弾丸を撃ち出しているのは、その機体に搭とう載さいされた二に門もんの対人機銃だった。自分では魔術を扱えない浅葱は、その有脚戦車ロボツトタンクを触しよく媒ばいに使って、〝聖せい殲せん〟の力を引き出しているのだ。術者本人が操る場合に比べて攻撃のパターンは限定されてしまうが、そのぶん発射までの隙ラグが小さい。そしてなによりの脅きよう威いは、有脚戦車ロボツトタンクそのものの機動性と防御力だった。

「戦争なんかしなくても、絃いと神がみ島じまは救えるんです！　暁あかつき先輩がアルデアル公を倒せば！」

　呪術による身体強化を限界まで高めて、雪菜は有脚戦車ロボツトタンクに迫っていく。空中に放った攻撃用の呪じゆ符ふが、銀色の狼おおかみの姿へと変わった。二頭の狼が戦車にとりつき、対人機銃を嚙かみ砕こうとする。

『──それじゃあ意味がないって言ってるでしょ！』

　廃はい墟きよの壁へと自ら機体を激突させて、浅葱が、雪菜の式しき神がみを振り落とした。深紅の弾丸を浴びた式神たちが、異能の力をかき消されて元の呪符の姿へと戻る。

『第だい四よん真しん祖そとして絃神島の王になって、そのあと古こ城じようはどうなんのよ!?　そんなんで普通の高校生に戻れるの!?　あいつの居場所を奪うばって絃神島だけ助かったって、なんの解決にもならないでしょうが！　古城の居場所を奪とらないでよ！』

「藍羽先輩……まさかそのためにアルデアル公に協力を……」

　初めて知る浅葱の生々しい感情に、雪菜は一瞬動きを止めた。

　考えてみれば、当然のことだった。

　浅葱は、ほんの少し他人よりコンピューターに強いだけの、普通の女子高生なのだ。そんな彼女が、育った島を護まもるというそれだけの理由で、世界の半分を敵に回すような行為を決断できるはずがない。浅葱が護ろうとしていたのは、絃神島ではなく、古城の居場所だ。彼女は、最初から古城のためだけに行動していたのだ。

　そんな浅あさ葱ぎの本心を知って、それでも雪ゆき菜なは彼女に向けた刃やいばを降ろさない。

「先輩は……！　暁あかつき先輩は！　それでも絃いと神がみ島じまを護まもることを選んだんです！　たとえ自分の正体が知られても、住民すべての運命を背せ負おいこむことになっても──！」

『そんなことはさせないって言ってんのよ！』

　戦車背面のミサイルポッドが、超小型マイクロミサイルをばらまいた。

　二十四連装のミサイルポッドは機体の左右に各一基。合計四十八発のミサイルが、ありとあらゆる角度から雪菜一人に向けて殺到する。物理的に死角のない攻撃からは、未来視の能力を持つ雪菜でも逃れることは不可能だ。

「くっ──」

　雪菜が握にぎる銀色の槍やりが、眩まばゆい純白の輝かがやきを放った。槍を通して増幅された雪菜の霊れい力りよくが、雪菜自身へと逆流する。純化された霊力が、雪菜の体内で高次空間への経パ路スを開き、そこから流れこんできたのは、人間の限界を超えた膨ぼう大だいな神しん気きだった。神格振動波駆動術式ＤＯＥを内蔵する〝雪せつ霞か狼ろう〟の副作用──使用者の模も造ぞう天てん使し化だ。

　あふれ出した神しん気きは純白の翼つばさとなって空を薙なぎ払い、飛来するミサイルすべてを撃ち落とす。

『せ……〝聖せい殲せん〟の弾丸を撃ち落とした……!?』

　浅葱が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。ミサイルに詰めこまれていた真紅の粒子が、雪菜の翼にかき消されていく。異能の力を無効化する〝聖殲〟も、高次空間から流入した神気は打ち消せない。

「暁先輩が第だい四よん真しん祖そだろうが、夜の帝国ドミニオンの王だろうがいいじゃないですか！　わたしが先輩の居場所を護ります！　そのための〝魔ま族ぞく特とつ区く〟で……そのための監視役ですから！」

　模造天使化の進行は、最終的に術者を消滅に導く危険な行為だ。古こ城じようとの〝契約〟は、その可能性を軽減するが、その効果にもやはり限界はある。それを知りながら、雪菜は神気を全開にしていた。それが浅葱に対抗できる唯一の方法だとわかっていたからだ。

『なによ、それ……!?』

　雪菜の宣言に、浅葱が声を震ふるわせた。めずらしく本気で動揺しているのだ。

『てか、なんなのその羽!?　天使か!?　いくら可愛かわいい顔してるからって、なんでもありか!?』

「可愛いのは藍あい羽ば先輩のほうじゃないですか！　本物のアイドルより美人って言われて！　頭も良くて！　スタイルもよくて！　暁先輩にも頼りにされててっ！」

　雪菜も感情を剝むき出しにして言い返す。もはや自分でもなにを言っているのかわからない。そのことに神経を逆さか撫なでされたのか、浅葱がさらに声のトーンを跳ね上げる。

『古城に頼りにされてるのはあなたでしょ!?　監視役だかなんだか知らないけど、登校のときも下校のときも一緒にいてイチャイチャイチャイチャイチャイチャイチャイチャ！』

「藍羽先輩だって学校にいる間、いつもベタベタしてるじゃないですか！　授業中にちらちら横顔見て、お昼だって一緒にご飯食べて、ジュースも分け合って間接キスだって──」

『なんで知ってる!?』

　浅あさ葱ぎの乗った有脚戦車ロボツトタンクが、模造天使エンジエル・フオウと化した雪ゆき菜なと激突する。その衝しよう撃げきで、有脚戦車ロボツトタンクの関節部が激しい火花を散らした。機体のあちこちから潤じゆん滑かつ液えきが流れ出し、過熱した冷却剤が白はく煙えんを噴ふき上げる。対人機銃の銃じゆう身しんは両方ともねじ曲がり、ミサイルの残弾はとっくに底を突いていた。

「──ていうか、あたしは古こ城じようから指輪なんてもらったことないし！」

　コクピットのハッチから這はい出して、浅葱は丸腰のまま雪菜を睨にらむ。

「この指輪は獅し子し王おう機き関かんの備品なんです！　藍あい羽ば先輩のピアスとは違うんです！」

　雪菜もすでに天使化が解けていた。荒い息を吐きながら、浅葱を見上げて言い返す。

「そんなこと言ったって、古城に嵌はめてもらったんでしょ!?　ずるいじゃない！」

「藍羽先輩だって、いつも暁あかつき先輩に下の名前で呼んでもらってるじゃないですか！」

「あ……それって、気にしてたんだ。なんか意外……」

「う……」

　自らの失言に気づいた雪菜が、カッと頰ほおを紅潮させて目を逸そらす。

　浅葱は無言で肩をすくめて、溜ため息いき混じりに頰ほお杖づえを突いた。馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてきたのかも知れない。ここで彼女と雪菜が喧けん嘩かしていても、事態はなにひとつ好転しないのだ。

　そして、

「────ッ!?」

　雪菜と浅葱が、驚きよう愕がくとともに空を仰ぎ見た。古城とヴァトラーが戦っているはずの方角だ。

　天空に向けて屹きつ立りつしていたのは、全長数百メートルにも達する蛇へびだった。

　たとえ吸血鬼の眷けん獣じゆうだとしても、常軌を逸した巨大さである。

　眷獣とは、それ自体が濃のう密みつな魔ま力りよくの集合体なのだ。第だい四よん真しん祖その眷獣でさえ、実体化した姿はせいぜい十数メートル。それでも彼らは、都市を丸ごと消し飛ばすほどの力を持っている。あの蛇が魔力をすべて解放したら、どれだけの破壊が引き起こされるのか、雪菜にも想像がつかなかった。そしてなによりも雪菜を戦せん慄りつさせたのは、蛇の周囲を取り巻く真紅の光の渦うずだ。

「──どうして〝聖せい殲せん〟が!?　あたし、あんな魔術演算プログラム書いてないのに……!?」

　浅葱が呆ぼう然ぜんと首を振る。

　雪菜は完全に言葉を失った。今やディミトリエ・ヴァトラーは、〝聖殲〟を完全に掌しよう握あくしている。そして自らの眷獣の中に、その能力を取りこんだ。世界すら書き換える〝聖殲〟の力を、眷獣を強化するための手段へと変えたのだ。

　しかも彼の眷獣は一体だけではない。

　廃はい墟きよの街を蹴け散ちらしながら、巨大な蛇が次々に鎌かま首くびをもたげた。ヴァトラーが保有する八体の蛇の眷獣が、人工島のあちこちに出現して傲ごう然ぜんと周囲を睥へい睨げいする。

　まるで世界の終しゆう焉えんを見ているような、非現実的な光景だ。

　そんな眷獣たちの群れから必死に逃げるように、一羽の鳥が舞っている。

　否いな──それは鳥ではなかった。鋼はがね色いろの鬣たてがみを持つ龍族ドラゴンだ。

　その龍族ドラゴンの左右の前まえ肢あしには、それぞれ少年と少女が握にぎられている。彼らの姿に気づいて、雪ゆき菜なと浅あさ葱ぎは声を上げた。

「グレンダさん……!?　先輩!?」

「こ、古こ城じようと……唯ゆい里りちゃん!?」

　雪菜と浅葱が見守る中、限界を超えた速度で飛んできた龍族ドラゴンがバランスを崩し、ふらふらと建物の隙すき間まに落下する。かすかに少女の悲鳴が聞こえてくる。

「……！」

　雪菜たちは互いに顔を見合わせ、龍族ドラゴンの落下地点に向けて走り出していた。
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「二百歳にも満たない若い世代が、この俺とここまで渡り合うか……たいしたものだ」

　巨大な剣つるぎの眷けん獣じゆうを頭上に浮かべたまま、ヴェレシュ・アラダールは静かに告げた。

　鋼色の廃はい墟きよの街並みには、見えない牙きばで抉えぐられたような無数の傷跡が残されている。強大な力を持つ吸血鬼同士が、まともに正面から激突した痕こん跡せきだ。

　アラダールの肌にはいくつかの裂傷が刻まれ、古風なコートの裾すそは無残に焼け焦げていた。

　しかし彼の前に立つキラ・レーベデフの傷は遥はるかに深い。右腕はすでに失われ、全身の至るところに背中まで貫通するほどの重傷を負っている。

　アラダールとキラの年齢差は約七百歳──二人の戦せん闘とう経験の違いが、互いのダメージの差となって現れているのだ。これ以上、戦闘を続けても戦況が覆くつがえることはないだろう。

　それでもキラは戦意を失わない。眷獣の数で勝るアラダールに対し、幻影と罠わなを駆使して、執しつ拗ように喰くい下がる。

「なぜそこまでしてヴァトラーのために戦う、キラ・レーベデフ？　貴き様さまがヴァトラーやジャガンほどの戦闘狂バトルマニアとは思えんが……？」

「それはどうでしょうね」

　自分自身の血で頰ほおを濡ぬらしながら、キラは薄うすく微笑ほほえんだ。裂けた衣服の胸元を隠かくすキラを見て、アラダールが訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。

「──でも、たしかに、あの方のお役に立てる方法を、ほかに思いつかなかったという気持ちがないではありません。今回も、どうにか務めを果たせたようです」

「なに？」

　キラの意味ありげな呟つぶやきを聞いて、アラダールが顔を上げた。暁あかつき古城が目指していたはずの、〝オシアナス・グレイヴⅡ〟がある方角──そこに巨大な蛇へびが生まれていた。

　真紅の螺ら旋せんをまとって、天空を突く蛇の眷獣。その正体をアラダールは直感で理解する。

「ヴァトラー……眷けん獣じゆうに〝聖せい殲せん〟の力を乗せたのか……！」

　アラダールの言葉に応こたえるように、蛇へびの眷獣が閃せん光こうを吐いた。

　真紅の閃光が伸びていく先にあるのは、聖せい域いき条約機構軍の多国籍艦かん隊たいだ。膨ぼう大だいな魔ま力りよくを含んだ眷獣の攻撃は、おそらく最大級の空母すら一撃で消滅させる。

　だがその輝かがやきが艦隊を吞のみこむ寸前、巨大な不定形の怪物が海面を割って現れた。禍まが々まがしい翼つばさと無数の触手を持つ海の怪物。真しん祖そが操る眷獣だ。

　眷獣の翼が閃光を受け止め、角度を変えて上空へと弾き飛ばす。

　巨大な魔力同士の激突で海面が激しく波打つが、背後に浮かぶ艦船は無傷。真祖の眷獣が、かろうじて多国籍艦隊を護まもったのだ。

「さすがは我らが真祖。あの一撃に耐えるとは……ですが、いつまで保もちますか」

　キラが静かな吐息を洩もらした。そこに含まれた想おもいは、賛嘆か、それとも哀あわれみか。

　真祖の眷獣の巨大な翼が、根元からちぎれて消滅していた。触手の何本かも失われているようだ。無敵に近いはずの真祖の眷獣ですら、〝聖殲〟の力を宿した深紅の閃光を、完全には受け止めきれなかったのだ。

　蛇の眷獣が、新たな攻撃を放つために人工島から魔力を吸い上げていく。〝聖殲〟の力の源みなもとは、絃いと神がみ島じまの周辺海域を流れる龍りゆう脈みやくだ。その魔力の総量は事実上、無限に近い。吸血鬼の真祖の力をもってしても、果たして対抗できるかどうか──

「ヴァトラー……！」

　アラダールは表情を歪ゆがめながら、その絶望的な光景を眺ながめている。

「なるほどな……貴き様さまらの役目は足止めか」

　同じころ──イブリスベールも、やはりその馬ば鹿かげた戦いを見守っていた。

　ヴァトラーが〝聖殲〟の力を完全に掌しよう握あくするためには、ある程度の時間が必要だったのだろう。そのためにレヴィアタンや古代兵器ナラクヴエーラを使って、多国籍艦隊を遠ざけていたのだ。

　彼らの目的が果たされてしまった以上、もはやイブリスベールがジャガンとの戦せん闘とうを続ける理由はなかった。たとえジャガンを倒してヴァトラーの元に辿たどり着いても、イブリスベールに勝ち目はないからだ。

「我らの勝ちだ、〝滅ほろびの王朝〟の王子よ」

　半身を引きちぎられた無残な姿で、ジャガンが勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。

「ヴァトラー閣かつ下かは、かつての咎神カインを超える力を手に入れた。我らが真祖たちにも、もうあの方は止められない」

「あの老人どもがそんな簡単な相手とは思わんが──」

　イブリスベールが、他ひ人と事ごとのように無感動な声で答えてくる。

「なんにせよ、これ以上ここで貴き様さまと殺し合っていても不毛だな。せっかくの暁あかつき古こ城じようとヴァトラーの戦いを見逃す手もあるまい」

「暁古城だと……？」

　ジャガンが、苦々しげに目を眇すがめてイブリスベールを見上げた。ようやく再生を終えた脚で、よろめきながら立ち上がる。

　イブリスベールが、かすかに笑った。

「なにを驚おどろく？　咎神カインの叡えい智ちを手に入れたヴァトラーを倒すのは、暁古城の役目だろう？　やつは第だい四よん真しん祖そ──咎神カインを殺すために生み出された殺さつ神じん兵へい器きなのだからな」

　金色の霧きりを全身にまとって、イブリスベールが姿を消していく。本気で古城とヴァトラーの戦いを見物に行くつもりなのだろう。

「この俺が手を貸してやったのだ。せいぜい愉たのしませてもらうさ」

　イブリスベールの最後の声が、どこか遠くから聞こえてくる。

　ジャガンは血に濡ぬれた前髪をかき上げて、誰だれにともなく口の中で呟つぶやいた。

「暁……古城……」

　　　　　　　　　　３

「古城──！」

　龍族ドラゴンの墜つい落らく現場に先に辿たどり着いたのは、浅あさ葱ぎのほうだった。力尽きたように停止した有脚戦車ロボツトタンクから飛び降りて、傷ついた古城の傍そばに走り寄る。

「浅葱ちゃん……」

　古城を抱き支えていた羽は波ば唯ゆい里りが、半泣きになりながら浅葱を見上げてくる。目を閉じたままの古城を見下ろして、浅葱は唯里の表情の意味を理解した。

　古城の姿は悲惨なものだった。両脚はズタズタに引き裂かれ、膝ひざから下はほとんど原形を留とどめていない。左腕の肉が削そげ落ちて、大きく骨が露ろ出しゆつしていた。それでも出血が少ないのは、傷口の周囲の筋肉が、ミイラのように干ひ涸からびていたからだ。

　その傷口にまとわりついているのは、光り輝かがやく深紅の粒子だ。〝聖せい殲せん〟の残ざん滓しが異能の力を打ち消して、吸血鬼の再生能力を阻害しているのだ。

「──〝女じよ教きよう皇こう〟の呪のろいだわ」

　古城を傷つけた魔ま術じゆつの正体に気づいて、浅葱がうめく。冷静に考えれば簡単なことだった。

　浅葱は、ヴァトラーの眷けん獣じゆうを強化するような魔術演算プログラムを書いていない。誰だれかが代わりに魔術演算プログラムを行ったのだ。そして浅葱以外に〝聖殲〟を操れる者がいるとすれば、それは絃いと神がみ冥めい駕がのパートナーだった〝女教皇〟──〝アベルの巫み女こ〟だけだ。

　ＭＡＲで研究されていた死者蘇そ生せいの実験台だった彼女は、この世界のすべてを憎んでいる。ヴァトラーの目的が、世界を戦火に巻きこむことだと知れば、喜んで協力するだろう。

「絃いと神がみ島じまが増幅した〝聖せい殲せん〟の魔ま力りよくを、ヴァトラーさんの眷けん獣じゆうに流しこむだけの魔術演算プログラム──単純シンプル過ぎて外からじゃ手が出せない……」

　なんてこと、と浅あさ葱ぎは唇くちびるを嚙かみしめた。〝女じよ教きよう皇こう〟が組み上げた演算は、およそプログラムと呼べるような代しろ物ものではなかった。魔力の流れる道筋を作っただけ。コンピューターに喩たとえるなら、電子回路の構造を無視して、高圧電線を直接つないだようなものだ。

　そんなもので、細かな制御ができるはずもない。それどころか、一度流れ始めた魔力を遮断できるどうかも怪しい。ただし流れこむ魔力量は膨ぼう大だいだ。

　そしてなによりの問題は、外部からの魔術演算プログラムを受けつけない以上、浅葱には、ヴァトラーの攻撃で傷ついた古こ城じようを癒いやすことができないということだ。

「暁あかつき先輩……！」

　追いついてきた雪ゆき菜なが、倒れた古城を見て息を吞のむ。古城の無残な有あり様さまに、彼女も衝しよう撃げきを受うけているはずだ。しかし雪菜は無言で首を振り、ちらりと周囲を見回した。

「唯ゆい里りさん。斐ひ川かわ先輩はどこです？」

「志し緒おちゃんは、古城くんが回復するまで囮おとりになるって、一人で──」

「……！」

　雪菜が表情を硬くした。

　鋼はがね色いろの廃はい墟きよの街では、巨大な蛇へびの眷獣たちが無差別に暴れている。宿やど主ぬしのヴァトラーですら、彼らの力を制御するのに苦労しているのだ。光に包まれた眷獣たちが身じろぎするだけで、廃墟の街には甚じん大だいな被害が生じている。

　しかし古城たちがいる方角に、眷獣の攻撃が及ぶことはなかった。それは志緒が囮になって、彼らの攻撃を引きつけているからだ。より正確には、志緒以外に囮になれる術者がいなかった、というべきか。蛇の眷獣たちの気を引けるのは、六式攻魔弓・改フライクーゲル・プラスによる呪じゆ術じゆつ砲撃だけなのだ。

「藍あい羽ば先輩、暁先輩をお願いします──」

「……え」

　雪菜は一方的に言い残すと、浅葱の返事を待たずに飛び出していた。志緒の援護に向かったのだ。現状、ヴァトラーの眷獣の攻撃を防げる可能性があるとすれば、それは模も造ぞう天てん使し化した雪菜の神しん気きの翼つばさだけだからだ。

　雪菜は自分がこの場に残っていても、古城を救えないことを知っていた。だから彼女は、浅葱に古城を託したのだ。今の古城を救えるのが、浅葱だけだと信じたから──

「こんなの、だめ……！」

　鋼色の髪の龍族ドラゴンの少女が、傷ついた古城の腕を握にぎる。唯里のパーカーを羽は織おったグレンダの全身には、無数の擦すり傷きずが刻まれていた。ヴァトラーの眷獣から逃れるときに負った傷だろう。

「せいせんは、かいんのものなのに！　こじょうをきずつけたら、だめなのに！」

「グレンダ……」

　唯ゆい里りが苦悩するように目を伏せる。

　彼女の銀色の長ちよう剣けんは半ばから砕けて、残った刀とう身しんもボロボロに刃こぼれしていた。ヴァトラーの眷けん獣じゆうの攻撃を防いだ反動だ。異能の力を無効化する〝聖せい殲せん〟の粒子が、疑似空間断層を透過して彼女の剣にダメージを与えていたのだ。

　それほどまでの危険を冒おかして、唯里たちは古こ城じようの命を救った。

　巻きこまれただけに過ぎない彼女たちが──

　そして彼女たちを戦争に巻きこんだ加害者の一人は、浅あさ葱ぎだ。それを自覚して、浅葱は強く拳こぶしを握りしめた。自分がやるべきことはわかっている。この馬ば鹿かげた戦いを終わらせるのだ。

「唯里さん、悪いけど、少しだけその子と一緒に離はなれててもらえる？」

「え？　う、うん」

　戸惑いの表情を浮かべながらも、唯里がグレンダを連れて古城と距離を置く。

　代わりに浅葱が、古城の隣となりに膝ひざを突いた。気持ちを落ち着かせるように、大きく息を吸い、古城の頭をそっと抱き寄せる。そして無防備な彼の頰ほおへと、浅葱は掌てのひらを叩たたきつけた。

「古城、起きて！　起きなさい！」

　パァン、と小気味いい音が、廃はい墟きよの街に響ひびき渡る。

　二発、三発と容よう赦しやなく、浅葱は平手打ちを繰り返す。これは普通の怪け我が人にんの治療ではない。古城が意識を取り戻さなければ、どのみちすべておしまいなのだ。手段を選んではいられない。

「あ、浅葱ちゃん!?」

　唯里が、そのとんでもない光景を、目を丸くして見つめている。

　グレンダは恐怖で硬直していた。しかし彼女たちも浅葱を止めようとはしなかった。浅葱の目から大粒の涙が、ボロボロとこぼれ落ちていたからだ。

「目を開けてよ、古城！」

　古城を叩き続ける浅葱の手から、力が抜ける。古城の制服の襟えり元もとをつかんで、涙声で呼びかける。そんな浅葱の耳元で、弱々しい声がした。

「……よう……浅葱……」

　血まみれの古城の右手が、浅葱の頰にかかる髪を払う。涙に濡ぬれた浅葱の瞳ひとみに映ったのは、頼りなく微笑ほほえむ古城の顔だ。

「また、泣いてるのか……？」

「は？　なに言ってんのよ、あたしがあんたの前で泣いたことなんて……」

　浅葱がグシグシと乱暴に目元をぬぐう。言いかけた古城への反論を、浅葱は途中で吞のみこんだ。薄うす暗ぐらい病院の待合室の風景を思い出す。

　たった一人で病院で泣いていた彼女に、わざわざ声をかけてきた気の利きかない少年。思えば浅葱はあのときから、古城のことを意識していたのだ。

「なによ……やなやつ、いつまでも覚えてて……」

　浅あさ葱ぎはもう一度涙をぬぐった。メイクが崩れた酷ひどい顔になっているはずだが、みっともない姿なのはお互い様だ。浅葱はそっと目を閉じて、古こ城じように自分の唇くちびるを重ねた。

「あ、浅葱……？」

　唐とう突とつな浅葱の行動に、古城が面めん喰くらったような表情を浮かべる。唯ゆい里りたちの驚おどろく気配も伝わってくる。しかし、いちばん焦っていたのは浅葱だ。これからどうすればいいのかわからない。こんなことなら棚たな原はらあたりに詳しく段取りを聞いておけばよかったと思う。

「ごめん……あたし、本当はこういうのよくわかってなくて……どうしたら古城が喜んでくれるのか、とか……胸、触る？」

　真っ白になった意識の中でそう言って、浅葱は制服のボタンを外した。ついでにブラのホックもだ。そして古城の右腕を、自分の胸へと無理やり押しつける。

「は……!?」

　虚うつろだった古城の瞳ひとみに光が戻る。少しは効果があったのかもしれないが、浅葱にも、それを冷静に観察する余裕はない。

「え……ええっ……!?」

　唯里が激しく動揺して、咄とつ嗟さにグレンダの目元を覆おおう。

「っ!?」

　浅葱の少し汗ばんだ肌に、ひんやりとした古城の掌てのひらが触れた。その瞬しゆん間かん、浅葱は小さく声を洩もらした。想像していたのとまるで違う感触だ。古城の手は大きく、ごつごつと硬く、力が強く、少し恐こわい。けれど、彼に触れられるのは嫌いやではない。

「どうしよう……すごい恥ずかしい……心臓がバクバクいってるかも……」

「──って、どうしたんだ、浅葱……なんで、急にこんなこと……」

「あ……あたしの血を、吸って欲しいの。相手が古城なら平気だから……！」

　実際に口にしてしまうと、それはひどくはしたない告白に感じられた。古城に嫌われるのではないかという恐怖が、今さらのように襲おそってくる。しかし恥じらっていられる状況でもない。

「〝カインの巫み女こ〟なんてよくわからないけど、あたしの血を吸えば、古城にも〝聖せい殲せん〟に対抗できる力が使えるようになると思う。だから──」

「浅葱……そのために、こんな……」

　古城の目に、後悔と後ろめたさが入り混じったつらそうな感情が浮かぶ。浅葱は慌あわてて首を振った。古城にそんな顔をさせたかったわけではないのだ。

「い、今さらあたしなんかじゃ嫌いやかもしれないけど……あたし、頑張るから……古城にちゃんと可愛かわいいって思ってもらえるように……だから……」

「やめろ」

　古城が短く拒絶の言葉を口にした。浅葱の心臓が一いつ瞬しゆん止まる。

「……え!?」

　表情を強こわ張ばらせた浅あさ葱ぎの髪を、古こ城じようが優しく撫なで下ろした。血ちの気けをなくしていたはずの彼の頰ほおが赤らんで、その瞳ひとみが緊張したように揺れている。

「そんなこと言わなくてもいいんだ。おまえは……魅力的だし……その、可愛かわいいから」

「……！」

　浅葱は自分の口元を覆おおった。いつものように軽口で古城の言葉を受け流そうとして、しかし胸が詰まって声にならない。涙が止めどなく溢あふれてくるだけだ。

「あ、浅葱？」

　思いもよらない浅葱の反応に、慌あわてふためいたのは古城だった。なにが起きたのか理解できないというふうに、本気でうろたえている。

「ご、ごめん……ちょっと、ホッとして……」

　弱々しくしゃくり上げながら、浅葱が細い声で言う。古城が深々と安あん堵どの息を吐く。

「なるべく優しくするけど、最初は痛いかもしれないぞ」

「うん。いいよ、我慢するから、古城の好きにして……」

　横顔にかかる髪をかき上げて、浅葱が白い首筋を晒さらす。思いがけない強い力で、古城が唇くちびるを寄せてくる。じんわりとした痛みと一体感が、浅葱の中に広がっていく。

　きらきらと瞳を輝かがやかせながら、それを見つめている唯ゆい里り。
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　目め隠かくしされたままのグレンダが、だっ、と不思議そうに首を傾かしげていた。
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　斐ひ川かわ志し緒おは、廃はい墟きよの建物の屋上に立って、銀色の洋よう弓きゆうを構えていた。

「雷霆ひかり、あれ──！」

　残されたなけなしの霊れい力りよくを注ぎこみ、空へと向かって呪じゆ矢しを撃ち放つ。標的は深紅の輝かがやきをまとった蛇へびの眷けん獣じゆうだ。巨大すぎて的まとを外すほうが難しい。

　空中に描かれた魔ま法ほう陣じんが、立て続けに凄すさまじい閃せん光こうと轟ごう音おんを放った。

　志緒の目的は、眷獣たちの攻撃を、暁あかつき古こ城じようたちから遠ざけておくことだ。眷獣にダメージを与える必要はない。もっとも、たとえ六式攻魔弓・改フライクーゲル・プラスを直撃させたところで、相手に傷ひとつ負わせることはできないだろうが──

「さすがに、きついな……」

　残りわずかになった呪じゆ矢しを数えて、志緒は荒い息を吐く。

　志緒は、呪じゆ詛そと暗殺の専門家である獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめだ。敵の注意を引きつける陽動や、潜伏地点を隠しての狙そ撃げきは、本来、もっとも得意とする分野である。ただし、それは相手が人間や、一般的な魔族に限っての話だ。全長数百メートルにも達する規格外の眷獣に対して、自ら囮おとりになるのは、さすがに初めての経験だった。

　志緒の攻撃は眷獣に効かない。しかし相手の攻撃は、かすっただけで志緒を跡あと形かたもなく蒸発させる。一いつ瞬しゆんのミスが文字どおり死に直結するのだ。しかも相手は全部で八体。そんな過酷な状況が、志緒の精神力と体力をジリジリと削り取っていく。

　だからといってその事故を、疲労のせいで片付けるのは、あまりにも志緒に酷だろう。

　眷獣同士の攻撃の干渉──

　ヴァトラーの蛇の攻撃が、べつの蛇に接触して、攻撃の軌道が九十度近くねじ曲がったのだ。

「しまっ……！」

　予期せぬ方角から飛来する深紅の閃せん光こうを、志緒は回避できなかった。

　もともと巨大な軍ぐん艦かんを一撃で屠ほふるほどの威力の攻撃だ。干渉によって拡散した一条の光だけで、志緒を消滅させるには十分だ。降りそそぐ深紅の輝きを志緒は呆ぼう然ぜんと凝ぎよう視しして──

　その輝きを、横よこ薙なぎに斬きり裂くように疾はしったのは、美しい白銀の輝きだった。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　神格振動波の眩まばゆい光をまとった小柄な少女が、銀色の槍やりを構えて志緒を護まもっている。彼女の背中に浮かんでいるのは、神しん気きで形成された透明な翼つばさだった。

　ただでさえ端たん整せいな彼女の横顔が、どこか神こう々ごうしく感じられるのは、志緒の気のせいではないだろう。今の彼女は、人間と天使の境界線に足を踏み入れているのだ。

「ひ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な!?」

「ご無事ですか、斐ひ川かわ先輩！」

　眷けん獣じゆうの攻撃が途切れるのを待って、雪菜が志し緒おを振り返る。

「あとはわたしが時間を稼ぎます。後退してください」

「駄だ目めだ、姫柊。その神気、七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーの副作用だろ……!?」

　志緒が真っ先に心配したのは、雪菜の体調のことだった。

　強力な武ぶ神しん具ぐである七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーには、適合する使用者を、模造天使エンジエル・フオウへと変える副作用がある。七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーが獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器と呼ばれて封印されていたのも、それが理由だ。

　志緒たちは最近になって、ようやくそれを知らされた。そして知ってしまった以上、雪菜を消滅の危機に晒さらすわけにはいかない。煌きら坂さか紗さ矢や華かのように溺でき愛あいしているわけではないが、それでも彼女が獅子王機関の後輩であることに変わりはないからだ。

　しかし雪菜は銀色の槍やりを握にぎったまま、少し強気に微笑ほほえんで、

「大丈夫です。わたしには、この指輪がありますから──」

「そんな、のろけ話をしてる場合じゃないだろ！」

　左手薬指の指輪を雪菜に見せつけられて、さすがに志緒も憤ふん慨がいする。気休めなのかもしれないが、そんな指輪ごときで模も造ぞう天てん使し化が防げるとは思えなかったのだ。雪菜は少し慌あわてたように黒目がちな目をぱちぱちと瞬いて、

「の、のろけじゃないです！　わたしと暁あかつき先輩は、この指輪を通じてつながっているというか、魔ま術じゆつ的にリンクしているので──」

「その説明、のろけ以外の何物でもないから……それ、唯ゆい里りには聞かせないであげてよ」

「え？　唯里さん……？」

　雪菜が、きょとんと首を傾かしげた。

　そうこうしている間に、蛇へびの眷けん獣じゆうのうちの一体が、志緒たちのいる方角へと首を向けてきた。感情のない巨大な瞳ひとみが志緒たちをとらえ、開かれた顎あごが深紅の閃せん光こうを放つ──

　その直前、空中に描かれた巨大な魔法陣が、無数の稲妻を吐き出して眷獣の視界を眩くらませた。

「呪じゆ術じゆつ砲撃！　煌坂か──!?」

　その攻撃の術者に気づいて、志緒がうめく。今、この島にいる中で、あれだけの規模の呪術砲撃を放てる術者は、志緒と同じ舞ま威い媛ひめである紗矢華だけだ。

　そして呪術砲撃を浴びた眷獣が攻撃を遅らせた、わずかな時間を利用して、美しい銀髪の女性が志緒たちの前に歩み出る。志緒のよく知る世界的な有名人だ。アルディギア王女ラ・フォリア・リハヴァイン──

　美フのレ女イ神ヤの再来と謳うたわれる美貌の王女が、凄すさまじい霊れい力りよくを操って志緒たちの前に、青く澄んだ障しよう壁へきを展開する。

「雪ゆき菜な、わたくしに力を貸しなさい」

「は、はい！」

　微笑ほほえむ王女の意図を察して、雪菜が彼女の障しよう壁へきに神しん気きを上乗せする。模造天使エンジエル・フオウは、本来アルディギアの王宮に伝わる術式だ。アルディギアの王女が張り巡らせた障壁と、雪菜の神気の親和性は極めて高い。

　彼女たちの障壁が、蛇へびの眷けん獣じゆうが吐き出す深紅の閃せん光こうを斜めに弾いて受け流す。

「雪菜、暁あかつき古こ城じようは？　無事なの？」

　銀色の洋よう弓きゆうを握にぎった紗さ矢や華かが、雪菜に訊きく。雪菜は障壁を展開したまま振り返り、言葉を選ぶように少し言い淀よどんだ。古城の負傷を伝えるべきかどうか迷ったのだ。

「いえ……その、今は藍あい羽ば先輩に預けています」

「え!?　だ、大丈夫なの、それ……!?」

　雪菜の遠回しな説明に、紗矢華は表情を曇くもらせた。古城の体調というよりも、なにかべつのことを心配しているような雰ふん囲い気きだった。

「はい……たぶん……その、先輩は死にかけでしたし……さすがに問題ないかと……」

　雪菜も同じような表情を浮かべて、ぼそぼそと答えた。まるで浮気性しようの旦だん那なを持った妻と愛人の会話を聞いているようだ。唯ゆい里りも苦労するな、と志し緒おはこっそり溜ため息いきをつく。

「カインの巫み女こに……なるほど。それは賢明な判断だったかもしれませんね」

　ラ・フォリアが、ふふっと愉たのしそうに微笑ほほえんだ。そして彼女は、障壁の向こう側に屹きつ立りつする蛇の眷獣へと視線を向ける。自分の攻撃を防がれたことに気づいたのか、蛇は再び志緒たちに向かって深紅の閃光を放とうとしていた。

「問題は、どうやってこの状況を切り抜けるか、ですが……」

　雪菜たちの障壁がいかに強固でも、眷獣の攻撃を何度も防げるものではない。志緒たちの呪じゆ矢しの残りもわずかだった。水平線の彼方まで届く眷獣の砲撃から、逃れる方法があるとも思えない。巨大な眷獣たちが放つ絶望的なまでの圧力に耐えながら、志緒は必死で打開策を探す。

　と──その圧力が不意に消失した。濃のう密みつな魔力に軋きしんでいた大気が緩ゆるみ、世界の色が変わる。

　八体の蛇の眷獣たちの姿が、次第に薄うすれて虚こ空くうに溶けていく。

「眷獣が……消えた？」

　あまりにも唐とう突とつな幕切れに、志緒は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　後に残されたのは、破壊された廃はい墟きよの街並みだけだった。
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　古城が完全に意識を取り戻したのは、それから数分後のことだった。ふと気づけば、制服を派手にはだけさせた浅あさ葱ぎが、古城の胸に体重を預けて安らかな寝息を立てている。

　なにが起きたのかわからない──わけではない。どちらかといえば、そのほうが問題だ。

　やけに心地ここち好よい夢を見ていたような気がしたが、それらは現実に起きた出来事だったらしい。朧おぼろ気げな記憶の中で浅あさ葱ぎと交わした会話を思い出し、古こ城じようは派手に赤面する。と、

　上体を起こす古城のすぐ傍そばで、こほんこほん、とわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　水着姿の羽は波ば唯ゆい里りが、グレンダを目め隠かくししたまま背筋を伸ばして座っている。優等生っぽい雰ふん囲い気きの彼女の頰ほおは、なぜかほんのりと赤く上気していた。

「唯里……さん……？」

「お、おはよう、古城くん。ひ、久しぶり！」

　わざとらしく平静を装った笑顔で、唯里が声をかけてくる。そして彼女はぎこちなく視線を泳がせて、

「だ、大丈夫。見てないから。なにも見てないよ、グレンダも」

「お、おう」

　どんだけ噓うそが下へ手たなんだこの人、と想いながらも、古城は唯里の気き遣づかいに感謝する。古城と浅葱の行為に関しては、見なかったことにしてくれるらしい。

「って、唯里さん、なんで水着なんだ……？」

「へ!?」

　自分の服装を見下ろして、唯里が短い悲鳴を上げる。彼女が着ているのは、色遣いの綺き麗れいなフリル付きのビキニ。露ろ出しゆつ度どが高いというほどではないが、さすがに廃はい墟きよの街のド真ん中でその服装は違和感がある。

「ち、違うの。これはブルーエリジアムで捕まったときのままの格好で、ホントはもっと地味な水着がよかったんだけど、ブルエリだと逆に目立っちゃうかと思って、ほ、ほら。今はグレンダに貸してるけど、さっきまではちゃんとパーカー着てたんだよ……へ、変じゃない？」

「ああ、可愛かわいいと思うけど」

　古城は深く考えずに、素直な感想を口にした。実際、ややおとなしめの水着のデザインが、清せい楚そな顔立ちの唯里によく似合っている。

　恥ずかしそうに胸元を隠かくしていた唯里は、そんな古城を上うわ目め遣づかいに睨にらんで、

「はあ……古城くんって悪人だよね……たらし」

「なんでだ!?」

　わけもわからず非難されて、古城が声を荒らげる。そんな古城に勢いよく抱きついてきたのはグレンダだった。

「こじょう……！　いたい？　けが、いたい？」

「悪い。心配かけたな、グレンダ」

　ようやく回復を終えた左手で、古城はグレンダの頭を撫なでさする。ズタズタだった両脚も、立ち上がれる程度には修復を終えていた。引きちぎれた全身の筋肉が、絶え間ない苦痛を訴えてはいるが、どうにか許容範囲だろう。

「古こ城じようくん、動いて大丈夫なの？」

　唯ゆい里りが真剣な表情を浮かべて、古城の顔をのぞきこんでくる。清せい楚そな顔立ちに反して意外に豊かな胸の谷間が視界に飛びこんできて、古城は固まる。

「ああ、なんとか大丈夫みたいだ……まだ血が足りてなくて、少しふらふらするけどな」

「あ、あの、古城くん」

「ん？」

「わ、わたしの血でよかったら、その……」

「──唯里！」

　唯里がなにかを言いかける前に、誰だれかの声が彼女を呼ぶ。顔を上げた古城の視界に映ったのは、銀色の洋よう弓きゆうを携たずさえたショートヘアの少女だ。

「し、志し緒おちゃん!?」

　わたわたと取り乱しながら、唯里が古城から離はなれる。

　志緒と一緒に戻ってきたのは、雪ゆき菜なだった。そのあとからラ・フォリアと紗さ矢や華かがついてくる。古城の知らないところで彼女たちも合流していたらしい。

「先輩、意識が戻ったんですか？　怪け我がは……」

　古城を心配して駆け寄ろうとした雪菜が、途中で不意に動きを止める。感情の消えた雪菜の視線の先にあるのは、古城の胸に抱かれて眠る浅あさ葱ぎのあられもない恰かつ好こうだ。

「…………」

「ひ、姫ひめ柊らぎ……待て、違う！　これは俺が脱がしたわけじゃなくて、事実誤認に基もとづく責任能力の欠如というか、不可抗力というか……証人！　証人の出しゆつ廷ていを要求する！」

　古城がすがるような目つきで唯里に助けを求める。

　志緒は怪け訝げんな顔つきで唯里を見て、

「なにがあったの、唯里？」

「あはははは……」

　頼りなく笑って誤ご魔ま化かそうとする唯里。周囲に流れる不ふ穏おんな空気を察したのか、古城に抱かれていた浅葱が、首筋をさすりながら目を開ける。

「ん……なに……どうしたの、古城…………ひゃっ!?」

　まだ少し寝ぼけたような表情でぼんやりと顔を上げた浅葱が、雪菜たちの存在に気づいて悲鳴を上げた。はだけたままの制服に気づいて、にゃあっ、と短く奇声を発し、慌あわてて身だしなみを整える。

「あ、あれ、姫柊さん？　どうして？　ヴァトラーさんの眷けん獣じゆうは？」

　空を見上げて、浅葱が困惑の表情を浮かべる。雪菜も困ったように小さく首を振り、

「それが急に消えてしまって……」

「……消えた？」

　浅あさ葱ぎが目を鋭く細めて呟つぶやいた。

　古こ城じようは、意識を失う前に見た、ヴァトラーの眷けん獣じゆうの姿を思い出す。〝聖せい殲せん〟の力を取りこんだ巨大な蛇へびの眷獣。仮にヴァトラーが召しよう喚かんを解除したとしても、あれほどの魔ま力りよくの塊かたまりが、跡あと形かたもなく消え去るとは考えにくかった。

　あれは油田火災のようなものだ。召喚するのは簡単でも、消滅させるには数日がかりで段階的に魔力を解放していく以外に方法がない。

　博識なラ・フォリアや呪じゆ術じゆつの専門家である紗さ矢や華かにも、眷獣消滅の理由は、わかっていないようだった。

　訪れた一いつ瞬しゆんの沈黙を破るように、浅葱が乗り捨てた有脚戦車ロボツトタンクから、軽やかな電子音が鳴り出した。浅葱が首を傾かしげながら立ち上がり、よいしょ、と戦車の操縦席に頭を突っこむ。再び戦車から降りた彼女の手には、いつものピンクのスマートフォンが握にぎられていた。

　スマホの画面に映っていたのは、古城のよく知るクラスメイトの顔だ。

『──よう、浅葱。すっきりした顔してんな？　なんか、いいことでもあったのか？』

　いつもの軽けい薄はくな口調で、矢や瀬ぜ基もと樹きが浅葱に呼びかける。人工島管理公社の衛星回線を利用しているのか、通話にわずかな時ラ差グが感じられた。

「う、うるさい。普通よ、普通。それよりもなんの用!?　今、取りこんでるんだけど──」

『まあ、聞け。ヴァトラーの旦だん那なの眷獣が消えた件だ』

「……!?」

　浅葱がハッと息を吞のんだ。古城と雪ゆき菜なも思わず耳をそばだてる。

「あんた、なにか知ってるの？」

　浅葱が声を低くして訊きいた。まあな、と矢瀬が得意げに胸を張る。

『今から十分ほど前に、絃いと神がみ島じま周辺を流れている龍りゆう脈みやくを遮断した。完全にゼロとはいわないまでも、今なら〝聖殲〟の威力が極端に目減りしてるはずだ』

「──矢瀬？　なんで、おまえが〝聖殲〟のことを知ってるんだ……？」

　古城が会話に割り込んだ。矢瀬の実家が、人工島管理公社の運営に深く関かかわっていることは古城も知っている。だが、彼が〝聖殲〟の秘密を知っているという話は初耳だ。

『詳しい話は全部終わってから聞かせてやるよ、親友ブラザー』

　驚おどろく古城を、ほんの少し後ろめたそうに見返して、矢瀬は笑った。こみ上げてくる無数の疑問を、古城はグッと吞みこんだ。代わりに今すぐ必要なことを訊く。

「龍脈を遮断って……そんなことができるのか？」

『──そのためにあたしが来てあげたのよ』

　そう言ってカメラの前に顔を出したのは、淡い褐かつ色しよくの肌と蜂はち蜜みつ色いろの髪を持つ、綺き麗れいな顔立ちの少女だった。艶つややかな唇くちびるに浮かんでいるのは、年相応に幼くも、少し生意気そうな微笑ほほえみだ。古こ城じようのよく知っている顔だった。

「セレスタ……!?」

『相変わらず情けない顔してるのね、暁あかつき古城。地味女も一緒なの？　そこの頭の悪そうな髪型の女、誰だれ？　しばらく会わないうちに女の趣味が悪くなったんじゃない？』

　最初に出会ったときと同じ高慢な口調で、セレスタ・シアーテが悪態をついてくる。それを聞いた浅あさ葱ぎが、ピキ、とこめかみを引き攣つらせた。

「はあ!?　あんたこそ誰よ、古城の知り合い!?　あんたなんか、ちょっと髪が綺き麗れいで、睫まつ毛げがバサバサで、目が大きくて、胸がでかくて……ホントなんなのよ、この女!?」

「俺に当たるな！」

　セレスタの悪口を言おうとしてなにも思いつかなかった浅葱が、ぐぬぬ、と憤ふん激げきしながら、古城の首を締め上げてくる。

「セレスタ・シアーテ……〝冥くらき神しん王おうの花嫁〟ですか。なるほど……」

　ラ・フォリアが納得したように呟つぶやいた。

　古城もそこで思い出す。セレスタ・シアーテは、かつて邪じや神しんの花嫁と呼ばれた少女だった。

　邪神とは、龍りゆう脈みやくの歪ひずみが生み出した巨大な災さい厄やくの別名だ。濃のう密みつな魔ま力りよくの塊かたまりが、自らの意志を持って眷けん獣じゆうになるように、蓄積された龍脈の霊れい気きは、邪神という形で現出して、この世界に災厄を撒まき散らす。

　そしてセレスタは、邪神の〝卵〟という形で、龍脈の破壊的なエネルギーを貯ためこむ能力を持った特殊な巫み女こ──邪神の依より代しろなのだ。

「まさか……新しい邪神を生み出す気なのか？」

　古城が戸惑いの表情でセレスタを見つめた。

　たしかに彼女の能力を使えば、絃いと神がみ島じま周辺の龍脈を塞せき止めることができる。龍脈を流れるエネルギーを、彼女の体内に一時的に蓄積すればいいのだ。だがそれは、新たな邪神を生み出す可能性につながる、危険な賭かけでもある。

『生まないわよ！　だから、龍脈を完全に遮断できるのは、せいぜいあと四、五十分くらい。その間にヴァトラー様を必ず止めて。あの方に戦争なんか起こして欲しくないの』

「……わかった」

　古城は深くうなずいた。〝冥き神王〟に代わる邪神を生み出す危険性に、セレスタが気づいていないわけがない。それでも彼女は、古城と絃神島のために力を貸してくれたのだ。

「ありがとう、セレスタ。助かった」

『べつにあなたにお礼を言われる覚えはないし！　ジャーダ様に頼まれて仕方なく手伝ってるだけだから……！　それにあなたと雪菜には、その……世話になったし……ありがと』

　最後のひと言を聞き取れないほどの早口で言って、セレスタが一方的に通信を切った。

　現在のセレスタの保護者は、第だい三さん真しん祖そジャーダ・ククルカン──どうやら彼女は、こうなることを見越して、前もって人工島管理公社にセレスタを預けていたらしい。

　咎神カインの禁きん呪じゆ〝聖せい殲せん〟を使うためには、絃いと神がみ島じまという祭さい壇だんが必要だ。そして絃神島を祭壇たらしめているのは、海域を流れる龍りゆう脈みやくの存在である。

　その龍脈が断たれている間、ヴァトラーは〝聖殲〟の力を使えない。

　セレスタの力が続く残りわずかな時間が、真しん祖そすら凌しのぐ力を手に入れたヴァトラーを倒す最後のチャンスなのだ。

「残り四、五十分か……厳しいな」

　海の方角を見つめて古こ城じようが呟つぶやく。大破した〝オシアナス・グレイヴⅡ〟が動いているとは考えづらいが、それでもここからヴァトラーの船までは、それなりの距離がある。残り時間が限られている以上、移動に時間を費やすのはなるべく避けたいところだ。

「これを使って、古城」

　古城の葛かつ藤とうを見抜いたようにそう言って、浅あさ葱ぎがスマホを操作する。廃はい墟きよの瓦が礫れきの山を乗り越えて現れたのは、甲こう虫ちゆうのような姿を持つ六本脚の機械生命だった。

「古代兵器ナラクヴエーラ……！」

「兵器っていうか、輸送用だけどね」

　浅葱が得意げに胸を張る。当然といえば当然だが、咎神カインの〝遺産〟には、兵器だけでなく普通の乗り物も含まれていたのだ。

「これに乗るのか……ゾッとしねえな……」

「文句言わない。あたしは生き残った古代兵器ナラクヴエーラや戦車を遠隔操作して、ヴァトラーさんを足止めするわ。古城たちは、その間に彼に追いついて」

　壊れた有脚戦車ロボツトタンクの操縦席に入って、浅葱が言った。

　停止した輸送用ナラクヴェーラに脚をかけて、古城がうなずく。銀色の槍やりを握にぎった雪ゆき菜なが、当たり前のように古城のあとについてくる。

「え……と、姫ひめ柊らぎ？」

「なんですか、先輩？」

　驚おどろく古城を、雪菜が不思議そうに見返して訊きいてくる。いやいや、と古城は首を振り、

「姫柊は一緒に来なくてもいいだろ。さすがに今回は相手がヤバすぎるし……」

「時間がないんですから、早く乗ってください」

「え、おい!?」

　古城の気き遣づかいを軽くスルーして、雪菜が先にナラクヴェーラの中へと乗りこんでいく。啞あ然ぜんとしている古城を拗すねたように睨にらんで、雪菜は銀色の槍を見せつけた。

「わたしは先輩の監視役なんですから、当然、最後まで一緒です。それに忘れないでください。今のアルデアル公を確実に倒せるのは、〝雪せつ霞か狼ろう〟だけです」

「まあ、それは──」

　そうだけど、と古こ城じようは沈ちん黙もくする。魔ま力りよくを無効化し、ありとあらゆる結界を斬きり裂く彼女の槍やりは、吸血鬼の真しん祖そすら滅ほろぼし得る破は魔まの槍だ。ヴァトラーに対する切り札は、最初から彼女の手の中にあったのだ。

「たしかに、わたくしたちでは足手まといになってしまいますね」

　残念そうに肩をすくめながら、ラ・フォリアが古城を見上げてくる。彼女はナラクヴェーラの関節部にひょいと脚を乗せて背伸びをすると、古城の頰ほおにそっとキスをした。

「ラ・フォリア……」

「行きなさい、古城──婚礼の支し度たくをして、あなたの帰りを待っています」

「いや、するなよ、支度！　なにさらっと恐こわいこと言ってんだ!?」

　古城が本気で王女にツッコミを入れる。冗談めかした口調ではあるが、冗談で済まないのがラ・フォリアの恐ろしさなのだ。

「わたしたちは浅あさ葱ぎちゃんの護ご衛えいだね」

「だっ！」

　唯ゆい里りとグレンダが、顔を見合わせてうなずき合う。

「まあ、グレンダと唯里がそう言うなら」

　志し緒おも肩をすくめてそう言った。

「暁あかつき古城、これ」

　大おお股またで歩いてきた紗さ矢や華かが、どこからともなく取り出したリボンつきの小さな箱を、古城に無理やり押しつけてくる。ラッピングの隙すき間まから漂ただよってくるのは、カカオの匂においだ。

「ひ、非常食だから！　雪ゆき菜なと一緒に食べてよね！」

　頰ほおを真っ赤にしながら紗矢華が言い捨て、それを聞いていた雪菜が、なぜか恥ずかしそうに下を向く。やれやれ、と浅葱が呆あきれたような表情で古城を見た。

「ちゃんと帰ってくるのよ、あたしたちの島に」

　浅葱の真剣な瞳ひとみを真まっ直すぐに見返して、古城は笑った。

　必要な言葉は短かった。

「任せろ」

　　　　　　　　　　６

　古城たちを背中に乗せて、輸送用ナラクヴェーラが疾走している。

　大きさといい乗り心地といい、ちょうど象の背中に乗っているような感覚だ。ただし、速い。時速百キロ近くで廃はい墟きよを疾走する巨大甲こう虫ちゆうの背中というのは、正直恐かった。乗り心地が妙に滑なめらかなのが余計に不気味だ。

　そのナラクヴェーラの荷台の上で、古城と雪菜は、肩を寄せ合って座っている。

　二人の間に会話はなかった。その必要を互いに感じていなかった。古こ城じようが望んだときには、雪ゆき菜なは必ずそこにいてくれる──そんな奇妙な信頼感がある。

「見つけました」

　黒髪を風になびかせて、雪菜が言った。

　彼女が見つめる高い塔の前の広場に、金髪の青年貴族が立っている。

　彼の周囲に転がっているのは、有脚戦車ロボツトタンクや古代兵器ナラクヴエーラの残ざん骸がいだ。ヴァトラーを足止めするために、浅あさ葱ぎがけしかけたものだろう。

　古城が、以前あれほど苦労して倒した古代兵器ナラクヴエーラの群れを、ヴァトラーは無傷で一いつ蹴しゆうしている。今さらのように、彼の恐ろしさを思い知らされる光景だ。

　だが本当は、足止めは必要なかったのかもしれない。なぜならヴァトラーは明らかに、この場所で、古城の到着を待ち受けていたからだ。

「ヴァトラー……！」

　古城が停止したナラクヴェーラの荷台から飛び降りる。雪菜もすぐに、その傍らに着地した。

　青年貴族がゆっくりと顔を上げ、穏おだやかな瞳ひとみで古城たちを見た。

「戻ってきてくれたのか、古城。待ちわびたよ」

　古城はうなずき、一歩前に足を踏み出した。

　視界に映るのは見覚えのある光景だ。特徴的な建物の残骸。標識に描かれた見知らぬ文字。島を取り囲むモノレールの高架。古城はこの景色を知っていた。

　この廃はい墟きよにたたずんで慟どう哭こくしていた、男の姿を知っていたのだ。

「ここは……」

「そう。第だい四よん真しん祖そが咎神カインを殺した場所だよ。〝聖せい殲せん〟の力を手に入れたボクが、キミと戦うには相応ふさわしい舞台だろう？」

　ヴァトラーが朗らかに唇くちびるを吊つり上げた。

　古城は彼を、哀あわれむように静かに見つめる。

「もうやめろ、ヴァトラー……咎神カインは、こんなことは望んじゃいない。第四真祖への復ふく讐しゆうも、戦争も」

「……なるほど。〝聖殲〟の記憶を手に入れたのか、古城」

　ヴァトラーが微笑ほほえんで首しゆ肯こうする。

「そのとおりだヨ。咎神カインは戦争を望んでいなかった。終わりのない永遠の戦争を繰り返していたのは〝天てん部ぶ〟の神々──古代超人類たちだ。不死である彼らは、様々な兵器を造りだし、人類を殺し合わせて、娯楽としての戦争を愉たのしんでいた」

「……その戦争を終わらせるために、咎神カインが生み出したのが〝聖殲〟だったんだな」

　古城が重々しく問い返す。ヴァトラーは無言でうなずいた。彼もまた、〝聖殲〟の知識を経由して、咎神カインの記憶を受け継いでいるのだ。

「それを恐れた〝天てん部ぶ〟は、〝聖せい殲せん〟を封じるために、咎神カインに監視者をつけた。不死者である咎神カインを殺し得る殺さつ神じん兵へい器き──第だい四よん真しん祖そを」

　ヴァトラーが雪ゆき菜なに視線を向ける。繰り返される歴史を、皮肉に感じていたのかもしれない。雪菜が監視する第四真祖もまた、かつては咎神カインの監視者だったのだ。

「だが〝天部〟にも誤算があった。それは監視者である第四真祖が、咎神カインの唯一の理解者ともになったことだ。そして咎神カインも第四真祖に友情を抱いた」

「〝天部〟の神々は、それを恐れた」

　古こ城じようがぼそりと呟つぶやいた。

「そうだ。だから彼らは第四真祖に呪のろいをかけた。〝原初ルート〟という名の呪いプログラムを──そして〝原初ルート〟という人格に操られ、第四真祖は咎神カインを喰くった」

　ああ、と古城は唇くちびるを嚙かんだ。異ノ境ドの記憶の中、廃はい墟きよでたたずんでいた孤独な男。彼は咎神カインだったのか、それとも咎神カインを喰った第四真祖だったのか──

「自らの手で、友人である咎神カインを殺した第四真祖は絶望し、創造主である〝天部〟に反旗を翻ひるがえした。そして十二体に引き裂かれて、封印された」

　ヴァトラーは両腕を広げて、わざとらしく哀かなしげに首を振った。

「もっとも〝天部〟も結局は、発動した〝聖殲〟によって滅ほろぼされる。救いのない話だ」

「──そうでもないぜ」

　古城は、青年貴族の言葉を遮さえぎって不敵に笑う。

　ふむ、とヴァトラーが意外そうに古城を見る。

「アヴローラは生きてる。六番目ヘクトスと凪なぎ沙さがあいつを救った」

　引き裂かれた第四真祖の眷けん獣じゆうの器うつわ。〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟と呼ばれていた人工の吸血鬼。絶望から生み出され、死を望み続けていた人形たちの中から現れた、最後の希望──十二番目のアヴローラは生きている。彼女が、生きることを望んだからだ。

　ただそれだけで、古城は、彼女たちの存在が無む駄だではなかったと言い切れる。

「咎神カインの遺い志しは、グレンダが俺に伝えてくれた。あいつは理解者ともである第四真祖のために、この〝方はこ舟ぶね〟を遺のこしたんだ──戦争を、止めるための力を」

「──だが、それは新たな戦争の火種になる」

　ヴァトラーが皮肉っぽく笑って言った。

「させねえよ」

　古城がその言葉を否定する。

「あんたも気づいてるんだろ。〝聖殲〟はもう使えない。今のあんたは、ただの吸血鬼だ」

「セレスタ・シアーテか。矢や瀬ぜ基もと樹きと、〝混こん沌とん界かい域いき〟の恐こわい婆ばあさんの仕し業わざだな」

　ははっ、とヴァトラーは愉たのしそうに声を上げて笑った。彼の全身から噴ふき出したのは、古城を怯ひるませるほどの爆ばく発はつ的な魔ま力りよくだった。

「だけど、そんなことはどうでもいいんだヨ。せっかくキミと本気で戦えるというのに、〝聖せい殲せん〟を使ってもつまらないだろ？　〝難ナン陀ダ〟！〝跋バツ難ナン陀ダ〟……！」

「なに!?」

　ヴァトラーが召しよう喚かんした二体の蛇へびが螺ら旋せん状に絡からみ合い、一体の巨大な龍りゆうへと変わる。

　剣けんの鱗うろこと、炎の鬣たてがみを持つ龍だ。蛇だ身しんをうねらせて降下した龍の前まえ肢あしを、古こ城じようと雪ゆき菜なは左右にわかれて回避した。寸前まで古城たちが立っていた場所が、轟ごう音おんとともに深く裂けた。底が見えないほどの深い亀き裂れつが、数十メートルにもわたって地面に穿うがたれる。

「なんだ、この威力!?」

「アルデアル公の合成眷けん獣じゆう……！」

　古城と雪菜の表情に驚きよう愕がくが浮いた。

　二体の眷獣を合成して、新たな眷獣を創つくり出す。ヴァトラーだけが持つ特殊能力だ。生み出された合成眷獣の威力は、真しん祖その眷獣と同等か、それ以上──

　ヴァトラーはその力で、自分よりも格上の吸血鬼を、過去に何体も喰くっているのだ。

「ずっと退屈だったんだ。うんざりしていたんだよ。繰り返される愚おろかな歴史。代わり映えしない世界の風景。どれほど優れた芸術品も文化も、時間とともに色いろ褪あせ、がらくたに変わる」

　龍の眷獣が吐き出した炎が、廃はい墟きよの街を赤く染めた。蛇身がうねるたびに大地に深い傷跡が刻まれていく。燃え上がる廃墟の中で、ヴァトラーが哄こう笑しようを続けている。

「苦痛と血が、絶叫と死が、全ぜん身しん全ぜん霊れいで恐怖と抗あらがう闘とう争そうだけが、その退屈を癒いやしてくれる！　滅ほろびゆく命の輝かがやきをボクに見せてくれ、古城！」

「──〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」

　古城が召喚した雷らい光こうの獅子が、龍の眷獣に激突した。龍の頭部が弾かれたように跳ね上がり、炎とともに苦く悶もんの咆ほう哮こうを撒まき散らす。

「哀あわれだな、ヴァトラー──」

「なに……？」

「あんたは、なにを恐れてるんだ？　たった一人で世界に取り残される孤独か？　愛する者を失う悲しみか？　それとも自分自身の感情が、喜びが、摩ま耗もうしていくことへの絶望か!?」

　古城の全身から噴ふき出す魔ま力りよくが、漆しつ黒こくの翼つばさと化してヴァトラーの炎を薙なぎ払う。それはかつて〝原初ルートのアヴローラ〟が使っていたものと同じ力だった。本物の第だい四よん真しん祖その能力だ。

「あんたは子どもと同じだよ。気に入らない出来事に当たり散らし、他人を困らせることしか知らないただの餓が鬼きだ。退屈を忘れるなにかを自分で創つくり出すこともせず、ただ一いつ瞬しゆんの快楽だけを追い求めてる──そんなやり方がいつまでも続くと思ってんじゃねえ！」

「ハハッ……！」

　ヴァトラーの表情が歓喜に歪ゆがんだ。彼の背後で大気が歪み、新たな眷獣たちが次々に現れる。

「いいヨ、古城。キミの言葉は新鮮だ！　このボクにそんなことを言った敵は、今まで一人もいなかった。ほかの真祖たちですら──！　〝摩マ那ナ斯シ〟！　〝優鉢羅ウハツラ〟！　〝阿ア那ナ婆バ達ダツ多タ〟！」

　黙だまれよ、と古こ城じようが低く吼ほえる。

「あんたにはもう、なにも奪うばえない。あんたが壊そうとした世界は、俺が護まもる。ここから先は、第四真祖オレの戦争ケンカだ！」

　古城の翼つばさが、次々に第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうへと姿を変えた。緋ひ色いろの双角獣バイコーンが、金剛石ダイヤモンドの肉体を持つ大角羊ビツグホーンが、牛頭神ミノタウロスが、銀色の甲こう殻かく獣じゆうが、正面からヴァトラーの蛇へびたちと激突し、凄すさまじい衝しよう撃げきと破壊を撒まき散らす。

　舞い上がる炎と粉ふん塵じんが古城の視界を塞ふさいだ。その直後、古城の頭上を巨大な影が覆おおう。

　ヴァトラーの蛇の眷獣だ。保護色により、姿を隠かくして忍び寄っていたのだ。ある意味、蛇らしい狡こう猾かつな攻撃だといえる。しかし古城の表情に焦りはない。

　古城が顔を上げたときには、銀色の刃やいばの一いつ閃せんが、蛇の眷獣を貫いている。

「──いいえ、先輩。わたしたちの聖戦ケンカ、です！」

　ふわりと制服の裾すそを舞い上がらせて、古城の隣となりに雪ゆき菜なが着地する。

「獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの未来視？　いや、ボクの思考を読んだのか──」

　ヴァトラーが感心したように眉まゆを上げる。ただの人間に過ぎない雪菜が、彼の眷獣を撃退したことを、素直に賞賛しているのだろう。

「愉たのしいな、古城。もっともっと見せてくれ、美しい戦いを──〝原ア初ナのン蛇タ〟……」

「な……!?」

　ヴァトラーが召しよう喚かんした最後の眷獣を見上げて、古城はぽかんと間の抜けた表情を浮かべた。恐怖のあまり、笑い出したいような衝動に襲おそわれる。

　それは天を衝つく巨大な樹木だった。

　世せ界かい樹じゆという存在が現実にあるのなら、そのイメージに限りなく近い。ただし、大地に突き刺さる樹木の根はうごめく蛇の尾。樹木の幹はうねる蛇だ身しん。巨大な枝は九頭の蛇だ。

　九体の蛇の眷獣が絡み合い、全長数百メートルにも達する蛇の〝樹き〟を作り上げているのだ。広がる蛇の根と蛇の枝が、古城たちの立つ大地を完全に取り囲んでいる。まるで蛇の結界だ。

「なんて魔ま力りよくだ……」

　蛇の〝樹〟が放つ凄すさまじい力に、古城はひたすら圧倒される。

　ディミトリエ・ヴァトラーが操る眷獣は全部で九体。だが、その九体目の眷獣を、実際に見た者はいないともいわれている。その理由が今の古城にはよくわかる。

　この眷獣と戦って、生き残れる者がいるはずがない──

　ヴァトラーの持つ眷獣合成の能力。そして大地から吸い上げる無尽蔵の魔力。真祖の眷獣を超える圧倒的な能力は、それらによって実現されているのだろう。古城との戦いに〝聖せい殲せん〟は要らないと言ったのは、決してヴァトラーの虚勢ではない。

「先輩！」

「来るな、姫ひめ柊らぎ！」

　ヴァトラーの眷けん獣じゆうが放つ瘴しよう気きが、結界の中に広がっていく。美しい黄金の瘴気に侵しん蝕しよくされて、古こ城じようの肉体が激痛に襲おそわれる。雪ゆき菜なは、神格振動波の結界を張り巡らせて瘴気に耐えているが、吸血鬼である古城は、その結界の中に入れない。

　ヴァトラーは、蛇へびの鎌かま首くびの上に立ち、悠ゆう然ぜんと古城を見下ろしている。古城の唇くちびるが焦りに歪ゆがむ。

　セレスタが遮断している龍りゆう脈みやくは、あと何分も経たたないうちに回復するだろう。そうなれば、〝聖せい殲せん〟の力を取り戻したヴァトラーを倒すことは、今度こそ不可能になってしまう。

　だが古城の眷獣では彼を倒せない。

「いや、違う……」

　そっと瞼まぶたを閉じて、古城は笑う。脳裏に浮かんだのは、同じ顔をした十一人の少女たちの姿だ。十一体の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟。第だい四よん真しん祖その眷獣の器うつわ。ヴァトラーを倒す方法を彼女たちの膨ぼう大だいな戦せん闘とう経験が教えてくれる。第四真祖の〝血の記憶〟が。

「──〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の血けつ脈みやくを継ぎし者、暁あかつき古城が、汝なんじの枷かせを解き放つ！」

　瞼を開けた古城の瞳ひとみが輝かがやいた。青白い焰えん光こうの色に。炎のように逆さか立だつ髪が、虹にじのように色を変えていく。

「──疾きくや在がれれ、八番目の眷獣、〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟！」

　残された魔力を振り絞り、古城が新たな眷獣を召しよう喚かんする。それは紫の炎に包まれた、蠍さそりの尾と翼つばさを持つ人喰い虎マンテイコアだった。

　瘴気に侵されていた古城の肉体が、凄すさまじい勢いで再生を開始する。毒を操る人喰い虎マンテイコアの力で抗毒血清を作り出し、瘴気に侵された自らの肉体を回復させたのだ。

　そして人喰い虎マンテイコアの能力は毒だけではない──

　巨大な蛇の〝樹き〟の幹に、人喰い虎マンテイコアが牙きばを突き立てる。その牙を経由して、古城の体内に流れこんでくるのは、無限にも思える大量の魔ま力りよくだった。

　ヴァトラーの蛇が大地から魔力を吸い上げるのと同様に、古城の人喰い虎マンテイコアは眷獣の魔力を奪うのだ。

　人喰い虎マンテイコアを攻撃する蛇たちを、刃やいばと化した翼と紫の炎、そして蠍の尾が迎撃する。流れこんできた魔力によって、古城のほかの眷獣たちもまた威力を増していた。大地から突き出した熔よう岩がんの杭くいが、蛇の〝樹〟の根をズタズタに切り裂き、衝しよう撃げき波はと暴風が枝を薙なぎ払う。

「〝原ア初ナのン蛇タ〟にここまで抗あらがうのか！」

　ヴァトラーの笑みが酷こく薄はくに歪んだ。巨大な蛇の〝樹〟が一斉に波打ち、すべての枝が古城に殺到する。第四真祖の眷獣ごと、古城に巻きつき、押し潰つぶすつもりなのだ。

「我わが愛いとしの第四真祖よ、やはりキミは最高だ！　死ね──！」

　渦うずを巻く巨大な蛇の樹海が、古城を締め上げるように、残された隙すき間まを縮めていく。第四真祖の眷獣たちがそれに抗うが、圧倒的な蛇の質量はジリジリと古城を追い詰めていた。

　合成眷けん獣じゆうが使えない古こ城じようでは、ヴァトラーに勝てないのだ。

　そう、古城一人では──

「先輩」

　焦る古城の耳元で声が聞こえた。

　銀色の槍やりを胸の前に抱いた雪ゆき菜なが、古城の傍らに寄り添うように立っている。目前に死が迫っていることを知りながら、彼女の瞳ひとみは穏おだやかに澄んでいた。

　制服のリボンがほどけて、セーラー服の襟えり元もとがはだける。くっきりとした細い鎖骨と、白い肌。そして細い首筋が、驚おどろく古城の前で露あらわになる。

「六番目ヘクトスさんから預かった眷獣を、お返しします」

　耳元にかかる髪をかきあげて、雪菜が言った。古城は彼女の横顔に目を奪うばわれる。

「姫ひめ柊らぎ……」

「違います」

　雪菜が、ムッと半はん眼がんになって古城を睨にらむ。

「え？」

　予想外の彼女の反応に戸惑う古城。雪菜は少し拗すねたようにうつむいて、恥じらうように小声で告げてくる。

「一度だけでいいから、名前で呼んでください。凪なぎ沙さちゃんや藍あい羽ば先輩や、アヴローラさんにそうするみたいに」

　刹せつ那な、古城は啞あ然ぜんとして、そして小さく噴ふき出した。

　自分たちの生死と世界の命運がかかったこの状況で、そんなささやかな願いを口にするのが、なぜか雪菜らしいと思えたのだ。きっとこんな場面でなければ、彼女がわがままを言うことは決してなかったのだろう。

　無言のまま一いつ瞬しゆんだけ彼女と見つめ合い、古城は雪菜の細い肩に手を伸ばす。

「──来い、雪菜」

「はい！」

　古城が彼女を抱き寄せるのと、雪菜が古城の腕の中に飛びこんでくるのと、どちらが先だったのか──

　花のような甘い匂においに包まれながら、古城は雪菜の首筋に牙きばを突き立てる。

　ヴァトラーの蛇へびの眷獣たちが、古城たちに殺到してきたのはその直後だ。

　だが古城たちに触れることもなく、押し寄せてきた蛇たちは、バラバラに斬きり裂かれて消滅する。古城と雪菜を包みこんでいるのは、眩まばゆい虹にじ色いろの炎の輝かがやきだ。

　その炎が揺らめいて、美しい戦乙女ヴアルキユリアの姿へと変わる。

「疾きくや在がれれ、〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟──！」

　虹色の光こう剣けんを握にぎった戦乙女ヴアルキユリアが飛ひ翔しようした。

　第だい四よん真しん祖その六番目の眷けん獣じゆう、〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟の能力は切断だ。充満する魔ま力りよくや瘴しよう気きごと蛇へびたちを断ち切り、そのまま蛇の〝樹き〟の上空へと到達する。

「無駄だヨ、古こ城じよう」

　ヴァトラーが勝ち誇ったように宣言した。古城の眷獣が穿うがった結界の穴を、うごめく蛇たちが埋め尽くして即座に防ぐ。蛇の結界からの脱出は不可能だ。

　だが、そのときすでに古城の口元には、安あん堵どの笑みが浮かんでいる。

「疾きくや在がれれ、〝夜摩の黒剣キフア・アーテル〟！」

「……っ!?」

　ヴァトラーの表情から笑みが消えた。

　古城が新たに召しよう喚かんした眷獣は、優ゆうに刃渡り百メートルを超える馬ば鹿かげた大たい剣けんだった。

　その正確な姿は三さん鈷こ剣けんと呼ばれる古代の武具。神々が使ったといわれる降こう魔まの利り剣けんである。

　その巨大さゆえに、精密な操作など不可能に近い。重力に任せて叩たたきつける以外には、使つかい途みちのない意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンだ。

　だが、その大剣を握にぎったのは、人ではなかった。

　戦乙女ヴアルキユリアの眷獣が、自らの身長よりも巨大な剣を握り、重さなどないかのように軽々と振り上げる。

　巨大な黒剣の能力は重力操作。そして虹にじ色いろの戦乙女ヴアルキユリアは、断ち切る眷獣だ。

　黒い閃せん光こうが、龍りゆうの〝樹〟を轟ごう音おんとともに薙なぎ払う。

　戦乙女ヴアルキユリアの断ち切る権能が、ヴァトラーの合成眷獣の結びつきをも切断する。

　分裂した九体の蛇たちが、自らが内包する魔力の総量に耐えきれずに爆はぜた。吹き荒れる凄すさまじい魔力の嵐あらしを、古城は自分の眷獣たちを楯たてにして防ぐ。

「暁あかつき古城──！」

　眷獣を失い、傷だらけになったヴァトラーが、古城に向かって跳ちよう躍やくした。

　美しかった彼の姿が変貌していく。唇くちびるが裂け、二ふた股またにわかれた舌がのぞく。肌は硬い鱗うろこに覆おおわれ、ぞろりと首が伸びる。彼の下半身はすでに巨大な蛇のそれへと変わっている。獣じゆう人じん化かだ。

「変身……だと!?　それがあんたの切り札か──！」

　古城の声が動揺に震ふるえた。

　吸血鬼の中にも、獣人化能力を持つ者がいることは知っている。狼おおかみや蝙こう蝠もりの姿に変わる吸血鬼の伝承はめずらしくないし、ジャーダ・ククルカンは古城の前で、アヴローラの姿に変わってみせた。

　だがヴァトラーの変身は、完全に古城の意表を衝ついた。強力すぎる第四真祖の眷獣は、格かく闘とう戦せんではほとんど役に立たない。その欠点を利用されたのだ。

　完全な蛇と化したヴァトラーの胴体が、古城の身体からだに巻きついた。牙きばを剝むき出した巨大な顎あぎとが、古こ城じようを頭から喰くらい尽くそうと迫ってくる。

「キミとボクはひとつになるんだ、古城。新たな第だい四よん真しん祖そとして──」

　吸血鬼の腕力を全開にして、古城は必死でヴァトラーの顎あぎとを押し返そうとする。

　しかし、獣じゆう人じん化かしたヴァトラーの力は古城を圧倒していた。ヴァトラーの顎が古城の上体を覆おおい、ぬらりと輝かがやく牙きばが眼前へと迫ってくる。

　もはや古城にヴァトラーから逃れるすべはない。

　だがそれは、ヴァトラーも身動きできないということだ。

「悪いな、ヴァトラー──俺たちの勝ちだ」

　不敵に微笑ほほえむ古城の耳に聞こえてきたのは、祝詞のりとを奏でる少女の清せい冽れつな声だった。

　古城が望んだときには、雪ゆき菜なは必ずそこにいてくれる。なぜなら彼女は、古城の監視役なのだから──

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

「くっ……」

　ヴァトラーの蛇だ身しんが古城から逃れようともがく。しかし古城は逃がさない。唇くちびるに獰どう猛もうな笑みを浮かべて、ヴァトラーの顎をつかんだ両手に力をこめる。

　古城の視界の片隅で、雪菜が美しく舞っている。

　神に勝利を祈願する剣士のように。あるいは勝利の預よ言げんを授ける巫み女このように。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討たせ給たまえ！」

「終わりだ、ヴァトラー──！」

　雷かみなりをまとった古城の拳こぶしが、ヴァトラーの下した顎あごを打ち抜いた。

　大きくのけぞったヴァトラーの蛇身を、雪菜の銀色の槍やりが貫く。

　魔ま力りよくを打ち消す純白の光に吞のみこまれ、蛇へびの肉体が消滅した。

　あとに残ったのは、血まみれの三つ揃えスリーピーススーツを着たヴァトラーの姿だ。

　心臓に銀の槍を突き立てられて倒れたまま、彼は、ひどく満ち足りた微笑みを浮かべていた。

　　　　　　　　　　７

　古城とヴァトラーの戦いに巻きこまれた廃はい墟きよの建物が、半径数キロメートルにわたって瓦が礫れきの山に変わっている。特徴的だった塔の建物や、モノレール風の高こう架か橋きようも消滅していた。

　せっかくの〝遺産〟がこのような姿に変わったと知ったら、咎神カインは怒るだろうか、と古城は想像してみる。それとも戦争が終わることを喜んでくれるだろうか──

「とどめを刺さなくていいのかい、古城？」

　銀色の槍に胸を貫かれたまま、ヴァトラーが訊きいてくる。

　雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟は今も彼の体内に、魔力を無効化する神格振動波を送りこみ続けていた。それでも平然と喋しやべっていられるヴァトラーのタフさに古こ城じようは舌を巻く。

「あんたにそこまでの恨みはねえよ」

　古城がうんざりと溜ため息いきをついた。

　海を挟はさんだ対岸に見える絃いと神がみ島じまは、今も無傷のまま浮かんでいる。

　水平線の彼方かなたに待機する多国籍艦かん隊たいをも攻撃することができたヴァトラーだ。彼が気まぐれを起こせば、絃神島は今いま頃ごろ、消滅していてもおかしくなかった。けれどヴァトラーは、眷けん獣じゆうの暴走に手を焼きながらも、決して絃神島を攻撃しようとはしなかった。

　ヴァトラーが望んでいたのは虐ぎやく殺さつではない。彼は最後まで純粋に戦いだけを求めて行動していたのだ。

「とてつもなく独善的に迷惑でワガママなやり方だったけど、あんたが真剣だったことだけはわかってるからな」

「それは残念だ。キミになら、喰くわれてみるのも悪くないと思っていたんだが──」

　妙に真ま面じ目めな口調でそう言って、ヴァトラーはくっくっと喉のどを鳴らした。

　古城は無言で顔をしかめる。不老不死の吸血鬼を確実に殺す方法は、吸血を介して、相手の存在そのものを奪うばうこと──同族喰らいだ。ヴァトラーの〝血の記憶〟を丸ごと引き継ぐなど、頼まれても真っ平だった。

　だからといって、ヴァトラーをこのまま地面に磔はりつけにしておくわけにもいかない。どうしたものか、と頭を痛める古城の前で、ゆらりと大気が揺れた。

　銀色の霧きりが濃こさを増し、二人の少年の姿に変わる。傷ついた〝戦せん王おう領りよう域いき〟の吸血鬼たちだ。

「キラくん……ジャガン……！」

　古城は、ヴァトラーを突き刺したまま動けない雪菜を庇かばって身構えた。

　しかしキラとジャガンは、それを見ても表情を変えない。二人はその場に片かた膝ひざを突き、古城に向かって深々と頭こうべを垂たれた。

「数々の非礼をお詫びします、第だい四よん真しん祖そ。御おん身みとこれ以上の戦せん闘とうを続ける意志はありません」

「閣かつ下かの望みを叶かなえてくれたこと、感謝する──」

　驚おどろくほど神しん妙みような彼らの態度に、古城は、どう反応すればいいかわからず固まった。

　キラとジャガンが、倒れたヴァトラーの両りよう隣どなりへと近づく。

　古城が雪ゆき菜なに目配せして、雪菜は銀色の槍やりをヴァトラーから引き抜いた。戦意がないというキラたちの言葉を、噓うそではないと信じたのだ。

　ヴァトラーは何事もなかったかのように、ゆっくりと上体を起こして、右の掌てのひらを広げた。しかしなにも起こらない。それを確認して、愉快そうに笑う。

「ボクの〝聖せい殲せん〟の力を封じたのか。さすがは〝カインの巫み女こ〟……たいした力だ。第四真祖の〝伴はん侶りよ〟に相応ふさわしいな」

「伴侶……？」

　古こ城じようがぽかんと目を瞬またたいて訊きき返す。〝カインの巫み女こ〟──浅あさ葱ぎを〝伴はん侶りよ〟にした覚えはない。とはいえ、彼女の協力がなければ、ヴァトラーを倒せなかったのも事実だ。

「違うのかい？」

「あー……いや……」

　ついさっき吸ったばかりの浅葱の血の味を思い出し、古城は歯切れ悪く言い淀よどむ。雪ゆき菜なが、そんな古城を複雑そうな表情で見上げている。

　ヴァトラーはひとしきり声を上げて笑ったあと、胸元から小さな金属塊かいを取り出した。小振りなナイフほどの大きさの古びた鍵かぎだ。鋼はがね色いろの金属の輝かがやきは、古城がかつて神かん縄なわ湖こで見た咎きゆう神しんの魔ま具ぐによく似ている。

「だが、最後の目的を果たす程度の力は残っている」

　ヴァトラーがその魔具を地面に突き立てる。その瞬しゆん間かん、光を反射しない虚無の闇やみが、波紋のように彼らの足あし下もとに広がった。

　その闇の正体に気づいて、雪菜が叫ぶ。

「異ノ境ドの侵しん蝕しよく!?」

「ヴァトラー……おまえは……！」

「キミに負けたらこうするつもりだった。最初からネ」

　驚おどろく古城たちを見返して、ヴァトラーが晴れやかに笑う。

　ヴァトラーが生み出した異ノ境ドの侵蝕は、咎きゆう神しんの騎き士したちが使っていたような不完全なものではなかった。むしろ那な月つきが操る空間転移用の門ゲートに似ている。

　ヴァトラーは異ノ境ドへと移動するつもりなのだ。かつて咎神カインが、神々に放ほう逐ちくされたという異世界へと──

「かつて咎神カインが追放され、〝聖せい殲せん〟の叡えい智ちを身につけた別次元の地球。どんな敵に会えるのか、愉たのしみだヨ。しばらくは退屈せずにすみそうだ……」

　時空移動用の門ゲートの中へと、美しい吸血鬼の姿が吸いこまれて消えていく。キラとジャガンもそれに続いた。

　彼らを吞のみこんだ漆しつ黒こくの門ゲートが、ゆっくりと薄うすれて消えていく。最後に残ったのは、地面に刺さった鍵だけだ。やがてそれもボロボロに風化して崩れていった。

　砕けた鍵の残ざん骸がいを、古城はしばらく呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　しかし、どれだけ見つめていても、ヴァトラーたちが再び姿を現すことはなかった。彼らは新たな戦いを求めて、見知らぬ異世界へと旅立ったのだ。最後の最後まで傍はた迷めい惑わくな連中だった。

　いつか、彼らが再びこちら側の世界に帰き還かんする日が訪れたなら、そのときは今よりももっと手のつけられない強敵になっていることだろう。

　だが、とりあえずの脅きよう威いは去ったのだ。それを実感した古城の全身から力が抜けた。

「つ、疲れた……」

「そうですね」

　銀色の槍やりを降ろした雪ゆき菜なが、ふらつく古こ城じようを支えてくる。

　二人はそのまま互いに体重を預けて、流れる雲を見上げていた。いつの間にか太陽が傾いて、夕暮れの空が黄金に染まっている。廃はい墟きよの街を吹き抜けていく風が、疲れた身体からだに心地ここち好よい。

『──古城、聞こえる？』

　破壊された有脚戦車ロボツトタンクの残ざん骸がいから、浅あさ葱ぎの声が聞こえてくる。通信機の電源がまだ生きていたのだ。

　操縦席らしき場所は潰つぶれていて、古城たちの声は彼女に届かない。しかし浅葱には、ある程度、古城たちの状況がわかっているのだろう。そのまま聞いて、と続けてくる。

『聖せい域いき条約機構からの通達よ。絃いと神がみ島じまの大規模破壊魔ま具ぐ認定は撤てつ回かい。第だい四よん真しん祖その領地──第四の夜の帝国ドミニオンとして正式に承認する、って……』

「そうか……」

　古城は、雪菜と顔を見合わせて安あん堵どの息を吐いた。聖域条約機構は約束を守った。絃神島の消滅も、世界を巻きこんだ全面戦争もどうにか回避できたのだ。

『早く帰ってきなさいよ。待ってるから──』

　雑音を残して、浅葱の声が途切れる。

　古城は背後を振り返る。黄昏たそがれの空を背景に、アルディギアの装そう甲こう飛行船が浮かんでいた。ラ・フォリアが迎えを呼んだのだ。

「行くか、姫柊」

　古城が雪菜に呼びかける。しかし雪菜は答えない。銀色の槍を抱いたまま、古城の顔を、もの言いたげに見つめているだけだ。

「姫柊？」

「…………」

「どうした、姫柊？」

　古城が訝いぶかしげに眉まゆを寄せて雪菜を見つめる。雪菜が機き嫌げんを損ねているのは明らかだが、その原因がさっぱりわからない。

「えーと……姫柊さん？」

　古城が怖おず怖おずと彼女に呼びかける。と、それまで無反応だった雪菜が、ついに諦あきらめたように深々と息を吐いた。恨みがましい目つきで古城を睨にらんで、拗すねたように言ってくる。

「なんでもありません、先輩の馬ば鹿か──！」

　なんだそれは、と古城は空を仰あおいだ。

　そして二人は肩を並べて、廃はい墟きよの街並みを歩き出す。
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　午後のファミレス。海に面した大きな窓から、強い陽ひ射ざしが容よう赦しやなく降りそそいでいる。

「熱い……焼ける。焦げる。灰になる……」

　パーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶった少年が、その陽光から逃れるようにテーブルにぐったりと突っ伏して、弱々しい悲鳴を上げていた。

　彼の隣となりに座っているのは、黒いギターケースを傍らに置いた小柄な少女。向かい側の席では、首に大きなヘッドフォンを引っかけた少年と、華やかな髪型の少女が飲み物を啜すすっている。

　テーブルの上に乱雑に置かれているのは、高校生用の問題集だ。英語に数学、国語、理科、社会。いずれもかなりの分量だった。少年が広げたノートには、数学の図形問題が、解きかけのまま放置されている。

「……なあ。俺って、いちおう夜の帝国ドミニオンの王なんだよな？」

　かすかに顔を上げた暁あかつき古こ城じようが、独ひとり言ごとのような口調で訊きく。

「まあ、そうね。いちおう、そういうことになってるんじゃない？」

　藍あい羽ば浅あさ葱ぎが、スマホを弄いじりながら投げやりに答えてくる。

　古城は気け怠だるく頰ほお杖づえを突きながら、問題集の束を憎々しげに眺ながめて、

「なのになんで、こんなところで春休み前の課題をやってんだろうな。てか、この問題の量はおかしいだろ!?　しかもペナルティの奉仕活動として、校舎全体のトイレ掃除と草むしりって！　それが吸血鬼の真しん祖にやらせることかよ!?」

「いやまあ、それは仕方ねーだろ」

　行ぎよう儀ぎ悪くストローをくわえたまま、矢や瀬ぜ基もと樹きがそう言った。

「おまえ、ただでさえ出席日数ギリギリだったくせに、二月後半からまるまるひと月近く授業をサボっちまって。王様でなきゃ普通に留年だな」

「あれは不可抗力だっただろ!?　聖せい域いき条約加盟の手続きやら、日本政府との交渉やらで死ぬほど忙しかったって言ってんのに、那な月つきちゃんのヤロー……」

「そうはいっても、古城なんて政治家としてはほとんどなんの役にも立たないしね。結局は、幾かず磨ま兄ニイとか、獅し子し王おう機き関かんの偉い人とかの言いなりで──」

　浅葱が冷静に指摘してくる。身も蓋ふたもない言いぐさだが、事実なのでなにも反論できない。

「だったら最初から俺が会議に出る必要なかっただろ……」

「文句ばかり言ってないで、ちゃんと問題も解いてくださいね。わたしや凪なぎ沙さちゃんと同級生になりたいんですか、先輩？」

　ふて腐れたように顔をそむける古城に、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが微笑ほほえんで言った。ぐおお、と苦悩するように頭を抱えて、古城は再び問題集へと向き直る。

　聖域条約機構による絃いと神がみ島じまへの侵攻が撤てつ回かいされて、一カ月余りが経たっていた。

　現在の絃神島は日本政府との協議の上、独立国としての地位を認められていた。名実ともに第だい四よん真しん祖そが治める夜の帝国ドミニオンとなったのだ。ただし日本との行き来は原則自由。引っ越し程度の気軽さで、自由に国籍を移動することが可能である。

　司法や財政に関しても全面的に日本政府に委任しており、島内の警察活動を行っているのも、日本の警察官や国こつ家か攻こう魔ま官かんだ。食料の輸入や経済活動に関しても、その大部分は日本に依存したままである。要するに市民の生活は、なにも変わらなかったということだ。絃いと神がみ島じまは、結局、絃神島のままだった。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟としての扱いもそのままだ。

　ただし、変化したこともある。それは咎神カインの〝遺産〟の存在だ。

　絃神島本島を取り巻く巨大な人工島は、今も海上に残ったままだった。ヴァトラーたちとの戦いによって古代兵器ナラクヴエーラはすべて破壊されていたが、島には今も、咎神カインが残した〝聖せい殲せん〟以前の技術が残されたままである、

　それらを研究するために、絃神島には、全世界から移住希望者が殺到していた。

　逆に絃神島から転出する者は、意外なほどに少なかった。ほとんどの企業や研究者は、第四真祖の存在を恐れるどころか、貴重な研究対象として並々ならぬ興味を抱いていたのだ。

　今のところ第四真祖の正体は一般には秘密にされているものの、旅行会社が企画した『第四真祖を探せツアー』は、常に満席でキャンセル待ちが続いているとも言われている。

　古こ城じようにとっては実に迷惑な話だが、この街では第四真祖など、しょせんその程度の存在だ。

　ここは〝魔族特区〟なのだから。

「……あー……こいつはまずいな……」

　空からになった飲み物のグラスを置いて、矢や瀬ぜが耳元に手を当てた。彼が張り巡らせた結界が、なんらかの異変を察知したらしい。

　浅あさ葱ぎが弄いじっていたスマートフォンの画面に、不細工なぬいぐるみ型の現身アバターが浮かび上がる。

『悪いな、嬢じようちゃん、那な月つきちゃん先生からの緊急依頼だぜ』

「なによ、またトラブルなの？　今度はどこ？」

　相棒の人工知能ＡＩからの報告に、浅葱がやる気なく眉まゆを寄せる。

『人工島北地区アイランド・ノースＢ層の研究所から、召しよう喚かんされた異界の魔ま導どう生命体が脱走したらしい。特区防衛隊アイランド・ガードが足止めしてるが、いつまでもは保もたねーな』

「北地区のＢ層って、アヴローラの入院先のすぐ近くじゃねえか……」

　モグワイからの報告を聞いて、古城が表情を硬くした。

　六番目ヘクトスの身体からだを借りて復活した十二番目ドウデカトス──アヴローラは、あれから一度も目覚めることなく、病院で眠り続けているのだ。

　ただしそれは、消耗した魔力を取り戻すための正常な眠りだ。何週間後、何年後になるかはわからないが、いつか必ず彼女は目覚める。そして古城には、彼女の目覚めを待つための時間がたっぷりと与えられている。不老不死の吸血鬼である古こ城じようには──

「しゃあねえな、仕事すっか」

　ヘッドフォンを指先で回転させながら、人工島管理公社の上級理事である矢や瀬ぜが立ち上がる。

「ま、避難誘導くらいはやっておいてあげるからさ。魔ま導どう生命体の相手はよろしくね、古城。王様なんでしょ」

　そう言って、浅あさ葱ぎは食べかけだったパンケーキを名残なごり惜しそうに一口囓かじった。ちょうど真紅の有脚戦車ロボツトタンクが、彼女を迎えに来たところだ。

「行きますよ、先輩」

　ギターケースを背負った雪ゆき菜なが、古城を急せかすように手を伸ばす。

　左手の薬指に嵌はめられた、銀色の指輪が輝かがやきを放つ。

　古城は解きかけの問題集の山と、テーブルに残されたファミレスの伝票をうんざりと眺ながめた。

　窓の外には無機質な人工の街並み。魔術の暴走も魔導災害も、この島ではいつもの出来事だ。

　絃いと神がみ島じま、〝魔族特区〟──この街では、化け物などめずらしくもない。

　たとえそれが世界最強の吸血鬼だとしても。

「勘弁してくれ……」

　誰だれに言うともなく呟つぶやいて、少年は歩き出す。

　その傍らには、彼の監視者である少女の姿がある。

　血に濡ぬれたように赤い夕ゆう陽ひの中、二人が落とす長い影は、ぴったりと寄り添ったまま人工の街へと融とけていく。


　　　　　　　　あとがき

　そんなわけで、『ストライク・ザ・ブラッド15』をお届けしております。

　第一部最終章ということで、今回はページ数がやや多めです。なんとか一冊でまとまって、ホッとしているというのが正直なところ。おかげで執筆のほうは（体力的に）苦労しましたが、そのぶん楽しんでいただけたら嬉うれしいです。

　本巻のエピソードで、テレビアニメ『ストライク・ザ・ブラッド』最終回で描えがかれていた謎なぞの答え（絃いと神がみ島じまの形が変わってた理由）をようやく描くことができました。些さ細さいなことですが、個人的にずっと気になっていたので、今は肩の荷が下りたような解放感を味わっています。

　それ以外の要素についても語りたいことは多々あるのですが、せっかくの余よ韻いんをぶち壊しにしてもアレなので、裏話などはまた別の機会に。本ほん篇ぺん中では描ききれなかったキャラクターの動向に関しても、後日談などで別途補完できればと思っています。

　本シリーズもこの巻で十五冊目になりました。振り返ってみると、あっという間だったような気がしますし、描き足りないと感じている部分もたくさんあります。執筆ペースに関しては反省点だらけで、もう少し速いペースでガンガン続きを書きたかったし、用意したエピソードも数多く残っています。どのような形になるかわかりませんが、もしも今後、機会があれば、そのあたりの番外篇的なイベントも、積極的に描いていきたいと思っています。

　前巻のあとがきでも予告したとおり、この巻で電撃文庫版『ストライク・ザ・ブラッド』第一部は終了です。ここまでおつきあいくださった皆様、本当に本当にありがとうございました。

　嬉しいことに、『ストライク・ザ・ブラッド』に関しては、まだまだ企画が進行中でして、古こ城じようや雪ゆき菜なの新たな活かつ躍やくを、これからも様々な形でお目にかけられると思います。

　それに合わせて小説のほうでも、新しい展開を準備したいと思っているのですが、こちらについてはまだ未定。あまりお待たせすることのないように頑張ります。

　なにとぞ今後とも、おつきあいのほどよろしくお願いいたします。

　イラストを担当してくださったマニャ子さま、今回もありがとうございました。十五冊もの長きにわたり、雪菜ソロ＆青系統縛しばりという過酷な条件の中、毎回すばらしいカバーイラストを仕上げていただき本当に感謝です。コミカライズでお世話になっているＴＡＴＥ先生にも、この場を借りてお礼を申し上げます。ヒロインたちの可愛かわいらしさや戦せん闘とうシーンの凄すさまじい完成度には、毎回圧倒されております。そして出版に関かかわっていただいたすべての方々、この本を読んでくださった皆様に、精一杯の感謝を捧ささげたいと思います。

　それではどうか、またどこかでお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いてる人。そんなこんなで一区切りです。ここまでおつきあいいただき感謝。今後の展開などについてのリクエストもお待ちしています。引き続きどうぞよろしく。
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イラスト／マニャ子こ

佐賀県出身、東京都在住のイラストレーターです。

好きなものはゲームと猫です。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三雲岳斗先生」係

「マニャ子先生」係

本書は書き下ろしです。


この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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